
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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《序章①　秘めた薄うすら氷ひ》






　遠くに見える大きな大きな《塔》が、青い空を貫いている。空き地の中央にうずたかく積まれた材木のてっぺんに座りながら、わたしはその《塔》へ何となく手を伸ばした。

　開いた掌てのひらの隙間から、陽光が仄ほのかに漏れる。黒い《塔》は、小さいわたしの薬指よりもまだまだずっと長い。この世界のどこに居たって、あれは見えるのではないか。何となくそう思ったが、そんなことはないと実体験で知っている。この街へ来る前、あの《塔》が外から見えたことなんてなかったからだ。

「あ」

　声がしたので、わたしはすぐに腕を引っ込める。視線を下へ落とすと、誰かがこちらを見上げていた。確か、同じ孤児院の人間だ。飴あめ色いろの髪をした、同い年ぐらいの男の子。

　名前は知らない。彼だけ、ではなく、彼を含めた孤児院の人間全ての名前を、わたしは知らない。そんなものを覚えるぐらいなら、花の種類でも覚えた方が有意義だと思っている。

「…………」

　彼は気まずそうな表情を隠そうともしなかった。孤児院のルールとして、子供だけでの理由なき外出を禁じている。要は見張るのが面倒だから、勝手に塀の外へ出るなというわけだ。

　それをわたしは無視して、こうしてこの空き地へふらりと来ている。日暮れまでには戻るから、別に構わないだろう。この街から逃げ出してやろうとか、そういうつもりはない。

　ただ、同じ孤児院の人間に見付かるのは想定外だった。院長へ告げ口されたら困る。わたしは彼が自分を探しに来たのだと考えたが──すぐに、その可能性を排除した。

「…………」

　彼は無言で材木の山へ登り、わたしから少し離れて座り込んでいた。

　告げ口されたら困るのは、お互い様だった。彼もまた、黙ってここに来ているのだ。

　心地悪い沈黙が、場を支配する。分厚い雲が空を覆った、じめじめした日みたいな──天気は数分前と何ら変わらないのに。わたし以外の誰かがここに居るだけで、こんなにも。

（帰ろう）

　わたしは材木山からの下山を決めた。彼のことは極力視界に入れず、そこから下りる。

　向こうもわたしに話し掛けることはない。あまり、社交的な少年ではないらしい。それはそれで、わたしにとっては都合が良かったが。

　空き地から出る前、わたしはちらりと彼の方を振り返った。彼は、少し移動していた。

　今の今まで、わたしが座っていた場所へ。

　それが、何だか無性に…………イラッとした。




　数日後、また孤児院を抜け出したわたしは、来てすぐに肩を落とした。

　先客、つまりあの彼が先に居たのだ。前と同じく、わたしが座っていたところ。積まれた材木のてっぺん、そのど真ん中。そこに座って、ぼんやりとしている。

　引き返そうか、と思ったが、誰にも見付からずに抜け出すのには結構な苦労が伴う。それを一瞬で棒に振るのは流石さすがに勿もつ体たいない。それに、この空き地以外に、誰にも何も言われずに時間を潰せる場所なんて知らない。探すだけの気力も、ない。

　わたしは小さく溜ため息いきをついて、彼よりも少し下の段に腰掛けた。もし、向こうが話し掛けてきたら、嫌味の一つでも言ってやろうと考えたが──結局この日も、彼が自分からわたしへ話し掛けて来ることはなかった。とんでもなく内向的な少年であるらしい。

　……それから。基本的に、わたしがここへ来たら、先に彼が居るようになった。同じ孤児院に住んでいる以上、自由時間は平等に与えられている。わたしよりも先回りしているということは、彼はわたしとは違うルートの、上質な抜け道を知っているということだ。彼の方がわたしよりも孤児院暮らしが長い。わたしが知らない情報を持っているに違いない。

　だが、そうだとしても──彼が居心地を悪くしているのは動かぬ事実だった。正直に言って、他へ行ってくれと思う。いつもいつも、わたしが座りたいところに座っているから、実は嫌がらせをしているのではないかと考えたが、それにしたって一言ぐらいは何か言えばいい。ざまあみろ、とか言って来たのならば、わたしだってこの空き地に諦めがつく。

「……名前、書けばいい。そこに」

　だからわたしは、ある日いよいよ自分から嫌味を呟つぶやいた。彼が座っている場所を指差して。

　別にそこは、わたしの特等席というわけではない。でも、そうまでしてずっと座りたいのなら、名前を書くぐらいしておけばいいのだ。子供は子供らしく、そうすればいい。

「しゃ、しゃべった……!?」

　だが、彼からの反応は、予想外なものだった。木や石ころが喋しやべりかけてきたかのような、驚きに恐怖が入り混じった表情。およそ同い年の相手にする反応ではない。

「…………。喋しやべれるに、決まってる」

「あ、いや、ごめん。その……しゃべったトコ、はじめて見たから」

　孤児院に来た初日の、自己紹介の時すらわたしは口を開いていない。桃色の髪の毛をした女の子と、つんつん頭の男の子がその時しきりに話し掛けてきたが、数日間ずっと無視を続けたら、もう話し掛けてくることはなくなった。

　なので彼の中では、多分わたしは病気か何かで口が利きけないヤツと処理されていたのだろう。

　悪いのは自分だというのも分かってはいたが、それでもわたしは冷たい表情を崩さない。

　どうせ、パパとママが迎えに来てくれたら、こんな孤児院とはおさらばだ。その間に誰かと仲良くするつもりなんて、毛ほどもないから。

「でも、名前かぁ。じゃあ、書いておくよ」

　そんなわたしのつっけんどんな態度を、彼はわざとなのか天然なのか、無視した。

　あまつさえ、嫌味で言ったそれを、真正面から受け止めている。

「……好きにすればいい」

　本格的に他の場所を探さねばならないと、わたしは小さく溜ため息いきをついた。




　とはいえ、すぐに代わりの場所が見付かるわけもない。後日、わたしは色々考えながら孤児院を抜け出したものの、結局またこの空き地へとやって来てしまう。どうせ彼は先に居るだろう。ちらりと材木の山を見ると、やっぱりだ。

「あ、きたきた」

「…………」

「なあ！　これ、見てくれよ」

　別に友好的な態度を取ったわけでもないのに、彼は友達を迎え入れるような顔でわたしを手招きした。面倒だったが、他に行くあてはない。少なくとも、ぼんやりと空を見上げるぐらいはしたかった。わたしは、黙ってその山を登る。

「名前、書いてみたんだ」

「……？」

　彼はやや得意げに、自分が座っている場所を指で示している。見ると、そこには材木を直接、何か硬いもので彫った形跡がある。ただ、それは妙な記号か、或あるいは下手過ぎる絵のようで、横並びになった子供の落書きと言って差し支えのないものだった。

　少なくとも──このような文字を、わたしは見たことがない。

「なんて書いてるか、読んでみてくれよ」

「異国の文字。読めない」

「だよな」

「…………」

　バカにされている。確かにわたしはこの街の生まれではないが、それでも幾つかの文字は読めるぐらい勉強している。間違いなく、目の前の彼よりは賢い自負がある。たまたま、この目の前にある文字が読めないだけで、「ああこいつは孤児らしく頭が悪いんだな」と思われるのは心外だ。今までの積み重ねもあって、わたしは本気で彼を睨にらんだ。

「お、怒るなって。読めるほうがおかしいんだから！」

「何が言いたいのか不明」

「これ、おれが考えた文字なんだ」

「……は？」

「自分の名前なんて、書けないよ。そんなの、だれも教えてくれなかったから」

　だから、自分で考えた文字をここに書いた。故に、彼以外は読めない。

　それは、彼が孤児だからで──まともな教育など受けられなかったことを示している。

　何か言おうと思ったが、言葉は浮かばなかった。無言をわたしの興味と捉えたのか、彼はやや気恥ずかしそうに、再びオリジナルの文字を指差す。

「これ。シアって書いたんだ」

「……。なんで、わたしの名前……」

「しってるに決まってるだろ。おなじトコに住んでるんだし」

　それでも、孤児の数は多い。全員の顔と名前を一致させるなど、到底わたしには出来ない。わたしは最近入ったばかりの新入りだから、彼は名前を覚えていたのだろう。

　だが……わたしは、彼の名前すら知らない。

「で、そのヨコはスカイツって書いてる」

「スカイツ……？」

「うん。おれの名前」

　知らなかった、とは言えなかった。

「おれ、シアのことぜんぜんしらないけど──ここに座りたいってのは、なんとなくわかる」

「……。誤解。思ってない、そんなこと」

「そうか？　おれがここに座ってたら、ずっとおれのことニラんできたのに」

「…………」

　確かにそんなことはしたが、しかし筒抜けだったとは思わなかった。彼はわたしに無関心なようでいて、実はわたしのことをよく観察していたらしい。前に読んだ本の中に、アリの観察をしている者は、アリからも観察されているという記述があったのを思い出す。そんなはずはない、とその時は思ったけど、そういうわけでもない、らしい。彼はアリじゃないが。

「だからさ、いっしょに使おう。この空き地、おれしかしらないと思ってたから」

「……好きに、すればいい」

「違うさ。シアの好きにしたらいいんだよ」

　この空き地は、そもそもわたしのものでも彼のものでもない。勝手に使っているのはお互い様で、自分達のもののように言うのはおかしい。彼の発言には、何の効力もない。

「…………。あなたに言われなくても、分かってる」

「そっか。アタマよさそうだもんな、シア」

「あなたよりは」

「じゃあ、こんどおれに教えてくれよ。ホントの文字」

　なんでこんなに馴なれ馴なれしいのか。仲良くしたいなんてわたしは言っていないのに。

　ゆえに、わたしは返答をしない。目を逸そらして、地面を見た。横目に彼のことを確認すると、空を見上げていた。それから、わたし達は言葉を交わさなかった。

　だけどこの時から、わたしの中の何かが少しずつ動き始めたことは確かだ。

　孤児院の中で、彼──スカイツの姿を、目で追い始めたぐらいには。




　　　　　　　　＊




　ぼんやりと、特に何か考えるわけでもなく、わたしは材木の山で佇たたずんでいた。

　あれから何年も経たったのに、未いまだにこの空き地は何かが建つ気配がない。この資材も、もう使われるようなことはないのだろうか。長年、わたしのおしりを受け止めるだけになっている。

　わたしは不意に、遠目に見える《塔》へ向かって、何となく手を伸ばした。

　開いた掌てのひらの隙間から零こぼれた陽の光が、わたしを眩まぶしく照らす。

　少しは大きくなったわたしの薬指だが、それでも《塔》の方が、まだまだずっと長い。

「こ、ここに居たのか……。シア……」

　声がしたので、下を向く。スカイツが息を切らしながら、わたしの方を見上げていた。

「……。呼吸が乱雑。どうしたの？」

「どうしたもこうしたも、お前を捜してたんだよ!!　養成所の授業を途中からサボって抜け出したお前を！　今日たまたま班長だった俺一人で、街ん中駆け回ってたんだよ……!!」

「そう」

「返事が淡白過ぎて涙が出そうだ……。つーかここに居たなら最初に捜せば……ったく……」

《塔とう下か街がい》において、《昇しよう降こう者しや》とは一番の生産者であり、消費者でもある。その数は多ければ多いほどいい──消耗品に近いから。だから、この街に孤児院が多くあるのは、決して慈善事業が行き届いているというわけではなく、後に利用出来る資源を育てている側面が強い。

　よってある程度成長した孤児は、街の中に点在している《昇降者》の養成所へと送られる。わたしやスカイツも例外ではない。他に就きたい何かがない限り、大多数の孤児は《昇降者》を目指し、そしてどこかで散っていく。それは《塔》の中なのか、外なのかは分からない。

　まあそんなことはどうでもよくて、つまりわたしは幼少期からの癖みたいなもので、時折一人になりたい時がある。今がそれだ。よって授業はサボった。

「座学は受けなくても平気」

「そりゃお前は賢いからそうだろうけど、班員であるお前が居なかったらこっちも丸一日欠席扱いになるんだ！　俺とベイトとクアラはこれ以上欠席したらやばいんだって！」

　最低限の教養は、《昇降者》であれど身に付けねばならない。わたしとアルは勉強が得意なので最初から問題ないが、残る三人は苦手だ。よって出席日数などの態度でその辺りを補おうとする。が、その割に授業中の居眠り率も三人は非常に高いことを、わたしは知っている。

「少ししたら戻る。ちょっと謝れば欠席扱いにはならない」

「お前……！　俺への罪悪感とかないのか……!?」

「普段からちゃんと筆記試験で高得点を取っていれば、少しぐらい授業を受けなくても問題はないはず。でも、勉強を教えようとしたらすぐに逃げるのは、どこの誰か知ってる？」

「…………。いや、この資材の山も段々ボロボロになってきたな～」

　悪いのは勿もち論ろん勝手に抜け出したわたしであり、捜しに来たスカイツに一切責はない。

　わたしはいわゆる屁へ理り屈くつを唱えたのだが、思ったよりも効果覿てき面めんだった。スカイツは白々しく話を逸そらして、材木の山をひょいひょいと登ってくる。

「昔はもっと、高い山だった気がするけど。今はそんなでもないよな」

　そう言って、わたしの隣にスカイツが腰を下ろす。何だかんだで、彼もわたし側の人間だ。

　時折一人になりたい性分であることなど、とうに知っている。でなければ、未いまだにこの空き地の存在をわたしとしか共有していないことに、説明がつかない。

　自分も一緒に、ちょっとだけサボってやろう。これはそう思っての着席だ。

「お互い、背が伸びた。成長を実感」

「え？　お前は別に……」

　わたしはスカイツの背中を片手で押した。落ちろ、と心の中で強く念じながら。

「や、やめろって！　冗談だよ！　お前も多少は大きくなってるから！」

「多少……？」

「事実として今も昔もチビなのに、そこを無理矢理褒めたらそれはそれで怒るだろお前!!　じゃあ俺にどうしろって言うんだよ!?」

　そこはこう、現実としての伸びしろでなく、もっと心に寄り添う言い方があるはずだ。

　スカイツにその辺りのデリカシーを求めても無駄であることも、知っているけど。

　仕方がないので、わたしは話を変えてあげることにした。

「これ。覚えてる？」

　すっかり薄れてしまったそれ──スカイツがかつて彫ったオリジナル言語による名前を、わたしは少しだけ動いて指差した。

「ああ、覚えてるよ。俺とお前の名前を、俺が適当に彫ったんだよな。それがどうした？」

「あの頃のスカイツは良かった。かえして」

「俺は俺から何も奪ってねえよ!!」

「冗談。懐なつかしんでるだけ」

「確かに懐なつかしいけど、当時のお前って今とは比べ物にならないぐらい尖とがってたよな……」

　彼の言う通りだ。自分で言うのもおかしいが、わたしは子供だてらに頭が良く、ひねくれ者だった。そのくせ親に孤児院へ売られたにも拘かかわらず、いつか両親が迎えに来てくれると信じているような、純粋で間抜けな子供だった。自分は他の孤児とは違うんだと、彼らを見下して壁を作っていた。今にして思うと、とても──嫌な子供だっただろう。

「猛省。若気の至り」

「今も全然若いだろ」

　その壁を壊してくれたのは、他ならぬスカイツだ。そして割れた壁から雪崩込んできたのが、クアラとベイトとアル。わたしの、かけがえのない宝物たち。

「こうして、昔のことを反省すると、今を頑張ろうって気になる。だから時々一人でここに来て、そうやって自分を戒める。いわゆる過去を利用した、わたしなりの未来志向」

「ふーん……でもお前それをサボってやってるんだけど？　お前の未来大丈夫なのか？」

「チッ」

「堂々と舌を打つな……」

　それっぽく纏まとめようと思ったのに、上う手まくいかなかった。スカイツは勉強が嫌いではあるが、飲み込みは早いし、頭の回転も速い。足だってそこそこ速い。素早さに定評がある。

　でも、わたしがここに一人で来てしまう、本当の理由は──

「さて……もうサボりは充分だろ。いい加減戻るぞ。あいつらも心配してるだろうし」

「わたしとスカイツの責任は重大」

「連帯責任はねえよ!!　お前だけだよ悪いのは!!」

「冗談」

「お前の茶目っ気だけはガキの頃とは比較にならないな……」

　そうぼやきながら、スカイツは山から一息に飛び降りる。子供の頃は二人共怖くて出来なかったであろうその真ま似ねも、今となっては平気だ。スカイツが「どう言い訳したものかな……」と、未いまだにぼやき続けている。彼は、子供の頃よりも心配性になった。

「本当は──」

　誰にも聞こえないぐらいの、声量で。わたしは山のてっぺんから、彼に向ける。




「──あなたに、見つけて欲しいから。だから一人で、ここに来るの」




「……？　今何か言ったか？」

「おなかすいた」

「自由過ぎるだろお前!!」

　みんなが居て、あなたが居る。その傍そばに居られるなら、それでいい。

　それだけで、わたしはもう、充分に幸せ。

　だからこの気持ちは、薄く伸ばして凍らせて、心の奥底の──どこかの隙間にしまっておく。

　決して溶け出さないように。絶対誰にも分からないように。

　もし神様がこの世界に居るのなら、わたしは多くは望まない。

　ただ、この幸せが壊れませんように。

　そのためなら、わたしは何だって──











《序章②　死の味》






「なんかね、最近男子三人がこそこそしてるんだよ！」

　相部屋のクアラが、就寝前にわたしへそんなことを告げてきた。

　この孤児院では一人部屋というものは原則ない。わたしはクアラと同室であるが、これは多分院長の措置で、わたしが同性だと彼女としかほとんど喋しやべらないからだ。

　そんなことはさておき、ベッドの上でクアラは足をばたばたとさせている。埃ほこりが立つのでやめて欲しかった。わたしはさり気なく、窓を少しだけ開く。夜風が気持ちいい。

「こそこそ……内緒話？」

「そんな感じ！　ぜったい怪しいんだけど、おしりをつかませないの！」

「尻尾」

「あれ、そうだっけ？　でも、人間にはしっぽないから、おしりで！」

　開き直られてしまった。ある意味筋が通らなくもない。

　クアラ曰いわく、男子三人──スカイツ、ベイト、アルが、何やら秘密の企てをしているとのことらしい。が、それが何か訊きいても教えてくれないようで、疎外感やら何やらでクアラはご立腹だった。言われてみれば確かに、あの三人はここのところよく話し込んでいる。

「……知りたいなら、アルに訊きいてみれば？」

「きいたよ！　でも、あのアルくんも『なんでもない』って言って、教えてくれないんだよね」

「口止め。スカイツとベイトから」

「だよねえ。ワルいことしなきゃいいんだけど……」

　アルはともかく、ベイトは相応に悪ガキである。そしてそのベイトに影響される形で、スカイツもその素養を開花させている。まあ、所詮は子供のイタズラの範囲内なので、可愛かわいいものではあるが。この前は確か、おやつをつまみ食いして𠮟られていた。

　それでも、彼らが相談事をした上で何か考えているというのは珍しい。大体は無計画にベイトが動いて、それを残るスカイツとアルがフォローする形が常なのに。

「告げ口する？　院長に」

「それはちょっと、かわいそうかなって。もしかしたら、ちゃんとした何かかもしれないし」

　クアラの優しい性分が出ている。彼女は規律や道徳を守るが、決してそれ一辺倒ではない。三人の計画内容が分からないのに、怪しいという論拠だけで告げ口は出来ないようだ。

　わたしも、その意見には同意だった。今はまだ推定無罪である。

「だから、シアからもそれとなく調べておいてくれる？」

「うん。最悪、ベイトとスカイツを締め上げればいい」

「あ、あんまりムチャはしないでね……？」

　そのクアラの言葉に頷うなずいて、わたしは部屋の灯あかりを消した。

　枕に頭を預けて、ふと考える。多分、わたしとクアラが考えていることは、同一だろう。

　つまり──三人で隠し事をするのではなく、わたし達もそこに入れて欲しいのだ。

　が、それを表立って言えないのは、男女の性差によるものなのか。どうせ何かやるのなら、五人の方がいいのに。今更、仲間外れだなんて水臭い。

（……本気で、調べよう……）

　まどろみと意気込みが、スープのように混ざり合う。

　明日からどう動くか考える余裕もなく、わたしは程なくして眠りへ落ちていった。




　結論から言うと、想像以上に三人は手て強ごわかった。

　よっぽどその計画を秘密裏に成功させたいのか、隠し事をしているということは明らかなのに、その全容を全く摑つかませないのだ。業を煮やしたわたしは、一度三人の部屋へと突撃を敢行したのだが、強引な手法過ぎて逆に院長から𠮟られてしまった。その後部屋に戻ってクアラからも咎とがめられたので、今後はこういう捜査はやめた方がいいと学んだ。

（眠れない）

　調査開始から一週間経たった、真夜中。ここのところ、眠りが浅い。

　どうもわたしは、気になったり引っ掛かったりすることがあると、不眠がちになる性分らしかった。夜の闇に目が慣れて、天井の木目ぐらいは数えられるほどには眠れないのだ。

「んんん……すかいつ、それ……どろ……たべちゃ……」

　寝返りを打って、隣のベッドを見ると、クアラが寝言を呟つぶやいていた。どういう夢を見ているのかが気になるが、それを考えると更に眠れなくなるだろう。

　クアラは最近諦めがちというか、三人を見守るモードに移行しつつある。孤児であるわたしが言うのもどうかと思うが、彼女は年若くして母性に溢あふれている。わたしにはないものだ。

（……外の空気でも吸おう）

　身体からだを起こして、物音を極力殺しながら、部屋より出る。クアラを起こしたくなかったし、何より消灯以降は院内を──トイレ以外の理由で──勝手にうろついてはならない。

　なので外の空気を吸うのは立派なルール違反なのだが、この時間帯はみんな眠っているだろう。わたしは元より自由時間に孤児院を抜け出していたので、その辺に抵抗はない。みんなと仲良くなってからは、あまり抜け出しはやらないようにしているけど。

「ふう」

　誰にも見付かることなく、孤児院の外へと出たわたしは、一度深呼吸をした。

　ぼんやりと空を見上げると、大きな月が光り輝いている。月光と合わさると、夜の闇は黒というよりかは、どこか青く見えた。今晩は、とても青い夜だった。

「……で、…………！」

「……？」

　子供の話し声のようなものが、裏庭の方から聞こえた気がした。

　孤児院は塀で敷しき地ち周囲を囲っている。子供では乗り越えられないその壁は、不審者を阻はばむと同時に、わたし達の脱走を防ぐ番人である。が、わたしはこれを乗り越える術を知っている。

　そのルートの一つは裏庭だ。気になったわたしは、裏庭の方へと駆けた。

「おいアル！　枝に服ひっかかってんぞ！　さっさとしねーとやべーって！」

「わ、わ、わ！」

「動くなよ。おれが取ってやるから」

「スカイツくん……」

「はやく行け」

「おいてくぞー！」

（な……っ!?）

　わたしは思わず息を吞のんだ。

　木を伝って塀の上に登ったであろうアルとスカイツが、何やら慌てているのだ。塀の向こう側から聞こえる声はベイトのものに違いない。アルは背はい囊のうを背負っていて、今まさにスカイツに支えられながら、そこから迷うことなく飛び降りてしまう。

（脱走……！）

　それも、わたしが使っていたルートだ。スカイツは他のルートを知っているはずなのだが、なぜこのルートを──って、そんなことはどうでもいい。

　昼間ならまだ見逃してもいい。だが、今は真夜中だ。《塔下街》は場所にもよるが、そこまで治安が良くない。そもそも、夜中に治安がいい場所なんてそうありはしないだろう。子供だけでうろつくなど危険過ぎる。何かあったらどうするというのか。

　わたしは思考を巡らせる。今から追い掛けて、果たして間に合うだろうか。いや、間に合わない。塀を越えるには時間が掛かるし、何よりこの寝間着姿では動きづらい。じゃあ誰か大人達を起こして、すぐに動いてもらえば──と考えたが、すぐにわたしは頭を横に振る。

　真夜中の脱走など、院長にバレたら𠮟られるでは済まない。最悪、ここを追い出される可能性もある。それはダメだ。三人が居ない生活など、わたしには考えられない。

　やっぱり、わたしが何とかしなければ。もっともっと、考える。

（着替えてから、全力で追えば……！）

　アルはどこで調達したのか、身の丈に合わない背はい囊のうを背負っていた。中には何かしら詰めているようだったし、あれでは迅速に動けないだろう。スカイツとベイトがアルを置いていくはずもないし、ならまだ追いつける。追いついたらすぐに、三人を説得して連れ戻そう。

（でも、どこに向かったの……!?）

　急いで部屋に戻ったわたしは、寝間着を乱暴に脱ぎ捨てて着替えた。

　クアラの眠りは深くなったようで、今は静かに寝息を立てている。力を借りようかと思ったが、踏ふみ止とどまった。寝起きですぐ動けるはずもないし、過剰な心配をさせたくない。彼女が起きたら、またいつもの日常が始まる。そういう風に、わたしが動けばいい。

　続いて、わたしは三人の部屋に向かった。闇雲に追っても、わたしが逆に迷子になるだけだ。どこに向かったのかさえ分かれば、そこに向かって全力疾走すればいい。

（……！　これ、教本……！）

　わたしとクアラの部屋と違い、三人の部屋は汚い。主に汚しているのはベイトとスカイツだろうが、そのベイトのベッド上に一冊の本を見付けた。わたしはそれを手に取る。

　養成所で使っているであろう、《昇降者》育成に使う教本。孤児院ではまず与えられない。欲しかったら、どうにかして手に入れるしかない一冊。

　それを、どうして彼らが持っているのか。もう悩んでいる余裕はなかった。

（あそこに……《塔》に、向かったの……!?）

　確証はなかったが、確信はあった。スカイツ達は、《塔》を目指している。その為ために、これまで内密に計画を練っていた。三人が内密にするのも当然だろう。

　当たり前だが、《塔》は子供が入っていい場所じゃないから。そもそも《昇降者》として認められなければ、大人も入ってはならない。見付かったら院長どころではなく、《管理組合オブザーバー》に罰せられてしまう。いや、大体、かなり危険な所なのだ。命すら危ういほどに。

　冒険心か、興味本位か、理由は分からない。でも、逸はやる気持ちで入ってはダメなことぐらい、三人は分かっているはずなのに。一方で、わたしやクアラが絶対にそれを許さないと分かっていたからこそ、わたし達を仲間外れにしたのだ。

　ああ、もっと無茶をしてこのふざけた計画を突き止めておくべきだった。わたしの怠慢だ。

　考えれば考えるほど無謀な行為に、わたしは強い苛いら立だちを覚えた。

　少なくとも三人全員の顔は、見付け次第ぶん殴ってやると今決めた。

　先に一発入れてやれば、こっちの話もちゃんと聞くだろう。

　教本をベッドに叩たたき付つけて、わたしは三人を追う為ために駆け出した。




　──青い夜でも、その《塔》は黒々と空を貫いている。

　見上げたそれに対して、わたしは本能的に怖おぞ気けを覚えた。これは一体、何なのか。

　……いや、そんなことを今考えても仕方がない。

（もう、入ってしまった……？）

　どういうルートで三人がここを目指したのかは分からなかった。街のどこに居てもこの《塔》は目に入るので、向かうこと自体は容易たやすい。従ってわたしは全力疾走でここに来たのだが、彼らの姿はなかった。真夜中は探索時間としては外れているからか、《昇降者》の姿もない。

　ただ、黒いそれが、ぽっかりと口を開けて人を待っているだけ。

（中を、探す……？）

　この選択が正しいのかも、わたしには分からない。分からないことだらけで、とにかく思い付いたことを試すぐらいしかないのかもしれない。

　まだ三人が到着していないと信じて、入り口付近で待つ。或あるいは、既に入ってしまったと仮定して、内部を探索する。身の安全を考えるなら前者だが、もう三人が入っていたら無意味だ。

　どうすべきなのか。わたしには何が出来るのか。考えても、やっぱり分からない。

（……入る。そこまで奥には行かないはず）

　よもや《塔》を昇るような真ま似ねはしないだろう。中を多少うろつくだけに留とどめる計画のはずである。それでも、さっさとここから出るに越したことはない。仮にまだ到着していないのなら、先に中へ入ったわたしと出くわすかもしれない。そう考えると、やはり入り口で待つのではなく、中を探した方がいい。そういう結論を出して、わたしは《塔》に入った。

「…………っ」

　広々とした空間の先に、長い階段がある。確かここはエントランスと呼ばれている、安全な場所のはず。そしてあの大階段の先が、《塔》の本当の入り口。そのくらいの知識はわたしにもあった。ただ、やはり本来訪れる時間帯ではないからか、人は居ない。

　考えてみれば、わたしのこれも罰則の対象になるだろう。無許可でここに立ち入るわけなのだから。まあ、誰も見ていないのなら構わないか。……彼らのことを笑えない思考だ。

（目的は、三人を連れ戻すこと。下手なことは絶対にしない）

　孤児院の塀を鼻で笑うぐらいに高い石壁と石畳で構成された通路が、入り口より四方に伸びていた。戯たわむれで迷路を紙に書いたことがあるが、あれを実際にやってみたら、このような形になるのだろうか。

　一歩を踏み出すと、コツンという足音が、何度も何度も響く。やがて足音は、どこか遠くへ吸い込まれるようにして消えた。思わず、わたしはごくりと唾を飲んだ。

「ス……スカイツ！　ベイト！　アル！」

　足音でこれなのだから、声は思っている以上に良く通る。多分、三人が先に入っているのなら、耳に届くはずだ。あてもなくわたしは声を出しながら歩いた。道は覚えているから、多少進んだところで問題はないと思う。

　──そう考えたのが、間違いだった。

「な、なに!?　この、音!?」

　歩き出してからしばらくして、地鳴りのような音が周囲からめちゃくちゃに響いた。辺りを見渡すと、石壁が引っ込んだり出っ張ったりして、蠢うごめいている。

　石畳はひび割れて揺れ始め、わたしは立っていられなくなった。

（つ、作り変わってる……!?）

　完成した迷路を一度消して、その中身を組み替えるような──そんな動きだと思った。

　どのくらいの間、揺れていたのだろうか。わたしが立ち上がった時、そこは既にわたしが知っている場所ではなかった。どこかの部屋の真ん中に、わたしは突っ立っている。

「な……んで……？」

　わけが分からなかった。来た道を戻ろうとしたが、そもそも来た道自体が存在しない。

　あるのは石壁だけで──嫌な汗が全身から噴き出た。

　──ジャリ、と。背後で砂を嚙かむような音がした。それが、誰かの足音であることはすぐに分かったが、しかし望むべき足音ではないことも、同時に理解した。

「あ……」

　振り向いて、わたしはそんな声を出した。絶望から来る、喉が鳴るような声。

　それは筋肉質の、半裸の老人かと、最初は思った。どうにもちぐはぐな存在だった。でも、良く見ると明らかにそれは人間ではない。怪物。化け物。つまりはここに棲すむ──魔物。

　魔物が一匹、わたしに向かってくる。右手に錆さびた刃物を握り締めて。

　声が出ない。悲鳴の一つでも上げられたら、もしかしたら誰かが助けに来てくれるかもしれなかったが、恐怖はわたしの声帯を潰していた。

　ずぶりと、刃物がわたしのお腹なかに沈んだ。すぐに引き抜かれたそれには、真っ赤な血が錆さびを覆い隠すように付着している。ぺたん。わたしは尻もちをついた。

「い……いた……っ、い。あ、う、や……やめ……」

　片手で患部を押さえると、湧き水みたいに血が流れていた。そこだけ真冬の寒空に晒さらされたのか、手足が冷えてかじかむ。血が当たる手だけが温かい。空いた手を相手に突き出し、やめてくださいと懇願したが、声も出なければ、言葉がそもそも通じないようだった。

　魔物はわたしの顔を蹴り飛ばすと、そのまま馬乗りになった。

「ゆる……し…………」

　返答は行為にて済まされた。今度は鎖骨の下あたりに、刃が再び突き刺される。魔物の体重はわたしがもがいて振りほどけるものではなく、制止しようと伸ばした手は、手首から先が斬り飛ばされた。水遊びするみたいに、ばしゃばしゃと赤い雨が降る。それはめちゃくちゃにわたしを刺しては抜く魔物の腕が、血を巻き上げているだけだった。

　痛い。痛くないところがない。痛い。助けて。死にたくない。痛い。痛い。助けて。痛い。

　魔物が両手で刃を握る。祈る所作にも似たそれをもって、刃は振り下ろされた。わたしの胸を貫き、骨を砕いて、背中から突き出た刃の先が、がつんと石畳に当たる。まるで縫い留められたぼろ布みたいに、わたしは真っ赤になって、そこで意識は真っ暗になった。




　　　　　　　　＊




「シア！　起きて、シア！」

「……っ!?」

「あいたっ！」

　飛び起きた拍子に、クアラの額とわたしの額がぶつかった。起き掛けの痛みとするなら、そう悪くない。少なくとも、あの痛みに……比べれば……？

「え……？　ゆ、め……？」

「ううう、なかなか起きないから心配したんだよ？　って、そうだ！　あのね、スカイツたちがめったくそに今から怒られるらしいから、シアもすぐにきて！」

「……どう、して？」

　少なくともそれは、わたし自身に対する疑問だったのだが、クアラは別の捉え方をした。

「あの三人、昨日の夜中に《塔》へ行ったんだよ！　で、あのー、あぶら？　って人が助けてくれたらしいんだけど、ともかくダイモンダイなんだってば！」

　それだけ伝えると、クアラは部屋を飛び出していった。あの感じだと、スカイツ達を何かしら庇かばい立てするつもりなのだろう。

　だが、わたしは一人で混乱の極みにあった。夢と現実がごちゃ混ぜになっている。いつもの日常が水の中だったとするなら、今わたしは泥水の中にでもいるようだった。




【あーめんどくせ……。じゃあ今から説明すっから、あんま動くなよ……】




「!?」

　声がした。男の声だ。まさか、まだわたしは夢の中に──

【夢じゃねーって。めんどくせーガキだな……。あー、こっちのことは《ファロス》とでも呼んでくれや。先に言うけど、お前は死んだけどこっちで助けた。つーわけで大人しく話を聞けってわけだ。めんどくせーから……】

　その人（？）はファロスと名乗った。姿形はまるで見えない。わたしの耳の中で喋しやべっているのか、やけに声が頭の中で響く。

【我々は《俯ふ瞰かんする者》……と、呼んでいる連中が居るらしいから、まあ覚えとけ】

　ファロスは混乱するわたしをよそに、次々と語り始める。

　偶然、というか適当に、《昇降者》でもないわたしへ不思議な力──《理外の力》と呼ばれる、《戻レイ》を与えたこと。《戻レイ》は、《塔》でわたしが死んだ場合、その日の朝に戻る力を持つということ。ただしわたしは戻ったことしか分からないこと。意図的な死では発動しないこと。この力のことを第三者に漏らした場合、力を喪失すること。今回は初回説明ということで、生き返った状態で翌日になったということ。従ってわたしの死含めて全部、現実だということ。

　それらを聞いて、わたしの頭の中はいっぱいいっぱいになった。

【まー無理もねえやな……。つーかこんなガキ選ぶとかどうかしてんな、俺。勝つ気ねーから構いやしねーんだが……それにしたって限度があるわな】

「あの、何を言っているのか……まだ全然」

【わーってるよ……めんどくせー。あー、名前なんだっけお前？】

「……シア……」

【じゃあシア、これから何かあったらちょくちょく俺が話はなしすっから、まーそれは全部現実のモンと受け止めて、理解するよう努力してくれや……めんどくせーから】

　ファロスはかなり面倒臭がりな性分らしい。少なくともそのことだけは分かった。

【ほんっとーに嚙かみ砕くだいて言やぁ、お前はこれから俺のことを黙ってる限り、何億回でもあのクソッタレの《塔》で死んでも問題ないってことだ。今はそれだけ覚えとけ。どーせ、お前が《昇降者》になるかどうか分かんねーし……めんどくせーな……】

　確かにその通りだ。わたしは《昇降者》になるかどうか分からない。少なくとも、今はあの臨死体験──いや、臨死ではなく死そのものか──が脳裏にこびりついていて、素直になりたいとは言えない。

　だが、わたしの中に一つだけ、この力に対する理解があった。ファロスの言うことを頭から全部信じたわけではないものの、もしそれが本当だとするならば──




「わたしは、何度でも……みんなの盾になれる」




　──素直に、そう考えた。

　きっと、わたしがどういう思いを抱いたところで、スカイツやクアラが《昇降者》になるのなら、わたしもなるはずなのだ。わたしとは、そういう人間だ。

　そしてその時、わたしが与えられたらしいこの力は、みんなを守る力になる。

　自分の命を投げ捨てることによって、だが。

【献身的過ぎて逆に利己的だな……まーいいや。んじゃ一つ、長い付き合いになるだろうが、よろしく頼むわ──シア】

「…………。まだ信じたわけじゃない。これがわたしの夢である可能性は捨て切れない」

【クソめんどくせーなお前】

　唇が乾いていた。わたしはぺろりと、それを舌で舐なめる。

　いつの間にか、口の中は妙な甘みで満たされていたことに気付く。

　その甘みは死の味で──これからわたしは幾度となく、その甘みを味わうことになる。











《第一章　花冷えた日々》






《塔》二階層は、石造りだった一階層とは打って変わって、鬱うつ蒼そうと緑が生い茂る環境になっている。木々は乱立し、ろくに舗装などされていない獣道が続く。繁茂した草は中に魔物が潜み、道を少しでも外れれば遭難の危険すらある。およそ森や山の中と呼んでも差し支えないフロアであり、一階層を突破した《昇降者》の躍進を阻はばむ。一階層を突破出来るギルドは全体の半数にも満たないが、更にこの二階層を突破可能なギルドとなると相当数が脱落する。

「シア！　そちらに魔物が行ったぞ！」

　黒い外がい套とうで身を包み、顔の下半分を襟巻きで隠した男が、後方に向かって叫ぶ。無造作に伸びた黒髪は汗で額に貼り付いており、握った拳は泥や血で汚れ切っている。

　ギルド《無銘》に所属する、クロヤと呼ばれるその男は、眼前で口を開いた大蛇の頭部を拳の一振りで砕いた。しかし、クロヤの脇を抜けていった大蛇に関しては間に合わない。

『嬢ちゃん！　構術の準備だ！　蛇が来てやすぜ!?』

「…………」

　空色の髪の上で、ネズミのような生物ことシロハラが叫ぶ。が、相手の少女──シアの翡ひ翠すい色の瞳は、敵ではなく虚こ空くうに像を結んでいる。このままでは攻撃はおろか、回避行動すらままならないだろう。

「ちっ……」

　クロヤは身を翻ひるがえし、姿勢を低くして疾走した。

《タワーサーペント》と呼ばれるこの魔物は、二階層に広く見られる種である。人間を縦に二人並べたほどの長さと、腕よりも太い胴回りは、相対するだけで威圧される。更には這はいずる速度も素早く、太い牙には毒液が含まれており、少なくとも一階層の魔物とは比較にならない脅威と言える。ぼんやりと眺めているだけでは、待っているのは死のみだ。

『ヒョアアアアアアアア！　食われる！　食われる！』

「世話の、焼ける……！」

　がぱりと開いた顎は、シアの頭部ぐらいは楽に丸まる吞のみ可能な可動域を誇る。シロハラならば言うまでもない。だが、既すんでのところでタワーサーペントの尾をクロヤは片手で摑つかむ。そのまま踏ん張って、クロヤは持ち得る怪力で縄のごとく大蛇をぶん回した。近くにあった樹木の腹にタワーサーペントを叩たたき付つけ、怯ひるんだその隙を逃さず、跳び上がって蹴りを落とす。杭くいを打つようなその蹴りは、一撃でタワーサーペントの頭部を粉砕した。

『た、助かりやしたぜ……ダンナ』

「おい」

　今の一匹で、魔物は全滅した。跡に残るのは、《恵み》と呼ばれる魔物からの報酬のみ。

　だが、その《恵み》やペットのシロハラの言葉はまるで気にせず、クロヤはシアの眼前へと立ち、見下ろした彼女を睨ねめつけた。

「いい加減にしろ」

「……ごめん、なさい」

「死にたいならばおれの見ていない場所で勝手に死ね。他人を巻き込むな」

「ごめん……なさい」

『ダンナ。もうその辺でいいじゃありやせんか。探索中ですぜ？』

「……じゃあお前から言っておけ」

『だからと言ってあっしに丸投げするのもやめて欲しいところだ』

　シアはそれしか言葉を知らないのか、ひたすら小さく謝罪を繰り返している。クロヤは眉間を指で軽く押さえながら、大きく溜ため息いきをついた。

（原因は──明らかだが）

　彼女がこうなってしまった理由。それはクロヤとシロハラから見ても分かり切っていた。

　シアの所属するギルド《ストラト・スフィア》は、元々はシアともう一人、スカイツという《昇降者》で構成されていた。彼らとクロヤとシロハラは、お互いに共同探索という形で、一階層の異変──その元凶たる魔物を協力して討伐した。

　そこまでは良かったのだが、しかしその後すぐにスカイツがギルドを抜けてしまったのである。理由はシアに問うても答えず、スカイツの所在も知れない。が、シアが明らかに調子を落としたのはそこからだ。構術は良く外し、攻撃に対する回避もままならない。そこに今は背はい囊のうを背負って探索道具の管理もしているが、その管理もクロヤが行った方がマシという始末。

　まだはっきりと口に出してはいないものの、明らかにシアはお荷物であった。

（面倒だ……）

　シロハラ曰いわく、これは男女の問題であるらしい。痴情のもつれというやつだ。しかし、クロヤから見てシアとスカイツはそういった関係には見えなかった。それをシロハラに言ったところ、『これだから童貞は』と小馬鹿にされた。（その後ネズミには地獄を見せた）

　もっと二人の間には、根深い何かがありそうなものであるが──

（どうにかならないものか……）

　──それをシアの口から聞くことは、まだ無理そうだった。

「ごめんなさい……。先、進んで……」

「いや、今日の探索はここで打ち切る」

「まだ、始めたばかり。わたしなら……」

「そういう気の利きいた言葉は、多少なり復調してから言え。今回だけで一体、おれが何度お前を助けたと思っている」

　クロヤはかなり特殊な《昇降者》だ。防具を身に着けず、素手だけで戦うという唯一無二の戦法もそうだが、その強さは二階層の魔物も相手にならない領域にある。シアが今の所五体満足で無事なのは、全てクロヤが彼女のフォローに回っているからに他ならない。

「…………八回」

「七回だ」

『いや九回ですぜ？　あっし戦闘中基本暇なんで数えてやした』

　無言でクロヤはシロハラを掌握し、そのまま握り潰そうとした。

『ヂュウウゥウウウウゥウ!!』

　こうして、今回の探索は早々に終了する運びとなった。

《ストラト・スフィア》と《無銘》の先行きは、暗雲ばかりが立ち込めている。

　二階層フロア１の探索すら、最も早はやままならないほどに。

　何より──シアの心が限界を迎えつつあるのは、誰の目から見ても明白であった。
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「あ……」

　エントランスまで戻り、《ストラト・スフィア》のギルドハウス前まで来たところ、シアが小さく声を出した。ギルドハウスの扉に、小さな革袋が引っ掛かっている。

「またか……」

『甲か斐い甲が斐いしいっちゃあ、甲か斐い甲が斐いしいんだが……』

　シアはその革袋を引ったくるように摑つかむと、急いでギルドハウスの中へと入る。彼女を見送り次第、宿に戻ろうと思っていたクロヤとシロハラだが、この後の展開が予見出来るので、静かに敷しき居いを跨またぐ。玄関先では、袋を開けたシアが、小さな手紙を読んでいた。

「…………」

　ちらりと、クロヤ達はその手紙を後ろから盗み見る。どうせ、書いてある内容はほとんど変わらないだろう。それでも、何かシアの奮起に繫つながるような文言があればと思ったが──

『《塔》に行くな、か……。変わりねえなぁ、こりゃあ……』

　──そんなことはなく、手紙にはシロハラが読んだ通りの一言だけが添えられている。差出人の名はないが、こんな手紙をシアに出すのは一人しか居ない。スカイツだ。

　どういうわけか、スカイツは離脱して以降、纏まとまった金と警告文じみたシアへの手紙を、定期的にギルドハウスに送っている。

　ともすれば、生活援助のような真ま似ねだと、クロヤは最初見た時に思ったのだが。

「あ…………ああああぁ……っ」

　その手紙を読む度に、シアは泣き崩れるのである。無論、感謝から来る涙ではない。

（ハクト──助けてくれ）

　この手紙もまた、シアの精神を追い詰めている。だからと言って、スカイツが広い《塔下街》のどこからこれを送っているのかは分からないので、彼を糾弾する時間もない。

　クロヤは祈るように、遠くで己を待つ恋人の顔を思い浮かべた。時折シロハラが彼を童貞と煽あおるように、クロヤは女性の扱いが不得手である。それも泣いている相手となれば格別だ。

　従ってクロヤは頭上のシロハラを引ひっ摑つかんで、シアの頭に放り投げた。

「頼んだ」

『ええ……。またですかい……』

　もっぱら、シアを慰めるのはシロハラの役目になっている。この時ばかりは、クロヤは口うるさく会話が可能な相棒の動物に感謝していた。

『えー、シアの嬢ちゃん。とりあえず玄関先で泣きべそをかくのも、ちーっとばかし風ふ情ぜいがないと思いやせんか？　ここは一つ、何かウマいもんでも食べに──』

　ゆらり、とシアは立ち上がる。そのまま傷病人のような足取りで、フラフラとギルドハウスの奥へと歩く。クロヤは無言でその後を追う。

　シアは自室へと戻り、ベッドへ潜り込んで、枕を抱きしめながらまた泣いていた。

「……っ、…………うぅ……」

「もっとマシな言葉は無いのか」

『ダンナァ……！　小指嚙かむぞアンタ……!!』

　部屋で泣いても別に風ふ情ぜいは出ない。そもそも風ふ情ぜいの問題ではない。

　時折しゃくりあげるシアの声を聞きながら、クロヤは深く溜ため息いきをついて、部屋にあった椅子を手繰って腰を下ろす。無視してこのまま宿に帰るという選択肢もあるのだが、元来この男は仲間への情は深いのか、基本的にそれをしなかった。

　早々に探索を打ち切ったので、《塔下街》に戻ったのは日中だった。そこからシアが泣き続けて、夕ゆう陽ひが沈みかける頃合いになる。

『……泣き疲れて眠っちまったみたいですぜ』

「そうか」

　ポンポンとシアの頭を叩たたきながら、シロハラがクロヤの頭上へと戻った。言う通り、シアは静かに寝息を立てている。泣きじゃくるよりは眠っている方がマシだ。

　クロヤは物音を立てずに椅子から立ち上がって、彼女の私室を出た。




『どうにかなりゃしやせんかねえ？』

「おれに聞くな」

　宿へ戻る最中、シロハラに訊たずねられたクロヤだが、ぶっきらぼうに返す。

『うーむ。まあ、とりあえずどっかで飯食って、それから宿に戻りやしょうぜ』

「ああ」

　陽は沈み、酒場から明るい光が漏れ始める。ただ、今はどうやら霧が出ているらしく、まとわりつくような薄いヴェールが、視界をやや遮っていた。

　その中で、シロハラがヒゲをぴくりと動かして何かを感知する。

『ん……？　ダ、ダンナ！　ありゃあ──』

「……。スカイツか」

　薄霧の向こうから、こちら側へと歩いてくるスカイツを、クロヤは認めた。

　乱れた飴あめ色いろの髪は顔を覆うようで、その表情は霧も相まって窺い知れない。双剣、《投刃ダート》ポーチ、折れた剣、それに生木の杖つえと、過剰なぐらいに装備品が多い。あえてその進路を塞ぐようにして、クロヤがスカイツの前に出た。

「…………どけよ、クロヤ」

「久しい──というほど期間が空いたわけではないが、それでも久方振りだな」

『スカイツ坊ぼっちゃんがいきなり抜けちまってから、こっちはもう大変でさあ。なあ、ご両人の間に何があったかは知らねえが、戻ってくる気はねえんですかい？』

「……シアは、まだお前達と一緒に居るのか」

「そうだ。もっとも、まるで使い物にならんがな」

「……そりゃいい。なら悪いことは言わない。シアと手を組むな。あいつを、独りにしろ」

『な、何てことを言うんだ、アンタ！』
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　抗議の声をシロハラが上げるが、スカイツはまるで気にしていない。その瞳は昏くらく淀よどんでいて、沼底の汚お泥でいを瞳に貼り付けたようだ。クロヤも大概目が死んでいると言われる方だが、それでもこのスカイツよりかはまだ生気に溢あふれていると自負出来る。

　静かに拳を握るクロヤをよそに、スカイツは話を続けた。

「お前の目的は、病に冒された恋人を救う為ためだ。だから、《塔》の上層へ行かなきゃならない。シアが足手まといなら……切り捨てるのが道理だろ。違うのか」

「その通りだ。今まさに、このネズミと貴様の所のシアをどうするか話し合っていた。貴様の言う通り、おれの目的においてシアは負担になる。近く、共同探索は取とり止やめるだろう」

『ダンナ！　人の心ってモンがアンタにも……！』

「なら──」

　ろくに役立たないどころか、むしろ足を引っ張る今のシアは、クロヤにとって手を組む価値が無いと言える。スカイツの発言は、クロヤから見ても筋が通っているものだった。

　今のシアがもし独りになれば、恐らくもう立ち上がることはない。弱り切ったその心を、あと一度だけ足蹴にすれば、それがスカイツの願いとなる。

「だが、それは今後の話だ。少なくとも今は──貴様の言う通りにだけは絶対に動かん。シアは、おれが立ち上がらせる。そうして貴様には今一度、シアと話し合って貰もらう」

　しかし、クロヤはその願いを頑と拒否した。理屈や打算とは対極にある、純粋な矜きよう持じと苛いら立だちが、結論をクロヤに導き出させた。

「……それが、お前の答えなのか。はっ、随分と頭が悪いんだな」

　嘲あざけるスカイツに対し、クロヤは無言で詰め寄る。

　そしてその襟首を摑つかみ上げると、至近距離まで己の顔を近付けて、唸うなるように言った。

「学があれば女を泣かせて構わないと言うのなら、おれは学など要らん」

「相変わらずカッコいいじゃないか、お前は。俺には真ま似ね出来ない」

「貴様が見下げ果てた愚図なだけだ」

「何とでも言え。泣くだけで済むなら、それで《塔》に向かわないなら、安いもんだ。お前に……俺の何が分かる。お前はお前の目的だけ考えて動けよ。俺とシアに、関わるな」

　クロヤの手を、スカイツは乱雑に振ふり解ほどいた。そのまま、彼の横を通り抜けようとする。

　それを、クロヤは横目で見もせずに呼び止めた。

「スカイツ」

「何だよ」

「──貴様には、おれが報いを受けさせる」

　静かに、しかし確かな怒りを孕はらませた声で、クロヤはスカイツへ告げた。

　冗談や、脅しではない。予告、と言ってもいい。必ず実現させる、予告。

「女シアを泣かせた報いをか？　そいつは怖いな……お前には気を付けるようにするよ」

　それすらも嘲笑して、スカイツは去っていく。霧の向こう側へと、全てを拒絶したまま。

　やがて、その気配を感じなくなった頃合いで──クロヤは一息吸い、思い切り足を振り上げて、その場に叩たたき落おとした。

　ズン、と。落雷にも似たような音がした。およそ、人間の地団駄とは思えぬ音であった。

『ダンナ……』

「……行くぞ」

　行き交う人々が、何事かとクロヤを見ている。

　だが、全く意に介さず、クロヤもまた、霧の往来を歩き始めたのだった。
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　クロヤとシロハラは、ギルドハウスを借り上げるわけではなく、旅人向けの安宿に連泊する形で《塔下街》に滞在している。適当に夕食を外で済ませた彼らは、ひとまず部屋へと戻った。

『しっかし、良いいんですかい？　ダンナよ』

「何がだ」

『さっきの、スカイツ坊ぼっちゃんとの話でさぁ。シアの嬢ちゃんを立ち上がらせるとか、報いを受けさせるとか、ダンナが男気溢あふれる啖たん呵かを切ったのはあっしにも分かりやすぜ』

「…………」

　部屋にはボロボロのクローゼットとベッド、そして文ふ机づくえぐらいしか置いていない。クロヤは部屋のランプに火を灯ともし、外がい套とうと襟巻きをベッド上に放り投げ、文ふ机づくえに向き合っていた。

　その中で、シロハラが先程のやり取りを蒸し返す。

『だが、スカイツ坊ぼっちゃんの言うことも道理だ。あっしらは、お節介を焼きにここへ来たわけじゃねえ。全てはハクトの嬢ちゃんの為ためだ。違いやすか？』

「そうだな」

『複雑な感情でね。ダンナがあっしの思う通りのお方ってのは分かってたが、それでも本当にあっしらがやるべきことは、無情にもシアの嬢ちゃんを切り捨てることじゃねえのかって──坊ぼっちゃんの言葉を聞いた後、あっしの中のクールな部分が告げてるんだ』

　スカイツとシアとは、そこまで付き合いが長いわけではない。あくまで共通の目的の為ために手を組んで、そこから今も協力態勢を続けているだけだ。威勢良くスカイツにああ言ったは良いいものの、本来の目的とはズレていくことに、シロハラは危惧があるのだろう。

　クロヤは羊皮紙とペン、そしてインクを取り出しながら、相棒へと返した。

「単純に、おれ単独であの《塔》の上層部へ行くことは難しいと、先の戦闘で思い知った。あそこは、おれの持つ常識や思考の上を行く死地だ。故に、仲間が要る」

『承知の上ですぜ。そういう考えをダンナが持ってくれて、あっしも一安心だ』

「シアとスカイツは、おれから見ても優秀だ。まあ、他の《昇降者》のことなど大して知らんが……それでも、切り捨てるよりかは拾い上げる方が賢いと考えたまでだ」

『本音は？』

「腹が立つ。どちらにも」

『でしょうなあ。あっしも同感だが……その考えだと今後も難儀しやすぜ、ダンナよ』

「だろうな。だから、こうやっておれも誰かに判断を仰ぐわけだ」

　スラスラと、喋しやべりながらもクロヤは紙上でペンを躍らせていた。文を送るのは、これが初めてというわけではない。むしろ、クロヤが宿に戻ってすることなど、自己鍛錬か睡眠かこの文通ぐらいだった。無論、その送り先は決まっている。

『ハクトの嬢ちゃんに聞くってのか？　おいおい……人様の女の面倒を見るから、ちょっと目的を果たすのに追加で時間が掛かりそうだって、バカ正直に伝えるわけですかい？　あっしがハクトの嬢ちゃんなら、ダンナのことを呪い殺しやすぜ？』

「ハクトはそのような女ではない。が、仮にハクトがやめろと言うのなら、おれはそれに従う。その時は、奴やつらの問題は奴やつらだけで片付ければいい」

『なるほどねぇ。恋は盲目、愛は慧けい眼がんであるべきだが──ま、ダンナと嬢ちゃんの間にあっしがどうこう前歯を挟むのも筋違いか。ついでに増援でも嘆願しますか？』

「無用だ」

　ここ最近の出来事を簡潔にまとめ上げ、クロヤはおもむろに窓を開く。部屋にしまっておいた笛を手に持ち、思い切り吹いた。キィン、という頭が痛くなるような高音だったが、あまりにも音色が高過ぎて、ともすれば聞こえない程の音域である。シロハラだけが器用にも耳を全力で押さえていた。

　しばし待つと、羽音が近付いてくる。両翼をはためかせ、窓の縁へ着地したのは、一羽わの猛もう禽きん──鷹たかであった。鷹たかはぎょろりと、クロヤとシロハラを睨にらむように見つめている。

『本能的にブルっちまうぜ……。あっしらの種族は鳥のエサだから……』

「カザキリはお前を喰くうぐらいなら断だん食じきを選ぶだろう」

『それはそれで聞き捨てならねえや』

　鷹たかの名はカザキリ。クロヤの──ではなく、彼の仲間が飼育している鷹たかだ。伝書を運ぶのは鳩はとと相場が決まっているが、鳩はとは道中で他の鳥類に襲われかねない。その点、鷹たかならば襲われる心配はほとんどなく、また知能も高いので運び間違いも起こらない。クロヤと遠方のハクトを両翼で繫つなぐ、彼にとっては心の生命線である。

　クロヤはカザキリの足に装着された小筒へ、丸めて折り畳んだ羊皮紙を詰め込む。しっかりと蓋をしたら、一度だけカザキリの首筋を指の腹で撫なでた。

「頼んだ」

　カザキリはキィと一度鳴いて、窓枠を蹴って飛び立つ。数日もしない内に、ハクトから返信が届くだろう。その時までに、何かカザキリへ褒ほう美びを用意しておこうとクロヤは思った。

『手紙も出したし、それじゃあ今日はもう──』

　キャアアアアアアアアアアア────────ッ!!

　休むか、とシロハラが言い終わる前に、部屋の外──恐らくは階下から──絹を裂くような悲鳴が聞こえてきた。うおお、とシロハラが毛を逆立てて驚く。

「じゃあ火を消すぞ」

『ス、スルーですかいダンナ!?　耳遠いのか!?』

「外のことなど知らん」

　ベッドでごろりと横になり、クロヤは我関せずを貫いた。何でもかんでも首を突っ込む性分ではない。このまま朝まで眠るだけ──

「お、お、お、お客さん！　助けとくれ！」

　──バタン、と部屋の扉が乱暴に開かれる。ノックも何もあったものではない。

　恨めしそうにクロヤは上半身を起こし、訪問者──宿の女将おかみを睨にらみ付つけた。

「この宿は客の安眠を妨害するのが売りなのか」

『血相を変えてどうしやした？』

「し、しっ……死体だ！　死体が！」

「そうか。他を当たれ」

「そう言いなさんなって！　今ウチにはお客さんしか泊まってないんだよ！　お願いだ、宿泊代しばらく安くするから、ちょっと来とくれよ!?」

『安く、じゃなくてタダにして欲しいところですな』

「な、ならしばらくタダでいいッ！」

　ネズミが喋しやべっても驚かないぐらいには、女将おかみは混乱しているらしい。クロヤは全くやる気のない足取りで、仕方なく部屋から出ることにした。このまま無視したところで、ギャーギャーと騒がれれば眠ることもままならない。宿代云うん々ぬんは別にどうでも良かった。

「何があったか簡潔に教えろ」

「ええと、それはだね……」

　クロヤが問うと、女将おかみはたどたどしく話を搔かい摘つまんだ。

　曰いわく、この宿の一階部分は大衆酒場となっている。それは時折そこを利用するクロヤも知っていることだった。問題は今日来た《昇降者》の客二人が、突然喧けん嘩かを始めたことだ。

　女将おかみは調理場に居て、他の従業員も詳しくは見ていなかったらしいが、片方の男がもう片方の男に突然襲い掛かり、取っ組み合いになった結果──

「どちらも死んだのか」

「酔っ払いの喧けん嘩かならたまにあるんだけどねえ……。ちょっと、さすがに死体が二つも出るってのは、勘弁して欲しいよ……」

「で、おれは何をすればいい」

「ああいや、死体を外まで運んで欲しいんだよ。ウチの従業員は若い女の子だし、頼れそうな男手はお客さんだけでさ……」

　喧けん嘩か両成敗は喧けん嘩かにおける良くある解決法だが、両成敗の結果どちらも死ぬというのは、確かに最悪の結末だろう。当人達はともかくとして、飲食店で取っ組み合いの喧けん嘩かの後に死者が出る、というのは傍はたから聞いて気持ちの良いいものではない。大体、その死体の移動に駆り出されたこちらの気持ちにもなって欲しいと、クロヤは内心で愚痴を垂れた。

「他の客は全員逃げ帰っちまったし、悪いけど裏まで頼むよ。《管理組合オブザーバー》への連絡はこっちでやっとくからさ。よろしくお願いね！」

「ああ」

　そう言って、女将おかみは従業員を連れて外まで出て行ってしまう。酒場に居るのは、二名の死体とクロヤ、そしてシロハラだけだ。死体にはボロ布が被かぶせられており、そこには薄うっすらと血が滲にじみ出でている。特に何の躊躇ためらいもなく、クロヤは布を引ひっ剝ぺがした。

『抵抗とかねえんですかい？　ダンナよ』

「あると思うか」

『いやぁ、全然』

　人間の死体など、クロヤは見慣れていて欠伸あくびが出るほどだった。それを女将おかみが知っているとは思えないが、そういう意味では適任だと言えるだろう。

『にしても、この街は死体の処理も《管理組合オブザーバー》とやらが行うんですな。街を治める領主やら首くび長ちようやらは居ないってことですかね？』

「知らん。興味など無い。が、良くも悪くもあの《塔》と《昇降者》が特徴的な街だ。それを管理する者達が権力を握るのは自然だと思うがな。現に、おれもこの前不ふ逞ていの輩やからを──」

《地ボ這ーいガ人ー》と呼ばれる掠りやく奪だつ者しやを、クロヤは以前の探索──茨の魔人を撃破した時だ──終わりにその手で始末している。後の処理は、《管理組合オブザーバー》が行ったのだろう。この街に於おいて、殺す殺されるという命のやり取りは、そこまで物珍しいものではない。女将おかみのような一般人ならば話は別だろうが、《昇降者》ならば常に命を喪うしなう危険性は付つき纏まとう。

　ただ、クロヤが気になったのはそこではない。

　何か、脳の中に棘とげでも刺さったかのような、瞬間的な頭痛がしたのだ。

「──ネズミ。おれは、何故《地這い人》と戦ったんだ」

『はあ？　そりゃあ、探索終わりのあっしらを連中が襲ったからだろう？　無意味に他人を襲わないのは、相手さんもダンナも一緒ですぜ。それがどうかしやしたか？』

「…………。いや、何でもない。確かにその通りだったな」

『妙なダンナだ。死体を見てビビっちまったかい？』

「そんなわけがあるか」

　疲れが出たのかもしれない。そう己を納得させて、クロヤは改めて死体を検分した。

　背の高い男と、背の低い男の二人が、死後は仲良く並べられている。念ねんの為ため心拍を確認したクロヤだったが、間違いなくどちらも絶命しているようだった。

『背の低い方は、刃物で滅多刺し……背の高い方は首の骨が折れてんなぁ、こりゃあ』

　背の低い男は、刺し傷が身体からだ中の至る所にあり、致命傷となったのは心臓への一突きだろう。

　凶器となった血染めの短剣が、傍そばに転がっている。逆に背の高い男は目立った外傷はないものの、首が有り得ない方向に折れ曲がっていた。

　過激な喧けん嘩かだったらしい。他に止める者が出なかったくらいには。

「……逆ではないのか」

　ただ、その死体を見たクロヤは、不意にそう呟つぶやいていた。

『んん？　ダンナ、何かありやした？』

「いや──少し気になっただけだ。筋肉量や体格から見て、大男側が相手の首を折り、小男側が武器を使って相手を刺し続けたのならば納得は行く。が、実態はその逆だ」

　体格に劣る小男が、大男の首の骨を折った。一方で、大男側はわざわざ刃物を使って、小柄な相手へ確実に傷を負わせている。どういう内容の喧けん嘩かだったのかは分からないが、何ともちぐはぐな顚てん末まつである。両者共に死んでいるので、今更なことかもしれないが──

『この小さい男は、ダンナみたいな素手での戦い方を知っていたってだけじゃ？』

「かもしれんな。……おれが気にすることではなかったか」

『でも、もし他殺の可能性ってヤツがあるのなら、今の内に推理を組み立てるべきですぜ？』

「最低限衆人環視がある中で、多少なり鍛えた《昇降者》二人をほぼ同時に別々のやり口でバレずに殺す、という方法があるのならば、そいつはもう人間ではあるまい」

『違いねえや。ダンナ以外無理ですな、そりゃあ』

　しれっと主人を人外扱いしたシロハラだったが、クロヤは聞き流していた。

　仮に怪しい部分があるのなら、それは自分達以外の誰かが突き止めるだろう。クロヤは雑に死体の片足ずつを引ひっ摑つかみ、ずるずると引きずって裏口まで出た。

『もうちょっと死体は丁重に扱えって、一応進言しておきやすぜ……』

「見知らぬ他人の死体など肉の塊に過ぎん」

　それでも一応横並べにし、見開かれた二人の瞳はどちらも閉じた上で、クロヤは再び血に濡ぬれたボロ布を彼らに被かぶせておいた。後は女将おかみに任せておけばいいだろう。

「……部屋に戻るぞ」

『安らかに眠ってくれ、とだけ祈っときやしょう』

　クロヤの頭上で、シロハラは両手を擦り合わせるようにして拝んでいる。彼なりの追悼らしいが、クロヤは全く関心なく部屋へと戻っていく。

　夜分より発生していた霧は、いつの間にか濃霧となり、《塔下街》に立ち込めていた。
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　子供の頃の話である。ある日シアは風邪を引いてしまった。孤児院の他の子供達に感う染つってはいけないとのことで、別室に一人だけ移されてしまう。治るまでは極力外部との接触を控え、不用意に部屋の外に出てはならないと院長から厳命を受けた。

「…………」

　身体からだが熱くて重くて、口の中がカラカラになって、ベッドが少しずつ動いているような、そんな妙な感覚がある。それなら眠ろうと思ったのだが、しかし先程目覚めたばかりで、すぐに睡魔はこちらへとやって来ない。ぼんやりした思考の中で、ただ天井を眺めているだけ。

　静かだった。体動による衣きぬ擦ずれの音だけが、いやに大きく響く。無理矢理に目を閉じれば、もっと小さかった頃の記憶が、瞼まぶたの裏で物語のように流れている。

（あの頃は、ママが……）

　身体からだは別に強くも弱くもなかったが、それでも風邪をこれまで引かなかったわけではない。病に臥ふせった時は、かつて母親が自分を看病してくれた。普段よりも母はうんと優しくて、だからこそ目一杯甘えてみたものだ。故に、シアは風邪が嫌いではない。自分がどれだけ愛されているのかが、幼心にはっきりと目に見えるのは、幸福なことだからだ。

「ママ……あいたい……」

　ぼそりと呟つぶやいてみるが、答える者は居ない。最低限の看病はされるものの、それだけだ。本を読んでもらったり、頭を撫なでてくれたり、一緒に眠ってくれたりはしない。

　もう、そういう寂せき寥りようには負けないと誓っていたのだが、弱った身体からだは心をも蝕むしばむ。無意味だと分かっていても、親のことを考えてしまう。一度考え出すと、会いたくてたまらない。自分の居場所はここにしかないと、割り切ったはずだったのに。

「……っ……」

　一度堰せきを切ると、もう涙は抑えられなかった。すすり上げるようにして、シアは泣いた。

　このまま泣き続ければ、やがては眠れるだろうと、そんなことを思いながら。

「シア！　あそびにきたよー！」

　──バン、と、突如部屋の扉が勢い良く開け放たれた。びくりとシアは跳ね起きる。

「く、クアラちゃん！　大声だしちゃダメだよ……！」

「シアは病人なんだぞ……」

「よーっすシア！　ゲンキか？　なわけねーよな！」

　それが誰か確認するまでもなかった。いきなり訪問してきたのは、クアラとアル、そしてスカイツとベイトだ。子供達は原則この部屋に入ってはならないのだが、そんなルールはお構いなしのようだった。涙目のまま、シアは呆ぼう然ぜんと彼らを見つめている。

「な、んで……？」

「ウチはシアのお世話係になったの！　みんなはまあ……おてつだいさん？」

　見れば、四人はそれぞれ手に何かしらを抱えている。クアラは水みず桶おけのようで、近くの机にそれを置くと、清潔な布をそれで濡ぬらし、絞った。

「じゃあ今からシアのカラダをふくから、男子はあっちむくこと！」

　文句も言わずに、スカイツ達は後ろを向く。アルも向いたので、そういえば彼も男子であることをシアは今更思い出した。何かを言う間もなく、クアラはシアの服を脱がせて清せい拭しきを始めている。汗ばんでいた身体からだに、濡ぬれたそれは気持ちが良かった。

　クアラは院長のお気に入りなので、こういう真ま似ねが許されたのだろう。他三人はクアラのついでだろうが、今は彼らの顔を見られたことが、何よりも嬉うれしかった。

「……！　顔もふいちゃうね！」

「わぷ」

　シアの顔を見て察したものがあったのか、有無を言わさずクアラは布を押し付けた。

　そのまま着替えも済ませたシアは、幾分か晴れた気分で、改めて四人に向き直る。

「あの──」

「えと、ぼくは、シアちゃんがたいくつなんじゃないかと思って、面白い本を何冊か……」

　どう言葉を紡つむごうか迷ったシアだったが、それよりも早くアルが机に抱えていた本を数冊置いた。このメンバーの中で読書家はアルとシアだけだ。もうちょっと体調が良くなれば、無ぶ聊りようを託かこつ中でそれにも手を出せるだろう。アルらしい選択だった。

「オレはキレイな石やるよー！　レアもんだからこれ見てゲンキだせよな！」

「石……」

　ベイトは石をシアに見せ付けて、机の上に置いた。赤くてキラキラしている、指先ぐらいの大きさしかない石だ。後から調べたところ、これは《構ア術リ師ス》が使う宝石の破片だったが、今のシアからすれば微妙な表情をするしかなかった。嬉うれしくないわけではないが、いかにもベイトといった感じの選択である。本人は満足そうだった。

「おれ……その、どうすればいいかよくわかんなかったから。イスもってきた」

「椅子……？」

「うん」

　スカイツは抱えていた椅子を、ベッドの近くに置いて、そこに座る。どういう意図なのか、ベイト以上に分からない。普段の自分なら察しただろうかとシアは思った。そんなシアの混乱を予見していたのかは定さだかではないが、スカイツは続ける。

「カゼのときって、いつもよりさびしいと思うから。おれ、朝までここにいるよ」

「でも、それって……院長が……」

「べつに、しかられてもいい」

　恐らく、スカイツも知っているのだろう。風邪の時、妙に人恋しくなってしまうことを。そういう時、傍そばに誰も居ないのは辛つらいということを。不器用な彼なりに考えたことだった。当然、感染の可能性を考えると院長は絶対に許可しないが、それでも構わないらしい。

「ウチらはおフロそーじとかごはんのおてつだいとかあるから、あとでくるね！」

「オレのおかずやるからなー！」

「ほかにも必要なものがあったら、なんでも言ってね……？」

　そう言い残して、三人は部屋から去っていく。残ったのはシアと、スカイツだけだ。

　ちらりとスカイツはシアの顔を見て、横を向きながらぽそりと呟つぶやいた。

「……泣きたいときは、泣いてもいいと思う。おれ、そういうの気にしないから」

「…………うん」

　もう一度だけ、シアは静かに涙を流した。

　ただ、それは決して、寂しさや苦しさから来るものではない。自分は一人ではないと、傍そばにみんなが居るのだと、そう確信出来たからこそ流れ出る、幸せな涙だった。

　スカイツは静かに、彼女の手を握った。シアもまた、その手を握り返した。
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「……あ」

　シアが目を覚ましたのは、すっかり日が昇ってからだった。窓から差し込む日光は、朝あさ陽ひと呼ぶには些いささか強く照り付けている。もう時刻は正午を回っていた。《昇降者》としては、休養日の時にしか許されないぐらいに寝過ごしている。

（夢……）

　周囲を見渡す。そこには誰も居ない。本も、石の欠片かけらも、あの椅子も無い。ここは、現実だ。

　シアは数度、追い出すようにかぶりを振り、部屋にある鏡で、自分の顔を見た。

（……ひどい顔）

　思わずそう心中で独りごちた。目の周りは泣き腫らして赤みがかっており、唇は乾いて刺とげ々とげしいほどにガサガサである。髪の毛も強風で煽あおられた後のように乱れていた。

　年頃の時分である。これでは外になど出られないと、シアは鏡から目を逸そらした。

「起きたのか、シア。階下で待っている。身支度が済んだら来い」

　扉の先から、クロヤの淡々とした声が抜けてきた。続いて『ゆっくりでいいですぜ』と、シロハラの気遣いがシアの耳に入る。探索前の集合場所はこのギルドハウスだ。彼らはかなり前からここに来ていて、シアが起きるまでずっと待っていたのだろう。

　返事をしようと思ったが、喉の奥に蓋でもされたかのように、声は出なかった。

　どうも、喉もかなり乾燥しているらしい。

　が、シアの返事はそもそも待たないのか、クロヤが離れていく足音がした。

（ごめんなさい……）

　誰も見ていないのに頭を下げて、ベッドの縁に座り込む。

　彼らに迷惑を掛けていることは、シアも重々承知している。何より、クロヤには《塔》を駆け上がる理由がある。その足を引っ張るのは、言葉での謝罪では足りないぐらいの罪だ。

　それでも、シアは己の手足が凍いて付ついて動かないような錯覚を覚える。元より自身の身体からだは氷像であり、それが偶然意志を持って動いていたと言われれば、その方が納得がいく。

（わたしは、生きていたんじゃなくて、生かされていた）

　幼おさな馴染なじみであり、仲間であり、家族であった彼らは、シアの全てだった。社交性が低い彼女にとって、その繫つながりこそが生きている理由で、己の肉体を動かす糧かてだった。

　クアラに笑って欲しいから。アブラージュに褒めて欲しいから。アルに微笑ほほえんで欲しいから。ベイトに頑張って欲しいから。スカイツに──傍そばに居て欲しいから。

　ただそれだけで、シアは幸福だった。故に、頑張れた。

（だけど、もう……わたしには、何もない）

　スカイツの事情については、恐らく《ストラト・スフィア》の中ではシアが一番良く分かっている。彼よりも先にそうなったのは、シアだけだからだ。

　だからこそ、もう喪うしなった大切なモノを取り戻せないことは理解していた。

　故にシアは、残された二人──クアラとスカイツを守っていこうと、そう決めた。

　二人の命さえ守り続ければ、それで良いいのだと判断した。

　結果としては、シアの判断はスカイツの心を追い詰めた。自身が取るべきは、命ではなく、心であることを、彼が離れてから気付いた。己の秘密を何もかも打ち明けた上で、心を弱らせながらも何とか立ち上がったスカイツに、寄り添っていくべきだったのだ。

　中ちゆう途と半はん端ぱな位置から彼を見守るような、そんな卑ひ怯きような真ま似ねは、するべきではなかった。

（スカイツは、きっと戻ってこない。そうしなければならない、理由があるから）

　彼の持つ《理外の力》の内容は知っている。そして彼に課せられた使命──誰よりも早くあの《塔》の果てに至れば、己の力で喰べた者が戻るということも。

　あの日、初めてクアラと探索に行って、窮地に陥り、スカイツが助けに来てくれた日。その晩に、声だけがスカイツの部屋から聞こえてきて、知った。

　あれはきっと、超常の存在──《俯ふ瞰かんする者》のイェリコが、そう仕向けたのだ。

　ただ、それを知っても尚なお、シアは動かなかったが。

（みんなを……蘇よみがえらせるために）

　だからスカイツは今、最後に残ったシアを巻き込まないよう、全てを拒絶して行動している。

　それが、彼の優しさであることは、シアにも分かっていた。もう誰も喪うしないたくないからこそ、スカイツは決別という道を選んだ。

（わたしは、資格がない。彼の傍そばに居る資格が。何もしなかったわたしには、そんなものあってはならない。罰だけを、受け続けなければならない）

　定期的に届くスカイツからの手紙と金は、シアが何もしなくとも生きていけるようにという配慮だ。《昇降者》は《塔》に昇ることだけが取り柄である。それは、畑を耕すことや、漁に出ることと、そう変わらない。己の命を担保に、危険な《塔》へ挑んで、その中で何かを持ち帰り生活の糧かてとしている。言い換えれば、生活の糧かてさえ他に得る手段があれば、きっと農家は畑を耕さないし、漁師は海へ出ない。《昇降者》もまた、そうなのだろう。

　シアの罰とは、スカイツによる拒絶という優しさを甘んじて受け入れ、そして彼から離れていくことを良しとすることだ。それこそが、彼への贖あがないとなる。

（だから……もう……）

　惰性的に《塔》へ昇ることを、やめなければならない。

　スカイツの為ために。クロヤの為ために。シロハラの為ために。

　シアは独りで閉じ籠もって、生きていく。

　もし、いつの日か。スカイツが目的を達して、全てを元通りにしてくれれば、きっと自分を迎えに来てくれる。そう信じて、生きるしかない。

　ゆっくりと、シアはベッドから立ち上がった。

　全てを清算しなければ。そう思うと、今の自分の醜い風体も気にならない。

　一歩また一歩と、階段を下りていく。満ちた罰は、多少の原動力にはなるらしかった。




「……遅い目覚めだな」

『疲れてるんでさぁ。たっぷり眠るのは大事ですぜ』

　食堂にて、椅子に座って足を組んだクロヤが静かに言う。その頭上に居るシロハラは、シアをかなり気遣っているようだった。ぎこちない動作で、シアは少しだけ頭を下げた。

「ごめん、なさい……今日の、探索」

「別に、一日二日遅れたところで、どうにもならん。いいから座れ」

『二階層は魔物も手て強ごわくなってきやしたからね。嬢ちゃんが居ないと辛つらいの何のって』

　クロヤと対面する形で、シアもおずおずと椅子に座る。改めて彼に向き合うと、堆積した澱おりのような罪悪感が広がって、頭の中を濁らせた。自然と、シアは目を逸そらす。

「あの──」

「今日はお前と話をしに来た。探索云うん々ぬんはいい」

「……。なら、わたしも、二人に話がある」

「そうか。では先に言え」

『焦あせらなくてもいいですぜ』

　この一人と一匹は、自分の中にしっかりとした芯があると、シアは思った。

　どちらも元より落ち着いており、クロヤは年齢の割に老成したものがある。シロハラは──動物的に何歳なのかは知らないが──端から壮年のような語り口だ。

　きっと、心が強いのだろう。荒れ狂う暴風に晒さらされようと、折れずに立ち向かえるような、そんな強さだ。その強さはシアやスカイツには無いもので、近しい相手ならばアブラージュがそうだった。経験に裏打ちされたものが、心身にしっかりと根付いている。

　そういう彼らだからこそ、シアは取り繕わずに己の意向をきちんと伝えた。

「共同探索は……もう、終わりにして欲しい。わたしは、二人にとって、不要」

「…………」

「多分、わたしは……あそこに、《塔》に、行かない方がいい。スカイツがそう望んでいるから。それに、身体からだに全然力が入らない。これ以上は、《無銘》の足を引っ張るだけ」

『嬢ちゃん……』

　客観的に見ても、妥当な判断であるとシアは考えている。

　本来、クロヤとシロハラは別のギルドであり、お互いに利益があるから手を組んでいる。同じギルドならば多少の迷惑を掛けても許されるだろうが、そうではない。あくまで彼らは協力関係にあるだけ──これ以上不利益を与え続けるのは、純粋に組む意義が損なわれる。

　クロヤは黙ってシアの発言を聞いていた。まだ、シアは根拠を述べ続ける。

「もし、他に仲間が必要なら……どうにか、わたしが探す。わたしよりも優秀な《昇降者》を抱えたギルドは、他にあるはず。クロヤは強い。引く手は、数多あまた」

「……その後、お前はどうするつもりだ」

「どうも……しない。静かに、生きていく」

『金の心配は──ああ、スカイツ坊ぼっちゃんのあれか。確かに、生きてはいけるでしょうな』

「そう。二人には、本当に世話になった。茨の魔人は、クロヤとシロハラが居なければ、絶対に倒せなかった。でも、ここから先は、わたしのことは忘れて進んで欲しい。だけど、探索以外で何か手伝えることがあれば、すぐに言って。力に、なるから」

　そのくらいのサポートは許されるだろう。シアなりの妥協案だった。

　クロヤの目付きは変わらず鋭い。最初からずっと、射抜くようにシアを見据えている。

「……。お前の意思は分かった。そこまで言うならば、今おれが引き止めるのも筋違いだ」

「……ごめんなさい。迷惑ばかり、掛けて」

「そうだな。ならば詫わびついでに、おれの話を聞け」

「え？」

　静かにそう言って、クロヤは組んでいた足を組み替えた。嫌味の一つでも言うのだろうかと、シアは曲がっていた背筋を少しだけ伸ばす。

「あまり、おれは自分を語るのが得意ではないが──……まあ、ろくでもない人生を送っていたとだけ、最初に言っておく」

「人生……？」

『ダンナの自分語りってやつでさぁ。聞いてやってくだせえ』

　シロハラがそう言うので、シアは黙って頷うなずいた。話の腰を折るつもりはない。

「ゴミを漁あさり、泥水を舐なめて、余裕があればどこかから盗むような、そんな生き方だ」

「孤児──」

「だろうな。親の顔など知らん。必然、そんな生き方をしていれば、頼れるのは己の力だけになってくる。金も学も無い子供など、その日暮らしが精一杯だ。ただ、生き延びて身体からだが大きくなればなるほど、おれはそこに暴力を加えた。お前の知るように、これだ」

　クロヤはその場で腕を伸ばす。ひび割れ、カサついているその拳は、幾度となく外敵を打ち据えて、肉を叩たたき骨を砕き血を啜すすっている。彼の半生を、シアは何となくその拳から窺うかがい知った。およそ、常人の人生では手に入らない──入るべきではない、彼そのものの証明。

「時は経たち、おれは生まれ故郷を捨てた。別段、思い入れは無かったからな。そこから世界中を放浪する中で、流れの用心棒として身を立てた。誰かを傷付けることだけは、おれは他の誰よりも優れていたからだ。期間限定の駒としては、役立つ存在だったらしい」

「誰かを傷付けて……平気だったの？」

「さあな。冗談で他者を殴ったことなど無い。とはいえ、そういう生き方を選んだ時点で、おれは誰かの恨みを常に買い続けている。ある日、焼きが回ったおれは下手を打ち、ゴミ屑くずのように路傍へと捨てられた。そのまま、ゆっくりと死を待つ状態だった」

　人間は、何かしらの繫つながりがある。魔物のように、殺せば消滅して終わり、というわけではない。誰かを打ちのめせば、他の誰かにそれが伝わる。それはそのまま怨えん恨こんとなり、巡り巡って返ってくる。ある時その報いを受けたクロヤは、死に瀕ひんしたらしい。

「が、幸いにしておれは生き延びた。前置きが長くなったが……ハクトという女が、おれを気き紛まぐれで助けたからだ」

「気まぐれ……」

「そうだ。気き紛まぐれだ。その日の天気が曇りだったなら、ハクトはおれを見殺しにしていたと、かつて本人がそう言っていた」

「天気が、良かった？」

「逆だ。大雨だった。まあ──そうやって偶発的に拾われた命だ。ハクトは旅をしていたから、おれは彼女の護衛として、その旅に同行した。無論、無償でだ」

　ハクトという名前を出した途端、クロヤの表情は明るくなっていた。いつもは気を張っているのか、ひりついた雰囲気を纏まとっているが、それが消きえ失うせている。

　ただの、愛いとしい人を想おもう好青年のように、クロヤは話を続けた。

「最初は二人旅だった。色々あった。その中で、仲間も増えた。この世界は広く、見て回るには人生一回きりでは足りないと、おれ達は思った」

『あ、因ちなみにあっしがダンナと出会ったのもこの時ですぜ』

「何でシロハラを……？」

「本題ではないので話すつもりは無い」

『ひでえや……』

「ハクトとの旅はおれの人生で、最も充実しており、最も色濃い時間だった。ずっと、おれが朽ちて死ぬまでは、味わっていたいと、今も思う。が、そう簡単に人生は幸福で満ちない。知っての通り、ハクトは不治の病に倒れたからだ」

『手足の先から徐々に干からびる、病名すらない病でしてね。どんな医者もお手上げだ。ただそう遠くない内に、ハクトの嬢ちゃんが乾いて死んじまうことだけは確かだった』

「砂上に捨てられた棒切れのようにな」

　想おもい人をそんな無情に表現することに、抵抗はないのだろうか。シアは疑問に感じたが、しかしそれはクロヤにとって、現状を認識させ続ける覚悟の裏返しなのだと、考えて理解した。

　そうなってしまうのだと、常に脅おびやかされているから──だから、強く在れる。何があろうと前へ進むことが出来る。この男は、湧き続ける恐怖すら力に換えている。

「あの《塔》は、おれにとって最後の希望だ。たとえどんな眉唾物であろうと、希望であるのならば、おれは縋すがる。それで彼女が助かるのなら、何だってする」

「それは……どうして？」

　答えは知っているが、しかし敢あえてシアは問う。言葉として、聞いておきたかったのだ。

「──おれは、ハクトを愛しているからだ。だから、《塔》に昇る。おれにとって、それ以外の理由は最初から存在しない」

　お前と出会った時に、言ったことだがな──と、クロヤはそう結んだ。

　クロヤの根幹にあるもの。万事に対し悖もとることなど有り得ないと確信している、信念。

　そうして、今度は遠方のハクトではなく、目の前に居るシアを両の眼めで捉え──




「お前はどうなんだ、シア。どうしてお前は、あそこに挑む」




　──クロヤははっきりとした意志が滲にじんだ声で、そう訊たずねた。

「わたしは──」

　言いい淀よどんだ。気恥ずかしさや何か心理的な抵抗があったわけではない。

　何なに故ゆえ、《塔》へ行くのか。その根源たる理由を、シアは持っていないだけだ。

「──分から、ない。今となっては、もう」

　否、正確に言うならば、持っていた。ただ……喪うしなわれてしまった。

『その言い草だと、かつてはあったってことで良いいんですかい？』

「……そうだと、思う。わたしは……みんなの傍そばに居られれば、それで良かった。みんながあそこに何か夢や目標を持って挑むのなら、わたしはその力添えが出来れば、充分。わたし自身に、何か……大きなものが、あるわけじゃ、ない」

　しかし、それだけではあまりにも主体性がない。そこを指摘されるのも億おつ劫くうなので、シアは適当に金銭の獲得を昇る理由としていた。

　別に、心からそれを望んでいたわけではないが、しかし手元に残るものがあれば生活が楽になるだろうと考えていたのも事実だ。よって、噓うそをついていたわけでもなく、仲間達もシアのその言葉を疑ったりはしなかった。

　各おの々おのが《塔》に何かを求める中で、シアだけはそれがない。それならばそれで、アルのようにはっきりと『みんなの役に立ちたい』と口にすれば良かった。どこまでも中ちゆう途と半はん端ぱで、薄っぺらい──シアは、今己が置かれている状況は、必然のようなものであるとすら思った。

「みんな……？　スカイツのことか」

「…………うん」

　クロヤからすれば、《ストラト・スフィア》はシアとスカイツだけのギルドである。それ以前のことは──クアラと共に《塔》へ挑んだことは──どう足あ搔がいても認識出来ない。離脱したスカイツを指してみんなと呼んだその違和感を、しかしシアは首肯して誤魔化した。

「つまるところ──お前には何も無い」

「……そう、なる」

『ダンナ、言葉は選びやしょうぜ……』

「選んでどうする。事実は事実だ。誤魔化したところで何も変わらない。シアは、仲スカ間イツが向かうから一緒に《塔》へ向かっていただけだ。ただそれだけの、依存者に過ぎん」

　バッサリと断じられ、シアは俯うつむく。言い返すことなど能あたわない、頑然たる事実。

　依存者。そう、シアは依存者だ。誰よりも落ち着いており、冷静で、良く達観しているだとか、大人びているだとか、そう言われていた。

　実態は全く違う。落ち着いて冷静に見えるのは、自分を表現するのが極めて下手なだけだ。

　誰かの隣に居て、達観したように振る舞う方が、生きる分には楽だっただけだ。

　寄生虫のような存在だと、シアは己をそう評するべきだと、考える。スカイツやクアラに甘えていただけで、自分なんて欠片かけらも持ち合わせていない、大きな寄生虫。

「……クロヤの、言う通り。わたしは、そういう人間。いつもいつも、誰かの後ろを……ついていくだけ。自分から、誰かを引っ張るようなことは、しなかった」

　スカイツ達と仲良くなったのは、スカイツがシアを見付けたからだ。それからは、元々世話焼きなクアラと一緒に居れば、後は自分の立ち位置というものを確保出来た。

　ムードメーカーだったクアラやベイト、気配り上手なアル、リーダー適性のあったスカイツとは、比べるべくもない。シアの瞳に、また薄うっすらと涙が浮かんだ。

「…………どうして、わたしなんかが……生き残ったの」

　絞り出すようにして、呟つぶやく。同時に大粒の涙が零こぼれ落おちて、膝上で握った拳の甲で弾はじけた。

　あの時──クアラが致命傷を負った時、スカイツを庇かばったのがもし自分だったら、きっとこうはなっていなかった。クアラなら、スカイツを絶対に孤独にはさせない。彼に寄り添えるだけの力がある。生きるべきは彼女で、死ぬべきはシアだった。

　一方、シアの発言の意図が分からないクロヤは、怪け訝げんそうな顔をする。

「……頻繁に泣くことはいい加減理解したが、しかし気になる。お前のその涙は、何だ」

「…………」

　もう何度となく、クロヤとシロハラの前で涙を見せている。なのでシアは、クロヤが問い掛けている内容について、何も答えられなかった。分かってくれていると、思ったからだ。

「それは、スカイツに捨てられたことによる、悲しみの涙か。ならばお前にはその資格は無い。奴やつの望む通りにすると、お前は最初に自分で言っただろう。相手の要求に対し、涙を吞のんで納得したのならば、これ以上泣くのは筋違いだ。違うか」

『嬢ちゃんは傷付いてんだ、ダンナ。そこを根掘り葉掘り聞き出すのは……』

　諫いさめたシロハラだったが、しかしクロヤは口を噤つぐまない。やはりその双そう眸ぼうはシアを捉えており、彼女が己の疑問より逃げ出すことを許さない威圧感があった。

「だが、まだ涙を流すのは、お前の中に忸じく怩じたる何かが燻くすぶっているからではないのか」

「それ、は……」

「自分には何も無いどころか、その自分すら騙だますのならば、最も早はやお前に救いは無い。この世のあらゆる理不尽を一手に受けたような顔をして、死ぬまで泣いていろ。もしかすれば、スカイツがお前に手を差し伸べるかもしれん。もっとも、おれが奴やつならば──それは有り得んがな」

　魅力がないから、だろうか。鈍る頭で、シアはそんなことを思った。クロヤの言葉は、声量の割にとてもよく響く。耳に届くのではなく、鼓膜を突き破ってくるような鋭さがある。

「──昨晩、スカイツと会った」

「……!?　な、何を話したの!?　元気そうだった!?」

『おおう、大した食い付きだ』

　血相を変えて、シアが面を上げる。あまりの勢いに、クロヤは少しだけ驚いていた。

　が、すぐに落ち着いて、話を続ける。食い入るように、シアは耳を傾けた。

「偶然、すれ違いざまに二言三言話しただけだ。壮健そうではあったが」

「他には……何か？」

「お前と手を組むなと、そう忠告された。余程お前をあそこへ近付けたくないらしい」

「…………っ」

『あっしらのそれに対する返答は、まあ気にしないでくだせえ』

「大体、面めん食くらう程のことではないだろう。お前の意思は、即すなわち奴やつの望みであると、これで自他共に明白となったわけだ。それとも、甘い言葉でも期待していたのか」

「そういうわけじゃ……ない……」

　噓うそだった。本当は期待していた。あいつのことが心配だから、頼んだ──と、そのようなことを言っているのではないか。シアの甘い幻想は、水面みなもの泡のように潰ついえる。

「そうだろうな。でなければ、お前の言葉は噓うそだらけになる。或あるいは、噓うそかもしれんが」

「ち、違う！　わたしは、彼のために……」

「先程聞いた言葉だ。二度言ったところで無意味だろう」

　クロヤはそう告げて、そのまま席を立つ。俯うつむくシアを、睨にらみ付つけるような形で。

「お前の申し出だが、返答は保留する。明日もう一度、ここでお前にどうしたいかを問う。その時も、お前が解散の意思を曲げないのならば、それでいい」

「どうして……保留にするの？」

「今一度、お前に考える時間を与えるべきだと思ったからだ。泣こうが喚わめこうが、現実はさして変わらん。だからおれは前に進む。お前は──果たしてどうだろうな」

『嬢ちゃんに泣き顔は似合いませんぜ。今度ダンナと一緒に、笑顔の練習でもしやしょう。涙で曇ったマナコじゃあ、エサの一つも取りに行けねえ』

「──シア。お前はもう少し、我わが儘ままでいい。……ではな」

　踵きびすを返かえして、クロヤとシロハラはギルドハウスより退出する。言うべきことは言った。その上でどうするかは、シア次第だ。彼女が考えた結果が何であろうと、《無銘》は受け入れる。

　一方で、シアは無言のまま、一人と一匹の背中を見送った。

　満ちた罰は、彼らの目にはどう映っていたのだろうか。

　考えても、今のシアには分からなかった。




　　　　　　　　＊




　シアは部屋に戻り、ベッドに潜り込んで、目を閉じる。眠ってしまえば、少なくともその間は何も考えずに済む。しかし、思いとは裏腹に肉体は睡眠を欲ほつしていない。考えてみれば当然で、まだ起きてから全然時間が経たっていないのだ。それでも渦巻くものを追い出すように強く強く瞳を閉じるが、憎らしいほどに眠気は来ない。

（わたしは…………）

　何が、したいのだろうか。

　自分にそのような疑問を投げ掛ける。誰も居なくなったギルドハウスで、語らう相手など己以外には存在しない。クロヤとの問答を経て、改めてシアは考える。

（……もう、《塔》に行かないことが……）

　それが、求められていることで、シアがすべきことだ。

　理解はしている。納得もしている。受け入れていて──噓をついている。

（……それは、噓うそじゃない。噓うそなんかじゃない。違う、違う、違う……）

　呪じゆ詛そのように、何度も唱えた。そうである、と。そうでなければならない、と。

　なのに、誰かがシアの心を覗のぞき見ている。それはクロヤの射抜くような瞳のようで、しかし彼の姿形はしていない。では誰か。問うまでもない。己の心に巣食うのは、己自身だけだ。

　他の誰もが立ち入れないからこそ、秘め事は成立する。薄ら氷に封じたそれが、クロヤの言葉でゆっくりと溶け出て、じわじわと心の中へ滲にじんで来ている。

　──すべきことと、したいことは、別物。

（そんなことは、分かってる……！）

　贖しよく罪ざいこそが、シアに課せられたすべきことである。

　何もかもを受け入れ、諦め、首を縦に振り、目を背け、耳を塞ぎ、ただ待つことだ。

　それは、己を殺すことと同義だろう。

　同時に……贖しよく罪ざいや、己を殺すという言葉で表してしまうのは、何な故ぜか。

　──そうやって、強い言葉で押さえつけないと、我慢が出来ないから。

（本当は、自分がどうしたいのかなんて！）

　誰に言われているわけでもないのに、シアは身体からだを赤子のように丸めて、両耳を手で痛いぐらいに強く塞いだ。これ以上は何も考えるべきではないと、そう思った。




【相変わらずメソメソしてんなー……お前。めんどくせーわ……】




　聞き慣れた声が、耳の奥から頭の芯に響いた。シアは、両耳から手を外す。

　いや、聞き慣れたというわけではない。何な故ぜなら彼は、シアが呼び掛けても返答することは稀まれだからだ。常に傍そばに居るのか居ないのか分かったものではない。年単位で会話がないことはザラで、その割に向こうから突然来ることがある。全ては面倒臭がりな性分だということで、シアは処理していた。その上で、スカイツがああなってから以降は、ただの一度も現れなかった。つまるところ、信じられるかどうか、未いまだに分からない存在。

「ファロス……」

　──《俯ふ瞰かんする者》が一人、ファロス。シアを選んだその存在が、今この場に現れた。

【そーいやお前、《戻レイ》を捨てたからな。そのことについて説明しに来たわ】

　めんどくせーけど。いつもの口癖を、ファロスは語尾に付け加える。

「……呼んでない。消えて」

【まーそう言うなや。長い付き合いだろ……お互いがお互いに興味無いけどな】

　彼らは人間を一人選び、《理外の力》を与える。そしてその人間に、誰よりも早くあの《塔》を踏破することを望む。が、シアはおろかファロスすら、その目的をどうでもいいと早期に断じており、気にしていない。二人の関係性が経年の割に希薄なのは、それが理由の一つだ。

【先に言っとくが、俺が再度《戻レイ》を与えることはない。そこまでする義理もねーし。加えて、お前が他の連中から力を与えられることもない。終わった手駒ってのはそんなもんらしい。まー俺は別に、お前のこと手駒とか思ってねーけど……。めんどくせーから……】

「…………」

【ただ、そんな俺とお前のよしみだ。《礎イシズエ》の記憶改変に、お前は今後一切巻き込まれないことだけは保証してやるよ。まー、防げるのは記憶改変だけだがな。取り込まれはする】

　取り込まれると、シアの能力はスカイツのものになる。だが、そもそもスカイツと行動を共に出来ないシアに、そのような保証は無意味だった。なので、シアは特に返事をしなかった。

「もう……わたしは」

【あそこに行かない、か？　お前のことはたまーに覗のぞいてるから、大体分かる】

「なら、これ以上……わたしに構わないで……。放っておいて……」

【保守的な自暴自棄だな。そこまで己の身が可愛かわいいか？】

「……別に、可愛かわいくない」

【とは思えねーな。お前は元々、《戻レイ》を極めて利己的に使ってんだよ。自分の命なんてどーでもいいから、仲間を守る為ためだけに。だがそいつは行き過ぎた献身だ。他を見ていない。それが巡り巡って、今のお前の状況を作り出した──ってことだ】

「…………」

【つっても、それはお前の良さだと俺は思ってたがな。だが今はどうだ？　《戻レイ》が無くなったから、もう他人の為ためには死ねない。閉じ籠もるのはそういうことじゃねーのか？】

「違う！」

　大声でシアは否定した。己の命と仲間の命に順位付けをしたら、シアは己の命を最下位に位置付けるだろう。それは別に、《戻レイ》の有無など無関係だ。

　しかし、ファロスはシアの否定を否定する。

【めんどくせーな。現状だけ見りゃ違わねーのよ。仮に今のお前に《戻レイ》があったとしても、前みたいに動けるかって話だ。どうなんだ？】

「……それ、は。スカイツが……もう、誰も死んで欲しくないって、願っているから」

【今だけ他人を理由にするのか。元より手前勝手に命を投げ捨てていたお前が？】

「だったら……だったら！　わたしは、どうすればいいの!?　わたしはこれ以上、スカイツの心を傷付けたくない!!　何も分かってないくせに、偉そうに言わないで!!」

　喉が痛くなるぐらいに、シアは叫んだ。クロヤも、ファロスも、シアの心を見透かしたようなことを言う。己の考えが相手に透けているというのは、気持ちの良いいものではない。

　噓うそつきにとっては、特に。

【分かってたまるか。めんどくせー。なあおい、シアよ。お前何がしたいんだ？】

「……っ、何がって」

【まーそいつは言わせることでもないか。とりあえず後一つお前に教えておいてやる。そのスカイツって野郎だが、もうそんな長くない】

「……え？」

　ファロスの言葉が何を指しているのか、シアにはすぐ理解が出来なかった。だが、少しだけ考えると、それはスカイツの命そのもののことだと、分かった。

【《礎イシズエ》は保持者の身も心もエグいほどに削る。まー、そんな説明はされてないだろうし、知ったところでどうしようもないが……上う手まいこと使わねーと、すぐ終わるぞ。お前の《戻レイ》とは違う。使い手次第で化け物が生まれる力だ。が、人間は化け物にゃ向いてねーのよ】

　故に、終わる──らしい。心身の話だろうか。ファロスの言葉にはどこか含みがある。しかし、それを仔し細さいに知るだけの余裕はシアにはない。考えるべきは、スカイツ自身のこと。

「どう……すればいい、の？」

【めんどくせーな。もう言っただろ。どうしようもない。《戻レイ》と違って、《礎イシズエ》は能力喪失の条件が保持者の完全な死だけだ。だが、そんなこたぁ保持者も承知だろうよ。意地でも完全に死なないが、己の強化の為ためにあっさりと死ぬぞ。意味の分からねー話だが】

　考えてみれば、当たり前でもあった。スカイツは幾度となく死を重ねて、己の力を強化した上で、ひたすら《塔》の上層を目指している。シアと違い、死を迎えてもそれまでの記憶は全て残るのだ。それだけでも、心に掛かる負担は相当なものであるはず。

【ま、そもそも《塔》へ行かなきゃ問題はねーがな】

　一つの解決策を、ファロスは口にしていた。だが、シアは無言で頭を横に振る。

　何か、とてつもなく大きなものを犠牲にして──スカイツは歩んでいるのだ。

　だから決して、立ち止まることはない。全ては、みんなのために。

「わたし、は……。でも、そんなの……みんなが絶対に、許さない……」

【何の話だよ。ちゃんと言えよめんどくせーな】

「…………。わたしが、彼を支えてあげなきゃって…………」

　それが、シアの抱える本音だった。支える、と言ったのはファロスの言葉を聞いたが故で、実際はもっと単純だ。きっと、誰にだって見抜かれていた、願い。

　──スカイツの傍そばに居たい。

　最初から、シアはそう思っていた。しかし、のうのうと生き残った上で、スカイツの心を追い詰めた自分が、今更そのようなことを望むなど虫が良過ぎるだろう。シア自身がそれは許されないと考え、それ以上にスカイツや喪うしなわれた仲間達が許すはずがない。

　故にシアは、己の心を殺して、押さえつけた。何を言おうと、噓うそになるのは承知の上で。

【ふーん。ならお前の好きにすりゃいーだろ。めんどくせーガキだな】

「そういう、わけには……」

【許し云うん々ぬんのことなら知らねーよ。そもそも、お前の《戻レイ》だって、仮にお前の仲間とやらが知っていたら、お前を真っ先に盾にするやり方なんざ許ゆるさねーだろ。だがお前は使った。何な故ぜか？　んなもん、そいつらの許可なんざ聞いてない以上知ったこっちゃねーからだ。言われてもない何かに囚とらわれるってのは、馬鹿げた話だと俺は思うけどな】

「…………でも、スカイツは、きっとまた言う。わたしを、拒絶する」

【それはそいつの勝手で、お前と無関係だ。あー、もうめんどくせーわ。そろそろ俺は行くぞ】

　呆あきれたような声だった。あのイェリコという存在に比べると、このファロスはかなり情緒豊かというか、人間へ理解があるのではないかと、シアは思った。もっと、ちゃんとした付き合い方があったのかもしれない。能力を喪うしなった今、考えても仕方のないことだったが。

【シア。そいつの為ためにまた死ねるか？　死ねるなら死んでやれ。お前は最初っから、そんなイカれたガキだった。成長してもそこんとこ変わってねーよ。じゃーな】

　ぷつん、と糸がちぎれるような音がした。ファロスが自分から離れていったのだろう。

　再び孤独に落ちたシアは、自分が全身汗だくであることに気付く。相手は人間ではないとはいえ、己の本心を打ち明けたのだ。それ以外にも、かなり色々聞いて、喋しやべった。想像以上に肉体に疲労が溜たまったらしい。動いてもないのに、情けない身体からだだと思った。

（わたしは……。どうしたいか……）

　クロヤにも問われ、ファロスにも訊きかれたそれを、シアは改めて脳で嚙かむ。

　スカイツの傍そばに居たい。そんなどこまでも利己的な欲望。その欲望を押し通すことが、果たして許されることなのか。まさか許されるはずもない。当然だろう。

（でも……スカイツは、このままじゃ……）

　いずれきっと、壊れてしまう。ファロスは噓うそをつかない。そんな面倒臭いことはしない。ならば本当に《塔》に行ってはならないのは、スカイツだ。しかしそれを言ったところで、絶対にスカイツは納得しない。みんなのために。

（みんな……。クアラ、ベイト、アル、アブラージュさん……）

　その、みんなのために。スカイツは独りで動く。

（──わたしを、除のけ者ものにして）

　自分で引っ掛かるような言い回しをした。これは、あの時と同じだ。スカイツ達が三人で、自分とクアラに内密で《塔》へ向かった時と同じ感覚。どうして、自分を混ぜてくれないのか。子供じみた──子供だったから、そう思った。

（でも、今も……同じことを思うって、馬鹿げてる）

　馬鹿げているのに、どういうわけなのか。シアは自分の中に、思ってもみない感情が芽生えていることに気付いた。ふつふつと、湯が沸くように、熱い血が四肢へ巡る。

　本当の本当に、みんなのためを思うのなら。

（わたしの力を……借りた方が、いい。そっちの方が、可能性は上がる）

　もう喪うしないたくないから、スカイツはシアを遠ざけた。それは分かっている。

　だが、本気で目的を達するのなら、シアを消耗すべきなのだ。仮にシアが死にそうになったら、《礎イシズエ》で取り込めばいい。そのまま、シアを背負って進めばいい。それまでは、心情云うん々ぬんは置いておいて、シアと力を合わせた方が合理的だ。

　身勝手な考えだということは分かる。だが、身勝手なのはスカイツもそうだ。

（もっと、ちゃんと……話をして。そこで、どうするか、決めればいいのに）

　二人は浅い付き合いではない。ほとんど半生を共にしている。何より、その半生を共にした他の大切なみんなが関係する問題だ。お互い別方向を向くような、そんなことでいいのか。

（良くない……。良くないけど……スカイツは、わたしの話を聞かない……）

　卑屈で、自分に自信がなくて、閉じ籠もりがちな幼おさな馴染なじみ。ここだけ抜き取ったら、スカイツはシアに似ている。だが、スカイツはもっと全体をちゃんと見ていて、誰かの気持ちを勘案することが出来て、誰かの為ために全力を出せる人間だ。見付けてくれる、人だ。

　ただ、話を聞かない時がある。変に頑固なのだろう。口を割らせるのは、アルやベイトよりも手て強ごわい。でも、そういう相手にはどうすればいいのかを、シアは知っていた。

「……っ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ[image: かんたんふ]」

　それはシアが今まで生きてきた中で、一番の叫び声だった。

　拳を握り、腹を絞り、喉を震わせ、吼ほえた。声がでかいと言えばベイトだったが、どうして声がでかいのかが少し分かった。何だか気持ちが良いいのだ。だからベイトはよく叫ぶのだろう。

　シアはそのまま、部屋の壁に無言で額を打ち付ける。手加減はしない。そこまで石頭とは思ってなかったが、それでも壁の木目にヒビが入った。同時に、額部から熱いものがどろりと垂れてくる。血が沸いているのだと、改めてそれで分かった。

　こんな自傷行為に意味は無い。しかし、一つの禊みそぎをどうにかして行いたかったのだ。

（わたしはきっと、地獄に落ちる。落ちなければ駄目。だけど、今だけは許して──みんな）

　血を掌てのひらで拭う。これが全部流れ切った時、いよいよシアは死ぬ。もう戻ることはない。単なる肉の塊になって、そこで終わる。だが、本来はそれが自然なのだ。

　命に次はなくて、だからこそ誰もが必死に前へ進む。クロヤがそうであるように。

　もし次があって、それなのに進まねばならないのなら、その道はきっと地獄に続いている。

　ならば、その先でシアは彼と会おうと、そう思った。
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「…………」
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『お邪魔しやすぜ』

　翌日。宣言通り、クロヤとシロハラがギルドハウスに現れた。

　結局あの後、シアは一睡もしていない。怪け我がの手当てもしていない。目の下の隈くまは墨でも塗ったように黒々としていて、髪の毛は乱れている。そこに赤黒い血が顔中へ付着しているのだから、流石さすがにクロヤとシロハラは面食らっていた。

「……何があったかは問わんぞ」

『賊でも追い払ったのかって風体だぜ、嬢ちゃん……』

「構わない。むしろ聞かないで欲しい」

『声までしゃがれてらぁ……』

「…………」

　風邪を引いた時みたいな声だった。叫び過ぎた結果だ。シロハラが更に心配そうな顔をするが、一方でクロヤはシアのその声を聞いて、目を少しだけ見開いていた。

「おれが問うのは昨日と変わらない。たった一つだ。シア、お前は──」

「わたしはっ！」

　遮るように、シアは叫ぶ。これ以上喉を痛めるのはどうかと思ったが、気にしない。彼らには迷惑を掛けてしまった。ならせめて、はっきりと自分の意志は告げるべきだ。

　一度だけ息を吸う。大きく、大きく吸う。クロヤと、シロハラと、己自身に聞こえるように。




「──スカイツを、ぶん殴りたいっ!!」




「………………。……は？」

『そ、そいつは……えーっと……』

「あの野郎は、言っても聞かないからっ!!　だから、先に殴る!!　殴ってから、話をする!!　そこから先は、分からないけど……!!　今はまだ、考えられない、けど……!!」

　それは最も早はや取り繕うことすらしない、シアの本心だった。

　言っても聞かないだろう相手に、シアはどうすべきなのか分かっていたからだ。

　──先に一発入れてやれば、こっちの話もちゃんと聞くだろう。

　故にスカイツを殴る。そして話し合う。シアがやりたいことは、今はそれだけだ。

　ふぅ、ふぅ、と。シアは肩で息をする。たったこれだけのことなのに、伝えると物もの凄すごく疲れていて──しかし、思っていた数倍は、スッキリとした。

『あ、頭でも打ったんじゃねえのかって思うんだが……ダンナ？』

「…………く」

『ダンナ？　どうしやした？』

　クロヤは顔を伏せて、腰を折り曲げて片手を机の天板に叩たたき付つける。空いた手は、己の腹部にあてがう。さながら患部でも押さえるかのような所作で。

「……く、…………くくく……、は、ははっ……」

「え」

『噓うそぉ』

　──嚙かみ殺ころすようにして、クロヤは笑っていた。シアはおろか、シロハラすら、主人がそのように笑う姿を見たことがない。笑うにしても、微笑ほほえむ程度がこの男の上限だったのだ。

　それが今や、これ以上言われれば転げてしまう程に震えて笑っている。

「す、すまない……。思ってもみない……答えだった。殴る、か。そう来るか。いいぞ、それでこそだ……くくくは……っ！」

『きったネェ笑いですなぁ』

「あの、えっと、冗談じゃ……ない」

「分かっている……噓うそならば、笑えん。ああ、駄目だ……腹が痛い。もしおれにハクトが居なければ、今の言葉でお前に惚ほれていただろう」

　シアの考えは伝わるどころか、伝わり過ぎたらしい。涙すら流して、クロヤはシアの答えを受け止めた。だが、シアは今のクロヤの言葉に対して平然と返す。

「……それは困る。クロヤは全然わたしの好みじゃない」

　それを聞いた途端、いよいよもってクロヤは両手で腹を押さえ、転がって笑った──




『──で、シアの嬢ちゃん。結局、あっしらと共に行くって考えで良いいんですかい？』

「スカイツを殴るだけ……くくっ、それだけならば《塔》に行く必要は無いぞ」

「一緒に行く。行かせて欲しい。スカイツは《塔》に入り浸る。それに、《塔》で会わないと──そこまでわたしが来たってことを分かってもらわないと、ちゃんと伝わらないと思うから」

「あそこならば歯を折っても奴やつは自分で治せるからな。都合が良いい」

『ダンナ、ちょっと性格変わりやした？』

　笑い過ぎてクロヤはどうにかなったのかもしれないと、シロハラが本気で心配していた。

　が、そろそろ落ち着いてきたのか、クロヤは懐ふところから一枚の紙を取り出す。

「……それは？」

「ギルドメンバーに関する書類だ」

「…………？」

　それが今必要なのだろうか。シアは首を傾かしげる。

「──ギルド《無銘》だが、今朝取り潰してきた。今よりおれとネズミは、《ストラト・スフィア》に加入する。それで、一つの区切りだ」

『もう取り返しはつかないんで、ここに入る以外の選択肢はねえんですがね』

「え……!?　ど、どうして？」

　あまりに突飛な行動だったので、シアは驚く。ギルドを潰す必要性が分からないのだ。

　既にある程度記入している書類を、クロヤはシアへと手渡しながら言った。

「あくまで部外者にも拘かかわらず、おれ達はお前に踏み込んだ真ま似ねをし過ぎた。それに対する、おれとネズミなりのけじめだ」

『つまるところ、もう部外者じゃねえ。嬢ちゃんの仲間であり、戦友ですぜ。あっしらは』

「……いい、の……？」

「やるべきことは変わらん。形式上に過ぎん。だがそれでも、そうしたいからするまでだ」

　もし、自分が諦める選択を取ったら、どうするつもりだったのだろうか。

　シアはそんな意地の悪いことを考えたが、そもそも二人はシアがその選択を取らないと信じた上でこう動いてくれたのだと、思い至った。

　渡された書類を抱き締めるように持って、そのまま頭を深々と下げる。拒む理由は、無い。

「よろしくお願い、します──」

「顔を上げろ。お前がするべきはそれではない」

『握手だ、嬢ちゃん』

　そう言われ、シアは顔を上げて──改めて、クロヤと握手を交わした。

　微笑ほほえんで、クロヤは握手を解く。そして、大きく開いた掌てのひらをこちらに突き出す。

「…………？」

「打ってこい、シア」

「打ってこい、って……？」

「拳だ。お前は他人を冗談で殴らない。本気であいつを殴るのだろう？　ならば、おれがお前に教えてやる。本気で人を殴る、そのやり方をだ」

　言われて、シアは得心する。一度だけ頷うなずいて、シアは全力でクロヤの掌てのひらに己の拳を打ち付けた。蚊が止まるような速度で、欠伸あくびが出るような威力だった。当然だろう。シアは後衛で、誰かを直接攻撃するようなことは無い。人の殴り方など、ほとんど知らない。

「────熱いな。好いい拳だ」

　だが、クロヤにはその熱が伝わったらしい。真まっ直すぐに、シアの翡ひ翠すいの瞳を見据えている。

　最も早はや四肢は冷えていない。スカイツへの想おもいと、怒りが、煮えた血となって身体からだを巡っているのだ。もう迷わない。前に進む。強い強い、彼らのように。何より、自分の為ために。

　心の中の薄ら氷は、その熱を以もつて徐々に溶けてゆく。

（待ってて、スカイツ。絶対に追い付いて……ぶん殴るから）




　決意するシアの瞳は、この上なく生者としての輝きに満ちていた──











《第二章　霧中の出会い》






　シアは地面に転がされていた。

「立て」

「ま、待って……」

「いいから立て」

　誰に転がされたのかというと、クロヤである。探索出発前の早朝に、シアはクロヤより──スカイツをぶん殴る為ための──指導を受けることになった。

　それ自体はシアも望んだことであったが、問題はクロヤの指導方法だった。

『ダンナ、シアの嬢ちゃんは小柄な少女なんだ。そんな荒っぽいやり方で教えたら、まず間違いなく身が保もたねえぞ』

「相手が魔物だった場合、その理屈は通らん。奴やつらは倒れた相手を構わず殺すぞ」

　クロヤは最初からいきなりシアと組み手を始めたのである。何の心得もないシアは、当然何か出来るわけもなく、なすがままにクロヤにふっ飛ばされるだけだった。

　無論、かなり手心は加えられているので大きな怪け我がなどはないが──

「それは……その通り、だけど」

　かつてスカイツが、クロヤと夜中に隠れて特訓していたことをシアは思い出す。

　何をやっているのかはスカイツ本人が何も言わなかったが、探索中よりもボロボロになっていたので、二人で『荒っぽいこと』をやっているのだとは察していた。

　恐らくはこのように、スカイツもクロヤに揉もまれていたのだろう。

（でも……スカイツは飛躍的に強くなった）

　それが《理外の力》によるものだとしても、クロヤと出会ってからのスカイツは、前衛として格段に動きが良くなっていた。やり方はともかく効果は出ていたのだ。

　が、同じことをシアに適用可能かと言われると、少なくともシロハラは素直に首を横に振る。

『融通が利きかねえなぁ、ダンナは。いきなり実戦形式でやるんじゃなくて、もうちょっとこう、理論的に教えてあげたらどうですかい？　いくら何でも無茶だ』

「……。その方が良いいのか、お前は」

「うん……わたし、理論派。いきなり身体からだでは覚えられない」

「そうか。すまなかった」

「謝るなら最初から相談した上で始めて欲しい」

『どっちも口数が少ないから、変に歪ゆがんでやがるぜこのパーティーは……』

　とはいえ、クロヤの真の意図もシアは理解している。スカイツを殴ることが目的とはいえ、シアを鍛え上げること自体はある種必須事項であったのだ。

「何度かこの面メン子ツだけで探索したから、既に分かっているとは思うが……念ねんの為ため、改めておれ達のパーティー構成を確認しておく。おれが前衛、お前は後衛だ。ネズミは戦力として数えられん以上、自衛する能力が一階層以上に問われる。おれが全ての魔物を引き付けるのは理想ではあるが、万が一取り逃した魔物がそちらへ行った場合──」

「わたしが動けないと、話にならない」

「そうだ。幸いにして、お前の身のこなしは悪くない。が、強敵相手に通じる程ではない」

『あくまでシアの嬢ちゃんは後衛で炎をぶっ放す役割で、これまでずっとやってきやしたからね。ただ、それだけやってりゃいいってわけでもねえのが、二階層からの話ですぜ』

　二階層以降は、魔物の強さも格段に変わってくる。セオリー通りに戦うこと自体は変わらなくとも、後衛に攻撃が及ぶ可能性は一階層の比ではない。特に前衛がクロヤのみの《ストラト・スフィア》にとって、後衛のシアは単に構術を撃てばいいだけでは済まず、魔物が来た時の自衛方法が重要になってくるのだった。

「前回のように、呆ほうけたお前を常におれが助けられるとは限らない。ならばせめておれが戻る時間を稼ぐ、ぐらいはどうにかやれるようになれ。相手を多少怯ひるませる程度の反撃で構わん」

「承知。ただ、自衛と構術は相性が悪い」

「……近距離だと己に炎が当たるからか？」

「違う。そもそも、構術が撃てない」

『あっしらはほとんどその構術について知らねえ。理由を教えて頂けやすか？』

　乞われたので、シアは素直に頷うなずく。《昇降者》として元々《準先駆者ニアトレイラー》並の実力を持つクロヤだが、《塔》とそれにまつわる知識には疎うとい。前もこうやって、クロヤ達に対しクアラと一緒に構術について教えたことを、シアはふと思い出していた。

「構術は、計算して放つ。状況を見て術の種類、威力、範囲などを定めたら、今度は対象そのもの、対象との距離、味方の行動予測を踏まえて撃つ必要がある」

「単に──例に出すなら投石のように、拾って投げる、というわけではないということか」

「そう。戦闘中は基本的に、前衛が相手をしている魔物に撃つよう計算の構築をする。けど、そこから外れた魔物に対象を変える場合、再計算しなければならない」

『その切り替えは瞬時に行えないんですかい？』

「……相当の手練じゃないと、難しい。わたしは、時間が多少掛かる」

　外の世界では見られないような神秘を、構術は発生させる。シアの炎にしたって、何もない空間に爆発じみた炎を瞬時に放つなど、まず外で出来ることではない。

　が、故に制限や制約が多く、咄とつ嗟さの柔軟性に欠けるのが構術の弱点だろう。

　対象を切り替えるだけでも時間を要するのに、更に問題点があるとシアは続けた。

「それに、戦闘中は自分が狙われていないから、集中して構築が可能。一方、自分が狙われた状態で、その狙ってくる相手に構術を撃つのは……楽器の演奏を想起すると分かりやすい」

『襲われてるってえのに、満足に演奏なんざ出来やしやせんな』

「相手を往いなしながら笛なり何なり吹けばいいだけだろう」

「正気？」

『ダンナみたいな化け物以外、普通はそんな真ま似ね出来やせんって。……っていうかアンタ楽器とか一切弾けねえだろうが！　ならダンナすらも出来ねえよそんな行為は！』

「ああ。楽器など触れたことすらない」

　じゃあ簡単に言うな──とシアは思ったが、理屈の上ではクロヤが言うことが真理である。

　構術はしばしば楽器の演奏に喩たとえられることが多く、シアも養成所ではそう習った。単に楽器と言っても様々な種類があり、人によって得意な楽器は違う。元よりクロヤのように、楽器そのものが不得手な人間も居る。その上で、どのような音色、音量、曲を演奏するのか。これらを構術に置き換え、素しろ人うとはそうやって構術の外郭から触れていく。

　シアに求められるのは、敵の攻撃を搔かい潜くぐりながら、楽器を正しく弾くことだ。

「避けるだけなら、何とか可能と思う。けど、自衛──構術での反撃となると、厳しい」

「そもそも狙われていない前提で使っているから、か」

『一階層の雑ざ魚こ相手ならまだしも、それ以上の敵となると演奏は難しいってわけですかい』

　回避のみをするにも限界がある。獣が攻撃を躊躇ためらうのは、獲物が咬かみ返してくるという可能性がある時だけだ。魔物とて例外ではない。反撃される恐れがあるのならば、攻撃の頻度は違ってくる。故にシアの自衛力は、考えられる限りかなり低い──というわけだった。

　クロヤは一度腕を組んで考え込む仕草を取るが、すぐにそれを解いて思考を切り替えた。

「……無いものをねだったところで無意味だ。一応今後の課題とはするが、それならばそれで、お前自身の力量を底上げする。奴やつの歯を一撃で折れる程には強くなれ」

「努力する。スカイツをすきっ歯に出来るように」

『スカイツ坊ぼっちゃんも、まさか自分が仮想敵として使われてるとは思ってもみないでしょうなあ……。って、そろそろ時間ですぜ、お二方！　出発しやしょう！』

　問題は多いが、今すぐ改善せねば探索すらままならないというわけではない。それに、二階層からは一気に駆け上がれるような環境ではなくなってくる。

　長い目で見て、シアは力を付けていくしかないだろう。

　そうして小さな仲間の一声を以もつて、今日の探索に二人と一匹は向かうのであった。




　　　　　　　　＊




　一階層フロア１は、全ての《昇降者》の探索におけるスタートラインとなる。

　それは上位ギルドでも下位ギルドでも違いはない。が、最初に目指すものは異なるだろう。

「……便利なものだな」

　目の前にある昇降機を見ながら、クロヤがそう呟つぶやく。

　その昇降機は、一階層フロア１に存在するものだが、黄金色の強い光を放っていた。通常、昇りの昇降機は淡緑色をしている。一方で下りは淡赤色なので、そのどちらとも違う色だ。

『自分が知らねえ間に肉球へ何か刻まれてるってのは、怖くはありやすがね』

「利便性重視。毎回下から昇ってられない」

　シロハラの肉球、及びクロヤとシアの手の甲には、ある紋様が刻まれている。

　それはパスと呼ばれる、階層の番人を倒した際に自動で手に入るものだ。このパスが刻まれた状態で、一階層フロア１にある黄金色の昇降機を使うと、倒した番人が居た階層をスキップして上に昇ることが出来る。シア達は一階層の番人が変異したものである茨の魔人をその手で撃破したので、この昇降機を使うと二階層フロア１まで飛ぶ。

「上に昇れと言わんばかりの仕様だが──確かに都度最下層から上がるのも面倒か」

『どうにもこの《塔》は、不気味な親切心に満ちてると思わなくもねえや』

　もっとも、そのことに異を唱えても無意味だろう。クロヤが先に昇降機へ入り、その後をシアと彼女の頭上に居るシロハラが続く。




『昇降機は……多分あっちの方角ですな』

　ヒゲを震わせたシロハラが前脚で指し示す。クロヤはその方向を目で追うが、そこには鬱うつ蒼そうとした茂みと、人の立ち入りを阻はばむように乱立する木々しかない。

「一階層の石壁は、登とう攀はんする気が失うせるような高さだったが──二階層も直進するだけ無駄と思わせるような作りだな」

「真まっ直すぐ進めそうで、進めない。迂う回かいが必須。ただ、強引に燃やして通れる可能性はある」

『前は巨大な石造りの迷路で、今回は入り組んだ森や山ん中を髣ほう髴ふつとさせますなぁ』

　あくまでシロハラの昇降機探知は、動物的感覚に頼ったものに過ぎない。具体的な進行ルートまでは分からないので、昇降機がある方を目指して、通れる道を通っていくしかないだろう。

　これまでのシアは単にクロヤの後ろを付いて行くだけだったが、今回からはしっかりと己の意見を具申している。少しだけクロヤが満足そうな顔をしていた。

「加えて、石畳と違って悪路だ。気候も湿度が高くやや蒸し暑い。嫌気が差す環境だろう」

「休息はこまめに取るべき」

『シアの嬢ちゃんがな』

「ああ。おれとお前では体力に雲うん泥でいの差さがある」

「…………」

　スカイツとクアラが居た時とは、やや勝手が違う。思えば、シアは二人の世話を焼く側に回ることも多かった。が、クロヤは一切その必要が無い。

　なのでクロヤと違って、シアはちょっとだけ不満そうな表情をした。

「行くぞ」

「……了解」

『いやー、全く盛り上がりのねえパーティーだ』

　茶化すシロハラだったが、緊張感に溢あふれていると言い換えるべきだとシアは思った。

　が、ムードメーカーだったクアラや、何だかんだでイジると面白いスカイツが不在なので、そう評価されるのも仕方がないのだろう。シアもクロヤも、お喋しやべりな性分ではなかった。

　──クロヤは悪路と呼んだが、それは間違っていない。

　ややぬかるんでいる通路は、雨上がりの山道のようで、更には凹凸や傾斜がある。気を抜けば足を滑らせるし、転んでしまう。歩くだけでもある程度集中する必要があった。

　また、二階層は一階層と違って、フロア自体に高低差が存在している。道が途切れていれば、どこか滑り降りられる斜面を探し、そこからまた探索を開始する。或あるいは、斜面を登って道を探す。シンプルだった一階層と比較すると、そもそも移動だけで体力の殆ほとんどを持っていかれてしまう。道具係として背はい囊のうを背負うシアの息は、常に上がりっぱなしだった。

　そこに加えて──

「魔物が来るぞ！　構えろ！」

　──魔物の襲撃も変わらず発生する。

　今は傾斜を下りている最中の襲撃だった。斜面である以上、しっかり二本足で立てず、油断すれば下まで転げ落ちてしまう。高所から滑落するわけではないので死にはしないだろうが、少なくとも怪け我がはするだろう。

　相手は斜面から突き出るように生えている木々の枝を手繰り、悪環境などまるで無視して樹上を跳ね回っている。皴しわの多い赤ら顔に、小さい針がびっしりと生はえ揃そろったかのような土色の体毛。手足は長く、特に手指は鉤かぎの如ごとく発達しており、それを使って木々の間を立ち回っているらしい。一見すると、それは猿のように見えた。が、最大の特徴として、その猿は大きな一つ目であった。黒水晶のような瞳が一つと、その下に大きな割れ目に似た口元がある。

『ありゃ確か、ティアーフックって魔物ですぜ！』

「多数確認……！　五匹は居る……！」

　ティアーフックは複数で襲って来ており、先陣を切った一匹が頭上からクロヤを急襲する。その鉤かぎ爪づめならぬ鉤かぎ指ゆびは、移動手段ではなく獲物──《昇降者》を引き裂く為ためにも使われる。従って、その指の腹は刃物の如ごとく鋭利であった。当たれば、容易に肉を断たれるだろう。

　振り下ろされた一撃を、クロヤは最小限の動きで躱かわす。下手に大きく動くと、斜面に足を取られてバランスを崩してしまう。そうなれば、相手の鉤かぎ指ゆびの餌え食じきになるだけだ。

「地の利は向こうにあるか……」

　攻撃を躱かわしざまに、クロヤは猿の顔面へ拳を叩たたき込む。水晶の単眼は過剰な外圧に耐えられず、果実のように撓たわんで弾はじけた。涙液に黒い血が混ざって爆はぜる。絶命であった。

「クロヤを援護したい、けど……！」

　一撃で同胞を殺したからか、ティアーフック達の狙いは全てクロヤに固定される。

　それならば、シアの構術が本来なら光るのだが──

「狙えない……！」

『無理に援護をしなくてもいい、嬢ちゃん！　ここはダンナに任せやしょう！』

　相手は頭上からの急襲を複数匹で行い、クロヤに避けられたと同時に反撃を予見して、また木々を登っていってしまう。上下に激しい動きは、速度も相まってシアの狙いを阻はばんでいた。

「シア！　おれの敵は狙うな！　お前に来たものだけを狙え！」

　シロハラもクロヤも、シアの加勢を抑えている。下手に攻撃したら、シアに標的が移ってしまうだろう。そうなった場合、足場の悪さを考えるとシアに打つ手は殆ほとんどない。精々、斜面を転がり滑って落ちるぐらいだ。ぐ、とシアは歯は嚙がみした。

（悔しい……！　何も、出来ない……！）

「ちょこまかと小こ賢ざかしい──」

　じわじわと魔物の群れはクロヤを追い詰めようとしている。反撃を警戒し、攻撃は浅めにしているようだ。狙いは一撃で仕留めることではなく、クロヤの体勢が崩れること──魔物にしては高い知能がある。二人と一匹の脳裏に、茨の魔人の影が浮かんだ。

「──嘗なめるなよ、野猿風ふ情ぜいが……ッ!!」

　攻撃を避けたクロヤの外がい套とうの端が切り裂かれる。それでもまだ、ティアーフックは完全に仕掛けない。再び、樹上の安全圏へと退避することを──この男は最も早はや、許容しなかった。

　一歩踏み込み、不安定な体勢からの拳による一撃。それを樹木の腹に叩たたき込むと、周囲一帯が震えた。枝葉はさながら雨のように散り、シアやクロヤを覆うように降りしきる。続けてもう一発、抉えぐり込むように幹へ裸拳を捻じ込むと、いよいよ太い幹は轟ごう音おんを立てて折れた。

　キィ、ギィ、とティアーフックが各おの々おの鳴きながら斜面へ着地する。領域を侵犯するのではなく、領域そのものを消し飛ばす荒業に動揺でもしているのか。

　いずれにせよ、既に猿共の運命は決していた。

「終わりだ」

　今度はクロヤが、ティアーフックの一匹へと飛び掛かる。膝を槌つちのように叩たたき込み、頭部を破砕する。死体と化したそれが消える前に、乱雑にその毛皮を摑つかみ、鉤かぎ指ゆびを他の一匹へ突き刺す。激げき昂こうして反撃した個体に対し、鉤かぎ指ゆびではなくその手首自体を手刀でへし折る。続いて腕を取り、巻き込むようにして背負い投げた。斜面に激突した相手の胴を、振り下ろした足底で圧砕。最後の一匹となり、いよいよ魔物は怯ひるんだが、その隙は死と同義だった。相手の足を払ったクロヤは、斜面上にも拘かかわらず相手に馬乗りになると、猿の目玉を拳で貫いた。ビクンと猿は全身を反射的に震わせたが、それが最さい期ごの生命活動だった。

「すごい……」

『もうどっちが魔物か分かんねえや』

「……終わったぞ」

《恵み》である鉤かぎ指ゆびと毛皮を携えながら、クロヤが帰還する。ほぼ無傷であったが、斜面で強引に身体からだを動かしたからか、多少息が荒い。それでも人間離れした動きであり、そもそも木を素手で殴ってへし折るなど、シアからすれば信じられないことだった。

「謎。どうすれば、そこまで強く……？」

「弛たゆまぬ修練と経験だ。さっさとここを下りるぞ」

『才能って言わねえ辺りが逆に厭いや味みですなぁ』

　──もし、本気でこの《塔》の果てを目指すのなら。

　それにはスカイツの能力と、クロヤのこの力が絶対に必要になるのではないか。

　シアはそんなことを考えながら、斜面を下りる。途中、一度だけ足を取られて転んだ。




　　　　　　　　＊




「……フロア２への昇降機は見付けたが」

『嬢ちゃんの消耗が激しい。これ以上の探索は無理ですな。今日は帰還しやしょう』

「だ、大丈夫！　まだ全然……！」

「強がって下手を打ち、おれに負担を掛けるぐらいならば、弱音の方がマシだ」

　そうクロヤに窘められ、シアは押し黙った。相手の言うことに理がある。

　次のフロアに続く昇降機を発見したが、その段階で既に夕刻前まで時間が経過していた。

　時間が掛かったのは、二階層の探索に慣れておらず、まだ手探りの状態だからだろう。これは回数を重ねれば改善されると思われる。が、シアの体力についてはどうしようもない。

　元々、《構ア術リ師ス》として攻撃だけに専念していた以前までと違い、今は道具係も兼任しており、荷物を持った状態で動き回るのだ。普段よりも体力が底を突くのが早いのも仕方ない。

「次回からはおれが背はい囊のうを背負う形にするか」

「……駄目。前衛は荷物を持たない。それが探索の基本」

『そうは言いやすが、何でも教則通りに動かにゃならねえってわけでも……』

　前衛に求められるのは、何より敵の注目を引くことだ。攻撃を避けるか防ぐかは、その前衛の《技能スキル》や装備によるが、いずれにせよ軽快に動くに越したことはない。前が満足に動けないと、結局後ろが危うくなるのだ。

　クロヤの動きを鈍らせるのは、結果としてシアの身の危険に繫つながる。

　が、シアはそのような理由で嫌がったのではない。

「ごめん、なさい。もっと体力をつけるから。だから、このやり方でお願い」

　その役目すらクロヤに負わせると、いよいよ己の無価値さが加速してしまうからだ。

「……そうか。なら構わんが、本来はお前も荷物を持つ立場ではない。他に──」

「え？」

『いやいやダンナ、シアの嬢ちゃんはずっと背はい囊のうを使ってただろう？　一階層の時から』

「──そう、だったか。いや、確かにそうだ。他に持っていた者が居た……わけがない」

　本来、クロヤと一階層を探索していた時に道具係を担当していたのは、シアではなくクアラだ。だが、スカイツの能力によって彼女の存在が失われ、その際に記憶の整合性というものは都合良く改変されている。故に、シロハラの認識がシア以外にとっては正しい。

　しかし、クロヤは何か引っ掛かるような表情をやめなかった。

「……あの、クロヤ」

　信じて貰もらえるかは分からないが、ちゃんと自分達のことは打ち明けるべきではないか。

　そう考え、シアは手を伸ばし──




「助けてええええええええええええっ!!」




　言葉通り、助けを求める絶叫が、彼らの耳に響いた。シアは手を引っ込め、一方でクロヤは周囲を見渡している。シロハラがヒゲを数度動かして、探知をすぐに行った。

『ここからそう遠くねえ。声の高さ的に、女の声でしたが』

「……どうする。おれは正直関わりたくない」

「同意、といえば同意。でも、聞いてしまった以上は……」

『行くしかねえのが人情ってもんでさぁ』

　助けてくれと乞われて、素直に助けることが果たして正しいかは、少なくともこの《塔》の内部では見解が分かれる。それで自分達が危機に陥れば間抜けにも程があるし、罠わなである可能性は否定出来ない。人情や正義感だけで動いていいのは、二階層がその分ぶん水すい嶺れいだろう。

　それで言うのならば、《ストラト・スフィア》は間違いなく善性の強いギルドだった。

「場合によっては見捨てる。それで構わないか」

「つまり極力助けてあげる、という意味と受け取った」

『あっちの開けた方から声がしやすぜ！』

　シロハラが指し示す方向へ走ると、天然の広間のような場所へと出た。一階層で言うところの部屋に相当するのだろう。シア達はここを通らずに昇降機まで辿たどり着ついたので、そこで何が起こったのかは全く分からない。

　ただ──広間を満たす真っ赤な血の池の上に、幾つもの骸むくろが転がっていた。

「……っ！　他の、ギルド……」

「あの魔物に殺やられたか」

　骸の正体は、名も知れぬ他のギルドであり、そこに所属する《昇降者》だ。そして広がった血ち溜だまりの中央には、全身が赤く染まった四つ足の獣が牙を剝むいている。

『グルルルルル……！』

『狼おおかみ？　いや、魔物なのか……？　血のニオイがキツくてよく分かんねえが……』

　獣は狼おおかみと同じような容貌をしている。魔物的な特徴は外見には見当たらない。現れたクロヤとシアに対し、警戒を強めたのか唸うなり声を上げ続けていた。

「！　霧が……出てきた」

　辺りを見たシアが気付く。いつの間にか、真っ白い霧がこの広間を包んでいるのだ。二階層のエリア特性なのだろうか。まだ濃霧と言うほどではないが、霧は徐々に白を強めてきている。

「おい！　そこの女。こっちまで下がれ」

　一方、血ち溜だまりの中で唯一生存している少女に、クロヤは声を掛けた。

「あわわわわわ……。こ、腰が抜けて、うごけ……」

　へたり込んでいる少女。癖のある萌葱もえぎ色いろの頭髪には、返り血が所々に付着している。年の頃はシアとそう変わらないだろう。

「チッ……」

　獣とクロヤが同時に駆け出した。瞬発力で言うならば、流石さすがに獣の方が上手である。

　相手の狙いは、どうやら少女らしい。見た所手負いで、更に動けもしない人間を先に狙うことに、クロヤとシアは違和感を抱く。が、今は気にしている場合ではなかった。

「させない……！」

　シアの爆炎が、先に獣を襲った。が、獣は恐るべき反射でそれを察知し、地を蹴って瞬時に突進の方向を変える。放った矢が直角に折れ曲がるような挙動だった。

　炎は一切獣を焼けず、ただ爆はぜたのみになる。無駄撃ちと呼んでもいい。

「上出来だ、シア」

「ふえ？」

　元より当てたところで、倒すには足らない威力の構術だった。無駄撃ちで構わないのである。狙いはクロヤが少女へ辿たどり着つくまでの時間稼ぎであり、目もく論ろ見み通りクロヤは少女の襟首を引ひっ摑つかんで、シアの足元へと思い切り放り投げた。「ぐぎゃ」と獣っぽい声で少女は呻うめき、転がる。

「大丈夫？」

「ら、乱暴～～！　で、ですけど、たすかりましたぁぁ……」

　シアが声を掛けると、少女は薄うっすらと涙を浮かべながら安あん堵どの息をつく。全身が血にまみれているが、これはあの血ち溜だまりに居たからだろう。彼女自体にはそう深い怪け我がはないようで、とりあえずシアは一安心した。

『あの獣は一体何なんですかい？』

「ええええ、ネズミが喋しやべったぁ!?」

「緊急事態。今は、そういうの気にしないで」

　どこかズレた性格をしている。少女に対する第一印象はそんな感じだった。

　シアが少女を介抱する中で、クロヤは血の池にて獣だけを睨にらんでいた。

「……どうした。来ないのか」

『グルゥゥ……!!』

　これも、魔物ならば構わず突っ込んで来そうな場面である。だが、獣はクロヤの力量を正しく認識しているのか、下手に仕掛けるようなことはしなかった。事実、クロヤとて野犬に襲われた経験は数知れない。故に相手が狼おおかみの魔物だろうと、一切怯ひるまなかった。

　この男に、威嚇の類は全く通用しない──それを悟ったのか、獣はじりじりと後退していく。

「来たら殺す。逃げるのならば見逃す。選べ、駄犬め」

『…………』

　むしろ威嚇しているのはクロヤの方だった。相手に言葉が通じているかは不明だが、その握り拳からは明確な殺意が薫るのか、獣は反転して駆け出す。そのまま、茂みに突っ込んだ獣は、あっという間にこの場から逃げ去ってしまった。

『いやあ、獣より獣してるとか、どうかしてるぜダンナは』

「こちらの隙を狙ってまた襲って来る可能性はある。油断するな」

「でも、ひとまずは安心──」

「ああぁああぁあ、ありがとうございまふうぅぅう！」

　警戒を怠らないクロヤとシアに割り込むようにして、少女が膝と額を地面に擦なすり付つけて礼を述べていた。いきなりの態度に、クロヤが怪け訝げんそうに呟つぶやく。

「何だこの女は」

「性格、というか性分？　ちょっと、ズレてるかも」

『まあまあ、お二方。このお嬢ちゃんも、命からがら助かって混乱してるに違いねえ。そう冷たい目で見ずに、温かく包み込んでやりましょうや』

「や、やっぱりネズミが喋しやべってる～！　おもしろーい！」

「後は頼んだ。おれはこういう手合いが苦手だ」

「え、ちょっ……ずるい」

　早々にクロヤが少女から一歩距離を置いた。少女の感情の落差が全く読めないというか、本当に混乱しているのかもしれない。シアは努めて落ち着いて、少女に話し掛ける。

「……あの、自己紹介」

「あっ、そうですねえ！　ぼく、ギルド《グラウペル》の《パロマ》って言います～～！　で、《職ジヨブ》は《共生派バイオシス》なので、よろしくどうぞです！」

「わたし達はギルド《ストラト・スフィア》。わたしは《構ア術リ師ス》のシアで、あなたを助けたのは《無ラ謀ツノシ拳ユ》のクロヤ。喋しやべるネズミは《黄ゴー金ルデ覇ンハ武ムス星ター》のシロハラ」

「わあ、たくさん言われちゃった！　頑張って覚えますね～～！」

　そこまで努力しなければ覚えられない項目でもない。が、よくよく考えれば、クロヤとシロハラはかなり特殊な《職ジヨブ》に分類される。その辺りが理由だろう……と、シアは一人でそう納得しておいた。パロマと名乗った少女の雰囲気は、シアもどこか苦手だった。

『《共生派バイオシス》？　聞いたことのねえ《職ジヨブ》でさぁ』

「知っているか、シア」

「えっと……確か、動物を操る《職ジヨブ》のはず。犬とか、鳥とか、そういうの……」

《共生派バイオシス》は比較的珍しい《職ジヨブ》ではあるが、全く見ないわけでもない。シアも知識としては知っている。具体的に動物をどうするのかまでは分からないが。

　しかしクロヤが引っ掛かったのは、《職ジヨブ》そのものの中身ではなかったらしい。

「犬……？　おい、まさかあの獣は」

「そ、そうなんですぅぅ！　あの犬、《リガ》っていうぼくの相棒なんですけど、それが──」

　パロマは涙目になりながら、ぽつぽつと事情を語り始める。

　探索中に、魔物の不意打ちを受けたこと。それにより、負傷者が多数出たこと。《グラウペル》には治癒系の《技能スキル》を持った者はおらず、引き返そうとしていた最中で、突如としてパロマの相棒であるリガが味方を攻撃し始めたのだということ。

「やはり魔物ではなかったか。薄々そんな気はしていたが」

『あっしと同じく、知性のある瞳をしていやしたからね。凶暴でしたが』

「結果的に、ぼく以外の全員が全滅という形に……。ううううぅう」

「パロマは、どうして無事だったの？」

「たぶん、ぼくはリガの飼い主だから……」

「その《共生派バイオシス》が操る動物というのは、人を簡単に裏切るのか」

　リガの裏切りさえなければ、《グラウペル》は壊滅しなかったはずである。ある意味ではシロハラという動物を使役しているとも言えなくもないクロヤは、疑問をすぐ口にした。

　うーんと悩み声をあげながら、パロマは答える。

「その～～……よく、わかんないですぅ」

「よく分からない、って……」

「お前は何を言っている」

「だ、だってえ！　ぼく、基本的に落ちこぼれでえ！　荷物持ちだったんですよぉぉ！」

『それでよくここまで生き残れやしたね』

　どうも、パロマは《共生派バイオシス》の中でも実力がかなり下の方に位置するらしい。なのでギルド内ではもっぱら荷物持ちが主な仕事であり、リガとの連携は取れていなかったという。

「それが理由で犬に裏切られ全滅、か。笑えん話だな」

「うううぅぅぅ～～～」

「クロヤ。責めても仕方がない」

『そうですぜ。それよりも、これどうしやす？』

　シロハラが指したのは、血の池で動かない骸むくろ──パロマの仲間達だ。

「死体処理の話、ですよねぇ？」

「死体処理……」

「散々な言い方だが、仲間内で不和でもあったのか」

「あ、いえ、ごめんなさいいぃぃ～～……」

　不和があったかどうかも、今となってはパロマ以外知る由よしもない。付き合いきれないとばかりに、クロヤは近くの木の幹に背を預け、腕を組んで目を閉じた。選択権はシアに委ねたようである。シアはどうすべきか、ひとまず当事者であるパロマに訊きいた。

「遺品。持って帰るのなら、手伝う」

「いえ、このままで大丈夫ですよ。内部構造が変われば、同じですし」

『そりゃあそうだが、情とかはねえんですかい？』

「…………察して頂ければと～」

《塔》内部で仲間が死亡した場合、《昇降者》は選択を迫られる。一つは、その仲間の死体を担かついで帰還し、《塔下街》にて埋葬する。最も手厚い方法だが、その分負担も大きい。低階層ならば可能だろうが、上層に行けば行くほど非現実的な手段になるだろう。

　もう一つは、仲間の遺品だけを持ち帰るというもの。大多数はこの手段を採るだろう。生前愛用していた武器や装身具などが代表的である。人によれば毛髪なども選択肢に入るらしい。

　だが、その場合残された仲間の死体はどうなるかというと──どうもしない。《塔》内部で埋葬する暇はなく、そのまま捨て置くだけだ。日付変更による内部構造の変化は、果てた《昇降者》の骸むくろすら取り込み、無かったことにする。

《塔》に挑み、《塔》で倒れ、《塔》へ還かえる──《昇降者》という存在の最さい期ごとしては、これが最も相応ふさわしいとして、生前からそう葬ほうむるよう指示する者も居るらしい。パロマの場合は少々事情が異なるようだが、あくまで部外者であるシアはそれ以上口出しをしなかった。

「……わたし達はこれから《塔下街》に帰還する。パロマは──」

「ご一緒させてくださいいぃぃ～～～!!」

「了解。じゃあ、一緒に」

　こうして、パロマを連れてシア達は帰還することになった。

（……？　視界明瞭。いつの間に……？）

　そして、覆っていた霧がいつしか晴れていることに、シアは遅れて気付く──
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　特に問題が起きることもなく、三人と一匹はエントランスへと辿たどり着つく。

「例の野犬の追撃も無かったか」

　クロヤはずっと野犬──パロマの相棒であるリガが追ってくることを警戒していたらしい。普段よりも帰還時に背後を振り返ることが多かった。

「でも、魔物じゃないのなら、ここまでやって来る可能性はある」

『ああ、そういやそんな法則があるんでしたな』

《塔》における法則の一つに、魔物は昇降機を使えず、エントランスに出て来ることはない、というものがある。シロハラが思い返していたのはそれだ。《塔》内部には魔物が溢あふれ返っているにも拘かかわらず、《塔下街》には一匹たりともその姿が見えない理由となっている。特に、一階層フロア１の魔物がエントランスに続く大階段に触れた途端、その身体からだが消滅したという話があるくらいなので、絶対的な法則の一つとなっているのだろう。

　が、リガは魔物ではなく、シロハラと同じく《昇降者》として認められた一匹だというので、昇降機を使うことは可能だ。油断は出来なかったが、しかしパロマが否定した。

「多分、追ってくることはないんじゃないかと～……」

「何な故ぜだ」

「リガは負傷しているので～。怪け我がを治すために、じっとしていますよ、きっと！」

「そう……なの？」

『それならそれで、次回の探索でお嬢ちゃんが襲われるってことになりやすがね』

「ひいいぃぃぃいぃ～～!!」

「……戻るぞ。付き合い切れん」

　小さく息を吐いて、クロヤは歩き始める。陽はすっかり沈んでおり、ひとまずは今回の探索で得た《恵み》を市場で売る必要があった。それはシアも理解していることだったが──

「…………何な故ぜまだお前が居る」

「いやぁ、その～……」

「解散。基本的に、《塔下街》に戻ったら、協力体制のギルドとは別れる」

『あっしらに用件がまだあるのなら話は別ですがね』

　パロマは一向に二人から離れる様子はなく、ずっと後ろを付いて来ている。目的が同じ、というわけではないだろう。パロマは見たところ、道具も何も持っていない。あの襲撃のどさくさで全て置いて来てしまったのか。いずれにせよ、彼女が《恵み》を売る気配はない。

　露骨にクロヤが嫌そうな表情をし、パロマはいきおいその場で膝を突いた。

「お、お願いじまずううぅぅぅうぅ!!　ぼくをお二人の仲間にじでぐだざいいいいいい!!」

　そこから更に、額を地面に擦なすり付つける。多少なり人としてプライドがあるのならば、取ることを躊躇ためらわれる姿勢である。人の通りが多いこんな往来ならば特にだ。

　恥も外聞もないパロマに、シアは冷や汗をかきながら声を掛けた。

「れ、冷静。落ち着いて。色んな人が見てる……」

『そういう目的でやしたか……』

「なにとぞぉぉおおぉぉぉぉおぉ～～～!!　みんな死んだんですぅぅぅううぅ～～～!!」

　彼女が全身全霊で乞う理由は分かっている。ギルド《グラウペル》は、実質的に壊滅したと言っていい。リザーブメンバーが居るのならばまだしも、『みんな死んだ』のならば、恐らくは少人数のギルドなのだろう。生存者はパロマだけ──ここから立て直すのは、相当な実力者でなければ難しい。半壊したギルドの行く末は、大抵はギルドを取り潰すことになる。

　そして生存した者の進退は、引退を選ぶか、或あるいはフリーの《昇降者》として、他のギルドに途中加入するかぐらいしかない。一から人を集めてやり直す、というのは時間が掛かり過ぎるからである。ただ、大体の既存のギルドというのは、気心の知れた仲間同士で構成されている。そこに割って入るのは、相手側に相応なメリットを齎もたらさねば難しいだろう。

　その辺りパロマに光るものがあるか怪しい……が、少なくとも探索中に他ギルドを助けるぐらいお人ひと好よしな《ストラト・スフィア》への加入を望むのは、ある種正しい選択だった。

　クロヤは完全に傍観モードに入ったらしく、近くの路地へ入っていく。その路地の壁に背を預けて、腕を組んで明後日あさつての方向を見ていた。

「と、とりあえず……そこの路地で。要相談」

『ある意味とんでもねえ嬢ちゃんだ、こいつは』

　現状、《ストラト・スフィア》のリーダーはシアになっている。出来ればクロヤにそれを譲りたいシアではあったが、以前打診しても本人が固辞した。曰いわく、「お前のものだろう」とのことである。なので、人事権もシアにあるとクロヤは考えているらしく、それ故の傍観だった。

　必死さを全開にしているパロマを引っ張って、シアも路地へと入り込んだ。不必要に目立つことは避けたい。パロマは声もデカかった。

「これも何かの縁なのでええええええ！　入れてぐだざいいいいい!!」

「合縁奇縁……とは言うけど。でも……」

『悩ましいところですなぁ。ダンナは好きにしろって感じですかい？』

「ああ。シアが冷静な判断を下すのならば、それで構わん」

「卑ひ怯きよう……」

　それは言外に「こんな奴やつを入れるな」と言っているのではないか。恨めしげにシアはクロヤの方を見たが、全く取り合ってくれなかった。

　今もパロマはシアの足元に縋すがっている。命乞いをさせている、と言えば事情の知らぬ者は信じ込むだろう。そのくらい彼女は必死であり、だからこそシアは悩んだ。

（パロマは《共生派バイオシス》、だけど──）

　信ずる相棒──動物──と連携を取る《職ジヨブ》が、《共生派バイオシス》である。どういう《技能スキル》があるのかまでは不明だが、シアはパロマの相棒であるリガが離反したことを知っていた。それは即すなわち、宝石を持たずに《塔》に入る《構ア術リ師ス》に等しい。ほぼ無力なのである。

　同時に、もっとパロマがしっかりしていれば、ギルドの壊滅は防げたのではないかとも思う。不慮の事態は探索につきものであり、また《昇降者》は《塔》内部で起こる全ての事象に自己責任だとはいえ、パロマに落ち度が全く無いわけではない。

（ただ、わたし達が人数不足であることも事実。今から勧誘を行っても、誰かが来てくれる可能性はあまり高くない。何より、そんなことに時間を掛けるのは煩わしい）

　前衛と後衛が一人ずつである今の《ストラト・スフィア》は、はっきり言って人数が足りていない。探索は本来もっと大人数で行うものだ。少数精鋭と言えば聞こえが良いいだろうが、精鋭なのはクロヤだけであり、シアは自身が凡百の《構ア術リ師ス》であることを理解している。

（そんなわたしが満足に動くには、少しでも役割を分担出来る仲間が必要……）

　現在、シアが荷物持ちまで兼任している状態だ。せめてその任が解かれれば、前衛のクロヤが戦うのを何もせずに見物しているだけという状況は少なくなるはずだろう。パロマの能力がどうあれ、荷物を持つ程度ならば《昇降者》は誰だってこなせる。

「その、パロマ。あなたは……何が得意？」

「何でもやりまずぅぅううう～!!」

『会話が嚙かみ合あってねえですぜ』

「……クロヤ」

「おれに判断を仰ぐな。足あし手で纏まといは一人が限度だ」

　また絶妙な言い返しであった。その足あし手で纏まといが誰であるかを指定していない。

「パロマ。わたし達には、《塔》を昇る理由……目的がある。あなたはどうなの？」

「ぼくにはないでずううぅぅぅう!!　理由とか目的みたいなのはぁぁあぁ!!」

　それはそれで、《昇降者》の一つの在り方ではある。ここまで素直にそれを吐露するのは中々居ないだろうが。眉根を寄せたシアだったが、パロマは彼女にまくし立てた。

「で、でもっ!!　ひとりだと、どうすればいいか分からないじゃないですかあ！　誰かのそばにいたいって思うのが、人間ってものじゃないんですかあ!?　ぼくはぜったい、足を引っ張らないのでええええ!!　どうかぁあぁあああ!!」

（ひとり……）

　もし、パロマが自分と同じように、ギルドの中にしか知己が居ないのであるならば。

　彼女は今日を以もつて、その繫つながりを全て喪うしなったことになる。

（わたしと、同じ……）

　いや、クロヤ達やスカイツがまだ残っている分、シアの方が恵まれているのかもしれない。

　そんな部分を比較し合っても意味は無いが、しかしパロマが誰かを強く求める気持ちというのも理解出来てしまう。孤独であることは、何よりも辛つらいことだ。

　恐らくこれは、あまり正しい選択ではないだろう。パロマは優秀な《昇降者》ではなく、むしろ足を引っ張る可能性の方が高い。打算で動くなら、答えは決まっている。

　そうしてシアはしばし悩み、やがて決心した。

「……観念。《ストラト・スフィア》は、パロマを受け入れる」

「ほ、ホントですかぁ!?　やっほぉぉぉぉぉい!!」

『何かこう、躁そう鬱うつの激しい嬢ちゃんだ……』

　今の今まで泣いて懇願していたかと思えば、パロマはもう晴れやかに笑っている。どこかズレているとは思っていたが、やはりその評に間違いは無さそうだった。

　それでも、彼女を受け入れない選択は、シアには取れなかった。同情、或あるいは憐れん憫びん。そう呼んでも差し支えない。クロヤは、一度だけ息を大きく吐いた。

「後悔するぞ」

「……じゃあ先にそう進言すべき」

「新入りのおれにそこまでの権限はあるまい」

「…………」

　再び恨めしげにシアはクロヤを睨にらんだが、全く効いていなかった。

　無論、同情だけでパロマを加入させるわけではない。彼女の役目は荷物持ち、ただそれだけだ。が、それだけで危険な《塔》へ付いて来るというのは、案外誰にも出来ないことである。

「……でも、もうこれでわたしは、足あし手で纏まといじゃないから」

　むしろ、シアはこれをはっきりとクロヤに宣言したかったのかもしれない。

　荷物を持たず身軽になったのならば、戦力として充分数えられるよう動けるはずだ。今後、戦闘面でクロヤの手は一切煩わせない。むしろ彼のフォローにすら回れるだろう。

　当然こんなものは皮算用であり、実際そう上う手まく行くかは分からないが──

　しかしシアの真意を汲くみ取とったのか、クロヤは別段文句は言わず、少しだけ笑っていた。

「──とはいえ、探索以外でのこの女の面倒はお前が全部見ろ」

「え……」

「おれはこの女が好かん」

『はっきり言いますなぁ、ダンナよ……』

「な、何か嫌われるようなことをぼくはしちゃった感じですかぁ!?」

「いや、特にしていない。強いて言うならば、本能的なものだろう」

「それはそれでどうかと思う……」

　ギルド内に露骨な不和が生まれてしまった。これまでの《ストラト・スフィア》では見られない状態だろう。もっとも、現状オリジナルメンバーはシア以外誰もおらず、幼おさな馴染なじみ同士で最初から仲が良いいギルドの方が稀まれなのだ。大抵の新興ギルドは、こうやって人間関係に軋あつ轢れきを生じさせつつも、何とかリーダーが上う手まく纏まとめてやっていくものらしい。

　が、それをまさか己が担当するとは思っておらず、シアも大きく溜ため息いきをついた。

（スカイツなら、こういう時どうするだろう……）

　考えてみたが、多分スカイツも同じように溜ため息いきをつくだけだと思った──
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　パロマが加入したことにより、諸もろ々もろの手続きを《管理組合オブザーバー》支部で済ませることになった。

　具体的には、ギルド《グラウペル》を取り潰し、そのまま《ストラト・スフィア》へパロマを移入させる、というものだ。これによりクロヤとシロハラ、そしてパロマを合わせて、三人と一匹のギルドに《ストラト・スフィア》は変化したことになる。

（もう、すっかり様変わりしてしまった）

　書類上に、シア以外のオリジナルメンバーの名前はない。アブラージュ、ベイト、アル、クアラ、そしてスカイツの名前もだ。いつの間にか、スカイツはギルド離脱の手続きを済ませていたらしい。その時に、クアラの名前も抹消したのだろう。

　……これ以上書類を眺めていると、涙が出そうになる。シアはペンを急いで走らせた。

『この面メン子ツで上う手まいこといきやすかねえ？』

「知らん」

「ぼく、荷物持ちは得意って言われてたみたいなので、大丈夫ですよ～～！」

『誰から言われてたってんだ……』

「知らん」

　背後では微妙な距離感でクロヤ達が話している。シアはそれに耳を傾けつつも、リーダーとして書類をきちんと書き上げ、そのまま手続きを済ませた。

「ではこちらで処理しておきますので」

「……お願いします」

　切り替えねば、と再び己を鼓舞する。前へ進み、スカイツをぶん殴ってから話し合う。全てはそこから始まるのだ。今ここで、悲嘆に暮れて膝を折るわけにはいかない。

　シアは呼吸を整えて、《管理組合オブザーバー》の支部から出た。そのまま、往来を歩く。

　少なくとも、今はこのメンバーがシアの抱える全てだ。

『いつの間にやら夜になっちまった。これからどうしやす？　パロマの嬢ちゃんの歓迎会でもやりやすか？』

「歓迎会！　そんなの初めてです～～～！」

「明日も探索があるだろう。おれはもう宿に戻るぞ」

「勘案。次の休養日にやればいい」

「ええ～～～……」

『妥当な判断ですな』

　不服そうなパロマだった。遠慮はしない性分らしい。

　今日はもう解散して、明日からのことはベッドの中で考えよう。そんな考えを持っていたシアの前に、誰かが立ち塞がるように現れた。

「はいな、お客さん。ちょと話聞いてね。お連れの方、《グラウペル》のパロマね？」

　艶のある黒髪が腰まで伸びている女性だった。何より特徴的なのはその格好で、襟を詰めた上下一体の赤いドレスを着ている。ドレスは生地が肌に吸い付くようで、くびれや胸元が強調されていた。何より、腿ももから下にかけて大きなスリットが入っており、生足がちらちらと覗のぞいている。「娼しよう婦ふか」と、クロヤがぼそりと呟つぶやいた。シアもその類の、扇情的な女性だと思った。

「ふぇ？」

「やぱりパロマね。なして見知らぬ面々と居るね？」

　女性は首を傾かしげながら、パロマに問うている。糸を引いたようなその細目は、あまり表情というものを読ませない。美人ではあるが、訛なまりのある口調も相まって、どこか遠い異国の人間であることを想起させた。

「え、ええーっと……どちら様、でしたっけ～」

「あやや、たち悪い冗談嫌いよ。ワタシ《月げつ虹こう商会》の《ミンジュ》ね」

　つまり娼しよう婦ふではなく、商人らしい。ミンジュと名乗った……というか名乗らされた女性は、ついでとばかりにシアとクロヤに向けて、両手を擦り合わせた所作で頭を下げた。

「既知？　知人？」

「あーいや、その～……」

『煮え切らねえ返答ですな』

　どうやらミンジュとパロマは顔見知りのようだが、パロマはミンジュのことを全然知らないような素振りである。とはいえシアも、よく使う商店などはあるが、商人の顔と名前はきちんと一致させて覚えていない。《昇降者》ならありがちなこと……なのだろう。

「……まま、いいね。頼まれてたモノ、仕上がたよ。世間話ついでにお渡しするね」

　くるりと踵きびすを返かえして、ミンジュは歩き出す。ボディラインが浮き出ているからか、歩くだけで道行く男から度々視線を奪っていた。が、慣れたものなのか気にしていないようだ。

　一方でシアとクロヤは、パロマにどうするかを目で伺った。

「その～～……一応、ついていきましょう？」

『前のギルドでの依頼ってわけですかい』

「もう居ない連中が殆ほとんどだろう」

「それもミンジュさんに伝える必要がある。薄々、察していそうではあるけど……」

　というわけで、シア達はミンジュの後を追った。




　──《月虹商会》について、シアはあまり詳しいことは知らない。この街には無数の商会と商人がしのぎを削っており、その中の一つだろう、ということぐらいだ。少なくとも、《ストラト・スフィア》があまり使ったことのない筋の商会だった。

　とはいえ露天商とは違い、ミンジュは大通りに立派な一軒を構えている。店を持っているという時点で、商人としてはそこそこの格がある。昔、アブラージュよりそう教えられたことをシアは思い出した。駆け出しの商人は、最初は露天商より始めるからだ。

「いらしゃい。まま、座て待つよ。今持てくるね」

　店内は小こ綺ぎ麗れいに纏まとまっており、武具、道具、日用品などで種類を分けて棚に陳列されていた。ミンジュは綺き麗れい好きなのか、棚や商品に埃ほこりは見られない。照明は煌こう々こうと焚たかれており、夜でも商品をキラキラと輝かせている。いい店だな、と素直にシアは感じた。

「臭い店だな」

　が、一方でクロヤはノータイムで扱こき下ろしていた。店の奥へミンジュが引っ込んでいるから良いいものの、聞かれれば出て行けと言われかねない発言だった。

「クロヤさん、口が悪いですよ～～！」

「失礼。礼儀は弁わきまえるべき」

『そうですぜダンナ！　大体、ミンジュ姐ねえちゃんのあの扇情的な身体からだにピクリともしねえとか、アンタ男として枯れてんじゃねえのか!?　童貞極めたらそうなっちまうのかぁ!?』

　シアの頭上に居たシロハラを、無言でクロヤは摑つかみ取とって締め上げる。

『ヂュァアアアァ!!』

「……言葉が足らなかった。臭いのはこの店の空気──香だ」

「香？」

「この薄い霧みたいな煙のこと、ですかねえ～？」

　店の四隅には、陶器のポットが置かれている。その中にある香木が燃焼し、薄い煙を店内に充満させているようだ。が、香は店内に多少怪しげな雰囲気を醸かもすだけで、別段シアは匂いを感じなかった。無臭と言っても良いだろう。

「クロヤさんみたいな変な人は臭いと感じるのかも！」

「嗅覚過敏？」

「…………。ネズミの方がマシだと思う時が来るとは」

『ぶはぁ……。いや、あっしも香のニオイは感じやすぜ。ただ、ダンナの鼻に合わないってだけじゃねえのか？　別段あっしは臭いとは思いやせんし。むしろ好みな方だ』

「これ、《興コウ心シン香コウ》ね。男に効くよ。嗅ぐと興奮して、ワタシからよく買うようになるね」

「!?」

　いつの間にか、三人の近くにミンジュが居た。油断、というか気を張っていなかったとはいえ、クロヤに気配を察知されずに接近していたらしい。当然ながらシアもミンジュが寄ってきていることにまるで気付かなかった。

「びくりした？　まま、気にしないがよろし。《興コウ心シン香コウ》も、他の客には秘密ね」

　どうやらこの香は男を惑わせるらしい。《昇降者》は男の割合が多いので、これによって利益を増そうとしているのだろうか。ただ、枯れているクロヤには通じず、男というかオスであるシロハラには微妙に効果があったので、何とも言えない香である。

「狡こう猾かつ……。商売人として、卑ひ怯きよう」

「褒め言葉ね。商店、雰囲気大事。彩いろどりの一つよ。それより──」

　シア、クロヤ、パロマを見定めながら、ミンジュは顎に手を当てる。

「──《グラウペル》、パロマ以外、空に還かえたね？」

「還かえるのは空ではない。土だ」

「ワタシの故郷、そう言うね。にしても、残念よ。お得意様居なくなる、悲し悲し」

　泣なき真ま似ねをミンジュは披露している。本当に悲しんでいるかどうか怪しい。

　やはりこちらから言うまでもなく、ミンジュは《グラウペル》の末路を察していたようだった。とはいえ、商人として店を持つぐらい長年やっているのならば、懇意のギルドが壊滅するという経験は少なくないだろう。次の瞬間には「で」と、ケロリとした顔で話を続けていた。

「生き残たはパロマだけね？　リガも死んだか？」

「造反。リガは、パロマを裏切った」

　二階層で何があったのかを、シアはミンジュへ搔かい摘つまんで説明した。結果として、パロマが自分達のギルドに加入したことまでを伝えると、ふーむとミンジュは考え込む。

「あの～～、何か……？」

「ちょいな、不思議に思うね。リガ裏切る、考えられないね。あれは利口よ。パロマ、出来悪いにも程ありね。心より反省するがよろし。《共生派バイオシス》失格よ、アナタ」

「うぅ～～……」

『忌き憚たんなき意見でさぁ。ダンナもあっしに裏切られないよう気を付けた方が良いいですぜ？　こうやってボロクソ言われちまう！』

「裏切ったらその場でお前を殺すだけだ」

「口封じ……」

　クロヤとシロハラについては、恐らく裏切りなどは発生しないだろう。

　だが、かつてのパロマやリガを知るミンジュからすれば、現在の状況──全滅、という部分ではなく──《共生派バイオシス》が相棒に裏切られるということが信じられないようだった。

「リガ居ないと、これ無駄になるね」

「……笛？」

「ふぇ？」

　ミンジュが依頼を受けて用意していたのは、小さな銀色の笛だった。首から掛けられるよう、ネックレス状になっている。楽器として使うにはあまりに小さく、変音用の穴も三つしか開いていない。クロヤだけが、その正体にすぐ思い当たった。

「犬笛か」

「お客さん、物知りね。その通りよ。優れた《共生派バイオシス》は、瞳で相棒に指示出来るね。でも、優れてないと、指で吹くか、この犬笛吹くよ」

　犬笛でなく鷹たか笛ぶえだが、クロヤも所持している。もっとも、そのことをシアは知らないが。

　ミンジュの言葉を解釈するに、出来が悪い《共生派バイオシス》は、このような笛を使って相棒との連携を図るらしい。パロマの出来は悪いので、つまりそういうことだろう。

「お代、事前に頂いてるよ。一応、渡しとくね。でも、リガ居ないと無駄も無駄無駄ね」

「ごめんなさいぃ～……」

　犬笛ネックレスを、ミンジュはパロマの首に掛けてやった。申し訳無さそうにしている彼女を見て、ミンジュはまたもや首を傾かしげる。

「……パロマ、前と雰囲気変わたね。でもその理由、今分かたよ。眼鏡、失なくしたか」

「眼鏡？　……初耳」

「そんなものを身に着けていたのか」

「あ、えっと、どこかで落としたのではないかと～」

「目、悪いのに大変よ。今すぐ発注するがよろし！」

　いつの間にかミンジュは算そろ盤ばんを手にしており、口角を吊つり上あげてシアの方を見ていた。《ストラト・スフィア》の財布の紐ひもを握っているのはシアだと見抜いているのだろう。

「……必要？　もしそうなら、注文する」

「う～ん……見えるので、別にぃ～……」

「強がりよすよ。見えない、危ないね。今なら格安よ」

「むむむぅぅ～～……」

「不要。もし必要なら、また言う」

「そう。残念ね。またよろし」

『まさに商人って感じがしやすなぁ～』

「…………」

　商機を逃したからか、ミンジュは少し不満そうだった。パロマ本人が要らないと言っているので、無理に買うこともないだろう。クロヤだけが、無言でミンジュとパロマを見比べ、何やら考え込んでいる。シアがその小さな異変に気付いた。

「どうしたの、クロヤ？」

「……。いや、何でもない。用件が済んだならば、もう出るぞ」

「ちょいな、待つねお客さん方。そいや名前、訊きいてないよ」

　今更ながら、シアは自分達が名乗っていないことに気付いた。もしかすると、今後もミンジュには世話になるかもしれない。シアは慌てて自分達の情報をミンジュへ教えた。

「はいな。シアに、クロヤに、シロハラね。《ストラト・スフィア》、覚えたよ。何かあれば、真ま先さきにワタシ頼るね。おカネくれる、ワタシすぐ動く。アナタ望むモノ、何でも用意する。単純ね。よろし？」

「……おれ達が新規顧客というわけか」

「そうみたい。でも、これからも機会があれば頼る。よろしく、ミンジュさん」

　お得意様だった《グラウペル》が壊滅したので、すぐにミンジュは《ストラト・スフィア》へと切り替えたらしい。分かりやすい動きではあるが、商人はそのくらい機敏な方が頼れる。あくまで客とドライな関係を築くのは、決して悪いことではない。

　恭うやうやしく礼をするミンジュを後にしながら、シア達は店を出るのだった。
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「いいか。絶対に敵から目を切るな。常に視界へ相手を捉えるようにしろ」

　夜中──本来ならばもう就寝する時刻だが、シアはクロヤとの特訓に励んでいた。早朝と夜半、一日二回を修練に当てる。身体からだが休まる暇がないが、シアは自らこれを志願した。

「目を、切らない……」

「ああ。では仮に、このように攻められたらどう対応する」

　シアへ肉薄したクロヤの右手が動く。

　それを注視したシアだが、数瞬後、己の側頭部に何かが触れたことに気付いた。

「──おれならばこれだけでお前を殺せる」

　触れているのは、クロヤの左手だ。いつの間に振るわれたのか、指先がシアの側頭を圧迫するように突いていた。これだけで、殺される。そのことを軽い痛みと共にシアは理解する。

「どうやったの……？」

「右手は虚──お前の視線を誘導する為ためだけに見せた。攻め手は左だ。お前はおれを見ているようで、見ていない。おれの右手だけを警戒した。瞬間的に、視野が狭きよう窄さくしていたわけだ」

『そういう時は、すぐに相手と距離を取るようにするべきでさぁ』

「ネズミの言う通りだ。相手の全体像を視界に入れつつ、背後へ跳べ」

　体たい捌さばきの基礎を、シアは今クロヤに叩たたき込まれている。重心の安定方法、足運び、身構え方など、何となく分かってはいたことを改めて指導された。それにより、これまで己が如い何かに前衛の知識に欠けていたかが、頭でも身体からだでも理解出来た。スカイツやベイト、そしてクロヤは、これらを何の気なしにやってのけていたのだ。

（とんでもない体力と、瞬発力……）

　シアが今出来るのは、必死にクロヤの動きに合わせて距離を取り、決して目線を切らないということだけだ。それでも攻撃を避ける、という部分にまでは至らず、定期的にクロヤに転がされてしまう。彼我の実力差的に仕方がないが、遊ばれているようなものだった。

「はっ……はぁ……っ」

「少し休憩するか。次の組み手で今晩は切り上げる」

『いや、それにしたってシアの嬢ちゃんは動ける方ですな』

　地面に横たわるようにして、シアは呼吸を整える。身体からだ中じゆうが痛い。無理矢理身体からだを動かしているからだろう。明日の探索に間違いなく響く──が、そんなことは覚悟の上だ。

　そんなシアを微笑ほほえましく眺めながら、シロハラが話を切り出した。

「……ああ。反応は悪くない。膂りよ力りよくこそ皆無だが、身のこなしは上々だろう」

「り、理屈……分かったから。どう、身体からだを動かせばいいか……」

「それでいい。感覚的に行っていたものに理屈が染しみ込むと、その理で動ける。だが、本当に重要なのはその次──理屈を感覚に置き換える、というものだ」

「……解説、希望……」

　休憩時間だと言うのに、クロヤは平然と教きよう鞭べんを執る。養成所時代でも、ここまで厳しい教官は居なかったと、シアは疲労で重くなった頭の片隅で思い返した。

「喩たとえば、足音を立てずに歩くにはどうすればいい」

「……踵かかとを、ゆっくりと地面へ接地させる……？」

「そうだ。誰もが何となくは分かっていることだろう。しかし本当に消音を求めるのならば、重心の移動や筋肉の動きまで知らねばならない。理を知り、それを動作に反映させる。成長に繫つながる一歩だ。だが、やがて身に付けた時、果たして都度理を浮かべながら動くか？」

「浮かべ、ない……」

　それは慣れ、或あるいは熟達とでも呼ぶべきものだ。シアがかつて算術の乗算を習った時、初めは加算を基に教え込まれた。２×３ならば、２という群が３つあり、それを全部足していく、という方法だ。だが、覚えてしまえば乗算の解などわざわざ加算を経由せずともすぐに出せる。これは算術の話であるが、体術でも根底は変わらないのだろう。

　どういう動きをすればいいかを理屈で知り、それをひたすら身に染しみ付つくまで繰り返す。

　何となく、という不確かな感覚から始まったものが、こうである、という理を経由し、最終的に考えなくとも、という確かな感覚に戻ってくる。ある種の帰結だった。

「その通りだ。体術のみならず、これは構術も似たようなものだと思うがな」

「……どう、だろう……」

　すぐに解の出る簡単な四則演算と違い、複雑である構術の計算は頭の中で地道に行わねばならない。それは感覚というものが存在しない、理だけの世界のように思える。慣れや経験で構築の速度は徐々に上がっていくが、体術とはまた違ったものであるとシアは考えていた。

　というのも、構術は必ず思考を経由して発動する。感覚だけでも動く肉体とは話が別だ。

　もっとも、構術を知らないクロヤからすれば、一緒のように見えるという話だろうが──

「まあ、今すぐ理解しろと言うわけではない。さあ立て、休憩は終わりだ」

「は、はい……」

『喋しやべってばっかで結局ほとんど嬢ちゃんは休めてねえぞ、ダンナ……』

　それでも呼吸は充分に整った。

　再びシアは立ち上がってクロヤと相対し、思う存分地面へ転がされる──




「あ、おかえりなさい～～！」

「……ただいま」

　修練が終わり、ギルドハウスに戻ると、ぱたぱたとした動きでパロマがシアを出迎えた。

《グラウペル》もギルドハウスを借り上げていたが、ギルドを取り潰したので返却という形になる。従って住む場所を失ったパロマは、そのまま《ストラト・スフィア》のギルドハウスへ住むことになった。幸いにして、部屋は必要以上に空いている。

「ずいぶんお疲れですね～。もう夜も遅いのに！」

「鍛錬。次からはパロマも来る？」

「あははは。ヤです～」

　鬼教官クロヤの被害者を増やそうとしたのだが、にべもなく断られてしまった。

　それにしても、パロマは己の荷物すら持って来ずに、即ここへ移り住んだ。《グラウペル》時代のものは、文字通り彼女にとっては『荷物』だったのかもしれない。

（人に歴史あり。聞かない方が、良いいのかも）

　多少なり気になるシアだったが、触れるべきではないことは誰にでも存在する。

　それに、こうやってギルドハウスに戻ると誰かが出迎えてくれるというのは、彼女にとって久々の体験だった。不用意にパロマを怒らせて、これを失いたくはない。

「……？　シアさん、どうして嬉うれしそうなんですか～～？」

「秘密」

「ええええええええ～～!?　教えてくださいよぉぉ～～～！」

　が、向こうが何かしら伏せているのであれば、こちらも全てを教えるわけにはいかない。己の表情が緩んでいることは理解しつつも、シアは意地悪くパロマにそう告げた。

「もうちょっと、お互いのことを知ったら教える」

「お互いのこと、ですか～？　つまり、取引ってやつですかね～？」

「違う……。その、たとえばパロマの趣味とか特技とか、そんな取り留めのない話のこと」

　シアもパロマも、お互いのことをまるで知らない。相手に知られたくないことはあるかもしれないが、しかし今後共同生活を送るのならば、最低限知っていた方が良いいこともある。

　趣味や特技と訊きかれて、パロマはうーんと唸うなり始めた。

「趣味……。特技……。ぼくは……どういう……ううーん……」

「無いならそれで構わない」

「うーん……まあ、あの、犬の世話とか～……？」

「犬の世話……」

「はい！　考えるにそれが一番の趣味特技ではないかと～」

　パロマが一生懸命探して絞り出したその答えが、遍歴を鑑かんがみると全く説得力を持っていないことに、本人はまだ気付いていない。その犬に裏切られたのは誰だと言うのか──とは、シアは口に出せなかった。とりあえず「なるほど」と返しておく。

「そんなシアさんはどうなんです～？」

「わたしは、本を読むことが趣味。本なら何でも読む」

「本って人間の叡えい智ちの結晶ですもんねえ～」

「違いない。読書は人生を豊かにする」

「まあぼくは文字があんまり読めないので、無関係なんですけどね～～！」

　明るく楽しげに、悲しいことを言う。最低限の教育を受けねば、満足に書を読むことも出来ない。パロマの幼少期を何となくシアは察した。

「特技の方はあるんです～？」

「……しいて言うなら、料理」

「料理ですか～。食物と食物を掛け合わせて別の食物を作るという、あの！」

「そうだけど、その表現は一体何……？」

　クアラでもやらないような言い回しに、シアは困惑する。が、パロマはどこ吹く風と言った感じで、ぴょんぴょんと跳ねるようにシアへとねだる。

「興味があるので、今度ぼくに料理を作ってくれますか～～？」

「それは──うん。構わない」

「やった～～～！」

　それを断る理由はシアには無かった。嬉うれしそうな顔を隠さないパロマを見て、思わずシアは相好を崩す。今度、パロマの歓迎会を行う時に料理を振る舞えばいいだろう。

　これでこの先の小さな目標が、一つ増えた。もう少し、パロマと取り留めなくお喋しやべりをしてから今晩は眠ろうと、シアは次の話題を頭の中で探す──
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　パロマが《ストラト・スフィア》へ加入したことによる収穫は幾つかあった。

『シアにパロマの嬢ちゃん、ソーンスタブが一匹こっちに来やすぜ！』

「うひゃああああああ～～！」

「大丈夫……！」

　第一に、シアの探索時の負担が減り、体力に余裕が出て動きも軽くなったこと。

　第二に、パロマは雑用に慣れているのか、荷物を持ってうろついても全然消耗しないこと。

「こいつを片付けたらすぐ援護する、それまで耐えろ！」

　己に嚙かみ付つくタワーサーペントを相手取りながら、クロヤが後衛二人へ呼び掛けた。

　複数の茨が地より生え、絡からみついて触腕のようにうねっている。茨の魔人を想起させる、茨型の魔物ソーンスタブは、蛇のように地を這はいながらシアへと一直線に向かう。

　第三の収穫は──果たしてこれを利点と呼ぶべきかは怪しいが──パロマは魔物から全く狙われず、後衛に来る魔物は全てシアを狙う、ということだろう。魔物は己にとって脅威となる存在を狙うが、《共生派バイオシス》として必要な相棒を失っているパロマは、何の《技能スキル》も持たない。《構ア術リ師ス》のシアと比べると、魔物からすれば狙う価値すらないらしい。

　なのでシアは今も必死に、己の身体からだに穴を開けようと鋭利な茨を伸ばして突き刺してくるソーンスタブの攻撃を、何とか躱かわしていた。

「が、がんばれ、シアさん～～！」

（回避は、可能……！　でも……！）

　クロヤの教えの通り、シアは必死に相手の全体像を瞳に焼き付ける。少しでも動きがあればそれに反応し、相手から退いて距離を取る。ある程度距離があれば、攻撃も見切りやすい。だが、その上で反撃の構術を撃とうと試みたが、やはり集中出来ず上う手まくいかない。

『欲張る必要はねえんだ、嬢ちゃん！　ダンナがもうこっちへ来てやすぜ！』

　シアの頭上に居るシロハラが励ましてくる。単に小うるさい……というわけではなく、この小さな仲間も、シアの援護としてたまに火を吹いてくれる。

　回避に全力を傾けた上で、危険な時はシロハラのフォローもあれば、現状シアは二階層の魔物に襲われても、安全を確保出来ていた。

「よくやった。それでいい」

　ソーンスタブの身体からだが真横に両断される。刃か何かで斬り付けたかのような一撃。

　が、それを行ったクロヤは武器を持たない。では何で斬ったのかというと、単なる手刀──腕を大きく横一文字に振り抜いただけの、力任せの一いつ閃せんであった。

「……空恐ろしい威力」

「クロヤさんって、人間とは思えない強さです～」

『おいおいパロマの嬢ちゃん。ダンナが人間である、だなんて誰も言ってやせんぜ？』

「え、えええええええ～～!?　そうなんですかあ～～～!?」

「……茶化すな、ネズミ。戦闘終了だ、行くぞ」

　第四の収穫──もしかすると、これが一番大きいかもしれない。純粋に、パロマは能天気でズレたところも多いが、底抜けに明るい。かつてベイトやクアラにあったムードメーカーの役割を、彼女は自然と担になっていた。シアとクロヤには絶対に出来ない真ま似ねだ。

（士気高揚。前のギルドでも、そうだったのかも）

　単なる荷物持ちを、二階層までパーティーに入れて連れ回すとは思えない。《グラウペル》のメンバーとは何かしらあったらしいパロマだが、間違いなくこの明るさは買われていただろうと、シアは一人勝手に解釈した。

　長期化する探索において、仲間を鼓舞出来る存在は重要になる。それは、ある意味ではあらゆる《技能スキル》よりも習得の難しい、完全な先天性の資質だと言えるだろう。

　つまるところ──パロマは思っていた以上に、《ストラト・スフィア》に馴な染じんでいた。

「あのあの、クロヤさん！　どうやってそこまで強くなったんですか～？」

「…………」

「無視しないでくださいよう～～～～！」

（でも、人間関係自体は危うい……）

『はっは。まあ、あの二人はこれから親睦を深めるしかありやせんな』

　クロヤはパロマと必要以上の接触を避けている。

　余程馬が合わないようだが、シロハラ曰いわく『割とダンナにありがち』とのことらしい。むしろすんなりクロヤと合うシアやスカイツの方が珍しいのだった。

　──二階層フロア１の探索は順調に進んだ。

　昇降機に辿たどり着つくだけで精一杯だった以前とは違い、今回はシアも体力に余裕を持って辿たどり着つくことが出来た。となれば、いつまでもフロア１で足踏みしているわけにもいかない。三人と一匹は、フロア２へと歩を進める。

『しかし一人増えるだけで、こうも違いが出るもんなんですなぁ』

「気を抜くな。あの犬がまた襲って来る可能性があるだろう」

「でも、違いが出ているのは事実。パロマが居るだけで、探索は順調」

「いやぁ～、照れますねえ～～！」

　元々、クロヤ単独でこの階層は探索可能のはずだった。その足をシアがとにかく引っ張っていたからこそ、探索は難航していた。今はシアが精神的に落ち着き、更に彼女に掛かる物理的な負担も軽減されたので、円滑に探索が進むのだろう。

　背はい囊のうを背負いながら、褒められて嬉うれしいのか、パロマはその場で飛び跳ねている。

「元気……あり余ってる」

『タフな嬢ちゃんだ』

「……体たい軀くに見合わない体力だな」

「疲れ知らずなんで～！　あ、でも、休みたかったら休んでくださいね？」

　フロア２は、殆ほとんどフロア１と内部構造が変わらない。相変わらず鬱うつ蒼そうとした木々の中を進まされるので、クロヤでさえも少し疲れが見えていた。戦闘中も探索中も気を張り続けるクロヤと、探索中はのんびり後ろを付いて来るだけで、戦闘中は何もしないパロマならば、やがては残った体力に差が出て来るのだろう。随分なポジションである。

　その後、あまり無理をしても仕方がないということで、フロア２を浅く見て回った頃合いで、シア達は帰還することになった。
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　エントランスに戻り、市場へと向かう。今日得た《恵み》を捌さばく為ためだ。時刻は日の入り前、紫めいた空には分厚い雲が覆っている。曇天模様だった。

「霧……出てる」

「出てますねえ～」

　身体からだに纏まとわりつくような薄い霧が、《塔下街》を覆っている。とはいえ、外出を躊躇ためらうような濃霧というわけではなく、多少見通しが悪くなるぐらいのものだが。

『最近多いですな』

「……この街は良くこうなるのか？」

「時折。頻度は少ない」

　クロヤの質問に、シアはすぐに答えた。《塔下街》は霧が出ていない時の方が当然多い。なので、短い期間で霧が良く発生するというのは珍しい部類である。異常気象というわけではないだろうが、それでも近々嵐でも来るのではないかとシアは何となく思う。

　そのような取り留めのない会話をしながら、シアが良く使う商店へと近付いたのだが──

「人だかりがありますよ～！　なにかやってるのかも！」

「……？　そんな感じじゃない」

　商店の入り口前は、人でごった返していた。人が多く集まるようなセールでもやっているのならば分からなくもないが、その手の話をシアは店主より聞いていない。むしろ、集まった人々は店に入ることをせず、開いた扉やら窓から、店内の様子を窺うかがっているようだ。

「おい。何かあったのか」

　中を覗のぞいていた手近な男を捕まえて、クロヤがそう訊たずねる。

「いや、どうも中で人死にがあったらしい。店主が今《管理組合オブザーバー》に急いで行ってるから、店を使いたいなら無理だよ。あ、人死にって言っても自殺とかじゃないぜ？　他殺だとよ」

「そうか。分かった」

　必要以上のことを教えてくれたので、こちらとしては助かった。クロヤと男の会話を聞いていたシアは、怪け訝げんそうな顔をする。

「殺人……？　店内で？」

「ぶっそーな話ですねえ～」

「先と似た質問となるが──この街ならば良くあることではないのか」

『あっしらとしては二例目ですな。こうやって殺人の現場に立ち会うのは』

　人が殺されること自体はそう驚くものではない。単に殺人事件が起こるというのであれば──クアラがそうだったように──《地ボ這ーいガ人ー》による被害が多発している。が、そもそも商店の中で《地ボ這ーいガ人ー》が事件を起こす可能性は低い。なので純粋な殺人が、この店内では行われたのだろう。それらを勘案しながら、シアは質問に答えた。

「……時折。頻度は少ない、はず」

　奇くしくも、霧に対する質問の答えとほぼ同じだった。だが、霧など幾ら出ても構わないが、人が死ぬのは気分の良いい話ではない。

　そしてその返答を聞いて、クロヤは無言で人混みを押おし退のけ店の窓へと近付いていく。

「ク、クロヤ……？」

「なにやってるんですか～？」

　かなり多くの人間が、クロヤに向けて嫌そうな顔を隠さない。が、我関せずを貫いたクロヤは、店内の様子を確認次第、こちらへと戻ってきた。

『ダンナ！　野次馬根性はみっともねえぞ！』

　シアの頭上に居るシロハラが主人を咎とがめる。しかし、クロヤは何かを考え込んでいるのか、それを普通に無視した上で、今見たらしい情報を話し始めた。

「被害者は二人。格好からして恐らくは若い《昇降者》の男女だ。男は首が有り得ない方向に曲がっている。女は刃物で斬り付けられたのか、夥おびただしい血を流して死んでいた」

『……！　そいつは──』

「…………？」

　シアとパロマは今の情報を聞いてもピンと来なかったが、シロハラだけは別だった。耳とヒゲを震わせるようにして、何やら思い当たるものがあるらしい。

「ああ。似ているな」

「ま、待って。理解不能。説明希望」

「もしかして、犯人に心当たりがあるんですか～？」

「……。他殺かどうかはともかく、仮に犯人が居るのだとするならば、おれ達が立ち会った別件のものと同一だろう。それが誰かは知らんが、殺やり方が類似している」

　あまり殺人が起こらないというシアの言葉が引っ掛かったからこそ、クロヤは目の前の事件の詳細を知りたかったのだろう。それは、ついこの前彼と相棒が遭遇した事件と、どういうわけか被害内容が似ているものだった。

『偶然の一致、とは考え難にくいか……。いや、嬢ちゃん達を驚かせるつもりはねえんですが』

「そういう人間がこの街に潜んでいる、という可能性はある。おれが傍そばに居るならともかく、今日からはあまり一人で出歩くな──シア」

「……了解」

「ぼ、ぼくは～～!?」

（もっとも……最初のあれは、喧けん嘩かが理由だった。犯人が別で存在する、とは考え辛づらい。今回も同様だとするならば、また《昇降者》が二人同時に争って相討ちになったのか？　短期間でそのような事例が二度起こるものか？　奇妙ではあるが──）

　同じ街に住んでいる以上、対岸の火事というわけにもいくまい。注意喚起されたシアは頷うなずき、省かれたパロマがピーピーと喚わめいているが、クロヤはこれをスルーしていた。彼は何やら考え込んでいるが、答えは出そうにないと悟ったのか、すぐに話を切り替える。

「それで──店が使えないようだが。どうする」

「……。あそこに行く」

　これも、巡り合わせというものなのだろうか。あそこ、という表現だけで、クロヤにはシアが次に目指す場所が伝わったようだ。

　一方でパロマだけが「どこですか～？」と、やはりズレたことを呟つぶやいていた。
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「はいな、いらしゃい。おお、《ストラト・スフィア》ね。今日はどしたね？」

　シア達が次に訪ねたのは、《月げつ虹こう商会》──ミンジュの店であった。

　いつもの店が使えないとなれば、次に懇意にしてくれそうなのは彼女の店である。

　相変わらず店内は《興コウ心シン香コウ》が霧のように充満しており、シアからすれば良い雰囲気であったが、クロヤは顔をしかめている。それを横目にシアは、ぺこりと店主へ頭を下げた。

「こんばんは。早速だけど、《恵み》の買取をお願いしたい」

「おお、査定ね。歓迎よ。でも、聞きたいこと一つある。なして今日はワタシね？」

『やっぱり訊きいてくるものなんですなぁ』

「それは──」

「えっとですねえ、いつもシアさんが使ってる店で人間が死んでたから、それで店が使えなくってえ、ここに来たってわけなんですよ～～！」

　大声でパロマが全部説明してしまった。シアとしては「何となく」ぐらいでぼかそうと思っていたのだが、これでは代替として来たことが全部ミンジュに伝わってしまう。

　ミンジュは糸を引いたような目を吊つり上あげ、口を真一文字に結んでいる。怒っているのか。

「その、ミンジュさん。これは……」

「悔し、悔し。二番なの、ワタシ嫌よ。でも、それ、ワタシの責任ね。あいや、どこの店を使てるかは聞かないね。ただ、とても高く買うよ。それでワタシの方が良かたら、これからは一番をワタシの店にして欲しいね。よいか？」

　怒っているのは客であるシア達にではなく、自分自身に対してのようだった。他店の顧客を完全に奪おうという気概を隠そうともせず、ミンジュは既に目ではなく口こう端たんを吊つり上あげていた。

　シアはパロマから背はい囊のうを受け取り、そこから今回の探索で得た《恵み》をカウンターへと置いていく。何の《恵み》であるかを説明するまでもなく、ミンジュは置いた傍そばからそれが何であるかをすぐに口にしていた。商人としての知識は、充分備えているらしい。

『にしても、色んな品物がありやすな。よその街では見ないモンばかりだ』

「《塔》由来のものは、原則としてこの街でしか手に入らないのだろう──」

　買取査定をしている間、シロハラとクロヤは戸棚を見て暇を潰していた。査定には全く興味が無い上に、既に同じギルドへ所属しているとなれば、自分達で売る必要も皆無である。

　──かろん。

　それは、店のドアベルの音だった。誰かが、この店へと入って来たらしい。

「ッ!?」

　ただ、それだけならば、クロヤは何も思わなかっただろう。だが、彼の持つ本能が、理由の根差さぬ警鐘を鳴らした。目に見えぬ刃を、唐突に脇腹へと突き付けられたかのような感覚。

　無論、実際にそんな真ま似ねをされたわけではない。ただ、『客』が入って来ただけだ。

「……ちょいな、他のお客ね。悪いがちょと待てね。彼、お得意様よ。先に済ませたいね」

「構わない」

　ミンジュが『客』の姿を認めると、査定を中断した。急ぎの用事でもないので、シアはそれを了承する。少なくとも、シアはまだ何も気付いていない。或あるいは、気付けない。

　クロヤだけが、その『客』を見て、足を引いて構えを取り、頭上のシロハラを外がい套とうの裡うちへと咄とつ嗟さに隠していた。

「店主。拙の刀、研ぎ終えたとの連絡を受けた故、受け取りに参った」

「《トキヲ》さん、いらしゃい。ちょと待つよ、すぐ取て来るね」

　それだけ伝えて、ミンジュは店のバックヤードへと小走りで去っていく。

　奇妙な出いで立たちの男だった。背は高いが、棒切れのような瘦そう軀く。白髪の混じった黒髪は、前髪を逆さに撫なで付つけて、伸びて垂れ下がった部分を首の後ろで結っている。総髪と呼ばれる髪型である。刃物で切れ込みを入れたような瞳は、薄く開いていて、寝起きの獣を思わせる。

　また、男は枯れ草色の長着を、群ぐん青じようの帯で巻いて着用していた。草で編まれた履物は、素足でそのまま履いている。ともすれば匹夫のような見てくれである。それでも、《塔下街》では殆ほとんど見ないその外装は、往来を歩けば人の目を引くに違いない。

（この男──何者だ）

　しかし、クロヤが構えを取ったのは、外見が理由ではない。

　その男──トキヲと呼ばれた者が纏まとっている、目に見えぬ何か。

「──そこの者。拙に何用か？　拙の顔見知りではあるまい？」

「…………」

『ダ、ダンナ！　いきなりあっしに何するってんだ!?』

　外がい套とうの中でシロハラが暴れている。クロヤは構えを崩さずに、ただ男を視界から外さない。

　一方で男もすぐにクロヤの目に気付いたらしく、声音だけは朗らかに語り掛ける。

「ど、どうしたの、クロヤ？　唐突……」

　クロヤの剣けん吞のんな様子にようやくシアも気付いた。魔物を相手にする時、もしくはそれ以上の具合で、クロヤはトキヲを睨にらんでいる。何か因縁の相手なのかとも思ったが、しかしクロヤはこの街に殆ほとんど知り合いが居ないはずである。

「此方の者とお見受け致す。が、別段拙は其その方と争う心積もりは皆無故、そう警戒せずとも良かろうもの。構えを解くが吉と見るが、如何いかがする？」

「…………そうしよう」

　構えを解いて、クロヤはトキヲより目線を切った。

「はいな、お待ちどうね。これ、依頼の品よ。確認お願いね」

　そうして少しだけ空気が緩んだ折に、ミンジュが手に武器を抱えて戻って来る。

　夜闇のような色をした細長い鞘さやに、刃が納められているらしい。鍔つばの形状が車輪のようで特徴的であった。どのような刃をしているのかは不明だが、細剣の類だろうか。男の出いで立たちもそうだが、これもやはり《塔下街》ではあまり見ない刀剣のようである。

　トキヲはそれをミンジュより受け取ると、帯と腰の間にその鞘さやを差して納めた。

「信用に足る店につき、確認は不要。戦いくさ場ばで振るえば研磨の出来も解わかろう」

「嬉うれし、嬉うれし。《エグゼス》の方にそう言われる、店の誉れね。今後ともよろし♥」

　やや媚こびへつらうようなミンジュの声音を、トキヲは別段興味も無さそうに頷うなずいて返す。既に代金は払っているようで、そのままトキヲは踵きびすを返かえして店から出て行った。クロヤ、そしてシアやパロマには全く気を取られていない。眼中に無い、とでも言うべきだろうか。

　トキヲが去って少しした後、クロヤは大きく息を吐いた。

「……この街に来て最も肝が冷えた」

『ぷはぁ！　ダンナ、あっしへの愛無き躾しつけはやめてくだせえ！』

「肝が冷えた……？」

　シロハラがようやく外がい套とうから出て来て、クロヤの頭上で深呼吸している。シアはそんなクロヤを不思議そうに見た後、近くに居たパロマをちらりと窺うかがう。

　さっきから黙っていた彼女の声も、念ねんの為ため聞いておこうと思ったのだが──

「………………化け物」

「パロマ？　あなたも……どうしたの？」

「あ、いえ……お気になさらず～～」

　パロマもクロヤと同じように、息を吞のんだ状態でずっと店の入り口を見つめていた。

　シアとシロハラ、クロヤとパロマで、あのトキヲという男を見た反応がまるで違う。その理由を知っているのか、ミンジュがからりと笑った。

「ちょいな、ちょいな。もしや、知らないか？　彼、トキヲ、有名人ね」

「知らない」

「トキヲ、ギルド《エグゼス》所属の、《先駆者トレイラー》よ」

「《先駆者トレイラー》……あの《塔》を上層まで昇っている者か」

『つまりその《エグゼス》ってギルド自体が、高名なギルドってことになりやすね』

　トキヲの正体は《先駆者トレイラー》の一人だった。シアやクロヤにとっては、文字通り高みにある存在と言えるだろう。もっとも、その辺りの情報について、シアは疎うとい方だ。有名なギルドは複数存在するが、《エグゼス》はその中の一つである。自分にとっては縁遠いものと考えていたので、興味を持つことも無かった。クアラやスカイツならば、知っているだろうが──

「《先駆者トレイラー》なる、方法条件様々ね。でも、トキヲは単純よ。強し、強し。それだけね」

「強いから、その《先駆者トレイラー》になったってことですか～」

「わたしは、そうは見えなかった。クロヤ達はそれが分かったの？」

「……ああ。必要以上に気は消していたが、それがむしろ異質だった。極限までに研ぎ澄まされた刃は、伏せたところでその冴さえは隠せん。居るものなのだな、この街にもそういう人間が」

『ダンナが認めるってこたぁ、よっぽどあのあんちゃんは強いってことですかい？』

　シロハラの問い掛けに、クロヤは何も答えなかった。いつもの無視ではなく、これは単純に答えたくないのではないかと、シアは何となく思った。

「まま、あの《塔》昇ると、いつか彼らと縁も生まれるよ。その日来る信じて、頑張るね。はいな、査定の続きするよ。お待たせね」

　あまり他の客の話をしても仕方がないと判断したのか、ミンジュは再び査定に戻った。

　いつもの店とは違うので、もしかしたら買かい叩たたかれる可能性もあるかもしれない。多少不安に感じていたシアだが、最後に算そろ盤ばんを弾いてミンジュが提示した買取価格は、普段のそれよりも幾らか高額であった。思わずシアは目を丸くする。

「高額……。本当にいいの？」

「はいな。高く買う言った、ワタシ噓うそつかない。ホントよ」

「今回だけの特別？」

「シア、今後ワタシの店使わないなら、今回だけね。次回も使うなら、次回も特別よ」

　それこそ噓うそではないのか──と、もう疑うことをシアはしなかった。懇意の客を作ることは商人にとって重要であり、そしてそれが《昇降者》ならば見込みという部分も重視される。

　即すなわち、上層にある希少な《恵み》を持ち帰ることが出来そうなギルドと、商人側も可能ならば繫つながりを作っておきたいのだ。

　ミンジュは《ストラト・スフィア》にその可能性を感じたのか、他店に比べても厚遇してくれる傾向にある。懇意の店をここに変えようと、シアは決断した。

「どする？　売るか、ワタシに？　他の店行くか？」

「ここで売る。それと……次からも、お願いします」

「まいど、まいど♥　その言葉、欲ほしかたよ♥」

　欲しいものを買い与えられた子供のように、ミンジュは満面の笑みを浮かべている。

　ということで、《恵み》を売った代金をシアは受け取ったのだが──

「待て……少し聞きたいことがある」

「あやや、唐突ね。クロヤ、どうしたよ？」

　──店を出ようかという頃合いで、突然クロヤがミンジュへ詰め寄った。

「何か用事？」

「……おれの事情に関することだ。お前を必要以上に巻き込むつもりは無い。悪いが、外で待っていてくれ。ネズミはおれと残れ」

『へえ。あっしは構いやせんが』

「分かった。それなら、そうする」

「済まない」

「じ、事情～～？」

「外に出る。パロマも来て」

「はわわあ～～」

「またよろし～」

　クロヤの事情と言えば、最初から一つだけだ。それを分かっているシアは、疑問に思っているパロマの服の裾を引っ張って、外へと向かう。既に同じギルドであり、出来る限りはクロヤの力になりたいシアだったが、聞かれたくないこともあるだろう。それに、シアの力を借りたいのならば、クロヤは素直に言ってくれるはずである。そういう判断で、すぐに店を出た。

　残ったクロヤは、小首を傾かしげるミンジュへと、単刀直入に問う。

「万病に効く薬……それの素材、或あるいは薬そのものをお前は用意することは可能なのか」

『金次第で何でも、みたいなことをミンジュ姐ねえちゃんは言ってやしたね、そう言えば』

「ちょいな、待つね。それ、上層の《恵み》が絡からむ話よ。情報そのものに価値ある。返事欲しい、おカネ出す。よいか？」

「…………」

　懐ふところからクロヤは小袋を取り出し、カウンターに放り投げた。

『ちょ、ダンナ！　それあっしらの全財産では!?』

「足りるか」

「アナタ、何か抱えてるね？　まあよろし。返事は『無理』ね」

「……そうか」

『た、たったそれだけの返事で、あっしらが素寒貧すかんぴんに……！』

　ミンジュはいそいそと金勘定をしている。幾ら渡されたのか調べているのだろう。

「あいや、正しくは『不明』が近いね。ワタシ入れた商人ほとんど、それ見たことないね。けど、存在することだけ事実よ。逆にワタシも、知りたいね。故郷の母親、心臓悪いよ」

　この街の流通に通じているであろうミンジュですら、それの詳細は分からないらしい。元となる《恵み》は何なのか、どういった製法で作られた薬なのか。何もかもが分からないにも拘かかわらず、しかし存在だけは保証されている。奇妙な薬だと言えるだろう。

　クロヤは少し目を伏せる。もしかしたら、と言う気持ちが無かったわけではない。

「これ、返すね」

「……何な故ぜだ」

　支払われた代金を勘定し終えたミンジュは、再び小袋へそれを戻し、クロヤへと投げる。

「無価値ね、ワタシの情報。それでおカネ取る、詐欺ね。矜きよう持じに響くよ。アナタ、素直にすぐ払はらた。よぽどそれ欲しいよ？　その気持ち踏む、人道に背くね。ワタシ商人、でも前に人よ」

『よー分からんが……あっしの毛皮を売ってメシ代を稼ぐ必要は無さそうですな』

「守銭奴かと決め付けていたが、そうでもないらしい」

「守銭奴よ。でも守銭奴にもルールある。今後、ワタシその薬の情報手に入れる、したらアナタにすぐ言う。その時またおカネ取る。これでよろし？」

「ああ。頼む」

　これは確かに、次からはこの店を使えとシアに強く言ってしまいそうである。それも含めてミンジュのやり方ならば、商人とはげに恐ろしい存在だと言わざるを得ない。

　一度頭を下げ、クロヤは手にした小袋を握り締め──

「用事は以上か？　なら、また来るがよろ……」

「いや……もう一つ、教えて欲しいことがある。今度はお前も知っているだろう」

「はいな？」

「ギルド、《グラウペル》についてだ」

　──それを再び、カウンターに置いたのだった。
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　明日は休養日に定めたので、今晩は時間的な余裕がある。なので、前々からやろうと思っていたパロマの歓迎会を、シアはギルドハウスにて行うことにした。

　歓迎会など、どこかの適当な店でやればいいのだが、しかし彼女には一つ目的があった。

「料理。今晩はわたしが作る」

「そうか」

『楽しみですなぁ』

「やった～～～！」

　即すなわち、己の手料理を仲間へと振る舞う──というものである。

　先日の雑談で、パロマに頼まれた約束事の一つだ。

《恵み》を売った後は、市場で食材を買い込み、既に事前準備は済ませている。

（クアラが居たら、こんなことは……きっとしなかった）

　少なくとも、料理全般はクアラが作ることになっただろう。シアは精々その手伝いで、食器を並べるぐらいしかやらせてくれない。「料理はウチの役割だから！」と、理由付きで。

（パロマが居て、クアラが居ないから、こうなる。不思議な感覚）

　誰かが居なくなったから、本来あまりやらなかったことを、自分がやることになる。

　或あるいは、新しい出会いを経たからこそ、偶発的にやることになる。

　奇妙な巡り合わせは続く。感傷は多分にある。

　だが、仲間を迎え入れる為ために作るのだ。今は、そのことを念頭に置かねばならない。

　台所にて一度自分の頰を叩たたいたシアは、気合を入れ直し包丁を握った。

　因ちなみに──クアラがシアに料理を手伝わせなかったのは、その腕前を知っているからだ。

『探索後に食うメシは格別だ。腹が鳴りやすぜ！』

「…………」

「まだかなぁ～～～？」

　一方でスカイツの抜けた《ストラト・スフィア》において、シアの料理における実力を知る者は、皆無であった──




「完成。配膳する」

「…………」

『えっ……』

「？？？？？？」

　大皿に盛られた料理が、次々とテーブルへ並べられていく。その品数が増えれば増える程、クロヤは表情が固まり、シロハラは絶望の色に染まって、パロマは疑問符を次々と頭上に浮かべていった。シアは額の汗を腕で拭いながら、ほっこりとした表情で言う。

「……久々。誰かのために、料理を作ったの。懐なつかしくて、うれしい」

「……そうか」

『え、いや……え？　料理……？』

「おもしろ～～い！」

　ズレたことを言うパロマだが、今回ばかりはそれほどズレてはいない。

　皿に載っている料理達は、こう……全体的に黒々としている。炭化しているのかもしれない。

　しかしそれでいて油でぬめっていた。果たして原材料は何なのか。料理達は原形を残しておらず、中ちゆう途と半はん端ぱに形が残った状態は、焼け落ちた廃はい墟きよを皿に盛ったと言ったら通じるだろう。オブジェと呼べばそれっぽくもあるし、これを「おもしろい」と評したパロマは、実は先鋭的な芸術センスの持ち主なのではないだろうか。シロハラはそんなことを現実逃避で考えた。

　最悪は連鎖する。それはシアの表情である。最近辛つらいことばかりだったからか、こうやって誰かと触れ合うことが嬉うれしいのだ。表情はどこか切なげで、しかしそれ以上に晴れている。

　これが悪質なジョークで作られたものだったならば、それこそ「じゃあどこかの店に行くか」とクロヤは切り出した。が、冗談で作られたものにしては、湯気に乗って真心が伝わってくるのだ。そういうのにクロヤは弱かった。同時に死線を潜る決意を固めた。

「…………。では頂くとする」

「うん。たくさん食べて」

『ダ、ダンナ……！　チュ、チュアアアア！』

「いいから喰くえ、ネズミ」

　クロヤは表情筋を固定させ、シロハラは青ざめた状態で、それを口に含む。

　もしかしたら見た目に反して美う味まいかもしれない。そんな可能性を一人と一匹は信じた。

　が、そもそも美味そうな見た目で不ま味ずいものは多くあるが、その逆はほぼ見たことねえわそういや、と口にしてから気付いた。つまりはそういう味であった。

「…………どう？」

　不安げな顔で、シアがこちらを見ている。ちらりとクロヤは机の上に居る相棒の方を見たが、何か色が紫に変化していた。コイツそういう感じの能力持ちだったな、とふと思い出した。

　そしてもう一つ、何な故ぜこうなったのかという原因に、スカイツの顔を想起する。

　シアと二人でギルドを組んでいた以上、彼女の料理の腕前をスカイツは知らぬわけがない。

　それなのにシアがこのままなのは、恐らくは必要以上にあの糞くそ野郎は大人だったのだ。

　彼女を傷付けまいと、言うべきことを言わなかったのだ。

　なので今度スカイツと会ったら絶対ボコボコにしてやろうと、クロヤは胸の内で誓った。

「幼少期の話だが──飢えでおれは砂を食ったことがある」

「……それで？」

「砂より美う味まい」

「独特な誉ほめ言葉。でも、ありがとう」

　けどまあそれはそれとして、クロヤもかなり大人だった──

「？？？？？？？？？？？」

　一方でパロマは次々と口に料理を運んでは、首を傾かしげながら飲み込んでいた。

　これはこれで意味の分からない勢いだった。

「パロマ。料理は逃げない。落ち着いて食べて」

「ん～～～……死の味？　そういうものなのかな～～？」

「……死の味……？」

「貴様は何を言っている」

「いや～、こういう体験ってまずないなあ、と～。あ、とっても嬉うれしいですよ～～！」

『……ぢゅ……』

「……。ところでシア。お前は食べないのか」

「わたしはいい。みんなが食べている姿を見るだけで、充分」

「わざとか？」

「何が？」

「いや──何でもない。忘れてくれ」




　　　　　　　　＊




『楽しい歓迎会でありやしたね……』

　幾分か瘦せたシロハラが、この動物にしては珍しく皮肉めいて言った。

「楽しかった」

「楽しかったです～」

『眩まぶしいッ』

「お前の負けだ、ネズミ」

　食後。明日が休養日だと早めに休む必要も無く、三人と一匹はお茶を飲んでいた。

　これもシアが淹いれたものだが、料理に比べるとこちらはまだ普通だった。そのことに感動を覚えてしまう程に、料理については破壊的だったのだが、やはりクロヤは表情に出さない。

　己の醜さを痛感したのか、シロハラはのたうち回った後に、話を切り出す。

『ああ、そういやシアの嬢ちゃん。あっしは前々から嬢ちゃんに聞きてえことがありやして』

「……？　聞きたいこと？」

「そんなものがあるのか」

「どうして生きているか、とかですか～？」

『そんな哲学じみたこたぁ、畜生のあっしは聞きやしやせんよ。ほれ、あれだ──』

　シアとしては、シロハラから何を問われようと答えるつもりではあった。

　ティーカップを口に付けながら、質問の内容が明かされるのを待つ。

『──シアの嬢ちゃんは、いつからスカイツの坊ぼっちゃんと付き合ってんですかい？』

「…………」

　ごくりと一口茶を飲んで、カップを置く。

　シアは極めて自然な動作で一息ふうとつくと、そのまま顔を真下に向けた。

「げっふぉ、ごほっ、ごほっ！」

『むせるのがワンテンポ遅くねえですかい!?』

「器用だな」

「どうして呼吸が苦しそうなんですか～～～？」

「い、いきなり、妙な質問は……意図不明。付き合うって、なにを根拠に……」

　荒い息のままで、シアは咎とがめるようにしてシロハラを見た。が、むしろシロハラはより一層ニヤついており、頰袋が膨らんでいる。空気を取り込んでいるのだろう。

『いやいや、妙な質問ってわけでもねえや。実際、シアの嬢ちゃんはスカイツの坊ぼっちゃんを追い掛ける為ために、今頑張ってんだろう？　元より、あっしは二人が良いい仲だと鋭敏な嗅覚で捉えていやしたからね。具体的にいつからの仲なのか知りたいのは、仲間として当然ですぜ』

「そ、それは……」

「出歯亀だな。ネズミの分際で」

「そう、出歯亀。クロヤの言う通り」

「──で、いつから奴やつとは恋仲なんだ」

　味方かと思ったら、クロヤも全然そんなことはなかった。表情は特に変わっていないが、単純に知っておきたいのだろうか。明日の献立を聞くような感じで、シアに問い掛けて来た。

　面白いぐらいに、シアの顔が赤くなっていく。この手の話は苦手な性分だった。

「……べ、別に、付き合うとか、そういうのじゃ、ない。わたしと、スカイツは……あくまで、幼おさな馴染なじみで……それだけ。本当に…………それだけ」

　それだけで──もうシアは満足していた。それ以上を望むことは、許されないことだ。

　傍はた目めから見ている分にはとても分かりやすい反応だったので、クロヤもシロハラもある程度納得したらしい。どこか優しげな声音で、話し始めた。

「そうか。それならそれで構わん。想おもいの強さなど、言葉だけでは語れないからな」

『若いってのは良いいことですなぁ～』

「……っ、からかわないで欲しい」

「ええっと、そのスカイツって人は、誰なんですかね～？」

　一人取り残されていたパロマだけが、物珍しそうにシア達を眺めている。そう言えば、彼女は全くスカイツと接点が無かった。口数の多いシロハラが説明を買って出る。

『少し前までこのギルドに居た、あっしらの仲間でさぁ。色々あったらしくここを抜けちまったがね。ああそうだ……そういやダンナの外がい套とうん中に……』

　空いた椅子に引っ掛けているクロヤの外がい套とうを、シロハラは駆け寄ってまさぐる。そうして取り出したのは、あの日──茨の魔人を討伐に向かう朝──撮った《焼メけモ付リきア》だった。

「それは──」

『ここに写ってる若い兄ちゃんが、スカイツの坊ぼっちゃんでさぁ』

「へえ～～。この人、スカイツって名前だったんですねえ。知らなかったなぁ～」

「スカイツを……見たことがあるの？」

「え？　あ～～っと、ちょっと前に、街で～」

　スカイツはそうまでして特徴的な《昇降者》だろうか。彼とは接点が無いと思われていたパロマだが、どうもスカイツを見たことがあるそうだ。

　が、詳細はやはり語らなかった。クロヤが鋭い目を彼女に向ける。

　しかし取り繕うように、パロマは話題を別の方向へ向けた。

「その～、じゃあ、こっちの人間は～～？」

『そっちは……まあ、どういうわけか写っちまってる、知らねえ嬢ちゃんですな』

「……っ」

　この《焼メけモ付リきア》に残っているのは、後はクアラだけだ。

　シアの表情が、針でも刺されたかのように歪ゆがむ。その変化を、クロヤは見逃さなかった。

「……シア。お前はこの女を知っているのか？　いや──知っているな」

『妙な《焼メけモ付リきア》ですからなぁ。出来ることなら教えて欲しいところだ』

　今更なことだが、スカイツの理外の力──《礎イシズエ》によって、クアラはその存在が搔かき消きえている。シアだけはその記憶改変に遭わないが、かつてクアラと共に探索をしたクロヤとシロハラの中からは、彼女の存在というのは全て抜け落ちた。

　その記憶改変の影響力というのは凄すさまじく、本来ならば有り得ない──彼らにとって見知らぬ人間が一緒に写っている──《焼メけモ付リきア》を見ても、大した疑問を抱かない程だ。

　ただ、タイミングとしては丁度良いいのかもしれない。これもまた、巡り合わせだろう。

　彼らを巻き込むことが正しいか、その正誤は分からない。

　頭がおかしい女だとか、不気味な女だとか、そういう評価を下されても仕方がないだろう。

　逆の立場で考えれば、シアだって己を取り巻く状況がそう簡単に信じられないものであるとは理解している。それでも、シアは自分のことを彼らに知って欲しかった。

　知った上で──そんな自分を受け入れて欲しいと、そう思うのだ。

　シアはカップのお茶を飲み干して、ゆっくりと置いた。

「……今からわたしが話すことは、荒唐無稽。信じられないと思う」

「……」

『と言っても、聞いてみなけりゃそれも分かりやせんが……』

「こーとーむけーって、どーゆー意味でしたっけ～？」

「でも、仲間に噓うそはつかない。だから、話す。だから……信じて欲しい」

「言ってみろ」

　瞳を見れば、言おうとする内容は分からなくとも、シアが冗談を繰り出そうとしているわけではないことは分かる。ただ短く、クロヤはそう促した。

　そうしてシアは全てを打ち明ける。《ストラト・スフィア》というギルドの変遷。

　自分の事情、スカイツの事情。それに絡からむ《俯ふ瞰かんする者》の存在──これまでの、全てを。




『──えーっと、つまり、あっしらは知らねえ間に記憶が変わっちまってて、本当はこのクアラっていう嬢ちゃんと一緒にあの茨の魔人を討伐した、ってことですかい？　いやいやそんな、ちょっとシアの嬢ちゃんが何を言っているのか分かんねえんだが……』

「ほう。それらを引き起こしたのは、スカイツの持つ理外の力とやらが原因というわけか」

「《俯ふ瞰かんする者》……。《礎イシズエ》……。だからぼくは……そういう……」

　反応は様々だった。病人を見るような目でシアを生暖かく見つめるシロハラ、一人頷うなずいているクロヤ、ずっと何か呟つぶやいているパロマ。三者三様である。

　一通り話し終えると、シアは自分が汗だくなことに気付いた。思っていた以上に緊張していたらしい。それもそうだろう。実際に彼ら《俯ふ瞰かんする者》と接触しなければ、そんな神のような存在が実在していることなど信じられないし、皆の記憶が書き換えられているというのも、それはシア視点の話であって、クロヤ達からすれば筋の通った記憶なのだ。

　故にシアは酩めい酊ていしているか、或あるいは夢物語をいきなり語ったようにしか、見えないはず──

「その、でも、わたし、混乱しているわけじゃない。噓うそじゃ──」

「──合が点てんがいった。お前の話は全て真実だな」

「……え？」

　──そう、クロヤが断言した。しっかりと、シアの目を見たままで。

　あまりに真まっ直すぐな返答に、むしろ面食らったのはシアだった。もっと自分を疑うべきではないのか、ついそんなことを言い掛けてしまうが、飲み込む。

『ダ、ダンナ！　そんなピュアじゃねえだろうアンタ！　割と無茶な話でしたぜ!?』

「元よりシアにおれ達を騙だまそうとする意図は無い。それ以前に、最近妙に引っ掛かっていたこと全部に、理屈が付いた。そうか。どこの誰だかは知らんが、勝手におれの記憶を弄いじった不ふ逞ていの輩やからが存在していたのか。実に……気分の悪い話だ。もし、おれがハクトの記憶を知らぬ間に消されたとしたなら、怖おぞ気けと虫むし酸ずが走る」

「あの、スカイツが全部悪いわけでは──」

「ああ。奴やつも被害者と言えば被害者だろう。もっとも、それとこれとは話が別だが──ともかく、いつかその《俯ふ瞰かんする者》とやらが現れたら、おれは必ずこの手で砕く」

　強く握り拳を作っている。どうも、記憶改変には人によって強弱があるらしい。

　シロハラに比べると、クロヤは以前の記憶自体は無くとも、生じる違和感を違和感として僅かに認識出来るぐらいの何かが残っているようだ。

　もしかすると、彼の強きよう靭じんな精神力が関係しているのかもしれない。

　実際の理由は分からないが、とにかくシアは心の中に温かい何かが満ちていくのを感じた。

「信じて、くれるの？」

「無論だ。もっとも、記憶はお前の言う通り書き換わっている。思い出せと言われても、このクアラという女については一切何も覚えていない。そして覚えていないことに対しても、それが正しいことだと思い込んでいるな。多少、おれはそれを疑えるようだが」

『まあ、あっしはダンナと嬢ちゃんがそう言うのなら、信じざるを得ない感じですな。あっし自体は哀れにも記憶が変わっちまった畜生でさぁ』

「ぼくは、そもそもあんまりスカイツとかクアラって人間のこと、知らないので～。そーゆーのもあるんだな、としか。あ、シアさんの言うことは全部ホントだと思ってますよ～！」

「…………」

「何な故ぜ、スカイツが借り物の力を持っているのかも、突如ここを抜けたのかも、良く分かった。一人で抱え込む性分だったわけか。まあ、男として奴やつの気持ちは分からなくもないが──」

　本来、このクロヤという男は、とにかく心根の優しい者なのだろう。ただ、目的の為ためにそれを端に追いやっているだけで、シロハラが無上の信頼を彼に置いている理由が知れた。

　それほどまでに、柔らかく微笑ほほえんで、彼はシアへ言葉を紡つむぐ。

「──何よりも、お前が一番辛つらかっただろう、シア」

　その言葉を聞いた瞬間、シアの両目から涙が溢あふれた。

　しかしそれは、これまでの失意や悲哀から来る涙ではない。

　安あん堵ど、安心、温ぬくもり──それらが与えてくれたからこそ、零こぼれたものだった。

「わた、し……ごめん、なさい……。最近、泣いて……ばかり……」

『あっしらが知らねえだけで、ずっと嬢ちゃんは独りで戦ってたんですな。だが、もう嬢ちゃんは独りじゃねえんだ。そりゃ、消えちまったここの面々に比べりゃ付き合いは短いが……』

「少なくとも、おれとネズミが居る。何かあったら頼れ。おれも何かあったらお前を頼る」

「……。またぼくをのけものに!?」

「……ありがとう……」

　事情を打ち明けて良かったと、素直にシアは思う。これは本来、シアとスカイツだけの話で、彼らを巻き込む必要は無いはずだ。それは恐らく、クロヤも理解している。だが理解した上で、共にあの《塔》を昇るのならばもう他ひ人と事ごとではないと、そう判断してくれたのだ。

　最も早はやシアは、孤独ではない。

（だから──あなたも。独りで全部、背負わないで。わたしも、その罪を……背負うから）

　そうしてシアは、未いまだ独りで全ての罪ざい咎きゆうを背負い、あの《塔》をひたすらに歩む幼おさな馴染なじみのことを、強く強く想おもうのであった。
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　クロヤ達からの理解は得られた。が、それはそれとして、今晩もシアはクロヤより転がされる。その修練が終わり、疲れた身体からだのまま身支度や明日の準備をして、ようやく就寝という段になったのだが──

「あ、シアさん！　待ってたんですよぉ～」

「……なんでわたしの部屋に」

　自室に戻ったシアは、自分のベッドの上で寝転がっているパロマから歓迎を受けた。今日は玄関での出迎えが無かったので、もう眠ったものだと思っていた。

「今日はここで寝ようかなって思ったんです～！」

「そう……」

「自分が寝たいところで眠るのが一番ですからねえ～」

　犬か猫みたいなことを言う。しかしそういう動物相手とは違い、シアは出て行け、と強く言えなかった。探索、歓迎会、修練と続き、もう身体からだは何かに括くくり付つけられたかのように重い。向こうに立ち退く意思がないのなら、もう構わない。

「詰めて。一緒に寝る」

「は～い！」

　それに、人恋しい夜がずっと続いていることも、事実だった。

　シアはベッドに上がると、パロマが少しだけスペースを空ける。これではこちらがお邪魔したような感じだが、これも気にするだけ無駄だろう。

「…………」

「静かな夜ですね～！」

　大体の場合、夜は静かだ。パロマは目が冴さえていることを隠さないぐらいに声が大きい。本当に眠る気があるのだろうか。探索時から、その無尽蔵の体力が尽きる様子は無い。

「……パロマ、それ。外さないの？」

「へ？　それ、って？」

　寝返りを打つと、こちらを向いているパロマと対面する形になる。その胸元へシアは視線を移した。月明かりを受けて、キラリと光っているのが眩まぶしかったからだ。

「犬笛。ミンジュさんから受け取ったやつ」

「あ、これですか～。これって、寝るとき外すんです～？」

「装飾品の類は、大体外す。安眠の邪魔」

「じゃ、外そーっと！」

　ネックレス状の犬笛を外したパロマは、それを適当に部屋の文ふ机づくえへと放り投げた。かなり雑な扱いだった。リガの居ないパロマからすれば、何の役にも立たない笛ではあるが、買ったばかりなのでもう少々丁重に扱うべきではないだろうか。

「パロマって……変わってる」

「あはは、そうですかね～？　ぼくからすれば、シアさんもクロヤさんも変わってますよ！」

「否定は、出来ない」

「でしょ～？　これまで見てきたどんな人間よりも、二人は変です～！」

「その、人間って呼び方……どうして？」

「どうして、って～？　人間は人間じゃないですかぁ～」

「それはまあ、その通りだけど──」

「人間は人間で、動物は動物、魔物は魔物ですよ～。一緒なのに細かく呼び分けるほうが、ぼくは変だって思うけどなぁ～」

「やっぱり、変わってる……」

　一緒に過ごす中で分かったが、パロマはかなり超然的である。浮かんでいる雲のような、水面に映った月のような、そんな触れられないような印象がある。昔読んだ本の中に、天才とは誰にも理解されず、従って常に孤独を抱えている──という記述があったことを、シアは彼女との触れ合いで思い返していた。前のギルドでは人間関係に何かがあったようだが、それは彼女の持つこの特殊な感性が引き起こしたのかもしれない。
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（でも……パロマは天才ではない、はず）

　むしろ、《共生派バイオシス》としては落ちこぼれである。つまるところそれは、《昇降者》としても落第ということだ。だから彼女は単に、変わり者なのだろう。

（クアラも、変わった感性をしていた……）

　他の誰にも理解出来ないような言い回しを、時たまクアラも好んでいた。シアが極端に理屈っぽいだけで、センスだけで動ける人間は、そういう発言をしてしまうのか。もしくは、そういう人間にしか分からないような何かが、この世界にはあるのか。

　ただ、クアラとの長い付き合いがあったからこそ、パロマという変わり種をシアはすんなり受け入れられているのは確かだ。

　本来は、クロヤのような反応が、彼女に対する姿勢としては一般的なはずだろう。

（……二人が、仲良くなれば……いい、のに……）

　考えると同じくして、瞼まぶたが暗幕のように落ちて来る。

　まどろみの中で思索に耽ふけったところで、由よし無なし事ごとに違いない。

「──シアさん」

　ぺたり、と。何かが自分の頰に触れている。氷ひよう囊のうのような冷たさだ。

「…………」

　彼女に返事をしたのかどうか、シアは自分では分からなかった。ただ、パロマが自分の顔に手を当てているのだろう、ということは遅れて気付いた。

「スカイツさんって人間のこと、スキですか？」

「……す、き……」

「そう、ですか～」

　今、パロマはどんな表情をしているのだろう。

　彼女の声音が、その手と同じぐらいに冷たかったのは、どうしてだろう。

　瞼まぶたを開けば、答えは得られるはずなのに。

　しかしシアは、抗あらがい難がたい眠気の前に、静かに寝息を立てて落ちていくばかりだった。
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「──頭とうよ。此方こちらを御覧頂きたい」

《塔下街》の、どこかの部屋の一室。着流しの修羅──《エグゼス》のトキヲは、一枚の紙を椅子に腰掛けている男へと差し出した。

　頭とう、と呼ばれたその赤髪の青年は、渡されるまま指の間へそれを挟む。

「珍しいですね。トキヲさんが俺に何かを見せるなんて。死体の《焼メけモ付リきア》ですか？」

「似て非なる、しかして似た物也なり」

　そうですか、と朗らかに青年は笑う。少しだけ椅子に深く腰掛けて居住まいを正すと、渡されたそれを上から下まですぐに目を通す。ともすれば眺めた、と言うぐらいの所作であったが、その一挙手だけで青年は紙の記載事項を全て把握したらしい。

「近日中に《管理組合オブザーバー》より発行予定の依頼票ですね。これをどこでトキヲさんが手に入れたかは問いませんけれども。で、その中身はなるほど──いわゆる人間の討伐」

「これをどう見る、頭とうよ」

「どう、と言われましてもね。俺は《昇降者》です。上の意図は分かりかねますよ。まあ……彼らか、或あるいは他のギルドに目を付けられたのではないですか？　この依頼票の人が」

「否。問いたいのは拙の刃の行き先よ」

　トキヲの目が血を帯びている。呼吸は荒く、手先に震えがある。そういうことか、と青年は意を得た様子で、目の前の机に依頼票をゆっくりと置いた。

「つまり、斬りたい、と？」

「他に理由等絶無故」

「分かりました。でしたら、個人行動を許可します。我々はトキヲさんに暫しばし関与しません」

「恩に着る、我が頭とう。然しからば拙は情報の収集に移る故、失礼仕つかまつる」

　その承諾を得るや否いなや、トキヲは踵きびすを返かえして部屋から出て行く。片手には引ひっ摑つかんだ依頼票を、もう片手は己の得物の柄へと手を這はわしながら。血走り、爛らん爛らんとした瞳で。

「……やれやれ。あれさえなければ、本当に優秀な《昇降者》なのに」

　誰に聞かせるわけでもなく、青年はそう呟つぶやいて、一度大きく息を吐いた。

　──これより数日後、《塔下街》は、厳戒態勢を敷かれることになる。

《昇降者》の連続変死事件。その容疑者として、とある《昇降者》の名前が挙げられた。

　その名がスカイツであるということを、まだこの時──殆ほとんどの人間は知らない。











《第三章　巡りなくもの》






「これを見ろ。昨日発行されたものだ」

　ギルドハウスへとやって来たクロヤが、早々に一枚の紙を外がい套とうの裡うちより取り出した。何か返事をする前に、シアは手渡されたその紙へと視線を落とす。

「……依頼票？　《管理組合オブザーバー》の」

『すぐ全文を読んでくだせえ』

　シロハラの声色は若干の焦あせりが混ざっていた。そもそも、クロヤは己に必要な依頼以外を受けない。にも拘かかわらずわざわざ依頼票を持って来たということは、相応の何かが記載されているのだろう。急ぎシアは依頼票に目を通した。

「『二階層における異変の発生につき、その重要参考人と思われる《昇降者》の捕縛依頼　以下に異変の詳細及び、捕縛対象の特徴等を記す』」

　異変──《塔》の内部で不定期に起こる、通常の状態とは掛け離れた異常事態のことである。

　前回は一階層に異変が起こり、その内部構造や出現する魔物が変化した。また、その原因となったのは、一階層の番人に成り代わった何か──茨の魔人である。シアとクロヤは、皆で力を合わせてこれを撃破、異変の解決を果たし……それが遠因となって、クアラを喪うしなった。

　今回も、シアが知らぬ間に異変が起こっている──《管理組合オブザーバー》が異変と認定した──らしく、その詳細が書かれている。

「『二階層にて濃霧が頻発。単なる視界不良に留まらず、その濃霧は一定確率で《昇降者》の精神に異常を来きたし、霧に冒された《昇降者》は正気を失い、仲間を獣の如ごとく襲う』……」

　前回の異変と違い、今回のものは明確に《昇降者》へ影響があるようだ。だが、その後に貼り付けられていた《焼メけモ付リきア》を見て、シアの表情は一変する。

「スカイツ……!?」

　異変に対する重要参考人──つまりは、異変を引き起こした原因である可能性が高いとして、スカイツの顔と名前が依頼票にはしっかりと記されていた。

　かつてスカイツの《昇降者》証明証を作成する時に撮った《焼メけモ付リきア》が、依頼票には使われているようだ。この時分の彼は生気の溢あふれる表情をしており、摩耗した現在とは雰囲気がまるで違うが、それでも人相に大きな変化は無いだろう。

　また、依頼票にはそれ以外にも重要参考人の特徴も書かれていた。

　無数の装備品──双剣、《投刃ダート》ポーチ、大剣、構術用の杖つえなど。個人であるのにここまで複数の武器を所持しているのは、スカイツ最大の異彩である。何かの間違いで書かれたのではないかとシアは考えたが、こうも仔し細さいであるとその可能性は低いだろう。

「『対象を捕らえた者には報奨金を与える　なお、捕獲者の出自及び、対象の生死は問わない』」

「依頼票ではあるが、要は手配書だろう」

『お尋ね者ってアレでさぁ』

「そんな……どうして……」

「不明だ。《管理組合オブザーバー》は、個人を捕らえろという依頼を頻繁に出すのか？」

「……時折……。でも、それは……明確な犯罪人が、《塔》に関連している時ぐらい。こんな形で、他の《昇降者》達を煽せん動どうするようなことは……」

『少なくとも、あっしらの知るスカイツの坊ぼっちゃんは、犯罪者ではありやせんな』

「おれ達の下を離れてからは、何をやっているかは知れんがな」

　やや皮肉めいた物言いだが、クロヤが言うように現在のスカイツが《塔》を昇る以外で何をしているのかは、シアも全く分かっていない。

《管理組合オブザーバー》は、実質的に《塔下街》を支配していると言っていい組織だ。これが定めたルールにより、シア達《昇降者》はある程度の保障と制約がある。その《管理組合オブザーバー》から明確に睨にらまれたとなると、スカイツは公的な獲物として認定されたようなものだ。

《昇降者》は、その多くが利己的に動いている。シアやクロヤとて同様だ。故に、生死を問わずスカイツを捕らえれば報奨金が得られるという状況は──

「危険、スカイツの身が……！　どうにかしないと……！」

「落ち着け。焦あせったところで何も生まれん。一つずつ状況を整理していくぞ」

『まず、ここんとこ頻発しているらしい、《昇降者》の連続変死事件ですな。あっしらは二度、嬢ちゃんは一度目にしているが、これはつまるところ二人の《昇降者》が、互いに争った結果どちらも死亡したって事件だ。けどまあ、犯人は存在しちゃいないと答えが出やした』

「が、理由無く似たような事例で《昇降者》が次々死ぬわけもない。《管理組合オブザーバー》は独自に調査した結果、それが二階層の異変と関連しており、霧の影響でおかしくなった連中が、双方争って死んだという結論を出した。そしてそれを引き起こしたのがスカイツである、と。因ちなみに、被害者はいずれも二階層を探索している《昇降者》だったようだ」

「それが……何か？」

「常識的に考えて、奴やつにそのような力は無い。あるとすれば、お前が言っていた非常識な力……理外の力とやらのみだ。それが異変を引き起こした、という可能性はあるか？」

「……恐らく、有り得ない。そういう力だとは、聞いていない」

　超常の力である理外の力だが、万能というわけではない。出来ること、出来ないことは予あらかじめはっきりと定められており、かつてシアを手駒としていたファロスは、その辺りの事情を伏せるようなタイプではなかった。なので、理外の力が異変と関連しているとは考え辛づらい。

　それを聞いて、クロヤは「だろうな」と短く呟つぶやいた。

「詰まる所──この依頼票は妙な点が多い。事実関係から見て奴やつに容疑を掛けたのではなく、奴に容疑を掛けたいから無理矢理に事実をこじつけたように見える」

『大体、異変とやらを人間が引き起こせるのなら、これまでもそういう事件が起こってるはずですからな。どうして起こるか分からねえから異変って呼ぶんだ。あっしはそう思いやすね』

「……うん。スカイツは、絶対に犯人なんかじゃない」

　そもそも、どうしてスカイツが異変と関連があるのかという部分については、依頼票には記載が無い。『関連がある』と断定しかしていないのだ。相当に強引である。

「とはいえ、全くの無関係でもあるまい。奴やつが何かを知っている可能性もある。それらを含めて、今後おれが成し遂げたいことは二つ。一つは、奴やつとの接触。もう一つは──」

　一呼吸置いて、クロヤはシアの目を見ながら告げる。これは、彼なりに本意を伝える時の癖なのだろう。言葉数がそう多くないクロヤにとっての、誠実であることを示す癖。

「──異変の解決だ。前回と同じく」

「異変の、解決……!?」

「理由から先に述べておく。今回もまた、二階層に探索規制が入った。異変が解決しない限り、自由に動けん。邪魔な異も変のは邪魔だ──故にさっさと解決したい」

『それに、スカイツの坊ぼっちゃんが狙われる大本の理由は、異変の原因じゃねえかって疑われているからですぜ。ってことは、異変が無くなっちまえばそれも消えやすからね』

「でも──」

「二つ目は、おれの都合だ。故におれが成し遂げたいこと、と言った。お前が無理に付き合う必要は無い。お前はスカイツを発見次第、異変が解決するまで二人で隠れていろ」

　動きとしては、単純明快だった。上へ行きたいからこそ、その障害となるものをすぐさま排除したいだけだ。だが、異変の解決というのは多大な危機が伴うということを、前回の一件でシアもクロヤ達も痛感している。スカイツの保護はシアにとって急務であるが、異変の解決は別段必須ではない。それを汲くんだからこそ、彼はこのような言い回しをした。

「…………。分かった、って、素直に言うと思う？」

「どうだろうな。何分、お前はスカイツ第一主義者だ」

「否定は、しない。けど……クロヤは、わたしの仲間。あなたも、独りじゃない」

　なのでシアのこの言葉も、彼女としての最大限の誠意だった。

　相手の優しさは理解した上で、それでも放置するような選択は出来ない。

「……。恐らく今回も命懸けになる。降りたければすぐに降りろ。恨み言は言わん」

『いずれにせよ、スカイツの坊ぼっちゃんを探すことが第一ですからな。そこまでは一緒に動いて、そっから先はその時にシアの嬢ちゃんが再び考えりゃいい』

「うん。異変の原因が何なのかも、調査必須。今回も番人が変異したタイプなら──」

「それも含めて、情報が足りんな。……ところで、あの女はどうした？」

　行動の指針は固まった。まずは情報を集めつつ、スカイツを誰よりも先に発見しなければならない。明確な目標が出来ると、精神は幾分か落ち着くものだ。

　シアはクロヤの問いに対して、少しだけ眉尻を下げた。あの女、とはパロマのことだろう。

「……体調不良。最近、あまり調子が良くない。探索前までと後は、ずっと寝込む」

『今も部屋で寝てるってわけですかい。のん気なモンだ』

「捨て置け、と言いたいが──そういうわけにもいかんか。すぐにあの女を呼んで来い。あまり時間を無駄に潰す余裕は無い」

「分かった」

　ここ数日、パロマはずっと不調だった。探索中は元気に振る舞う──相変わらず底無しの体力と魔物から狙われないという特性を発揮しているものの、探索が終わるとすぐに部屋へ戻って、そのまま眠ってしまう。探索前もギリギリまで休んでいるし、本人曰いわく「大丈夫ですよ～」とのことだが、シアはかなり心配していた。近々、医者に診て貰もらわねばならないだろう。もしかしたら、何かの病気に罹かかっているのかもしれない。

　言われた通り、シアはパロマを起こそうと、彼女の部屋へ向かおうとする。

　──その時だった。

「おッ、居た居た。あれが《ストラト・スフィア》の女か」

「まだ誰も来てねえみたいだな」

　玄関先で破裂音がしたかと思うと、数人の男がギルドハウス内へ雪崩込んできた。恐らく、ドアを強引に蹴り破ったのだろう。ここは、誰でも歓迎するような場所ではない。少なくとも、見知らぬ不ふ逞ていの輩やからを迎え入れるような心積もりは、シアには皆無だった。

「誰……!?　何が目的……？」

「シア、って女だな。あの依頼票の男と、唯一知り合いなんだろ？」

「ちょっと俺らと来てくれねえか？　アンタに用事がある」

「大人しく言うことを聞きゃ、手荒な真ま似ねはしねえよ」

「……。ネズミと部屋へ行け。片付けておく」

　肩先に乗っていたシロハラをシアの頭上に放り投げ、クロヤが面倒そうに首を鳴らしている。顔も名前も知らない連中だったが、《地ボ這ーいガ人ー》──ではないようだった。

「《昇降者》の端くれか。今すぐ消えるのなら、大おお怪け我がで済ませてやる」

「あぁ？　テメー、誰に向かって──」

　二の句を男は継げなかった。腹部にめり込んだクロヤの拳は、男の体内から空気という空気を搾り出しており、口から漏れるのは屁へにも似た音だけだ。

　相手の格好は、武器を携帯しているがいずれも軽装である。重武装して《昇降者》を襲う《地ボ這ーいガ人ー》とは違う。膝から崩れ落ちる男を、クロヤは母親のように優しく抱き止めて、そしてゆっくりと首周りへ腕を這はわせた。

「貴様らのことなど知らんが、丁度良いい。聞きたいことがある。折る前に答えろ」

「こ、この野郎……！」

『嬢ちゃん！　ダンナなら問題ねえ、あっしらはパロマの嬢ちゃんと合流しやしょう！』

「了解。クロヤ。……あまり汚さないでくれると嬉うれしい」

　言外に「殺すな」と言ったのだが、クロヤは「相手に言え」と短く返したので、伝わったかどうかは分からない。向こうはいきなりこちらを襲撃して来るような輩やからだ。非は相手にあり、殺したとしても正当防衛の主張は成り立つだろう。

　シアはパロマの部屋へと急いで向かおうとする。男の中の一人が、それを見て叫んだ。

「女が逃げるぞ！」

「仕方ねえ、今だッ！」

　掛け声と同時に、ギルドハウスの窓ガラスが砕けた。巨大な砲弾が投げ込まれた──シアは最初そう思ったが、違う。姿勢を屈かがめた人間が飛び込んで来たのだ。ガラス片を浴びても一切気にせずに、その乱入者はシアの進路を塞ぐように立ちはだかる。伏兵だった。

「チッ……！　最初から全員で来い」

　クロヤとシアの間には距離がある。花を手折るようにクロヤは腕の中の男を締め上げ、乱雑に放り投げた。相手が何人居ようと、命のやり取りでクロヤは遅れを取るつもりは無い。

　が、シアはそうもいかない。《塔》の外では構術を使えず、《構ア術リ師ス》のシアは年相応の非力な少女だ。こういう荒事にはまるで向いていない。

「ちょっと眠ってろ、クソガキ……！」

　窓から飛び込んで来た男は、鈍器を手に持っていた。体格差もあり、受け止めただけで負傷は間違いない。シアはごくりと唾を飲んで、相手の一挙手一投足を注視する。

『嬢ちゃん！　逃げ──』

（腕を大きく引いてる。袈け裟さに振り下ろす、頭上への一撃。腕の長さと得物の長さから考えて、背後に跳んでも避けられない。じゃあ──）

　自分でも驚く程に、シアは相手の動きが良く見えていた。否、動きが見えるのではなく、行動の先が読めるのだ。これならば二階層の魔物の方が余程恐ろしい。

　シアに焦あせりや惑いは一切無く、膝を折り、身を屈かがめて、真横へと跳ぶ。

　ぶおん、と、鈍器が空を切る。当たるわけがない。そんな、確信を持っての回避。

（あれ……？　隙、だらけ。いいの……？）

　やけに思考は冴さえ、それに追従するように身体からだが動く。シロハラの『ろ』という声が聞こえた。だが、シアは己の中に選択肢が生まれていることに気付く。

　つまり、逃げることも可能だが──どう考えても攻めることが出来るのだ。この感覚は、未体験のものだった。となれば、シアは新たなる感覚へ、全身の舵かじを切った。

（殴る時は、雑念を払う。力を相手に叩たたき込むのではなく、突き抜けさせる──）

　それはクロヤから最近教わった、他者の殴り方であった。とはいえ、技術的なものではなく、精神的なものだが。肝心の殴り方自体は、まだシアは見み様よう見み真ま似ねのままである。

　しかしながら、シアの放った回し蹴りは──男の股間に突き刺さり、嫌な音を立てた。

（──そうしたら、気持ち良く相手をやれる）
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『Ｏｈ……』

　比較的大柄な男だったが、内股になって崩折れた体勢は、シアよりも小さい。さて、ここからどう動けば良いのか──思考するシアだったが、男は白目になり、泡を吹いて倒れた。

「あ……クロヤ」

「鬼だな。……見事だ」

　背後より男を叩たたきのめしたクロヤは、目に見えて嬉うれしそうにしている。シアにそこまで彼を喜ばせたつもりはなく、むしろ足先の感覚が気持ち良いどころか気持ち悪いぐらいなのだが。

「部屋に入ったらおれが来るまで出るな。あの女と待て」

「了解」

『ダンナ！　ぶっ飛ばす前に情報はちゃんと抜くんですぜ！』

　返答は無かった。クロヤという恐るべき存在に、襲撃者たる男達は戸惑っている。武器も術も何も無く、素手だけでここまで戦える《昇降者》など存在しない。

　クロヤだけの唯一職──《無ラ謀ツノシ拳ユ》を除けば、だが。

　シアはパロマの部屋へと向かう。今更なことだが、己の心拍が痛いぐらいに響いていた。

　それは、急激な身動きによるものではなく、得も言えぬ昂たかぶりから来る血の巡りであることを、彼女はまだ──気付いていない。




「パロマ！　無事？」

「……あ、シアさん～。無事って、どーゆーことですか～？」

「えっと、今襲撃を受けてて……」

『今の今まで眠ってたのかって反応ですな……』

　騒音は聞こえているはずだが、パロマは相変わらずマイペースだった。ベッドから身を起こし、シアを見てニコニコとしている。ふう、とシアは息を大きく吐いた。

「この依頼票。読んでおいて。クロヤが部屋に来たら、準備をして出る」

「えーっ、文字を読むのは苦手って、前に言いませんでしたっけ～……」

　と言いつつも、うんうん唸うなりながら、パロマはシアが持っていた依頼票に目を通してくれた。

　部屋の外は今頃クロヤが大暴れしているだろうに、この部屋はパロマのズレがそのまま空気に乗っているようだ。そう思いながらシアは彼女が読み終えた頃合いで、声を掛けた。

「体調。どう？」

「あ～～……まあ、動いたりは大丈夫かと。そんなに心配しなくても～」

「する。他ひ人と事ごとじゃ、ないから」

「やだなぁ～、シアさん。みんな他人ですよ～？」

「照れ隠し？」

「ふぇ？」

「……ううん、いい。とにかく、今日からしばらくは、ゆっくり休めないかもしれない。もし辛つらかったら、その時は遠慮せず言って。配慮する」

「了解で～す！」

　声のトーンや口調は普段通りだが、かなり血色が悪いので、パロマの空元気だろう。

　ベッドの脇に腰を下ろしたシアは、彼女の額へ手を当てた。

「低体温。やっぱりパロマ、身体からだがずっと冷えてる」

「触っただけで分かるものですかね～？」

「分かる。それに、炎熱の構術は外で使ったら──」

　──ガシャァン！

　部屋の中にある窓ガラスが再び割られた。これを修理する金は誰が出すのとか、そもそも好き放題割ってくれるなとか、音と共にシアの脳裏に雑念が湧く。完全に気を抜いていて、先程と同様に伏兵が来るとは思っていなかった。

　侵入した男はシアの方を見ると、獲物を見付けたとばかりに口を持ち上げて笑う。否、文字通りにシアは獲物なのだろう。どういう用途があるのかは知れないが。

『しつけえ連中だ！　クソッ、嬢ちゃん！　すぐダンナの所まで逃げろ！』

「シアさん、この人間は誰ですかね～？　見たことないですけど」

「しゅ、襲撃者！　パロマ、逃げ──」

　男は素手だったが、筋骨たくましく、クロヤ程ではないにしろ何らかの心得があるのかもしれない。シアを捕獲しようと、思い切り腕を伸ばして来る。

　その動きまでは見えたが、先刻とは違ってすぐに身体からだが動かない。

「…………」

　ぐい、とシアは服を引っ張られる。その力は思っていたよりも強い。だが、引いたのは襲撃者ではなく、パロマだ。繊維が破れる音がした。外見に見合わぬ怪力──パロマに放り投げられたシアは、そのまま無造作に床へと転がった。シアの肩に乗っていたシロハラも投げ出され、ポンポンと地面を小石のように跳ねている。

　だが、間一髪で男に摑つかまれるのを回避した。かなり乱暴なやり方ではあったが。

「シア！　ネズミ！」

　扉が蹴り開かれると同時に、クロヤが雷いかずちの如ごとく跳ぶ。畳んだ膝を突き出すようにしたその蹴りは、男の側頭部へと直撃する──かと思われたが、片腕で男は防いでいた。

「ッぶねえ」

「黙れ」

　空中に在るままで、クロヤは両手を男の頭頂部へと置く。打ち出した足を引き、今度は両足で男の首元から腰に掛けて正面より挟み込んだ。足の動きだけ見れば蛇か縄のようで、次に両拳を男の両側頭部へ叩たたき付つける様は鍬くわ形がた虫むしのようだった。

　ぐらり、と男はそのまま背後へと倒れる。共に倒れる前に、クロヤは足を解いて離脱──最後に男の顔面を踏み付けた。念入りな追撃である。

『いてて……。ダ、ダンナ。助かりやしたぜ……』

「っ……。パロマ、大丈夫？」

「わたしはベッドから動いてすらないですよ～？　クロヤさんがすっごく強いので！」

「……。結論から言うと、スカイツを誘い出す為ために、奴やつと唯一の知り合いであるお前を利用する腹積もりだったようだ。恐らくはどこかでお前達の人間関係を調べたのだろう」

　割れた窓から顔を突き出しながら、クロヤが急ぎで手に入れた情報を教えてくれる。傍はた迷めい惑わくな話だったが、しかしシアならば人質の価値はあるだろう。知らぬ間に己がそういう立場になっていることに、底冷えする何かを感じなくもないが、シアは一旦深呼吸した。

「クロヤ。今から──」

「襲撃は止やんだと思うが、念ねんの為ため周辺を哨しよう戒かいして来る。おれが戻るまでに出立の用意をしろ」

「出立って～？　探索ですか～？」

『その可能性もありやすな。さ、とっとと動きやしょう！』

　主人の頭上に戻ったシロハラが急せかす。シアはもう探索用の装備に着替えているが、パロマは最近買い与えたばかりの部屋着だった。

　ここに残っていても、いつ来るか分からない襲撃に怯おびえるだけだろう。だが、スカイツはシア以上に狙われている状態なのだ。今、どこでどうしているのかは不明だが、ただでさえ安寧の無い日々を送っているだろうに──シアは強く歯を嚙かむ。

《塔下街》及び《塔》を巻き込んでいる異変。

　その渦か中ちゆうへ、いよいよ《ストラト・スフィア》は踏み出していく──
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「はいな、いらしゃい。おお、シア達ね。今日はどしたよ？」

　準備を終え、向かう先は──シアとクロヤの考えは一致しており──ミンジュの店だった。普段ならば、探索前に来れば探索用の道具やら日用品やらを買い足す目的だろう。しかし、今回についてはそうではない。相変わらず飄ひよう々ひようとしたミンジュに、シアとクロヤは迫る。

「ミンジュさん。教えて欲しいことがある」

「すぐに答えてくれ」

「ちょいな、待つよ。顔怖いね、二人。ワタシ逃げない。落ち着くがよろし」

『そうですぜ、お二方。ミンジュの姐ねえちゃんは別に悪いことなんざしてねえんだから』

「……スカイツやシアの情報を他の客に売った可能性があるがな」

　もし《管理組合オブザーバー》以外でそういう情報を手に入れるとなれば、彼女のような金次第で情報も取り扱う商人の像が浮かぶ。無論、他に似たようなことをしている商人は数多く居るだろうが、しかしミンジュは口笛を吹くような真ま似ねで、唇を尖とがらせていた。

「知らないよ、知らないね。でも、ここ数日は売上増加中よ」

「だったらその売上に貢献してやる。スカイツという《昇降者》について教えろ」

「お金はある」

　真相は不明だが、いずれにしてもミンジュを責めても仕方がない。金払いの意思をシアが見せたところ、からりとミンジュは笑った。

「その《昇降者》、宿に居ないね。最近ずとね。安全危ない、街のどこか潜伏中よ。……と、ワタシずとそう教えてるね」

『含みのある言い方ですな』

「これ、噓うそよ。彼──」

「オォイ、店主！　言われた宿にアレ居ねえじゃねーか！　金返せ、ボケ！」

　いきなり、柄の悪そうな男が店に乗り込んで来る。先程からこういう手合いばかり見ているような気がしたシアは、思わず溜ため息いきが漏れた。依頼票には、捕獲者の出自は問わないという記載がある。それはつまり、捕らえる者は《昇降者》でなくとも良いいのだ。本来《管理組合オブザーバー》の依頼は《昇降者》向けに出すので、異例の措置である。それが原因となって、こういう野蛮な人間ばかりが報奨金目当てに集まってくるのだろうが。

「おカネ返せ？　馬鹿言うよ。情報、対価、おカネよ。アナタ情報得た、ワタシおカネ得た。これで終わりね。そこ文句言う、おかし、おかし」

「ガタガタ抜かすな！　女の分際で客を舐なめやがって！」

「商売に女も男も無関係。話の邪魔だから出て行って」

「ああ!?　ガキが口出しすんじゃねえぞ！」

「ひええ、危ないですよぅ、シアさん～！」

　本気で邪魔だと思ったから、つい突っ掛かってしまった。逆上した男は顔が真っ赤になっている。暴れ出すのも時間の問題だろう。クロヤがゆっくりと男へ近付いた。

「もういい、適当にこの店のモンを搔かっ払ぱらって────ぅ」

　戸棚の商品に触れようとした男だが、突如酩めい酊ていしたようにその場からたたらを踏み、やがて仰向けに倒れてしまった。

『おお、ダンナが遂ついに触れずに倒しちまった』

「おれは何もしていない。これは……針か？」

　男の顔には、小さい銀色の針が一本刺さっている。良く見なければ見逃す程の細さだ。

「気付いたか？　点穴を突いたよ。《興コウ心シン香コウ》、男興奮させる。その点穴、香の効果増す。したら、男倒れるね。ワタシ、女身一つ。身を守る術、《興コウ心シン香コウ》よ」

『だから常に香を焚たいてるってわけですかい。モノを買わせる以外にも用途があったとは』

「はえぇ～」

（理由や理屈は何となく分かったけど──）

（針を投げたことをまるで悟らせなかった。只ただ者ものではないな、この女も……）

　ミンジュは男を引きずって、店の軒先へ蹴っ転がしている。ゴミでも片付けるような所作だった。そうして戻って一汗拭ったミンジュは、「はいな」と続きを促す。

「……噓うそを客に教えるのは、お前の矜きよう持じに反するのではないのか」

「よりけりね。人探す、場所教える。会いたいならよろし。危害を加えたいなら、駄目ね。あの《昇降者》、金の卵みたいよ。あまり教える気しないね。でも、アナタ達別。会いたいから会いたいよ？　ならワタシ、おカネくれたらホント教える。それだけよ」

「その正誤はどうやって判断している。客の真意など分からんだろう」

「勘よ？　商人と、女としての勘ね。ワタシ勘、良く当たる。よろし」

「なら──スカイツは今どこに？」

「ワタシ得た情報だと、ずーと《塔》の中に居るね。あそこ、身を隠す都合よろし」

『《塔》って……一切戻らずに滞在してるってのか!?』

「可能なのか、そんなことは」

「一応……」

　毎夜内部構造の変化に見舞われるが、別に《塔》は常に居たとしても問題はない。

　ただ、絶えず発生する魔物の襲撃や、水や食料、睡眠の問題をクリアすればの話である。

　常に気を張る場所である以上、長く居ても三日が限度だろう。ただ、街に潜伏するよりも、誰かに見付かる可能性はかなり低い。意外と理のある行動ではないかと、少なくともシアはそう思う。その旨むねをクロヤに伝えたところ、腕組みをして考え込んだ。

「異変の原因は《塔》の内部にある。まだ情報が集まっていない以上、不用意な探索は危険だが──他ならぬ奴やつが中に居るなら、向かわざるを得ないか」

「探索規制は、どの程度のものなの？」

「知らん。が、おれ達は現在二階層フロア２まで探索している。それより上に行くな、という話の場合──フロア２より上に奴やつが居たらどうしようもないな」

　前は《管理組合オブザーバー》お抱えのギルドが、該当フロアの探索に来た《昇降者》を追い返していた。その後、討伐依頼が出たことにより、正式に先へ行けるようにはなっていたが、今回はそもそも討伐対象すら見付かっていない。

　よって、霧が危ないから二階層へ行くな、という指示は真っ当ではあるが──

『とはいえ、徹底して守らなきゃならねえモンでもねえだろう？』

「ああ。知ったことではない」

「ええ……」

「はえぇ～」

　どういう形で規制が敷かれているのかは分からない。最悪、また追い返して来るギルドが居たら、それを強引に突破するだけである。力押しなクロヤの結論に、シアは引きつつも、それが一番手っ取り早いということも理解していた。

「危険よ。あの《塔》、時折騒がしくなるね。今がその時よ」

「それは、分かってる。でも……スカイツがそこに居るなら、行かないと」

「そ。別に止めないよ。ちょいな、どう探すね？　あそこ広い。人間一人探す、手間の手間よ。アナタ達、《塔タワ導ーメ師ート》居ないね？　骨、折れる。ポキのポキよ」

「シロハラが何とか……」

『いや、あっしは昇降機なら分かるんだが、人探しは不得手で……犬に生まれたかったですな』

「そういう問題なのか」

《塔タワ導ーメ師ート》は《技能スキル》の中に味方の探知が存在する。広い《塔》内部ではぐれた場合、《塔タワ導ーメ師ート》さえ居れば合流は容易だ。逆に、彼らが不在の状態で《塔》の中で誰かを探すとなれば、ミンジュが言うように骨が折れる。

　シロハラはあくまで動物であり、その特性は昇降機の探知と魔物の接近感知に向いている。犬のように優れた嗅覚で誰かを探し出す、という真ま似ねは出来ないようだった。

「じゃあ、どうします～？」

「そこでこれね♥」

　この展開を読んでいたのか、ミンジュはささっと何かを取り出す。球形のガラス玉の中に、岩を削り出して作ったらしい、ゴツゴツとしたオブジェがある。オブジェは矢印の形をしており、どことなく《塔タワ導ーメ師ート》が《塔》内部で出す矢印と似ていた。

「何だこれは」

「《探タン探タン石セキ》よ。早い話が、《塔タワ導ーメ師ート》の真ま似ね事ごと道具ね。昇降機や人探し可能よ」

『そ、そんな便利な道具が売ってるんですかい!?』

「お前が不要になるな」

「……。おいくら？」

　シアも聞いたことがない道具である。それはつまり、一般的にはあまり流通していないということであり、ミンジュが我が意を得たりとばかりに出して来たということは──

「…………よ」

「え」

　──ひっそりと耳打ちで値段を告げられたシアは、顔を青くした。

《構ア術リ師ス》が普段使う宝石数個分ぐらいの値段であり、しかも。

「これ、使い切りね。一度使つかてエントランス戻る、もうただの石よ。ゴミね」

「ゴミ……」

「冷静に考えれば、これがあれば《塔タワ導ーメ師ート》が不要になる。が、実際はそんなこともない。その理由が値段ならば、納得だな」

『あっしの存在理由が保たれやしたね……』

「こんなガラスと石っころなのに、変ですね～～」

「で。買うか？　今なら多少、お安くするね♥」

　ミンジュはこちらの足元を、それはもうじっとりと見て来ている。買わないという選択肢はシアには取れないだろう、というのを見越しての台詞せりふだ。

　しかし、スカイツを《塔》で探すなら、この道具は必須である。シアは大人しく金を支払い、ミンジュをこの上なくニッコリとさせてあげた。

　その後、《探タン探タン石セキ》の使い方を教えて貰もらい、出発の段となる。

「まいど、まいど♥　でも、気を付けるがよろし。危ない思う、すぐ逃げるよ。空に還かえる、もうモノ買えない。悲しいことね。ワタシ、もう悲しみたくないよ」

「……独特の励まし。でも、気を付ける。また来ます」

「はいな。待てるよ」

　スカイツは《塔》内部に居る。ミンジュのその情報を信じ、シア達は《塔》へ向かう──
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　エントランスから一階層フロア１に出る。一階層は異変と直接関係が無いようで、普段通り石壁と石畳のままだ。まだ二階層へ到達していないギルドが、複数探索に出発する姿が見えた。あくまで渦か中ちゆうにあるのは二階層からなのだろう。

　シアは《探タン探タン石セキ》を懐ふところから取り出すと、ミンジュから受けた説明通りに使い始める。

「探したい相手のことを、念じる……」

「それだけで本当に大丈夫なのか」

『思い込むだけで使えるのなら苦労はしやせんが……』

「でも、石が動いてますよ～」

　脳裏にスカイツの顔を浮かべ、口の中で名前も呟つぶやく。すると、ガラス玉の中にある矢印のオブジェは、方位磁針のように水平状態でくるくると回転を始め、最終的には垂直方向にその先端を向け、静止した。『上』を指しているらしい。

「えっと……スカイツは、もっと上に？」

「そういうことだろうな」

　現在のスカイツがどこまで探索を進めているかは不明だが、単に潜伏するだけなら一階層の方が二階層よりも安全である。となれば、一階層フロア１から虱しらみ潰つぶしに探していく必要がありそうなものだが、《探タン探タン石セキ》はその手間を省いてくれそうだった。エントランスに戻るまで、この機能を誰でも何度でも使えると考えれば、あの値段も納得である。

『スカイツの坊ぼっちゃんがそのフロアに居ないと、そこから見て上か下を指示してくれる、ってわけですかい』

「ふしぎ～」

「……じゃあ、一度二階層フロア１に行く。それで下が出たら、一階層を探す。上が出たら……危険は承知で、二階層を探す。これでいい？」

「ああ。構わん」

「パロマも。体調は大丈夫？」

「なんとか～」

　背はい囊のうを背負ったまま、パロマはぴょんと跳ねる。探索中は元気な姿を見せてくれるようだ。

　言葉通り『方針』を教えてくれる道具の下に、シア達は黄金色の昇降機を目指した。




「……霧が濃いな」

　二階層フロア１へ辿たどり着ついた瞬間、クロヤがそう零こぼした。ほんの数日前までこのフロアを探索していたのだが、緑が鬱うつ蒼そうとしていたあの時と比べると、今はとにかく真っ白い。発生した霧が、青々とした景色を覆っているのだ。

　だが、ここにも探索規制は入っていないのか、他のギルドは待ち構えていない。もしかすると、探索規制をする為ために動いているギルドはまだ無いのかもしれない。

『で、あの道具は何か言ってやすかい？』

「確認。ええと──『上』、みたい」

「あ～～……」

「やはりか。踏破した階層で無為に過ごすような性分では無いだろうからな」

《探タン探タン石セキ》の矢印は、未いまだに上を指している。クロヤの分析通り、今のスカイツは一階層でまごつくようなことはしない。そのことはシアも薄々気付いていた。

『確か、依頼票には濃霧が一定確率で《昇降者》の精神をおかしくしちまう、とありやしたな。ってことは、探索するだけで危ねえんじゃねえですか？』

「その記載についてだが、おれはやや眉唾物だと考えている」

「眉唾？　理由を教えて」

「確かに、おれ達が探索している時から、霧が出ることはあった。運が良いいだけで、おれ達もその霧の影響下に居た可能性もある。が、考えてもみろ。被害が多く確認されたのは、全て《塔下街》の中でのことだ。精神に異常が出たにも拘かかわらず、エントランスまで正気を保ったまま帰還出来るのか？」

「それは……でも、本当の被害が《塔》の中で出ても、死亡すれば分からない」

「ならば濃霧が原因だと判明もしないだろう。或あるいは疑っても断定は出来ん」

『今回は依頼票自体がかなり怪しいですからな』

「じゃあ、霧は何も悪くないってことですか～？」

「そういうわけではない、と思う。事実、濃霧発生中。異常事態に違わない」

「他にも原因がある可能性が高い。要は──あまり気負わずに進むぞ。本当に怖いのは、霧の効果ではなく霧そのものだ。視界が潰れた状態で戦えるか、シア」

　本当に怖いもの。クロヤが言うには、この濃霧下での戦闘そのものだという。

　クロヤは戦闘に於おいて、五感を駆使して動く。目が使えないのなら鼻や耳で代用する。が、シアはまだ目だけに頼った戦い方しか習っていない。その目が使えなくなる霧の中で、果たして魔物の攻撃を十全に凌しのげるだろうか。シアは言葉に詰まった。

「無理はするな。魔物に狙われないそこの女の近くに居ろ」

『それに、あっしはまだ見えなくても知覚出来る方だ。サポートはしやすよ』

「了解。ありがとう」

（根本的な解決では無いが──シアにそこまで求めるのは酷か）

　むしろ、シアはここ最近で急激に成長している。指導するクロヤがそう思っているのだから、彼女が持つ資質はかなりのものだ。しかし、あくまでまだ途上の状態……特殊な環境下で戦えるレベルには無い。よって早急にスカイツを探し出し、帰還をせねばならないだろう。

　幸いにして、全く見えなくなるような霧ではない。ギリギリ探索は可能だ。

　決意と注意を新たにして、シア達はスカイツの捜索を開始した。
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　──同時刻。《月げつ虹こう商会》はミンジュの店にて。

　店主であるミンジュは、のんびりと商品の陳列を行っていた。街は随分と騒がしく、犬や猫を探すような形で、一人の《昇降者》を多くの人間が追い求めている。守銭奴として、彼らが躍起になる気持ちは分かるミンジュだったが、しかし人ひと攫さらいのような真ま似ねをするのはどうかと思い、今回の騒動については引いた立ち位置を保持している。

　──かろん。

　店のドアベルが鳴ったので、ミンジュは反射的に入り口を向いた。

「いらしゃい──あいや、トキヲさんね。どしたよ」

「店主。少々入用につき、《探タン探タン石セキ》が欲しい」

　ギルド《エグゼス》所属、《先駆者トレイラー》の一人であるトキヲ。奇妙な風体の男だが、ミンジュと同じく遠い異国出身とのことらしい。出自は違えど、そういう縁から彼は個人的にミンジュの店を利用している。《先駆者トレイラー》が使う店は、それだけで《塔下街》にて価値を持つ。

　要はミンジュにとってトキヲは、蔑ないがしろにしてはならない一番の太客だった。

「ちょいな、待つね。《探タン探タン石セキ》、今日はもう売り切れよ」

「…………」

　一歩、トキヲが店の中を進む。刃でも飲まされたような、そんな緊張感がミンジュの体内を巡る。が、接客には不要な緊張感だ。努めて笑顔を、彼女は崩さない。

「あれ、希少ね。素材採れるギルド、少し、少し」

「拙は──」

　ちゃき、と。トキヲは佩はいている武器の柄に手を掛け、音を鳴らした。そんなことはしないだろう、とミンジュは思いつつも、仮にされた場合絶対に自分は死ぬだろうとも考えた。

「──今、無性に人が斬りたい」

「訓練用の巻まき藁わらなら、お安くするね」

「其その方も理解出来得る筈はず」

「ワタシ、商人ね。人斬り違う」

「拙がこの店を使うのは、其その方の香りが好みだからだ。体臭は香こうで誤魔化せても、其その方の髄に染しみ入いった血の臭いまでは誤魔化せぬぞ、店主」

「…………女に体臭言う、失礼ね。今晩はしかりおフロ入るよ」

　この客とここまで話し込んだのは、そう言えば初めてだなとミンジュはのんびり思考を巡らせる。トキヲの目は血走っており、今にも誰かを斬り捨てそうだ。これは、こういう人間であると、ミンジュは──彼が語ったように──過去の経験で理解している。

　飢えれば何かを食す。眠ければ直すぐ様さま眠る。抱きたければどんな醜女でも抱く。

　本能そのものが、理性という薄皮を被かぶって生きている。この男はそういう男であり、そして他者と決定的に違うものがあるとすれば、第四の欲求に人斬りがあることだろう。

　これを満たさずには、正気では居られない。巷ちまたでは霧で正気がどうのこうの言われているが、そんなもの鼻で笑っていい。本当の狂人は、異国の服を着てそこらを歩いているのだから。

「トキヲさん。無いものは無いよ。ワタシ、逆立ちするよ？　でも何も落ちないね」

「諸もろ手てを挙げて人を斬って良い機会は、そうは与えられぬ」

（話、ちょと通じないね。おカネだけ置いて、帰てよ～）

「この絶好の好機、拙は逃したくないが故。真に無いか否いなか、直じかに確認させて頂く」

「あいや、店の倉庫、ワタシ以外立入禁止ね。……でも、根負けよ。ちょと待つね」

　裏手へミンジュは向かおうとする。こういう手合いの神経を逆さか撫なですれば、何をされるか分かったものではない。

　──が、それ以上に、常連とはいえ客の横暴を黙認するのも彼女の矜きよう持じが許さなかった。

　暗器、と呼ばれる仕込み武器がある。本来は名の通り暗殺用に作られた武器である。

　特徴としては携行に於おいて、その存在を誰にも悟らせないという部分にある。ミンジュが着ている特徴的なドレスは、念の為にその暗器が複数仕込まれていた。昔取った杵きね柄づかというものだが、これが中々どうして、今の今まで商売の役に立つのが悲しいところである。

　袖に仕込んだ短針をするりと抜き、髪の毛を搔かき上あげる動作と同時に、指で弾く。投とう擲てきという動作を取らずに投とう擲てきすることも、暗器使いにとっては技術の一つ。

　狙いは一点、顔面にある点穴──《興コウ心シン香コウ》の効能を過剰にさせるあれだ。

　初見ならば、ミンジュのこれを見切ることは容易ではない。あの、クロヤという客ぐらいならば分からないが、さて《先駆者トレイラー》はどうだろうか。

（……あいや、失敗ね。虎の尾を踵かかとで踏む、愚かよ）

「…………何の腹積もりだ、店主」

　避けたわけでもなく、手持ちの武器で防いだわけでもない。

　ミンジュの投げた短針は、トキヲの歯と歯の間に、さながら楊よう枝じの如ごとく、挟まれていた。

（信じられないね。シーシーされたよ）

「答えよ。この針は何だ」

「常連さんへのさぁびすね。今ならもう数本おまけするよ？」

　降参する意思を示すように、ミンジュは両手を挙げる。無論、それも攻撃動作の一種で、再び短針を数本トキヲへ放っていた。が、トキヲは口にした針を吐き捨てると同時に、腰の武器を鞘さやに納めたまま抜き、鞘さやだけで針を全て弾く。

「問答は最も早はや無用。先に其その方を斬る」

「最悪よ～。トキヲさん、次回から出禁ね」

　舌をちろりと出して、ミンジュは溜ため息いき混じりに真横へ跳んだ。

　そこへ、彼女自身が研ぎに出した刃が振り下ろされたというのは、何かの皮肉だろうか。

　果たして今晩自分は風ふ呂ろに入ることが出来るのか。それよりも先に棺かん桶おけへ入るかもしれない。きっと《ストラト・スフィア》へはこの男が迷惑を掛けることだろう。ていうかこの男商売の邪魔過ぎるわいい加減にしろ。様々な考えがミンジュの脳裏を過り、そしてそれが走馬灯と呼ばれるものだと彼女が気付いたのは、赤い目が彼女を捉えた瞬間であった。
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　二階層フロア２に辿たどり着つく。《探タン探タン石セキ》をすぐにシアは確認すると、これまで垂直を指していた矢印は水平状態に戻り、ぐるぐると回転していた。数秒後、ピタリと静止した矢印は、恐らくは目標の方角を指し示しているのだろう。

「……！　このフロアにスカイツが居る……！」

「急ぐぞ。ここは更に霧が濃い」

『イヤ～な感じがしやすね。あっしの勘違いなら良いいんだが……』

「早く会えると良いいですねえ～」

　戦闘については、クロヤが普段以上に気を吐いており、とにかく速攻で魔物を片付けて、後衛のシアへ攻撃が向かないようにしてくれている。だが、その分だけクロヤの疲労も早く、あまり長期の探索は望めそうにない。

　近くにスカイツが居る。それを思っただけで、シアの心臓は全力疾走した後のように早鐘を打った。あれだけ、追い掛けている間はぶん殴るだの何だの息巻いていたのに、いざ実際に会えるかもしれない段になると、枯れた花のように意気がしぼむ。もしかしたら本当は、自分はスカイツに会いたくないのか。そんな錯覚を抱きそうだった。

「──シア」

「……？　どうしたの、クロヤ」

「そう気負うな。スカイツはスカイツだ」

　それだけ言って、クロヤは口を閉じた。視界は悪いが、シアの顔色が悪くなったのを見抜いたのだろうか。それほどまでに、自分は分かりやすい女なのだろうか。もし、スカイツを保護して、ゆっくり落ち着ける時が来たら、そのことをクロヤに聞いてみようと思った。

《探タン探タン石セキ》の探知精度は、あまり高くない。対象の居る方角しか分からないようで、距離までは探知出来ない。なので複雑に入り組んでいるフロアを、とにかく矢印の方角目指してシア達は進む。この霧の中に、スカイツが居ると信じて。

　そうして────

「……はぁ……っ、はぁ……っ」

　急ぎ足で動いたことと、何よりも焦あせりがあったこと。

　そのせいで、シアはずっと息が上がりっぱなしだった。

　だが、ようやく──足を止めた。もう、走る必要は無くなった。

「……やっと…………見付けた……！」

　斬られた魔物が、黒い霧となって霧散する。今の今まで、独りで戦っていたらしい。

　開けた場所だ。霧のせいで見晴らしは悪いが、少し風が吹いている。

　休憩するなら、丁度良いい場所かもしれない。一歩、シアは前に出た。

　身体からだが少しだけ震えている。喉も震えて、ちゃんと声が出せるか心配になる。

　恐らくは、名を呼ばれることすら望んでいないだろう。拒絶したはずの幼おさな馴染なじみが、それでも言うことを聞かずにやって来ているのだ。不快に思うことは想像に難かたくない。

　言うなればこれは、お互いのわがままをぶつけ合っているようなものだ。

　喪うしないたくないから、遠ざけた者。それでも共に往ゆきたいから、追い掛けた者。

　ごくりとシアは唾を飲んだ。そんな二人が再会すれば、一体どうなるのかは分からない。

　それでも、確かに。そこに彼が居るということを嚙かみ締しめるように、その名を呼ぶ。

「────スカイツ」

「……お前──」

　久し振りに、その名前を本人に言った気がする。また一歩、シアは前に出る。

　霧はあるが、ようやくちゃんとその顔が見える。その霧のせいで、普段よりも多く彼へ近付かねばならないのは、不幸中の何かだろうか。

「スカイツ」

　もう一度名前を呼ぶ。同時に、じっと彼の顔を見た。

　──ひどく、疲れている。

　最初にシアが思ったのは、懐なつかしいとか、会いたかったとか、そういうものではなかった。

　孤独と重圧が、幼おさな馴染なじみをどこまでも歪ゆがめ、疲弊させているという事実。その責任の一端に己が絡からんでいるという事実。押し寄せる罪悪感。涙が溢あふれそうだった。まだ、顔を見ただけだ。

　今から泣いたら、もうまともに言葉は交わせない。シアは耐えた。がまんをした。

「あの、スカイツ。わたし──」

「近寄るな」

　返って来た言葉は、ある意味では予想通りであった。

　当然だ。拒絶されたのを無視して、強引に会いに来ているのだから。懐なつかしいとか、会いたかったとか、そんな言葉が彼の口から出て来るわけがない。夢物語を他人へ望むのは失礼だ。

　だからまだ、シアはその言葉には耐えることが出来た。

　それでも──シアが、その場に膝を突いたのは。

「……《投刃ダート》……」

　彼の投げたそれが、己の頰を掠かすめたからだ。

　言葉だけの拒絶が、恐らくはシアの耐えられる限界で。

　行動による拒絶は、もう彼女の許容量をとっくに超えてしまう。

「…………」

　声が出ない。さて、果たして己は何をしにここまで来たのだったか。

　ぶん殴る。言って聞かせる。どうにかして──仲直りする。

　そんなこと、出来るわけない。心を閉ざし、強い強い目的意識だけで動くスカイツの中に、もうシアという重荷の居場所は存在しない。この《投刃ダート》が、それの証明だった。

「……帰れ。次は斬るぞ」

　ベイトの双剣へ、スカイツは見せ付けるようにして手を掛けた。

　仲間の形見で、斬られる。それはシアの心を完全に砕くには充分過ぎる仕打ちだろう。

　鞘さやからまだ刃が抜かれていないだけ、温情があるというものだった。

　しかし、スカイツの答えは嫌という程シアへ伝わった。

　どういう返答をするべきか、彼が今、最も望んでいる答えは何か、考えるまでもない。

　崩折れたままで、シアは無言で首を縦に──

「やめろ。それをすれば、もう立ち上がれない」

　──振ろうとしたのを、誰かの手が止めた。

　クロヤだ。シアの肩を摑つかんでいる。痛い。かなり力が籠もっていた。

「……おい。随分な真ま似ねをしてくれたな。おれに投げたのか」

　手にしている何かを、クロヤはその辺りの茂みへと放り投げた。

《投刃ダート》だ。スカイツがシアへと放ったそれは、クロヤが止めていた。否、そもそもシアの背後に居たクロヤに向けて、スカイツは警告無しに投とう擲てきしたのだ。

「俺はお前に言ったはずだ。シアと手を組むな、シアを独りにしろ、って」

「それがどうした」

「……最初から分かっていたさ。お前が素直に頷うなずくわけがない。だからこそ、俺にとってお前は邪魔だ。お前さえ居なければ──シアがここまで来れるはずないんだからな」

「おれが居なければ、か。本気でそう考えているのか、貴様は」

「同じ言葉を返してやる。それがどうした」

「いや、安いものだと思っただけだ。十年来シアと共に過ごした貴様よりも──僅かに過ごしたおれの方が、シアのことを理解しているのだからな」

「…………」

　無言でスカイツは双剣を抜く。クロヤが邪魔であることは、スカイツにとっては事実だ。後衛であるシアが、単独で二階層を探索出来るわけがない。そもそも、一階層の探索すら危うい。だが、それでも自分の元へとやって来たのは──他ならぬ規格外の前衛、クロヤが居るからだ。

　だからこそ、クロヤをここで再起不能にする。ある種、都合が良いい展開だった。

「シア。悪いが先におれが済ますぞ」

　極めて優しい声音で、クロヤはそう語りながら、シロハラを彼女の頭上へ載せた。

　──瞬間。シアの眼前から、クロヤの姿が消えた。

「え──」

「────……ッ！」

　次にシアがクロヤの姿を捉えたのは、彼の拳がスカイツの腹部に叩たたき込まれている場面だった。シアとの修練の時ではまず発揮されない。これは、クロヤの本気だ。

「テメ、エ……！」

　スカイツが双剣を薙なぐ。薄皮が斬れない程の寸すん毫ごうの間合いで、クロヤは躱かわした。すかさず、撥ば条ねか何かで押し出されたかのような鋭い蹴りが、スカイツの脇腹を抉えぐる。衝撃でスカイツは地面へと叩たたき付つけられ、見ていて面白い程に口から血ち反へ吐どを零こぼした。

「立て」

「ふざけ、やが──」

　倒れた状態から、すぐに上体を起こしたスカイツの顎を、爪先で蹴り上げる。地にあったスカイツの肉体が、ぶわりと空中へ土煙と共に巻き上げられた。そのスカイツを、続け様にクロヤは追撃の蹴脚で弾はじき飛とばす。鞠まりのように、スカイツは地面を跳ねて転がった。

「……ッ、…………!!」

「立て」

　うつ伏せになったスカイツの後頭部を、クロヤは虫のように踏んだ。

　踏んで、そしてしゃがみ込み──スカイツの髪の毛を引ひっ摑つかんで、強引に面を上げさせる。

「立て」

「……ッッ!!」

　憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おの混じった目だ。かつて共に戦った仲間へ向けるものではないが、しかしこれを受け流すクロヤの冷ややかな目も、同じく仲間へ向けるものではないだろう。

　摑つかんだスカイツの頭を、もう一度土くれへと叩たたき付つけて、クロヤは立ち上がって退いた。

「おれは言ったはずだ。貴様には、おれが報いを受けさせると」

「…………」

　スカイツが腰に差した生木の杖つえへと触れている。柔らかな光の雪が彼に降り注ぐと、全ての受傷が癒えていく。そうだ、それでいい。そうでなければつまらない。すぐに死なれては困る。口には出さず、僅かに口角を上げて、クロヤは無言でその光を見守った。

「ついでに、もう一度だけこの言葉を貴様にくれてやる」

「…………」

　双剣を一旦納刀し、背部の折れた剣を抜く。クロヤは言葉を紡つむぎながら、軸足を残して足を引き、拳を前に出して構えを取る。

「殺す気で来い──さもなくば死ぬぞ」

「──ッ、クロヤぁぁぁぁッ!!」

　霧中においても、その幻刃は眩まばゆい。霧を裂くその刃は、人体など簡単に両断せしめる威力がある。だが、それも──当たればの話だが。

「あ……待って、スカイツ、クロヤっ！」

『止めちゃいけねえ、嬢ちゃん。男同士の喧けん嘩かに、外野が首突っ込むのは野暮ですぜ』

「でも、こんな……！」

『あっしらの声はもう届かねえよ。そして、嬢ちゃんにゃ悪いが……ダンナは元々、人間相手の荒事が専門だった。こういうサシでの殺やり合いで、ダンナより強い人間なんざあっしは知らねえ。坊ぼっちゃんが幾ら《理外の力》とやらで強くなったところで、無駄だ』

「やっぱりクロヤさんも化け物なんですねえ～」

　昔からの幼おさな馴染なじみと、新たな仲間が、本気で互いを殺そうと刃と拳を交えている。

　それを黙って見ていることは、シアにはどうにも出来なかった。だが、これは男と男の問題で──そして、彼我の実力差というものは、この短期間では埋め難がたいものがある。

　スカイツは強くなった。見違える程に。見違えてしまう程に。

　幻刃を扱う練度も、それを維持する体力も、茨の魔人の時とは全く違う。

　既に《準先駆者ニアトレイラー》並の実力があるのではないかと、眺めるしかないシアは思う。

　それでも、そもそもの領分が違った。

《昇降者》として強くなる一方のスカイツと、人対人の強さを極めるクロヤでは、違う。

「テメェに、俺のッ!!　何が分かる!!」

「知ったことか」

　児戯を往いなす。そう見えてしまうぐらいに、スカイツの攻撃はクロヤへ全く当たらない。

　刃の軌跡を見抜き、体動を読み、呼吸に合わせて拳を打つ。クロヤは確実に、そして徹底的に、スカイツを血で染め上げていった。

「俺にッ!!　俺達に、構うな!!　独りで往けよ、テメェみたいな奴やつはッ!!」

「吠ほえるな、餓鬼め」

　鼻っ柱へ拳が刺さる。スカイツの鼻骨はそれだけで粉砕した。引いた拳と共に、どろりとした鼻血が飛沫しぶきのように跳ねる。

「貴様の事情は全てシアから聞いた。その上で言う。知ったことか」

「黙れッ……!!」

　怒りに任せたのか、上段から叩たたき付つけるようにスカイツは折れた剣を振るう。目を閉じても避けられそうな一刀だと、クロヤは嘆息混じりに必要分だけ後退する。

　しかし、スカイツは幻刃を振り下ろす最中で突如刃を搔かき消けした。

（……！　虚打フエイントか……！）

　端から当てる気など無い一撃。これでクロヤが後退することを読んだスカイツは、片手で折れた剣を持つと同時に、空いた手で双剣を一振り抜剣。大きく踏み込んだと同時に抜き放たれたそれは、引き絞られた矢のような刺突となってクロヤの喉元を狙った。

（少々甘く見ていたな。曲がりなりにも独りで《塔》を征くだけある。芯は冷静のようだ）

　上体を反らし、クロヤはその一撃を寸すん毫ごうで回避する。二階層の魔物、或あるいは並大抵の《昇降者》ならば、まず間違いなく貫けただろう。スカイツは歯は嚙がみと同時に、追撃を試みる。

「これで……！」

　クロヤの体勢は不安定だ。上体を反らしたままでは、急な動きは取れない。本来は両手で扱うべき折れた剣を、スカイツは片手で思い切り真横へと薙なごうとした。

　が、咄とつ嗟さに追撃を中断する。今度はスカイツが地を蹴って大きく一歩退いた。

　──今し方スカイツが立っていた地点を、クロヤの爪先が抉えぐるように抜けてゆく。

　反り返った状態から、クロヤは偃えん月げつを描くように蹴脚で反撃したのだ。

　あらゆる体勢から、この男は打ち返す術を持っている。それを崩すのは容易ではない。

（避けるか。おれを甘くは見ていないらしい）

（嫌気が差すぐらいに強いな、本当に……！）

　それでも、スカイツは読んでいた。虚打フエイントからの刺突を躱かわされることも、体勢を崩した状態でも反撃に転じてくることも。このクロヤという男と、僅かな間だが共に歩んだからこそ分かるのだ。一手二手を読んだ程度では、皮膚を削ることすら能あたわないことぐらいは。

　故に次の行動は、明らかにスカイツが速かった。双剣の片割れを鞘さやに戻し、間髪入れず両手で折れた剣の柄を握る。クロヤが再び構え直す時には、幻刃をクロヤへと伸ばしていた。

（ここだ……！）

　単なる幻刃による一突きなら、余裕を持ってクロヤに躱かわされただろう。だが、これは違う。

「む──」

　伸びた幻刃が形を変えた。三さん叉さに分かれた刃が放射状に伸びて、三方向から相手を刺突する。

　スカイツの幻刃に対する習熟は、クロヤの想像を超えていた。

　三手、否、四手先を読んだ上で、スカイツは動いている。

（どう足あ搔がいても捉えられるな）

　茨の魔人が似たような攻撃方法を使っていた。それを元にスカイツが編み出したのだろうと、クロヤは冷静に判断する。横の回避では避けられない。縦に大きく跳べば避けられるが──恐らくは、それこそがスカイツの狙いなのだろう。先程のような地上での攻防と違い、空中では急激な体動が出来ない。スカイツならばどうとでも狙える。
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　よってクロヤは──幻刃をその手で打ち払った。

「な────ッ!?」

「何を驚くことがある。それは貴様だけの奥も義のではあるまい」

　元を辿たどれば、幻刃とは闘気を操って現出させる刃である。実際にものを斬ることは出来るが、しかしその刃は実体ではない。本物の刃なら、払ったクロヤの手が斬れただろう。

　だがそもそもの話、幻刃をクロヤへ最初に見せた時の反応で、スカイツは察しておくべきだったのだ。クロヤとて形は違えど、気を操る類の技術を有していることに。

　予想していなかった行動に、スカイツの行動は僅かに停止した。一対一の決闘に於おいて、その間かん隙げきは命取りとなる。クロヤは肉薄し、スカイツの顔面を真正面から手で摑つかんだ。

「が……ッ」

「刃が消えたぞ。そんなことでどうする」

　これもまた、期せずして茨の魔人戦と似た状況だった。強い圧迫により、こちらの呼吸や集中が乱されると、スカイツは幻刃を維持出来ない。それをクロヤが意図して狙ったかは分からないが、さながら果実を潰すような風に、クロヤは摑つかんだスカイツをそのまま持ち上げていく。

「一つ教えてやる。おれのような素早い相手に、大振りのその武器は隙を晒さらすだけだ。中ちゆう途と半はん端ぱな貴様の実力ではな。……双剣を主軸に使え。その方がおれを殺やれるぞ」

「ッ……」

　手に持った折れた刃を落とす。スカイツは摑つかまれた状態ではあるが、両腕は自由だ。言われた通りに双剣へと手を掛け──その瞬間、近くの樹木へクロヤはスカイツを叩たたき付つけた。

「阿呆あほうか貴様は。敵の言うことを鵜う吞のみにする奴やつが居るか」

　クロヤが手を離すと、ずるりとスカイツは木肌へ沿うようにして崩れ落ちる。樹液のように血ち糊のりが付着していた。頭皮が裂け、或あるいは頭骨も割れたのかもしれない。

「立て」

「…………」

　虫の死骸を転がすように、クロヤはスカイツを爪先で小突いた。もしクロヤが本気で蹴ったのならば、これでスカイツは一度殺されたことになる。二度、三度、軽く蹴飛ばす。

　本来スカイツが何よりも恐れるはずの死が、嘲弄の如ごとく身体からだに触れては逃げていく。

「自分には何も無いと思うか？　この世のあらゆる理不尽を一手に受けたと思うか？　未いまだそう思うのならば、最も早はや貴様に救いは無い。今ここでおれが楽にしてやる」

　足を大きく引く。弧を描くようにして、スカイツの頭部を思い切り蹴り付けたならば、それでもうスカイツは死ぬだろう。意識が混濁しているのか、スカイツはのろのろと杖つえに手を這はわせていた。蛆うじのような進みだ。待ってやるような慈悲はクロヤには無い。

「死ね」

　──どずん、と、鈍い音が周囲へ響いた。

　クロヤの蹴脚が、確かに放たれた音だ。

　そうして、蹴られた対象──樹木は大きく揺れて撓たわんで、涙のように葉を散らせた。

「…………。ほう」

　一度だけ笑みを浮かべたクロヤは、数歩後退する。咄とつ嗟さに避けたものの、その頰には赤い線が一条引かれており、滲にじみ出でるように雫しずくが流れ出ていた。

　死に体と思われたスカイツは、クロヤの蹴りを避け──

「それでも刃は出せるわけか。おれを仕留めるには足らんが、凄すさまじい成長具合だな」

「…………」

　──指の間に挟んだ《投刃ダート》の尖せん端たんから、針のように伸びる刃を現出させていた。

　ゆっくりとスカイツは立ち上がる。荒い呼吸だが、まだ立ち向かう気力は死んでいない。

「問い返しておく。貴様にシアの何が分かる」

「……お前よりは、分かってるつもりだ」

「では何な故ぜ拒絶する。何な故ぜ独りで抱え込む。シアを理解した上でそれをしているのか」

「だとしたら、どうなんだよ……。甘えたことを、言える状況じゃないんだ、俺は……！」

「つまり臆病風に吹き晒さらされているだけか」

「……ッ、うるせえ……!!」

　手にしている《投刃ダート》を数本クロヤへと投とう擲てきする。が、その狙いはズレており、動かなければ当たらないような方向へと投げていた。しかし、飛ひ翔しようする最中で《投刃ダート》は軌道を変え、弧を描いて曲がった。それを跳んで避けるクロヤへ、直線的に飛ぶ《投刃ダート》を追撃で投げる。

　クロヤは避けず、拳で打ち落とす。すると打ち落とした途端、《投刃ダート》から幻刃が伸び、クロヤの右肩を突剣のように貫いた。

（先程から随分と面白い戦い方をする。二撃目を貰もらうとは）

「血を流すのも……罪を背負うのも……！　俺独りだけでいい……!!」

「それはこれ以上喪うしなうことが怖いからだろう。シアを遠ざけ、その上で進むお前は、前方へ逃避しているに過ぎん。更なる地獄へ堕おちる覚悟が足りていないだけだ」

「だからッ!!　テメェに、俺の何が分かるんだよ!!　知った風な口を叩たたくな!!」

「貴様のことは知らんと言っている。おれが知っているのは、シアが貴様に用があってここまでやって来たということだけだ。故におれは貴様が聞く耳を持つまで殴る」

　本来は──出会った頃は──クロヤは独力で《塔》を昇ることを望み、スカイツ達は仲間同士で動くことを尊んでいた。それが、今は完全に逆転している。

「やがて帰る場所でシアが待っていることはさぞ安心だろう。飼い犬のようにな」

「あいつが無意味に傷付く必要がどこにある!!」

　黙れとばかりに、スカイツが双剣を薙なぐ。クロヤには当たらない。万全な状態ですら二人には差があった。負傷や疲労があれば、その差が縮まるはずもなかった。

「それが甘えだ。喪うしなうことのない拠より所どころとしてしか、貴様はシアを見ていない。シアが傷付かないことが、何よりも貴様を安あん堵どさせるだけだ。貴様にとってあの女の価値はその程度か？」

「喪うしなったことのないお前が!!　俺とシアを語るなッ!!」

「ああ、今はな。だが貴様にもおれにもシアを語る資格はあるまい。ただ、奴やつは涙を流し、悔悟に苛さいなまれながらも、貴様の望みを否定した。それはシアの我欲で、覚悟だ。ここへ来た時点で、貴様なら気付くことだろう。しかし未いまだに目を背けるのは、貴様の心が弱いからだ」

「弱かろうが何だろうが、シアにだけは生きていて欲しいんだよ、俺は……っ!!」

「そうだろうな。貴様の在り方は、最初からそうだった」

　最初。クロヤとスカイツ達が出会った時の話だ。火花のように、スカイツの脳裏に当時の光景が弾はじける。あの時のスカイツは、シアとクアラをどうにか守ろうと必死で──

「貴様が女を守る為ために動いたからこそ、おれはあの時同席することを決めた。今はもうそんな気概すら失ったのか、貴様は」

「……ッ！　黙れよ……！　喪うしなってからじゃ、遅いんだ……!!」

「つまり守る自信が無い、か。もっとも、シアは守られるだけの女ではないがな」

「黙れ……！　黙れええええッ!!」

「知己の女一人すら受け止められないような男が、それ以上に大きなものを背負えると思うな……！　それでもまだ貴様の我欲を通すのなら、おれ程度簡単に乗り越えてみせろ……!!」

　シアを拒絶することは、スカイツの甘えであり、優しさである。そのことは、シア自身も、話を聞いただけのクロヤも分かっている。

　だが、それを受け入れられないから、今こうやってぶつかり合うしかない。

　二人が同時に踏み込む。初速は明らかにクロヤが速い。流れるようにしてスカイツの懐ふところへ飛び込むと、杭くいのように打ち出した肘をその腹部へと叩たたき込む。

　吹き飛び、またも木に叩たたき付つけられるスカイツ。が、と肺の空気が強引に吐き出される。しかし今度は怯ひるみながらも反撃の手を用意しており、《投刃ダート》を瞬時に投げていた。

　追撃するクロヤはそれを避けられない。首を狙っていたそれを掌てのひらで強引に受け止め、握り潰す。血が吹き出たが、しかし《投刃ダート》そのものを破壊されれば幻刃も出すことは出来ない。

「終わりだ──」

「……っ、……！」

　加速したまま蹴りの体勢に移行する。木にもたれかかったままのスカイツは、咄とつ嗟さに回避することが出来ない。当たれば、少なくとも臓ぞう腑ふは蹴り潰されるであろう、その一撃。

「──と、言ってやりたいが。まあ──仲間は蹴れんな」

　それは既すんでのところで静止し、何かを傷付けることはなかった。

「……もう、いい。もうやめて、クロヤ」

　スカイツをその身体からだに抱いて、シアが身を挺ていしている。仲間を無意味に蹴り飛ばす程、クロヤは己が愚かだとは思っていない。しからば、蹴りを止めるまでだ。

「おれ達を止める理由だけは訊きいておく」

「もう、二人が争うのを、見たくないの。だから……やめて。お願いだから」

「……シア……」

「ああ。了承した──」

　クロヤはそう返すと、構えを解いて、落ちていたスカイツの折れた剣を拾い上げる。

「──が、少しそいつに話がある。離れろ、シア」

　押おし退のけるようにして、スカイツを抱くシアをクロヤは引き剝がす。

　そして、それを背中の鞘さやに戻してやるついでに、耳打ちした。

　彼が二度と、己の言葉を忘れないように。さながら呪いでも掛けるかのように。

「貴様を庇かばったのがシアでなければ──例えばそこの女ならば、おれは構わず諸もろ共とも蹴り殺していた。それがどういう意味を持つか、頭でも身体からだでも、魂でも考えろ。これから先、貴様が意固地にこの《塔》を独りで昇り続ける限り、永遠に」

「…………」

「貴様の為ために命を投げ出せる女が、人生でそう何度も手に入ると思うな。……以上だ」

「スカイツ……」

『ダンナ──やり過ぎですぜ、いやホントに。坊ぼっちゃんを殺しちまうのかと思った』

「場合によってはそのつもりだった」

『ええ……』

　クロヤは事も無げに言ってのけた。シアは再びスカイツへ駆け寄り、杖つえを握らせる。

　光の雪が二人に降り注ぎ、そうして彼の身体からだの傷だけは癒えた。

「少し話をするぞ、スカイツ。もうおれは貴様を攻撃出来んからな」

「……好きにしろよ。息を整えたら、俺はもう行く」

「スカイツ、まだ汚れて……」

　血と汗と土で汚れたスカイツの顔を、シアはハンカチで拭いていた。だがスカイツは無言でその手を払い、ゆっくりと彼女から距離を置く。

「あ……っ」

（頑固者の阿呆あほうが……。殴り足りなかったか）

　クロヤが再び拳をバキッと鳴らした。シアが居なければ、また開戦していただろう。

　とはいえスカイツと話をすることは急務だ。本来の目的に、クロヤは立ち返る。

「──貴様が知っているかどうかは知らんが、貴様は今多くの人間に狙われている」

「……知ってるさ。理由までは、分からないが。それがどうした」

『どうもこうもねえや。そんな危ねえ状況の中で探索をするのはどうかと思いやすぜ。ろくすっぽ街にも戻れねえんじゃねえのかい？』

「街に戻れないなら、戻らずここを進み続けるだけだ。俺が止まる理由にはならない」

「この阿呆あほうを二つ折りにして持って帰るか。喋しやべるだけで苛いら立だつ」

『いい加減坊ぼっちゃんが死んじまうって……。なあ坊ぼっちゃん、別に嬢ちゃんとヨリを戻せとは言わねえよ。そりゃ当人達の問題だ。あっしらがどうこう言うべきじゃねえ。けど、あっしらもご存知の通り上へと行きたい。今、《塔下街》は異変騒ぎでね。渦か中ちゆうにアンタが絡からんでるわけなんだが、本当に何も知らねえのかい？　妙だと思うことだけでも良いいんだ』

　パロマを除けば、この中でスカイツと最もしがらみがないのはシロハラだ。その声だけは聞く気があるのか、目を逸そらしながらぽつぽつと思い当たることを語り始める。

「……。《礎イシズエ》について、お前らはシアから聞いたんだろ。俺は異変について何も知らない……が、あの力が正しく発動しなかった時があった。妙なことと言えば、それだけだ」

「正しく発動しなかった……？」

　シアが問う。まともに目を合わせようとせずに、スカイツは答えた。

「……お前の時と似ていたよ。そいつは発動条件下に居たのに、喰えなかった。そいつ以外の連中は、問題なかったのに」

　それはつまり、あの力をスカイツは躊ちゆう躇ちよ無く使っているということに他ならない。胸を叩たたかれるような苦しみがシアに去来したが、努めて気にしないように続ける。

「つまり、その人は同じ理外の力を──」

「イェリコにも確認したが、持ってない」

「それは──《俯ふ瞰かんする者》の名か。ならば貴様がその力を制御出来ていないだけだろう」

「これは制御とか、そういう力じゃない。法則、或あるいは罰則みたいなものだ。俺がどうこう出来るようなものなら、そもそもこうはならないだろ？」

　自嘲気味に言う。掛ける言葉がシアには見付からなかった。

『ふーむ。で、その御仁はどうなったんで？』

「死んだ。その異変騒ぎの被害者だ。多分、お前らの方がその辺は詳しいんじゃないのか」

「被害者全てを把握しているわけではない。多数死んでいるようだからな」

　そもそも、被害者についてはクロヤもシアも調べていない。スカイツの言う人物が誰であれ、その者についてシア達は全く知らないだろう。

「奇妙。《礎イシズエ》の影響を受けない、異なる条件が他にも存在する……？　そのことを、イェリコへ詳しく訊きいてみれば──」

「訊きいたさ。鼻で笑われたけどな。だから、話はここまでだ。そういうこともあると割り切って、これからも進むしかない。……俺には、それしかない。お前らがどうしようと、曲げるつもりはない。喰くって、強くなって、独りで昇る。俺がやることは、それだけだ」

　踵きびすを返かえして、スカイツは霧の向こうへと歩み始める。今ここで引き止めねば、また彼は遠くへと行ってしまうだろう。だが、どう止めれば良いのか。

　シアは言葉も行動も浮かばず、またもスカイツを見送ることしか出来ない。

　よって、この場で動いたのは、二名だった。




「ぼく、知ってますよ～。その力って、死体は食べられないんじゃないですか～？」




「何だ、この女──……!?」

　今の今まで、その鳴りを潜めていたパロマが、スカイツへと肉薄している。

　走り寄るとか、駆け寄るとか、そのような表現で収まるものではなかった。

　それこそ、クロヤのような疾走──爆発的な加速を以もって、迫った。

「それにぃ～、食べられないのは、あなたもそうじゃないですか～～」

　スカイツの喉に、パロマの手が掛かる。致命的に、反応が遅れた。

　しかし、その寸前でパロマは大きく吹き飛ぶ。スカイツが視線を移すと、跳び蹴りから着地したクロヤがそこに居た。動いたのは二名──パロマと、クロヤだった。

『ダ、ダンナ……！　まさか本当に、この嬢ちゃんは……!?』

「……。何かしら意図があって、おれかシアに接近した悪意ある者。ではないな」

「悪意、って……？　パロマ、クロヤ、一体……何が……？」

「知らねえ女が増えてると思ったら、何なんだよ……！」

「説明は後だ。武器を抜いて構えろ。狙いはおれ達ではなく、お前らしい」

「変なモン連れて来るな、クソッ……！」

　標的が己とあらば、迎え撃つしかない。スカイツは双剣を抜いた。

　一方、クロヤは己の足裏にある感覚を吟味する。生者──生物を蹴ったようには思えなかったのだ。蹴り応えはあったものの、何かが違う。射殺すように、パロマを睨にらんだ。

　──パロマは、何かしらの意図があって、こちらに接触している。

　その疑念を、クロヤは早い段階から持っていた。理由は一つ、単純な勘だ。それも、嫌けん悪おに属するものである。本能的に、クロヤはそういった己の感覚を信じる傾向にある。ただの少女に、そんな感情はまず抱かない。ということは、この女には何かがあるのではないか、と。

　故にシアが早々に彼女を受け入れた手前、大っぴらに探ることは出来なかったが、水面下でずっと彼女のことをクロヤは探っていた。

『──《グラウペル》の仲？　よろし、よろし。パロマ、亀みたいな女よ。けど、愛される女でもあるね。仲なか違たがい？　ワタシ知る限り、ありえないね』

　ミンジュは、ギルド《グラウペル》についてそう語った。パロマは新米の《共生派バイオシス》で、リガという犬けん狼ろうの相棒と共に連携を取る。と言っても、パロマではなくむしろ相棒のリガが、犬けん狼ろうながら彼女を常にサポートするような形だったらしい。しかし、忠義という意味では、リガはパロマに尽くしていた。それは間違いないと、ミンジュは述べている。そのリガが彼女を裏切るということは、本来《共生派バイオシス》として考えられない事態である、とも。

　また、パロマは目が悪く、眼鏡を掛けていた。その上非力で、体力も貧弱。それでも、愛あい嬌きようあるその性格から、ギルドの仲間からは可愛かわいがられていたらしい。決して、仲間より疎うとんじられているような存在ではない。

　──これらの情報全てが、現在の『パロマ』と微妙に食い違う。

　思えば、この女は己のことを何一つとして語らなかった。それは、言いたくないから言わなかったのではなく、そもそも言えないのではないか。クロヤはそう考えた。

　即すなわち──『パロマ』という存在に、他者が成り代わったのではないか、という可能性。

　無論、どうして成り代わったのか、それをする意味は何なのか、全く分からない。

　しかし、二階層でのあの出会い以降、『パロマ』という人間の持つ雰囲気がどこか変わってしまったのは、付き合いのあったミンジュも薄々勘付いているようだった。

「……ただ、おれは思い違いをしていたのかもしれんな。悪人の可能性は低いようだ」

　この情報は、クロヤはシロハラとだけ共有している。これは、彼が善性ある人間であるが故の判断だが──『パロマ』とシアの仲は、そう悪くは無かったのだ。新たに出来た仲間と呼ぶより、新たな友人として、二人は傍はた目めから見て上う手まく付き合っていた。

　それを、一方的な疑念だけで破壊することは、どうしてもクロヤには出来なかった。

　結論としては、間違っていた。もっと早い段階で、この『パロマ』を追い詰めるべきだった。

『……！　関節が……！』

　シロハラが目を見開く。吹っ飛ばされた『パロマ』は、ぎこちない動きで立ち上がった。

　それは、糸で吊つるされた人形のような動きで、彼女の首は据わっていない赤ん坊の如ごとく、ぐらり、ぶらりと左右に楽しげに揺れている。

　それに伴って──ぼとりと、何かが彼女の足元へと落ちた。

「あれ、は……」

　霧で良く見えなかったが、シアは最初それを白いヨーグルトだと思った、どろりとした半液体状の何かに、明るい色のソースが混じっている。そんな印象だ。

　だが、目を凝らすと、その正体はまるで違った。

「眼、球……？」

　腐り落ちた、『パロマ』の片目。蹴られた拍子に、ずれたのか。「あ～あ」と、『パロマ』が菓子を落とした子供のような声を上げた。

「もうこの身体からだも、ガタが来てるのに～。ひどいじゃないですか、クロヤさん」

「──結論から言うぞ。あの女は死体だ。生きてなどいない」

「は……？」

「じゃあ何なんだよ、って訊きいたら答えられるのか、お前は」

『少なくとも……人間じゃありやせんな。動く死体は、どう呼ぶべきかは分かりやせんが』

「そういうことだ。過去、死体を蹴った経験が活いきるとはな」

　蹴り応えに対する違和感。その解答は、『パロマ』が死体である──という事実。

　だが、現に今生きてこちらと会話している彼女が死体であるなど、にわかには信じられない。少なくとも、シアは混乱の極みにあった。スカイツとクロヤが戦って、今度はパロマとクロヤが睨にらみ合あっている。ここは、一体何なんだ。まさか夢の中では無いのかと、そう思った。

「そう短くない間、死体と共に過ごしていたなど、怖おぞ気け立だつような話だ。貴様が人間だったのなら、どれだけ良かったものか」

「人間が動いているのなら、それは人間じゃないですか～？　だーれも、ぼくが死体だなんて思わなかったのに、今更そんなこと言うなんて、かなしいです～～」

　ケタケタと『パロマ』は笑っている。それは、これまで彼女が見せた笑みと、そう変わったものではなかったが──どうしてこうも、不気味に思えるのか。

　かつて眼球が入っていた『パロマ』の眼がん窩かからは、真っ黒い霧が僅かに立ち昇っている。

　それは、《昇降者》が魔物討伐時に見るものと、とても似ていた。

「あれは……魔物の？　ってことは、この女は──魔物なのか」

『魔物って、普通に意思疎通が出来てやすぜ!?　人間以外で喋しやべれる存在が居るってのか!?』

「こういう場面で冗談を抜かすな、ネズミ」

　シロハラという存在に慣れているから、彼らは魔物が言葉を解げし操るという事実にも、そう驚きはなく受け止められている。が、シアは別の異常性にすぐ気付いた。

「で、でも、魔物なら、おかしい。魔物は、《塔》の外に出られないはず」

《塔》における法則の一つ。魔物は昇降機を使えず、エントランスに出て来ることはない。

　それをシアは根拠として口にした。『パロマ』は、普通に《昇降者》として、これまでシアと共に何度も《塔下街》へと出ているのだ。もし彼女が魔物ならば、法則に反している。

　だが、『パロマ』は再びケタケタと耳みみ障ざわりな笑い声を上げた。

「ぼくたちは、唯一それを破れるんですよ～。人間の中に居たら、人間なので～」

　──人間が動いているのなら、それは人間である。

『パロマ』が、つい今し方語ったことだ。もし、《塔》が人間と魔物を区別しているとして、それは何を基に行っているのか。答えとしては、呆あきれる程に単純で──人間という存在の肉体が、その証拠となっている。他には何も、必要が無い。

「スカイツ。寄生虫に侵された生物は、どちらが本質であるかを考えたことはあるか」

「……あるわけないだろ。でも、そういうことだってのは分かる」

　何かが寄生したとして、その依代となる寄生先が人間であるのならば、どれが寄生したところで《塔》のシステムはその存在を『人間』と扱う。

「寄生虫……。パロマが……」

「え～、虫じゃないですよ～。ぼくたちは、ぼくたちです～～。やわらかーい、霧の～！」

「──霧状の魔物。死体に寄生し、それを操る。貴様の正体はそんなところか」

「は～～い！」

　今から探索に向かうぞ、と呼び掛けられたかのような返答だった。

『パロマ』は、出会った時からどこか無邪気であったと、シアは思い返す。

　それは、彼女の純真から来るものであると思っていたが、そうではない。

　決定的に、人とは違う存在だからこそ──彼女はどこまでも、無知で無む垢くだったのだ。

　ただ、その正体が露見しないよう、乗っ取った死体の記憶を必死に読み取り、一生懸命『パロマ』という女の真ま似ねをしていた。その精度は、あまり高くはなかったが。

　それが却かえって幼いた気いけなものであるように見えてしまったから、シアは彼女を疑わなかった。

　──本当に、疑わなかったか？

　どくん、とシアの心臓が跳ねる。パロマにまんまと騙だまされた、だけか？

　あの、今にして思えばズレている価値観は、本当に頭から信じられるものだったか。

　血の通わぬような物言いはどうだ。人外だからではないのか。疲れが存在しないのは。肉体がただの乗り物でしか無いからだ。あの怪力は。乱れぬ呼吸は。

　触れた、冷たい身体からだは──もう、彼女に巡るものが存在していないからではないのか。

　本当は。どこかで、シアも気付いていたのではないのか。

『パロマ』という女は、この世のものではない何かじゃないのか、と。

（で、も……）

　それを見ないようにしたのは、ひとえにシアが孤独だったからだ。

　誰も居なくなったギルドハウスに、彼女という存在が現れて、シアは救われた。

　ちょっと世話の焼ける妹が出来た、と。そんなことだけを考えた。

「パロマ……。その、あなたが何をしたいのかが、分からない。どうして、スカイツを襲おうとしたの？　理由があるなら、教えて。そうしたら、まだ……」

「人間の死体って、ぼくたちがしばらく中に居たら、おかしくなっちゃうんですよ～。壊れるって、ぼくたちは呼んでいるんですけど～。だから、ぼくたちはいっしょーけんめーに、ながーく使えて、居心地が良さそうな人間を探すんです～。この女はもう、捨てなくっちゃ～～」

　そうして『パロマ』が、スカイツをじっとりと見る。何を基準に、居心地というものを決定するのかは分からない。が、スカイツには唯一、理外の力という他とは違うものがある。

「実は、ぼく、前にその人間の中に入ろうとしたんですけど～。でも、どういうわけか、入れなかったんですよう！　こんなこと初めてで、ず～～～～っと気になってて～！　あ、でもぼくが入れなかったのは、変な力と存在が、この世界には居るからなんですよね～？」

「──俺は、《塔》の中で死んでも、条件次第で蘇よみがえる。だからか」

　死亡したスカイツを、『パロマ』──その時は『パロマ』ではなく、他の死体の中に居たのだろうが──は乗っ取ろうとした。だが、スカイツは《礎イシズエ》で死を乗り越える。

　死に瀕ひんしながら、死体には成り下がらない。

　それは、普通の人間では有り得ない状態であり、故に『パロマ』の興味を強く唆そそった。

「だからぼくたち──ぼくは、そこの人間が欲しいだけです～。あ、けど、シアさんでもいいですよ～？　まさかシアさんがその人間と知り合いとは思いませんでしたし、お世話になったので、ぼくがちゃ～んと殺して、使ってあげます～～！」

　駄目だ。致命的に、価値観が違う。虫に人の理を説いたところで無意味であり、そして人に虫の理など分からない。『パロマ』とシア達は、その関係性と同じだ。

『パロマ』にとって、シアは上質な肉の乗り物でしかない。

　では、シアにとって『パロマ』とは、何か。

「……街で死んだ連中の謎が解けた。奴やつらは互いに殺し合ったわけではない。狂った死体が、隣に居た正常な《昇降者》を惨殺しただけだったのか」

　二つの死体に体格差があり、そして死因としては逆であるべきだと考えたクロヤの直感は、何ら間違っていなかった。喩たとえば、最初に遭遇した一度目の事件。

　あれは、元々首の骨が折れている死体が、生者を滅多刺しにして殺したのだ。
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　だが、そういう過程があったところで、結末だけ見ればどちらも死亡していることに変わりはない。よもや魔物が死体を操り、その限度が来たから狂った死体を放棄したと、そんな結論を出せる者が果たして居るだろうか。喧けん嘩かの果てにどちらも死んだと考えるのが関の山だ。

　──最低限衆人環視がある中で、多少なり鍛えた《昇降者》二人をほぼ同時に別々のやり口でバレずに殺す、という方法があるのならば、そいつはもう人間ではあるまい──

　かつてクロヤの語った冗談がある種の真実を射ているとは、皮肉な話だった。

『ってこたぁ、異変の原因も、嬢ちゃん──いや、この霧の魔人ってことですかい』

「そうなるな。全く──貴様と居るとこういう目に遭うのか、おれは？」

「元はと言えばお前が連れて来た女だろ。俺は巻き込まれただけだ」

　共通の敵が現れたことで、やや砕けてクロヤと会話出来るようになったことぐらいだろうか。

　この、『パロマ』──否、シロハラ曰いわくの霧の魔人が存在する利点というのは。

　霧の魔人はスカイツへ執着している。無視して進んだところで、ずっとスカイツを付け狙うだろう。同時に、霧の魔人が異変の原因だとするならば、前回と同じくこれを撃破することによって、異変は解決するはずだ。となれば、さっさと異変を解決して探索規制などの問題をクリアし、先へ進みたいクロヤとも思惑が一致する。

　つい先程まで凄惨なやり取りをしていた二人は、示し合わせるまでもなく魔人へと向く。

「おれの足を引っ張るなよ、スカイツ」

「……うるせえ」

「ぼくとやるんですか～～？　仲間なのに～～～～～？」

「貴様を仲間と認めた覚えは無い」

「ああ、クロヤさんはず～～っとそんな感じでしたもんね。ぼくは、仲良くしたかったのに。本当に、こわいなぁ～～」

　果たしてどう戦うべきか、クロヤとスカイツは考えあぐねている。

　霧の魔人は、本質的には霧の魔物である。それは自身も認めている。故に、今こうして会話をしているその死体は、見せ掛けの依代に過ぎない。この死体を撃破することが、本当に相手の撃破に繫つながるのだろうか。まだ他に、何か能力を有している可能性は。

「悩んでも答えは出ないだろう。ともかく、叩たたくしかあるまい」

「分かってるよ」

　二人は同時に踏み出す。霧の魔人はぐぐ、と身を屈かがめる。

　その両者の間へ──シアが躍り出た。二人の方を向き、両腕を伸ばして遮るように。

「ま、待って！」

『なっ、嬢ちゃん！　何をやってんだ!?』

「どけ。そいつは魔物だ」

「自分が何を庇かばってるか、理解してるのか、お前は！」

　無論、シアとてそれは分かっている。『パロマ』という女は、出会った時から既に亡なくなっていて、自分が触れ合っていたのはその死体を操った魔物でしかなかったことは。

　だが、それならどうして、この魔物は自分達をさっさと殺さなかったのか。

　霧の魔人は、自分達の為ために使えそうな人間の死体を探すと言っていた。恐らくは死体にする為ための行為──殺人も厭いとわないのだろう。それは人間で言う、生きる為ために何かを殺して食すような真ま似ねに近い。行動の理由が理性ではなく、本能的な由来に見える。

　故に、解げせない部分がある。シアやクロヤを、彼女はどこかのタイミングで簡単に殺すことが出来たはずだ。特にシアなど、寝ている間に縊くびれたはずだ。それをせずに、共に《塔》へ昇っていたのは何な故ぜか。そもそも、どうして人間を乗っ取り、《塔》の外に出て来るのか。

　魔物は、《昇降者》へ危害を加える存在だ。そういうものである、とされている。二階層まで探索して、シアはそれを疑ったことは無い。こちらがどれだけ命乞いをしようと、魔物は平然とこちらを殺す。だから《昇降者》も、立ちはだかる魔物は殺す。両者に共通の言語は無く、コミュニケーションのようなものは取れない。そういう前例も聞こえて来ない。

　故にこの霧の魔人は、他の魔物とは一線を画する存在なのかもしれない。

　これまでの《塔下街》と《塔》、そして人間と魔物の歴史を覆くつがえすような、新種の何か。

「シアさん」

「話し合えば、分かってくれるかもしれない。戦わなくても、わたし達は──」

　──そういうことにして、まだシアは、甘ったるい幻想に縋すがりたかった。

「あなたってほんっと～に、ばかなんですか～～～～？」

　魔人の細腕がシアの首に巻き付く。外見からは信じられない腕力だ。荒縄か何かで思い切り締め上げられたかのような感覚。背はシアよりも魔人の方が高い。

　両足が地よりゆっくりと離れて、シアの視界がチカチカと明滅した。

「シア！　こいつ……!!」

「魔物の分際で、人間を質に取るか」

「動かないでくださいねえ～。このまま首を折っちゃいますよ～？　あ、ぼくたちは人間を直せないので、こうやって首の骨を折るのが一番いいんですよ～。だって、人間って、刺したり斬ったりした痕がある人間が動いていたら、変だなって思うんでしょ～～？」

「……っ……ぁ」

　スカイツもクロヤも行動を止める。シアの頭上に居るシロハラも、下手な真ま似ねは出来ず動けない。場を完全に支配したのは、霧の魔人側だ。

　肉体──死体の損傷具合だと、骨に関する部分は乗っ取る上で無視出来るのだろう。あくまで操るだけなのだから、折れていようと構わず動かせる。だが、皮膚についてはそうもいかない。破れている人形から綿が漏れ出すように、人間からも漏れ出るものがある。一般的に、そういう状態の人間を他の人間は重傷者だと思い、様々な目で見る。

　故に霧の魔人は首を折って人間を殺す。外見的にも、それが一番生きて見えるからだ。

「……シアを、離せ。お前の望みは俺だろ。先に俺から殺やれよ」

「やった～～！」

「スカ……イツ……」

　少しだけパロマが腕の力を弱める。僅かに呼吸が出来るぐらいだが、それでもシアは己の思考が蘇よみがえるのを感じた。同時に、自身の不用意で浅慮な愚行により、またも幼おさな馴染なじみを犠牲にしてしまう可能性へ、激しい自己嫌けん悪おを覚えた。

「じゃあこっちに来てくださ～い！　首を反対側に曲げるので！　あ、武器は使わないでくださいねえ～？　ひどいことしたら、ひどいことしますよ～～」

「……分かったよ」

『ぼ、坊ぼっちゃん！』

「奴やつの隙を作れ。おれが何とかする」

　ぼそりとクロヤが呟つぶやく。無論、スカイツも死にに行くわけではない。言うまでもなく、自分が何かしらの隙を作り出せば、クロヤが動くだろうと見越してのことだ。

　人質に捕られたシアを助ける為ため、スカイツは一歩、霧の魔人へと近付く。

　霧の魔人は満面の笑みだった。こいつには言語も、知性も、感情もある。

　不気味だ、とスカイツは思う。シロハラとこいつは、要素を抜き出せば似ている。だが、どうしてこうも何かが違うのか。否、考えるに無駄だろう。それは本能的な嫌けん悪おだ、恐らく。

「さあ、シアを離せ。約束通り、死んでやるから──」




「────なれば素っ首、頂戴仕つかまつる」




　立ち込めている霧が、大きく裂けた。

　それは、比喩でも何でも無かった。空中より振り下ろされた刃が、触れる霧の粒すら切断、消滅させ、そのまま空間を切り取って縦一文字の線を描いただけだ。

　余波が生まれる。ぶわっと、扇で煽いだかのような風が立ち昇り、周囲の霧が吹き飛んで晴れた。そうしてようやく、スカイツはこの刹那の間に何が起こったのかを理解した。

「《エグゼス》の、トキヲ……!?　何でここに居るんだ……!?」

　唐突に現れたのは、着流しを乾いた血で染めているトキヲだった。片手には反りのある細い刃を、もう片手には《探タン探タン石セキ》を握り締めている。衣服の血はここへ来るまでに浴びたものだろう。しかし、刃には今も滴したたる鮮血がべっとりと付着していた。

　そう言えば、スカイツは己が尻餅をついていることに遅れてから気付く。

　晴れた視界の中、ゆっくりと目を動かすと、枯れ枝のような何かが近くに落ちている。

「クロヤ……っ！」

『ダンナ!!』

　雨音がした。大粒の雫しずくが、ぼたぼたと地面を叩たたく音だ。

　──雨の色は、赤い。

　その切断面からどくどくと、流れ落ちている。

　斬られた。スカイツではない。じゃあ誰だ。当然、枯れ枝の主に決まっている。

　ああ、落ちた枯れ枝はクロヤの右腕で、そしてスカイツはまたも──庇かばわれたのだった。

「こうして会うのは二度目か？　此方の者よ。畢ひつ竟きよう、拙らは惹ひかれ合う定め也なり」

「……貴様と縁を感じた覚えは皆無だ」

　努めて冷静に返しているが、クロヤの額には脂汗が浮かんでいた。当然だろう。腕を斬り落とされて、平然と振る舞える人間など居るわけが無い。

　居るとすれば、それは──驚きよう愕がくの表情を浮かべている、人外の者くらいだ。

「ば、ばけ……もの……!!」

「……！　トキヲ！　あんたのことはよく知らないが、その女は魔物だ！　手伝ってくれ！」

「結構。斬るべきを斬る。然る後、それも斬る故」

「状況判断を見誤るな、スカイツ……！」

　スカイツの首根っこを残った腕で摑つかんだクロヤが、共に横っ跳びした。

　そこに、トキヲの銀ぎん閃せんが翻ひるがえる。振るう刃の勢いが、刀身の血ち糊のりを舐なめるように弾はじき飛とばす。

「……!?　こいつ、俺を……!?」

「初撃も……お前を狙ったものだ。おれの腕一本で済んだのは……僥ぎよう倖こうだろうな。お前か、或あるいはおれの首が飛んでも……何らおかしくは、なかった……」

　スカイツはすぐに立ち上がれたが、クロヤは片膝を突いている。徐々にその呼吸は乱れ、ふらつきが見て取れた。腕を喪うしなった影響が、全身に響いているのだ。

　唾を飲み込む。代わりに、苛いら立だちをぶつけるようにスカイツは叫んだ。

「ふざけるなよ、おい！　《先駆者トレイラー》が魔物を無視して、《昇降者》を先に狙うのか!?　俺に嫌疑が掛かってるのは分かるけど、その根本の原因はあの魔物だ！　履き違えるな!!」

「三猿也なり」

　どういう意味の言い回しかはスカイツには分からなかった。が、トキヲはこちらの話を一切聞くつもりは無いようで、霧の魔人のことなど全く眼中に入れていない。

　増援、もしくは異変の解決を狙うライバルの同業者だったならば、どれだけ良かったか。

　──現れたのは、人斬りである。

　薄く開いたその目は血走っていて、発する言葉に意味を宿さない。

　ただ、人を斬ることだけを至上とする何なに某がしか。

　見方を変えれば、それは──魔物と呼んでも差し支えの無い存在であった。

「……！　死んだらまた会いましょうねえ～～！」

「む、ぐ──」

『こ、こいつは!?』

　霧が魔人を中心に渦を巻く。シアをその腕の中に抱いたまま、魔人は己の姿を霧で覆った。

　そのまま、肉体が壊れても構わない程の速度で、この場より急速で離脱する。

「……！　スカイツ！　奴やつが逃げるぞ!!」

「シア！　シロハラッ!!」

　──逃走。これもまた、通常の魔物ならば取らない選択肢。

　こちらが逃げることはあれど、魔物が逃げることは──何か魔物に攻撃的意図が無い限りは──無いとされている。命尽きるまで、とにかく魔物は《昇降者》を狙う。戦闘の最中で怖おじ気け付づくことはあっても、尻尾を巻いて逃げはしない。

　だが、霧の魔人はトキヲに対して強い恐怖を抱いていた。己よりも遥はるかに強大な存在に対し、立ち向かうのではなく背を向けることを選んだ。

（こいつの相手をしてる場合じゃない……！）

　すぐにスカイツはシアの居場所を示す矢印を作り出す。成長により、対象の方角と同時に、矢印の大きさで大体の距離まで判別可能になった。その矢印は、ぐんぐん小さくなっていく。相当な勢いでここから離れていっているようだ。

　スカイツは駆け出そうとした。シアを危険な目に遭わせてはならない。しかし──

「征くな、素っ首。拙に斬られてから逝ゆけ」

「……！　どけよ……！」

　──進路にトキヲが立ち塞がる。その脇を駆け抜けたらどうなるか、スカイツは少し考えてみたが、己の胴が両断されるイメージしか湧かなかった。

　魔人が逃げ出す存在。スカイツも相手の力量を推し量れる程には経験を積んでいる。

　この人斬りは、凄すさまじく強い。

　先刻、自分を叩たたきのめしたあのクロヤを、恐らくは凌しのぐ程に。

　手汗が滲にじむ。それでもスカイツは、双剣を引き抜いて構えた。

「抜くか。では拙も抜く」

　そう言って、トキヲは刃を鞘さやへと納めた。発言と行動が一致していない。

　が、それは単にスカイツがトキヲのことを知らぬが故だ。トキヲは大きく前傾姿勢を取り、鞘さやの中腹を握って、もう片手を柄尻へと掛ける。足運びは大股、今から大きく一歩を踏み出す手前のようで、どこか奇抜だ。その体勢から、すぐに行動が出来るのか。

「参る」

《職ジヨブ・酔ヴ狂ア修サ羅ラ》。特殊な製法にて鍛造された、刀という武器を用いて、ひたすらに眼前の敵を斬るだけの前衛。鞘さやを攻防に用い、また納刀から抜刀に移行する際、神速の一太刀を繰り出すなど、他の剣士とはやや異なる《技能スキル》を持つ。《塔下街》においては珍しいとされ、数は少ないものの、基本的には優れた使い手が多いと言われる。

　だが、通常の刀使いは、《酔ヴ狂ア修サ羅ラ》と呼ばれる職名を冠さない。

《酔ヴ狂ア修サ羅ラ》はクロヤの《無ラ謀ツノシ拳ユ》同様、トキヲにしか与えられていない唯一職である。

　では、その理由は何か。他の刀使いとトキヲは果たして何が違うのか。

　その答えは実に単純であった。

「え」

　強いから。以上。

「スカイツ!!」

　両腕の感覚が突然失くなった。同時に、前のめりに倒れそうになる。身体からだのバランスが急激に崩れた──本来その均衡を保っていたものが、二つ落ちたからだ。

　スカイツの両腕は肘より先が地に落ちていた。落ちたそれは、己がどうなっているのかまるで気付いていないのか、双剣の柄を未いまだ強く握ったままだ。

　目の前にトキヲが居る。いつ接近して、いつ刃を抜いて、いつ振るって、いつ腕を斬った。

　それらの全てが、スカイツには知覚不可能な速度で行われた。それだけは分かった。

　即すなわち、次の瞬間自分は斬首されている。それも分かってしまった。

「其その方も来るか」

　疾走したクロヤが、トキヲの腹部に蹴りを叩たたき込んでいる。大きくトキヲは背後へ跳ぶが、それは自ら後方へ退いただけだ。鞘さやを抜いたトキヲは、クロヤの蹴りを完全に防いでいた。

　己に纏まとう死の気配が、ほんの一時だけ遠とお退のく。スカイツは呼吸を忘れていた。が、思い出したかのようにそれを再開し、身体からだが恐ろしい程に震えていることに気付いた。

「……治せるか？」

「…………杖つえ、触れないと、だめだ。身体からだの、どこかで、直接……」

　何とか返答する。たった数秒にも満たない攻防で、異様に消耗していた。

　クロヤは小さく頷うなずき、腕の失うせたスカイツの代わりに、その杖つえを口に咥くわえさせてやった。

「自身を治したら、シアの元へ急げ。あれはおれが相手をしておく」

「ま、てよ。お前も、片腕が……！」

　斬られた直後であり、己の肉体だったので、腕はすぐに治すことが出来た。スカイツは咥くわえた杖つえを握り直し、次はクロヤの負傷をどうにかしようと提案する。

「おれのは後で頼む。何よりシアが心配だ──探知が出来るお前は先に向かえ」

　二人をのんびり治す時間を、あの人斬りが与えてくれるはずもない。

　クロヤは隻腕、それも失血が続く状態で、自らトキヲへの距離を詰めた。スカイツからなるべく離れておかねばと考えたのだ。だが、元より探知の出来ないクロヤが、シアをここから探し出せるわけがない。スカイツを先に行かせるということは、それは──

（何だよ、それ……！　死ぬ気なのか、お前は……!?）

　──最も早はや、己の命をここで捨てるという意味に、等しい。

「……おい、人斬り。先におれを斬ってみろ」

「言うは易やすく行うも易やすし。然しからば其その方を先んじて斬ろう」

　再び納刀、並びに前傾姿勢を取る。スカイツに放たれたその抜刀術を、先程クロヤは少し離れた場所から観察することが出来た。そうして分かったことがある。

　──あれは、見切れんな。

　自分でも驚く程に、あっさりとそんな諦観が先に来た。使われた、否、構えを取られた時点で、もう受傷は避けられない。或あるいは斬首により即死する。極められた技は、理不尽を体現するようなものだ。武人は理不尽に成りたいからこそ、己のそれを極めていく。

「参る」

　彼我の距離は、クロヤからすれば絶望的に意味があり、トキヲからすれば無意味だった。

　神速で間合いを詰め、刃を振るえるトキヲ。攻めるは自在だ。相手が素手である以上、その腕の届かぬ範囲ならば守るも自在である。

　逆に、間合いを詰めねばそもそもクロヤは何も出来ない。踏み込めば斬られる。踏み込まねば斬られる。踏み込めば殴れる。踏み込まねば殴れぬ。

　果たして、クロヤが取った行動は──

「む」

　──踏み込まずに、殴り、斬られない。それしか無かった。

　よって、その場で足を蹴り上げたクロヤの行動に、トキヲは虚を衝つかれた。瞬間、己に向かってくる何かを、抜刀術で斬り捨てねばならないというのもまた、虚であった。

「腕。拙の斬ッ──」

　クロヤは、斬り落とされた己の片腕を、蹴り飛ばしてトキヲへと撃ったのだ。

　落ちたとは言え、自分の肉体をそんな粗末に扱うなどトキヲは予想しておらず、何より射程外からの一撃を加える術があったというのも想定していない。本来、抜刀して斬るべきはクロヤの本体だが、腕だけをまた斬ってしまった。

　それは、この《酔ヴ狂ア修サ羅ラ》が作り出した、この死合に於おける最初で最後の間かん隙げき。

　──クロヤの拳は、トキヲの顔面正中線上、その鼻骨を真正面から打ち抜いた。

「ぬぼァ」

（浅いか……!!）

　吹き飛び、仰向けにトキヲは倒れ伏す。大の字で寝転ぶその姿は、童子のようだ。

「スカイツ！　早く行け！」

　送り出すならば今しかあるまい。スカイツへ、クロヤはそう吼ほえた。

「ま、待てよ！　今すぐお前を治して、二人でそいつを──」

「おれにすら勝てないお前が、奴やつに敵かなう道理があるか!?　いいから行け!!」

　それは、クロヤが見せる明確な焦あせりだった。この人斬りへ、二度同じ手は通用しない。策を練るような時間も、恐らくは与えられないだろう。二人で逃げれば、この人斬りは必ず追って来る。結局、どちらかがこれを足止めせねばならないのだ。

「……ッ」

「心配するな。おれは強い。お前が今、それを一番理解しているだろう」

「……すぐ戻る。…………死ぬなよ」

「おれを殺そうと必死に食って掛かった分際で良く言う。……行け」

　スカイツは歯を食い縛って、駆け出した。これ以上の問答はクロヤの集中を削そぐだけだ。

　せめて、両腕があれば。同じことを、二人は考える。スカイツは口の中で「ちくしょう」と嚙かみ潰し、クロヤは「無い物ねだりだな」と、あえて口に出し己を鼓舞した。

「起きろ、人斬り。休憩は終わりだ」

　スカイツが見えなくなった頃合いで、クロヤはトキヲを呼ぶ。狸たぬき寝ね入いりをするような性分ではないだろう。いつまでも大の字で転がっているのは不自然だった。

　その呼び掛けに対し、トキヲは身を起こす。ただし、肉体の一部分のみ。

　ぐぐぐ、と。衣服を押し上げるように。




　──トキヲの股間だけが、独りでに盛り上がっていた。




「…………」

「幸よい」

　今この場に於おいて、股間を勃起させる必要性がどこにあるのか。クロヤはその意図が全く読めず、それ以上に眼前の人斬りはイカレているということがひしひしと分かった。

　陰茎に続き、トキヲは上体を起こす。

「痛よい、苦よい」

　潰れた鼻から流れ続ける鼻血を、ぬかるんだ舌でべろりと掬すくう。

　くち、にち、と音を立ててそれを味わいながら、今度は立ち上がる。

「法よい、悦よい、至よい、極よい……！」

　大股に踏み込む。前傾姿勢を取る。柄尻に手をあてがう。

「絶よい、頂よいぞ、射よいぞぉ、精よいぞぉォォぉおぉおおおォォオぉッッ!!」

　そうして、瘋ふう狂きようの修羅は凶相を破顔と共に晒さらした。

「──狂人め」

　爆発的な加速。蹴った地面が大きく抉えぐれる。勃起は治まり、代わりに股間に染しみがある。

　クロヤが生きて来た中で、最強にして最低の敵が、笑んだ面つら魂だましいのまま刃を振るう──




　　　　　　　　＊




　突如として己を締め上げている魔人の腕力が緩み、ずるりとシアはそこから抜け落ちた。

　魔人は全速力で駆けていた最中だったので、落ちたシアはそのまま勢いよく地面を転げ回る。天と地が絶えず入れ替わり、自分を中心に世界が回転しているような感覚に陥った。

『じょ……嬢ちゃん！　無事か!?』

「ぇほ、げほっ……。なん、とか……」

　倒れたままのシアの目の前に、頭から降りたらしいシロハラが映る。全身のあちこちを打撲し、酸欠で目め眩まいも酷ひどいが、大事はない。なるべくシアは落ち着いた声で返した。

『土汚れは仕方ねえとして、額を擦すり剝むいてやすな。ちっとばかしお待ちを』

　モゴモゴとシロハラは頰袋を動かしている。その後、何かをゴクリと嚥えん下かしたかと思いきや、蠟ろう燭そくを吹き消す時のようにシアの額へと息を吐く。ハーブみたいな香りがした。

「これは……？」

『《癒油ゆゆ種だね》でさぁ。これを喰くったら、あっしは回復力が上がると同時に、多少の止血と痛み止めぐらいなら可能になりやす。応急処置にしかならねえが、無いよりマシだろう？』

「……うん。ありがとう」

　特定の種や実を口にした際、シロハラは特殊な反応を身体からだに起こす。なので、緊急事態に備え、幾つかの種や実を頰袋へ常にストックしている。《癒油ゆゆ種だね》はその中の一つらしく、シアは身体からだの痛みと目め眩まいが和らいでいくのを感じた。

『魔人に連れられて、かなり遠くまで離れちまった。急いでダンナ達と合流しねえと』

「……了解。じゃあ、シロハラ。わたしの肩に」

　ゆっくりとシアは立ち上がろうとしたが、立たち眩くらみがした。シロハラが言うように、ここがどこかも分からない。魔人の姿は見えないが、まだ近くに居るだろう。早急にスカイツ達の所へ戻らねばならない。あのトキヲという男は危険『ぢゅ』あるが、どう対応したものか。説得の通用するような感じでは無かった。話を聞かないという意味では、スカイツ以上かも。

「…………え？」

　考えている途中で、断末魔のような声がした。ネズミが潰されるような鳴き声だった。

　そう言えば、シロハラがこちらに乗って来ない。いつもは器用に、足から服を伝って肩なり頭上なりに乗って来る。何をもたもたしているのだろう。

　また目め眩まいがする。数度、シアはよろめいた。地面を見る。

　誰かの足がある。大地を踏み締めている。

　そこは、今までシロハラが立っていた地点だ。

　きっと、落ちた果実を足で踏み付ければ、ああやって放射状に果汁が飛び散る。

「なんで」

「もウ、あマリじかんガないでス～」

　──魔人が、そこに立っていた。小さな仲間の、死骸の上に。

「シロ、ハラ──」

　身体からだから力が抜ける。スカイツが居れば、クアラの力ですぐに治せるだろうか。あの足底の中はどうなっているのか。ぐちゃぐちゃに潰れていたら、即死だったなら、治せない。いや、そもそもスカイツはこの場に居ない。居たのはシアと、シロハラだけだった。

　そこに、こいつが現れて、そしてシロハラが犠牲になった。

　防げた被害だった。もっと、自分がしっかりしていれば。すぐにシロハラを回収していれば、こうはならなかった。小さい傷など放っておいて、近くに敵が居ることを分かっていたなら、迅速に立ち上がって周囲を警戒するべきだったのだ。

　いや、そもそも。これは魔物で、人間に害を為なす存在だと割り切っていれば。

　あんなふざけた甘えを、抱かなければ。こんなことには、ならなかった。

　全てが全て、シアの落ち度だ。その責任は、仲間の死で支払われた。

「シあさン、かラだ、く～だサい」

　喉が腐って来ているのか、魔人の声に張りは無い。嗄しやがれた老婆のような声だ。片目はおろか両目が既に零こぼれ落おち、右腕は肩から先が千切れ飛んでいた。急激に駆け出した反動なのか、魔人曰いわく『壊れ』が既に始まっているのだ。

　今ここでようやく、誰が見ても死体が動いていると理解が及ぶだろう。

　ただ、もうシアは相手が何であろうと関係が無かった。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　その顔を吹き飛ばしてやろうと、叫びながら爆炎を起こす。怒りはこれまでにない程、構術の構築を高速で完了させた。並の魔物ならば、一瞬で消し炭になっただろう。

「ザ～～～～んネん」

　だが、相手は──こちらの手の内を知っている。それが常に見える立ち位置で、共に探索をしていたのだから。魔人はシアの構術が発動に時間が掛かり、そしてシアは近接格闘に弱いということを熟知していた。

　どれだけ高速で構築しようと、肉体の崩壊を厭いとわぬ酷使で襲って来る魔人には通用しない。

　魔人の片腕が、シアの腹に沈む。これが茨の魔人であったなら、シアは腹部を貫かれて即死していた。だが、霧の魔人は寄生先の死体の性能を引き継ぐ。

　どれだけ乱暴に動かしているとはいえ、元は非力な細腕のパロマだ。即死には至らない。

　精々、シアの内臓が幾つか甚じん大だいな損傷を受けた程度だった。

「……っ、ごぼ、おぇ」

　両膝を突く。胃が震えて、何かが喉を通り、口の中から溢あふれ出だす。

　思わず吐き戻したシアは、血染めになった吐と瀉しや物ぶつというものを生まれて初めて見た。内臓を口から零こぼしてしまったのではないかと、頭の片隅で驚いた。

「こわシすぎチャだめでスからねエ～」

「が」

　顎を思い切り蹴り上げられて、シアは後頭部から地面へと倒れた。先程の目め眩まいとは比べ物にならない。脳を直接両手で摑つかんで揺らされているようだ。気持ちが悪くて吐き気がするのに、怯おびえた内臓は吐き戻すことすらもう出来ないらしく、ただ激痛だけを発している。

　どすん、と、寝ている親へ遊びをねだる子供じみた感じで、パロマがシアへ馬乗りになった。

　そこまで重くはない。しかし、振ふり解ほどけるほどの余力もシアには残っていない。

「クび、くビ、おラナいと」

　隻腕である魔人は、残された腕をシアの首へ近付ける。

　あれが触れれば、もう終わりだ。死を意識したシアだが、それ以上にまだ怒りは冷めていない。己と、そしてこの魔人への怒りは、激痛だけでは決して消えない。

　足あ搔がいた。藻も搔がいた。首を振り、四肢をばたつかせ、ひっくり返された虫のように無様で、情けなく、それでも生き残る為ためにシアは必死に動いた。

「うゴカないデ～」

　──ぐちゅ。

　右半分の視界が途端、真っ暗になった。

　づるりと魔人が指を抜く。ゼリー状の血がそこにべっとりとある。

　シアの右目。翡ひ翠すい色の塊へ魔人は指を突き入れて、抉えぐり、破壊した。

「～～～～～～～～～～っッ、あ、ああああああああああああっッっ!?　ひ。ぐ、あああああああああああああああああああ!!　っっっぅううああああああっっッっ!!」

「ア、これハつぶシちゃダメでしタねエ～？」

　抵抗ではなく、痙けい攣れんという形でシアの身体からだが震え出す。熱くなった右目から、恐らく涙ではない液体がぼとぼとと流れ出ている。今、鏡で自分の姿を見れば卒倒するかもしれない。言葉にならない絶叫は、ふざけた量の唾液を口から溢あふれさせた。

　魔人は笑顔を見せる。口こう端たんは裂けて、本来見えない歯列が爬は虫ちゆう類るいのように覗のぞいている。

　これでようやく、獲物の首を折ることが出来る。さっさとこれに乗り換えねば。

　そんな、安あん堵どから来る笑顔なのだろう。

　再び手を伸ばした魔人。その細指を────シアは、二本嚙かみ千切った。

「……？」

「…………─ッ、ふーッ……ふーッ……」

　右目は潰れた。内臓もだ。顎を蹴られ、脳のう震しん盪とうが起こっている。

　それでも、残ったシアの左目の奥にある光は、全く消えていない。

　経験が彼女を強くしていた。これまでに幾度、心を折られた経験が。

　たとえここで命尽きるとしても、少しでも魔人に手傷を与えてやろうとしたのだ。

　そうして折れぬ心は苦し紛れの反撃を生み出し、狂いそうになるような激痛を抑えた。

「…………」

　それを見た魔人に去来するものは、筆舌に尽くし難がたい不快感だった。

　中ちゆう指し、及び環かん指しが欠損したにも拘かかわらず、握り拳を作る。合理で動くのならば、それでも構わずに対象の首を折るべきだった。しかし、魔人はそれをしなかった。

　この光を消さねば、己はこれを乗っ取るべきではない。

　そんな、何の理屈にも適かなわぬことを考えたのだ。

「…………」

　一言も発さずに、魔人は対象の右頰を殴り付けた。指が二本取れただけで、どうにも力が完全に入らない。人体とは斯かくも不便なものであると、この場にて学ぶ。

　光は消えない。

　もう一度右頰を殴り付けた。歯を折ればどうかと思ったのだが、指の欠けた拳では、千切られたそれを未いまだ食い縛っている人間の歯を折るのは簡単では無かった。

　光は消えない。

　ならばと三度目の殴おう打だを行う。今度は鼻だ。これは簡単に折れる。そして折ると絶対に人間は涙を流す。だが、折らなくても涙を流すのだから、この機能が魔人にはよく分からない。ともかく、もう既に対象は泣いていた。故に流れ出るのは鼻血ぐらいだった。

　光は消えない。

　どこを殴るべきなのか、分からなくなって来た。そうだ。残った目を潰せば、この光も無くなるのではないか。そう考えた魔人はまた笑ったが、しかしそれでは死体にした時に使い勝手が悪くなる。あの化け物が居る以上、新たな死体へ移ったら、ここを離れねばならない。両目が潰れた人間を、人間は絶対に放っておかない。目立つのは困る。駄目だ、もう目は潰せない。

　光は消えない。

　じゃあどうすれば良いのか、魔人は混乱した。殺せる。殺せるのに、殺せない。そんなことがあるのか。わけが分からない。となると、魔人が出してしまった答えは、一つ。

　──光は、消せない。

　その瞬間、魔人は己の身体からだに触れる何かに気付き、そして爆炎により吹き飛んだ。

「!?」

「ふーッ……ふーッ……」

　口にした指を吐き捨て、乱れた呼吸のまま、ゆっくりと対象──シアは立ち上がった。

　満まん身しん創そう痍いだった。右目は潰され、顔は腫れ上がり、鼻骨も叩たたき折られて鼻血が止まらない。口呼吸しか出来なくなったのに、その口の中はズタズタで常に血が溢あふれ、顎を伝い滴したたる。

　だが、立ち上がった。否、あの状況から立て直した。

（つか、んだ……）

　殴られている間、ずっとシアは思考していた。

　どうしてここまで自分は弱いのか。それは自虐、そして自省であったが、それでも今そのことを考えるという事実に、恐らくは本能が察した光明があるのではないかと思った。

　シアが弱い理由。それはそもそもの体格や性差から来る、肉体的な側面である。しかしそれは、言うなれば天与。この世に産まれ落ちた人間が必ず属し、およそ変えられないものだ。

　これを嘆いたところで、恐らく意味は無い。シアは小柄で、非力な、女である。

　しかしその天与を覆くつがえす為ために、構術がある。爆炎の発生は、体格や性差を問わない。誰であれ、何であれ、その赤いうねりは飲み込んで灰にする。極めて平等な力だと、シアは思う。

（そういうこと……だったんだね、クロヤ）

　だが、その平等な力も、使い手次第だ。結局は肉体的に貧弱なシアは、前衛という味方の存在を前提に、初めて十全に力を発揮する。攻められれば文字通り為なす術すべが無い。故に、クロヤはシアを鍛えた。せめて回避を行い、味方の援護を待て、と。生き延びる為ための術を。

（いける。わたしなら、もう出来る）

　そうだ。生き延びる為ために、学んだのだ。発動に時間を要し、更に攻撃を受けている間は使うことすら出来ない構術。目に見えて重大な、己の弱点。構術に詳しくないからこそ、クロヤはその弱点をもどかしく思っていたのだろう。理屈ではなく直感で、解を口にしていた。

　──それでいい。感覚的に行っていたものに理屈が染しみ込むと、その理で動ける。だが、本当に重要なのはその次──理屈を感覚に置き換える、というものだ──

「なニをしタ……？」

「……。殺す気で来い──さもなくば死ぬぞ」

　軽く片足を引いて、両腕を上げる。見み様よう見み真ま似ねの、クロヤの構えだ。

　彼の言葉を借りながら、シアはそれを魔人へ披露した。

「……くビ、オっテやル」

　あれだけ攻撃を受けている中で、シアは構術を使った。そんなことは出来ないはずであると、魔人は考えている。故にさっきの一撃は紛まぐれであり、死に体からの一発である、と。

　魔人が肉薄する。霧はそこまで濃くない。見える。目は絶対に、切らない。視界に相手を捉え続ける。攻撃手段はそう多くない。片腕で、しかも首を狙う。避けるのは、容易たやすい。

　ギリギリまで魔人の腕を引き付けて、シアは身を捩よじった。突き出した魔人の腕は、何もない虚こ空くうへと打ち込まれる。すかさずシアは拳を作る。元々手グロ袋ーブはそういう使い方の方が主だ。

　相手の脇腹を打つ。死体は人体とは思えぬ程硬い。が、問題は無かった。

　殴り付けること自体に、シアの狙いは無い。これは、そういう置き換えだ。

（理屈を、感覚で置き換える……!!）

　──構術は、計算して放つ。状況を見て術の種類、威力、範囲などを定めたら、今度は対象そのもの、対象との距離、味方の行動予測を踏まえて撃つ必要がある──

　これは、シア自身がクロヤ達に語った言葉だ。構術の基礎中の基礎である。

　己にとっては当たり前で、だからこそ存在する落とし穴にずっと気付けなかった。

　否、本来《構ア術リ師ス》は、その落とし穴に気付かぬまま《塔》を昇り続けるものなのだ。

　シアが気付けた理由は、クロヤという規格外の存在から、直接手て解ほどきを受けたから。

「ガ──」

　シアの拳が当たった地点から、小さい拳大の爆発が起こる。規模や威力は乏しいが、それでも完全に魔人へ直撃した爆炎は、大きく魔人の肉体を吹き飛ばした。

　──構術が発動している。

（術の種類は、最初から一つしか使えないから無関係……！　威力は拳が当たった強さ、範囲は自分の拳ぐらいで良いい……！　対象は殴った相手、距離はわたしの腕の長さ、近接格闘において味方の存在なんて考慮外で結構……！　だから、どれもこれもを、置き換えられる！）

　構術の発動に必要な数々の理屈。その殆ほとんどを、シアは肉体と体術に関与する要素で置換した。

　曖昧な、感覚という確かなもので、理屈の部分を省いた。これは、構術と呼ばれる理屈の積み重ねで戦う、《構ア術リ師ス》という《職ジヨブ》の否定と言えるだろう。

　故にその否定が何を齎もたらすか。至って単純だった。

　乗算の計算に、わざわざ加算を経由する必要は無いように。

　感覚置換による構術の発動に、面倒な構築は必要無い。

　それこそが、クロヤより薫くん陶とうを受けたシアが編み出した、近接格闘式構術発動法。

　即すなわち──《構ア術リ師ス》×《無ラ謀ツノシ拳ユ》の、合わせ技。

「ふザけルナ、フざケルな、ふザけ──」

　相手の蹴りは、シアの脇腹を抉えぐろうと真横に円を描いた。それも、シアは冷静に回避する。

　魔人の身体能力は高いが、魔物故に根本的な技量が無い。クロヤからひたすら転がされたシアにとって、彼より劣る体術使いはそう怖いものではなかった。

　──相手を往いなしながら笛なり何なり吹けばいいだけだろう──

　く、とシアは心中で笑いを漏らす。

　このクロヤが半ば真顔で言っていた冗談も、確かに的を射ている。

　今、シアは相手の蹴りを避けて、むしろ前蹴りを返した。

　それが相手の腹部に当たった瞬間、足底から爆炎が生じ、またも魔人を飛ばす。

　拳と腕で置き換えていた部分は、足に置き換えても応用が利きく。土ど壇たん場ばから立て直し、そして理屈と感覚と経験の全てが結び付いた現在のシアは、恐るべき速度で成長していた。

　往いなして、笛を吹いている、と。自分自身のことをそう呼べる程に。

「……あなたと一緒にクロヤと修練していたら、こうは行かなかった。わたしが彼から何を学んでいるか、あなたに知られていたらと思うと、背筋が冷える」

「なニヲ──」

　うつ伏せに相手は倒れている。憎々しげに両の眼がん窩かでこちらを睨にらむ。

　シアの成長には副次的な産物があった。近接格闘による反撃の構術は、同じ近接格闘でしか攻撃手段を持たない霧の魔人に、シアへの接近を躊躇ためらわせる効果があった。

　だが、別にシアは《構ア術リ師ス》の本分を忘れたわけではない。

　つまり──

「燃やす」

「ごぁアァアぁああアぁぁァあぁ!!」

　──警戒して寄らぬ相手に対しては、通常の構術を放てばいいのである。

　遠近に存在していた《構ア術リ師ス》の弱点が、近の部分を解決したことによって、遠をも活いかすものに化けた。味方との連携を経ず、単独で戦果を上げる《技能スキル》を持った《構ア術リ師ス》は、この《職ジヨブ》全体で見てもごく僅かしか存在しない。

　そしてそれが出来る《構ア術リ師ス》は、《準先駆者ニアトレイラー》以上の実力があると言えるだろう。

　元より、シアはスカイツが閉じ籠もっている間、一階層を単独で探索するなど、《構ア術リ師ス》としては型破りなところがあった。素養自体はあったのだ。

　自身の性格も相まって、今こうして劇的な変化を遂げているのは、ある意味では彼女にとって辿たどり着つくべき一つの必然だったのかもしれない。

（二階層の魔物を灰に出来るぐらいの火力。間違いなく直撃させた。けど──）

「ウ……ゥ……」

　豪ごう炎えんの後に舞っているのは灰かい燼じんではなく、立ち昇る水蒸気だ。

　霧の魔人はその名の通り、霧を発生させて瞬間的に己の身を炎から守ったらしい。それでも霧そのものを爆炎は飲み込み、全身を焦がす程の威力があった。

「あと一撃──」

「み、えル、かラ──……オ、おグっ」

　シアが構術を構築するよりも素早く、魔人が嘔え吐ずく。

　すると、魔人は開いた口こう腔こう内から嘔おう吐と──否、噴霧をした。

　それは夏空の雲のように色濃く、抱けば柔らかそうな程に、何かが詰まって見えた。

　雲のような霧は爆発的に膨れ上がり、そして広がって──

「……っ！」

　──これまでに無い程の濃霧を、魔人は発生・展開させた。

　最低限の視界は確保出来ていた今までと違い、今回の濃霧は一切の視界を奪う。ただでさえ片目が使えないシアは、残った片目の網膜に真っ白い絵の具で色を塗られたのかと思った。

　白亜の世界の真ん中に、突如として置き去りにされる。

　二階層が山や森を想起させる階層であることすら、今はもう分からない。

　右を見ても、左を見ても、上を見ても、下を見ても、白。

　濃霧だけがここの全てで、自分が歩いたのかどうかさえも曖昧になる。

　並大抵の人間では、この環境下で正常に戦うことなど能あたわない。

　特にシアは、近接格闘に於おいては視覚に頼れと教えられている。期せずして、魔人はその戦法を潰した。分かってやったことかどうかは不明だが、いずれにせよ事態は最悪の方へと転ぶ。

（音まで、殆ほとんど聞こえない……！）

　音とは、波であるらしい。昔、シアは本でそう学んだ。

　その波が耳に届くから、人間は音を音として認識出来るとかいう話だった。

　この濃霧は、発生する僅かな波を、包み込んで消してしまう。

　視覚が駄目なら聴覚──相手の足音の探知──に頼ろうとしたシアの考えを、これも先んじて潰していた。

（どう、すれば……？　そもそも、相手の狙いは──）

　霧が揺らめいた。煙の中を走れば、それが揺らめくのと同じ道理だ。

　反射的にシアはそちらを向く。魔人が来たら、迎え撃つ。

　触れさえすれば、もう構術は間を待たずに叩たたき込める。

　大丈夫だ。クロヤから教わったものは、絶えず己の中で育ち続ける。

「────え」

　こちらに来たのは、霧の魔人ではない。

　潰された赤い何か。それを相手はこちらへ放った。

（シロ、ハラ……）

　その死骸を、魔人は陽動で使った。その程度の知恵はある。が、何よりもこの行為は、シアの精神を限りなく動揺させた。濃霧よりも、頭の中が真っ白になった。

「あァグ」

　背後から、首筋に硬い何かが触れる。感触で分かった。歯だ。顎関節のことなど気にしなくて良い魔人は、獣のように口を開いて、シアの白くて細いそこにかぶり付いたのだ。

　どうしてこの攻撃手段を採択したのか。恐らく、先の爆煙で残った腕すらも焼け落ちたのだろう。それでいてシアを殺すとなれば、首を嚙かみ千切るしかないと考えたのか。

　自分も相手も、口癖が悪い。野蛮で、生きる為ために必死だった。

（この──）

　相手の姿を確認している余裕はシアに無い。嚙かまれた瞬間、反射的に後ろ手で相手へ触れて、そして爆炎を叩たたき込む。これで倒せねば、こちらの頸けい動どう脈みやくが紐ひものように嚙かまれて裂けるだけだ。

「……!?」

　しかし──シアの手は空を切った。

　相手には知能がある。知性もある。従って、シアが持つ手札は二枚、近接格闘式構術と、通常の構術しか無いと理解しているのだ。

　だからこそ、驚く程あっさりと、魔人は首筋から口を離し、シアが触れるよりも先に退いて、再び濃霧の中へと消えて行く。

　一方でシアの首筋には真紅の歯型がしっかりと刻まれており、判のようなそれらから血がどくどくと流れ出ていた。

（嬲なぶり、殺す……算段）

　相手は霧だ。霧中にあるシアのことなど手に取るように分かる。逆にシアは、音も視界も封じられており、相手が四方のどこから現れ、嚙かみ付ついてくるのかなど分からない。闇雲に構術を撃ったら、すぐに宝石が石ころになって尽きてしまう。そうなれば本当に終わりだ。

　小石を投げるだけで、柵の中に居る小動物を殺すような真ま似ねである。

　時間は掛かる。根気も体力も要る。

　だが──ほぼ確実に、いつかその小動物シアは、死ぬ。

（考えないと、駄目。頭を、思考を、巡らせる）

　すぐに襲って来るという真ま似ねを、霧の魔人は選ばなかった。

　じっくりと、時間を使って、シアの首筋を狙う。

　シアからすれば、気が休まる暇など無い。常に気を張らねば、油断した瞬間に喰くわれる。

　濃霧の中の一分は、彼女にとって一時間、或あるいは一日にも匹敵する程の長さのように思えた。

（……時間……？）

　──仮初の膠こう着ちやく状態の中で、ふとその単語に引っ掛かりを覚える。

　そう言えば、霧の魔人が今シアを襲っている理由は、時間が無いからだ。現在の肉体が崩壊していくので、至急新たな死体を手に入れたいからだ。

　これはあくまでシアの推察だが、寄生先の肉体が崩壊すると、霧の魔人は死亡してしまうのではないか。ただ、即死ではない。喩たとえるならば、陸に打ち上げられた魚が徐々に弱るような感じで、入り込む死体が無ければそうなってしまうのではないか。必死にシアの肉体を手に入れようとしているのは、他ならぬ己が生き残る為ためだ。

　では何な故ぜ、今こうしてわざわざ時間を消費するような戦法を選んだのか。相手の立場からすると、一刻も早くシアを仕留めねばならないのに。悠長なことをする意味とは何か。

（多分、これは、相手からしても……賭け？）

　後がないのは、シアだけではない。霧の魔人もまた、同様だ。

　この戦法は単純に強い。やれば、絶対に獲物を殺せる。なのに、すぐには使わなかった。

（使えなかった、もしくは使いたくなかったと、考えるべき……？）

　魔人に性格があると考えるのはどうなのかと思うが、それでも性格があると仮定すれば、あの魔人は後者のように思う。使えるのならすぐ使うが、使えるのに使わないとするなら、それは自分が嫌だからだ。嫌なことは嫌とすぐに言う。『パロマ』はそうだった。

（『パロマ』。彼女は……『ぼくたち』と言っていた）

　本当のパロマの一人称は分からない。が、『パロマ』は自分のことをぼくと呼称する。

　それが、正体を露見して以降は、何度か『ぼくたち』と呼んでいた。

（考えてみれば、『パロマ』が傍そばに居たのに、魔人の被害は出ていた）

　シアがこれまで使っていた商店での事件がそうだ。あの現場に『パロマ』はシアと一緒に居た。だが、クロヤが確認した被害者は、霧の魔人の殺やり口と一致する。

　ずっと霧の魔人は『パロマ』としてシアの近くに居たのだから、そう考えると同時期に複数の魔人が居るということになる。『ぼくたち』とは、つまりはそれを指してのことだろう。

（霧の魔人は、個体ではなく、群体。でも──）

　それならばどうして、『パロマ』は生き延びることにここまで執着している？

　他の魔人が入っていた死体は、別段そんなこともないように思える。肉体が壊れて、そこで終わりだ。その中に入っていた個体がどうなったかは分からないが、今の『パロマ』のように必死に生きるような真ま似ねはしていないだろう。しているのならば、惨ざん殺さつした側の死体に入り込んで、また活動をしていたはずである。

（──『パロマ』は、特別？）

　仮に霧の魔人が群体だとして、『パロマ』という個体はその中でも特別な位置にある。

　喩たとえるに、女王蟻ありや女王蜂のような、群れを維持する為ための絶対的な存在。

　だから、死ねない。その死は、霧の魔人という群の終しゆう焉えんを意味する。

　女王たる『パロマ』が、己の死が間近に迫りつつある中で、とっておきの技をこうして使った。それは、時間を浪費する代償に相手を確実に仕留められるものだ。

（でも、恐らくは使いたくなかった。それは……）

　茨の魔人の姿を、どうしてかこの瞬間に、シアは想起した。

　あれは、どういう存在だったか。否、どうやって撃破したか。

　──スカイツとクロヤが必死になって、心臓のような核を破壊した。

　そしてその核は、元々は茨の卵という厳重な鎧よろいの中にあり、魔人と化してからは胸の奥という、人体において比較的安全であろう場所にあった。ただ、安全の度合いでは茨の卵の方が遥はるかに上だろう。シアが全力で燃やしても、あれの核には届いていなかったのだから。

　つまり、茨の魔人からしても、あの『魔人』形態とは切り札で、己の身を危険に晒さらす代償に、超人的に強い形態へと切り替わっていたのだとしたら。

　それを──この霧の魔人という存在に、置き換えて考えれば。

（普段の死体操作状態は、茨の卵。この超濃霧は、茨の魔人形態。そして霧の魔人はこれを、口から霧を吐くことによって形成した。だから──）

　恐らく、『パロマ』には茨の魔人と同様に、生命の核がある。

　生物的な本能で、魔人達はその核を守ろうとする。が、逆にその核を晒さらすような時は、非常事態且かつ攻撃的な状態である。使いたくなかった理由は、これだ。

　壊されれば死亡するような重要器官を、そう簡単には晒さらしたくない。

　そして、心臓を見せながら外を闊かつ歩ぽ出来る人間など存在しないが、魔人は人間ではない。

（──今、魔人は、心臓を見せている）

　あの時、口から恐らく魔人は核を吐いたのだ。だが、その核は元々濃霧に包まれており、今も周囲に広がったこれは、核の視認を阻はばむ。獲物の視界を遮っているのは、どこから攻めて来るか悟らせない為ためであり、同時に、核の居場所を見抜かれない為だ。

（そんな危険な状態なのに、あえて時間を使うのは──）

　こちらを嬲なぶって楽しんでいるわけではない。心臓を晒さらしているのなら、さっさとシアを仕留めるべきである。なのに一気に攻めないのは、それは相手にとってシアが危険だからだ。

　今のシアは、触れれば相手を燃やせる力がある。

　即すなわち──魔人は、『パロマ』をこれ以上破壊されたくない。

　何な故ぜならば、向こうの攻撃手段はその『パロマ』のみ。シアが生き残り、その上で彼女を破壊されれば、もう打つ手は無い。外に晒さらした核が徐々に滅びるか、シアに破壊されるだけだ。

　何てことはない。霧の魔人は、自己保身による安全策を講じているに過ぎないのだ。

（完全な弱点を晒さらし、更に他の弱点でこちらを攻めるしかない状態。じゃあ、本当に追い詰められているのは、わたしではなく──魔人の方……!!）

　結果的には、この徐々に獲物を嬲なぶり殺すような戦法が、シアに情報を整理させ、推理させる時間を与えた。その翡ひ翠すい色の隻眼は、より強く、煌こう々こうと光を強める。

　核と相手の居場所を探る手段は無い。だが、あの核は恐らく脆ぜい弱じやくで、僅かな攻撃で破壊可能である。肉体の方も、もう限界が近い。あと一撃で倒せるはずだ。

　となれば、シアは遮二無二炎を放った。範囲重視で、とにかくどちらかに当たればいい。

「…………!!」

　それを、魔人は最初当てずっぽうでこちらを攻めていると考えた。

　嬲なぶられて殺されるのが怖いから、暴れているのだと考えた。

　丁度良いい。焦あせって宝石が使えなくなれば、もうあの獲物は何も怖くない。

　あえて攻撃の手を緩め、反撃を避けているのは、己の肉体を破壊されない為ためという理由が一番だ。が、しかしそれを悟らせないフェイクとして、まず嬲なぶり殺して来るという印象を与えた。

　さっき潰したネズミを使ったのは、シアの精神を摩耗させ、恐怖を煽あおる狙いだ。

　しかし、魔人は霧の中に居るシアの瞳を、見た。

　──光は、消えていない。

「ッアァァあぁア!!」

　この炎は、当てずっぽうだ。そこまでは正しい。だが、瞳にあの光があるなら、違う。

　何か明確な意図を定めた、それ故の当てずっぽうだ。

　そんなもの、最も早はや当てずっぽうではない。

　炎は、周囲一帯を潰していくように、広い範囲で放たれている。

　獲物は核のことに気付いたのだと、魔人は瞬間的に理解し、反射的にシアを襲った。

（掛かった……！）

　今の炎は、核や肉体に当たれば良いとは思っていたが、本気で当たるとは信じていない。

　むしろ、魔人はこちらの狙いに気付くと、シアは逆に相手の知性を信じた。

　結果的には、濃霧の乱れが目に見えて分かる程の勢いで、魔人は決着を焦あせった。

　シアの狙いは、肉体の破壊である。

　どこにあるか分からない核を狙うよりも、こちらを必ず攻撃して来るそれを破壊する方が確実であると考えたのだ。

「触れ、れば……！」

　相手は自分の、どの場所を攻撃するか。もし、シアが魔人の立場ならば、己の安全策を見抜いたであろう敵に、嬲なぶるような真ま似ねはもうしない。

　狙いは首だ。それも、先程嚙かんで傷んでいる部分。そこを狙い、確実に仕留めるだろう。

　だからこそ、その思考を読んでシアは動ける。

　魔人は確かに、シアの首筋目掛けて跳んだ。合わせるように、シアは拳を振るう。

　──瞬間、魔人は大きく踏ん張り、嚙かみ付つきを止めた。

「え──」

　シアの拳が空を切る。彼女の拳が突き出た段階で、再び魔人が口を開き──

「ァがグ」

　──ばきん。何かが砕けるような音がする。

　魔人はシアの手グロ袋ーブにある宝石ごと、彼女の手の甲を上顎と下顎で挟んでいた。

　砕けた音は、恐らくシアの手の骨と、相手の歯、そして──宝石。

「っ！」

　激痛による反射で、シアはすぐに腕を引っ込める。相手の咬こう合ごう力はもう限界だったようで、バラバラと砂粒のように幾つかの歯が零こぼれ落おちていく。

　そうでなければ、シアは今頃手ごと嚙かみ千切られて居ただろう。

　ただ、己の手がどうなろうと、既にどうでも良かった。

　相手の狙いは、最初から首への一撃ではなく。

　シアの攻撃、その生命線となる宝石の破壊にあったのだから。

（予備、持ってない……！）

　元々、魔人の討伐ではなく、スカイツの発見を主として今回は《塔》に入っている。前回の茨の魔人戦のように、複数の宝石を持ち込んでいない。

　思えば、茨の魔人も、シアの宝石を優先的に狙っていた。魔人はその知性の中に、構術に対する何らかの知識がある。この、霧の魔人も同様だった。

（読み……違えた……）

「っひいいィ、イひひひぃい！　ィィあーッハ!!」

　霧の向こうへ、魔人は歓喜の声と共に消えてゆく。

　これでもう、後は本格的にシアを嬲なぶり殺ごろしにすればいいだけだ。

　最も早はや彼女に攻撃手段は無い。魔人も両腕と歯を喪うしなっているが、まだ足がある。蹴って、蹴って、蹴って、蹴って、蹴って、蹴って、いつかシアが死ぬまで蹴って殺せばいい。

「…………」

　宝石を持たない《構ア術リ師ス》は、無力だ。何の価値も無い。

　シアが覚えた体術は、構術という存在を活いかす為ために使われる。それ単体では、ちょっとそこいらの町娘より喧けん嘩かが強いぐらいの技量である。幾ら手負いとはいえ、魔人と正面からやり合える領域には程遠い。

　終わりだった。宝石の破壊に、意識が及んでいなかった。逆に、魔人は最後の最後で、相手の攻撃手段さえ奪えば勝ちは揺るがないということに気付いた。

「……パロマ……」

　もう、シアに打つ手はない。この濃霧下で、小さな核を探し出し、破壊する？

　目を閉じた状態で迷路を抜けろ、みたいな話だ。出来るわけがない。何より、相手がそれを許容するわけもなく、絶対に殺される。

　がくり、と。

　シアは膝を突き、項うな垂だれた。そのまま、丸まった虫のように、地面へ縮こまる。

　──殺さないでください。

　そんな哀れみを誘い、相手の慈悲を乞う、降伏の体勢だった。

「──ァ──」

　それを見て、魔人は言語化不可能な何かに襲われた。

　達成感。多幸感。征服感。人間では、このような言葉で表現するだろう。

　が、魔人は分かっていない。何な故ぜならば、魔人は感情を知らない。

　己が今打ち震えているのは、感情由来のものであることなど、知るはずもない。

「メ」

　故に魔人は、それだけを短く呟つぶやいた。メ。目。あの目。翡ひ翠すい色の。

　光に満ちたあれが、今どうなっているのか。それを見たい。絶対に見たい。

　絶対にもう光っていないから、見たい。

　足音を極力殺す。気配も殺す。近寄られていることは悟られたくない。まずは蹲うずくまっているそれの脇腹に突如蹴りを入れる。そして引っ繰り返し、顔を見る。目を覗のぞく。それがいい。

　ゆっくりと、魔人は接近した。本当は、さっさと駆け寄って蹴り飛ばせば済む。だが、己を焦じらすようにしてしまうのは、果たして何な故ぜなのか。これも分からない。

　あと一歩。それが蹴りの届く距離。魔人は、大きく足を振り上げ──

「!?」

　──る、前に。獲物……シアは、蹲うずくまった体勢から直すぐ様さま立ち上がり、魔人へ腕を伸ばしていた。

　あの爆炎を魔人は意識する。しかし、宝石は破壊した。予備は恐らく持っていない。だからあれはもう撃てない。いや、それ以前に、何な故ぜこの女は自分の接近が分かったのか。音はほぼ聞こえないはずであり、何よりどの方角から来るかなど──

「タンタンセキ──」

　──シアが蹲うずくまっていた場所には、《探タン探タン石セキ》が転がっていた。

　この道具は、昇降機や、《昇降者》そのものを、探知する。

　シアはこれを使っているのを悟らせない為ために蹲うずくまっていた。絶望に負けたからでも、相手に慈悲を乞うたわけでもない。パロマの名を小さく呼んだのは、探知相手を明確にする為ためだ。

《塔》は、その肉体によって人間を判別する。

　魔人が未いまだ操っているその少女の肉体は、『パロマ』だ。故に、死んでいようと、中身が別のものだろうと、探知上は『パロマ』で判定される。

　濃霧下では、相手がどこから来るか分からない。しかし、《探タン探タン石セキ》を使えば『パロマ』が居る方角は分かる。後は、身を屈かがめることによって、シアは足音も必死に探っていた。方角と、足音で、魔人がこちらに接近していることを見抜いたのだ。

「デモ、ムイミ！　ムイミ、ムイミ!!」

　ただし、シアがやったのはあくまでそれだけである。もっと早くにこの策を思い付いていれば、或あるいは不意打ち出来たかもしれない。いや、いきなり蹲うずくまるなど、疑われるか。

　ともかく、シアの腕は魔人の胸元を掠かすったぐらいで、何のダメージも与えられなかった。直撃したところで、シアの腕力では相手を倒すなど夢のまた夢であるが。

　安あん堵どと同時に、魔人はシアを蹴り飛ばした。二度、三度、地面を転がっていく。まだまだこんなものでは死なないだろう。もっともっと蹴らなければ。

「──アレ？」

　この時点で、魔人は己が何をしようとしていたのかを思い出した。

　目。シアのその目を見ようとしたのだ。

「…………」

　蹴り転がされた状態から、シアは顔を起こしている。

　何も入っていない『パロマ』の眼がん窩かと、シアのその──未いまだ光の消えぬ瞳が、交差した。

「ソ、レ──」

　どうして光が消えていないのか。単純な話で、シアはまだ諦めていないからだ。

　意味も無く蹲うずくまって、《探タン探タン石セキ》を使い、相手へ不意打ちしたわけがない。

　彼女が今戦っている相手は、霧の魔人であり、そして──

「────……」

　──パロマと呼ばれた、《共生派バイオシス》の少女。その、亡なき骸がらである。

　シアは口に、銀色に光るそれを咥くわえていた。

　今し方、不意を衝ついて魔人より奪い去ったものだ。

　咥くわえているのは、『パロマ』の首から掛かっていた、ネックレス状の犬笛。

　落ちこぼれの《共生派バイオシス》であるパロマが生前に発注した、相棒と連携を取る為ための道具。

　シアは、祈りを込めるように、その笛を吹いた。

（最初から全部、あなたは分かっていた。ただ、それを伝える言葉を持たないだけで──）

「ナニ、ヲ」

　シアには打つ手がない。そう、シアには。

（──リガ。主人の仇かたきを、どうか討って。もう何も出来ない、わたしの代わりに）

　全ての真相が分かると、最初にパロマと遭遇したあの状況の意味は１８０度変わる。

　血ち溜だまりの中に居る少女と、返り血にまみれた一匹の犬けん狼ろう。

　その場の死体は全て犬けん狼ろうによるもので、最後の生き残りが少女だった。

　──そんなはずが無い。少女とは『パロマ』で、霧の魔人だ。

　つまり、《グラウペル》を皆殺しにしたのは『パロマ』で、リガこそが《グラウペル》最後の生き残りだったのだ。主人が死亡し、何かに操られ、仲間を屠ほふる。その中でリガも傷付けられ、それでも主人の皮を被かぶるそれへ、憎ぞう悪おと復ふく讐しゆう心で立ち向かっていた。

　そんなリガの執念に怖おじ気け付づいた『パロマ』が、慌てて人を呼んだからこそ、シア達は現れてしまった。リガ最大の誤算は、恐らくシア達そのものだろう。

　では、そのリガは果たして今どこで何をしているのか。

　犬けん狼ろうは、終ついぞ《塔下街》へは現れなかった。

　復ふく讐しゆうを遂げる為ために傷を癒やし続け、誰に頼るでも無く、それから──

『ッッッガァアアアアアアアアァァァァァァァアァアァアァァァァアアアァ[image: かんたんふ]』

　──その笛の音が一度でも耳に入る時を、ただただ《塔》の中で待ち続けていた。

「ア、アアァァァアァァ!?」

　赤黒い砲弾のような何かが、濃霧の中を突っ切って、一撃の元にそれの首を刎はねる。

　この犬笛は、パロマとリガの為ために作られた。それはリガも承知の上だ。どういう音色なのか、ミンジュの店で試聴もしている。しかし、主人はこの笛を手にする前に、果てた。

　その主人を弔うことも出来ず、彼女の死体は冒ぼう瀆とくの限りを尽くされた。

　ならば、まずは潜伏し傷を癒やす。それから奴やつを殺しに行く。

　一方で、もしその笛が吹かれてしまったのならば、それは我々への最大の冒ぼう瀆とくである。

　同時に、その音色が聞こえたということは、奴やつが近くに居るということでもある。

　その場合、傷の具合に拘かかわらず、命を捨てる覚悟で奴やつを殺してやると、リガは考えていた。

『パロマ』は、この犬笛に何の興味も示さなかった。お遊びで吹くこともしなかった。

　それでも、パロマのものであるからとして、肌身離さず身に着けていた。

　そうして最終的に、その笛を初めて吹いたのは、リガの復ふく讐しゆうを邪魔したシアであることは、果たして何の因果なのだろうか──

「ク、ビ……！　オ、チタ」

「霧が──」

　立ち込めた濃霧が、徐々に薄まっていく。首を転がす魔人は、しかしそれでも胴だけを必死に動かし、シアを狙う。

　既にシアは身動きが取れない。リガが姿勢を低く取った。この犬けん狼ろうも、よく見ると満まん身しん創そう痍いであり、傷自体は全く癒えていない。

「マ、ダ……」

　一歩、魔人が踏み込む。瞬間、何かが飛来して、その肉体を弾はじき飛とばした。

「ギ」

「あ……」

《投刃ダート》だ。ああやって上う手まく投とう擲てきする人物を、シアは一人しか知らない。

「シア!!」

　息を切らしたスカイツが、増援として来てくれた。それがとても懐なつかしく、そして心が満たされるようで、シアは思わず顔が綻んだ。

「お前──……！」

　だが、スカイツはそうではなかった。シアの姿を見て、心臓を素手で摑つかまれたような表情を見せた。今、自分はどんな状態なのだろうか。

　必死で戦い続けたシアは、もうどれだけ傷が増えたのかなど分からない。

　ただ、そうなって欲しくないからこそ、スカイツは彼女を《塔》から遠ざけた。

　今のこのシアの姿は、彼の心に更なる傷を付けてしまうだろう。

「……ッ、酷ひどい濃霧で、まるで探知が効かなかった。俺は、お前の近くに居たのに、すぐ駆け付けることが出来なかった。でも、青い核みたいなものを、さっき破壊した。その瞬間から霧が晴れていったから、もうそいつは死ぬはずだ」

「そい、つ……」

　肉体を破壊したから霧が晴れたのではなく、その核をスカイツが壊したからだったのか。ということは、もうちょっと頑張れば、いずれにせよ自分は助かったのだろう。

　リガを呼ぶという行為は、シアからすれば最後の賭けだった。このフロアにリガが居なければ、恐らく無駄に終わっただろう。悪運が強いなと、シアはゆるゆると這はいずりながら思う。

「おい！　すぐ治す、あんまり動くな！」

「待って、スカイツ……。わたしより先に、リガを……。わたしは……少しだけ、話がしたい」

　倒れた胴は、もう動くことはない。では首はどうだろうか。文字通りの虚こ空くうの双そう眸ぼうからは、黒い霧が緩やかに立ち昇っている。

　それに近付いたシアは、無理に上体を起こし、腕の中へその首を抱いた。

「……シニ、タク…………ナイ……」

「…………」

「ネエ……、オシ、エテ……。ボク……ドウ、シテ……ウマレ、タノ……？」

　弱々しい声だった。その口から漏れているのは、死にたくない──生きたいという生物としての本能的な欲求と、自己の存在理由を知りたいという理性的欲求の二つ。

　自分を殺したシア達への恨み言のようなものは、聞こえて来ない。

　彼らが街へと繰り出していた理由。それは、何か明確な目的があってのことではなく、ただ、何も分からないからこそ何かが知りたいという、単純なものだったのかもしれない。

　シアは、抱く力を強めた。この存在に、そこまでしてやる理由は、自分でもよく分からない。

　きっと、もっと恨むべきであるし、その首を地面に叩たたき付つけたって許されるだろう。

　だが、シアは分からないのだ。自分の行動理由さえも分からないのに、そんな死しに際ぎわの哲学的質問に答えられるわけがない。

「それは、誰にも、分からない。きっと……死ぬまで、ずっと。あなただけじゃない。わたしも、自分がどうして産まれたかなんて、分からないまま」

「……ソン、ナ……」

「だから……分かっていることだけ、あなたに伝える」

　せめて、思ったことだけは素直に口にしよう。シアは、ぎこちなくも、紡つむぐ。

「一緒にごはんを食べてくれて、一緒に眠ってくれて、一緒に……居てくれて、ありがとう」

「…………エ…………？」

「…………」

　それが、シアが思う彼、或あるいは彼女への、全てだ。

　自分勝手だと、そう言われるだろう。

　この存在による被害のことを考えると、シアの発言は客観的に見て許されるものではない。

　しかし、それでも──心にあったその想おもいだけは、伝えてあげるべきだと思った。

「ア────」

　眼めならぬ眼めで、再びそれを見た。翡ひ翠すい色の、強く輝く、それ。

　──光は、そこにある。

　頰を伝い落ちる何かが、乾いた己を濡ぬらした。その時、この光が何であるかを、少しだけ理解することが出来た。そして、最さい期ごに見るものがこの光であることは、きっと素晴らしく幸福な、それこそ自分には勿もつ体たいないようなものだと、確信に至り──

「…………リ、ガ…………」

　──そうして、『パロマ』は、パロマの骸むくろへと、還もどっていく。

「……さようなら……」

　小さく別れを告げて、シアは彼女の首をそっと地面へ寝かせてあげた。

　知らぬ間に涙を流している。もう、彼の前では泣きたくなかったのに。

「……動く、なよ」

　スカイツも、荒れ狂う衝動を必死に抑え付けていた。淡々と、光の雪を彼女に降らせる。

　傷付き、それでも戦い抜き、そして生き残った幼おさな馴染なじみの姿は、全てを投げ出して抱き締めてやりたい程に痛々しく、美しく、愛おしい。

　やはり、自分を破壊してしまうのはもうシアしか居ないと、彼は唇を嚙かんだ。

「お前のそんな姿を、俺は見たくないから。だから……」

「…………」

「今、言っても仕方がないことなのは分かってる。でも……言わせてくれ。そうまでして、俺を追い掛ける理由って、何なんだよ。お前の目、治ったかどうかなんて、分からないぞ。俺は、あいつほど……クアラほど、この力を使えない。今のお前を、あいつらが見たら──」

　元より治癒の構術は、使い手の才能に依よる部分が大きい。クアラの力を『喰くった』スカイツは、本来扱えないその構術自体を扱うことは出来るが、《星ル光ミ雪ナ華ス》として優秀だった彼女に比べると術の精度がかなり劣る。己の肉体ならばどうとでも治せるが、自分以外の他者となると、大まかな傷は治せても目や内臓器官など細かい部分については自信がない。

　そもそも、今のスカイツにとって、他者へ治癒を施す機会自体が激減している。故に双剣や幻刃などの闘技は磨けても、この力だけは習熟に遅れが生じていた。

　が、シアは痛みが和らいだ身体からだを確認すると、すぐに首を横に振った。

「気にしないで。大体、治ってるから。それよりも、クロヤの所に戻らないと」

「……そうか。……その通りだな」

「戻って、謝らないと、いけない」

「……？」

　一つの戦いが終わって、そうしてシアはゆっくりと現状の認識を改める。

　スカイツが言いたいことは、よく分かる。彼の想おもいを無視して行動した結果、再び彼の心を追い詰めていることも、分かっている。

　そして──再び大切な仲間を喪うしなってしまったことも。

「──シロハラが、魔人に殺された。クロヤに、どう言えばいいか、分からないけど」

「え……？　あいつが……？」

『あっしが……？』

「お墓は…………………………まだ不要」

　スカイツの肩からひょっこり現れたそれを、シアは音速で引ひっ摑つかんだ。

　血だらけではあるが、確かに温かい。化けて出たか、自分が見ている幻覚というわけではなさそうだ。色々と言いたいことはあったが、シアは大きく息をつく。

「……よかった……」

「コイツ向こうで平べったい状態で転がってたから、最初俺も死んだのかと思ったよ。でも息はあったし、治癒したら全部治ったぞ」

『《癒油ゆゆ種だね》喰くいやしたからね。あっしの回復力は上がってたんだ。まあ、坊ぼっちゃんに助けて貰もらうまで、ずーっと気絶してやしたが』

「でも、あんなにぺちゃんこに」

『あっしは身体からだが柔らけえのさ。今の嬢ちゃんもそうだが、ダンナに良く摑つかまれてるだろう？　だが、ダンナの握力であっしを握ったら、普通は潰れちまう。でもそうはならねえのは──』

　すげえ柔らかいから……らしい。人間で言う所の柔軟体操をシロハラが披露したら、パンケーキみたいな形状になるそうだ。

　何かもう色々どうでも良くなったシアは、とにかくシロハラを肩に乗せた。

『嬢ちゃん、必死に戦ったんだろう。その手助けが出来なくて、済まねえ』

「……いい。クロヤが悲しまなくて済むなら、それで」

「そのクロヤだが、あのイカレ野郎と戦ってるはずだ。戻り次第援護する」

「了解。でも、構術はもう使えない」

「……みたいだな」

「それと、少しだけ待って」

　シアは、シロハラをスカイツに預け、自分の窮地を救ってくれた英雄の方を見た。

　哭なくわけでもない。涙を流すわけでもない。犬けん狼ろうは、言葉を持たない。

　ただ──変わり果てた主人の首を、リガはじっと見つめていた。

「……リガ」

　手にまだ持っていた犬笛を、シアはリガの首に掛けてやった。

　思ったよりもするりと掛かる。ネックレス状になっているのは、パロマが使いやすい為ためでもあり、もしかしたらリガに掛けられるようにする為ためでもあったのかもしれない。

　赤黒いその毛並みを、シアは一度撫なでる。これは全て、凝り固まった仲間達の返り血と、負傷で流れ出たリガ自身の血だ。本来この犬けん狼ろうの毛並みが何色なのか、分からない。

　ただ、この血を洗い流すことは、復ふく讐しゆう心しんをも流すことだと考えたのか。

　これまでリガが一切身体からだを洗わなかった理由を、汚れに無頓着な動物だからという答えで結ぶことは、とても失礼なことだとシアは思った。

「ありがとう。おかげで、助かった。……元気で」

　犬けん狼ろうは答えない。ただ、一度だけシアの瞳を見て、またすぐに主人へと移した。

　別れの挨拶はそれで充分だろう。シアは、待っているスカイツとシロハラへ合流する。

　二人と一匹が急いで駆け出し──しばらくしてから。

　クロヤの元へ戻る彼らの耳に、一匹の獣の遠とお吠ぼえが聴こえた。

　その遠とお吠ぼえは、単なる遠とお吠ぼえとそう違わないのに──大声で、泣いているようだった。
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「十年。拙が遅く産まれるか、或あるいは其その方が疾とく産まれれば──」

　刀に付着した血を、一振りで払う。その体動と共に、己の鼻と口から流れている血が飛び散った。またもその血を味わいながら、トキヲはゆっくりと鞘さやへ納刀する。

「──結果は違っていたと、断言出来る也なり」

　両者の間で決定的に違っていたもの。それを、トキヲは冷静に分析する。

　疲労具合や、片腕の有無は、大した差ではない。

　生きて来た年数。それこそが、二人の命運を分けた。

　才覚や地力は、どちらも決して劣っていない。ただ、トキヲの方が早くに生まれ、そしてその分だけ人を斬り、魔物を斬り、人を斬り、人を斬っていた。

　その経験の差は、どう足あ搔がいても埋め難がたい。時だけは、どうしようもない。

「それでも、この十年来。人の身で拙をここまで心躍らせたのは、其その方が初だ」

　大木にもたれ掛かるようにして、その男が動くことはない。

　最初に斬られた右腕の他に、左足も大だい腿たい部ぶから下が飛んでいる。

「死合ってくれたこと、心より感謝申し上げる」

　両手を腿ももの横にぴたりと付けて、腰を直角に折り曲げてお辞儀をする。

　トキヲなりの敬意の表れであり、彼がこれをした相手は数少ない。

　それ程までに、男──クロヤは強かったのだ。

「クロヤッ!!」

「そん、な……！」

『ダンナ……!?　噓うそだろ、おい……!?』

　そこへ、他の獲物が現れた。否、元を辿たどればこちらの男こそが当初の標的であり、そもそもクロヤとの死合は成り行き上に過ぎない。が、それを成り行きと呼ぶにはあまりにも心が満たされ、つまるところトキヲは二人の定めであると思った。

「天晴也」

「てめ、え……！」

　標的──スカイツが双剣を抜く。が、トキヲは何ど処こ吹く風であった。

「其その方、治癒の心得が有ろう？　拙は腕を斬った筈はず」

「……それがどうした」

「生きるも八はつ卦け、生きぬも八はつ卦け。それだけよ」

　ちらりとクロヤの方を目線で指した後、トキヲは踵きびすを返かえした。

　無防備に相手へ背中を晒さらす。武器を抜いた相手に、それをする意味とは。

「拙は今満ち足りている故。その余韻を、雑ざ魚こを斬って穢けがす心積もりは皆無。然しからば、帰る」

　──歯し牙がに掛ける価値すら無い、と。つまりはそういうことだった。

「──が、それより前に出るのであれば、縊くびる」

　背を向けたまま、トキヲは言葉だけでスカイツを斬った。本来この男が使うであろう斬るという言葉を、今はスカイツへ使わない。指だけをゴキ、と鳴らしている。

　刃を抜く程の相手ではない、ということだろう。

　汗が吹き出る。啖たん呵かは切ったが、それでも相手の実力は正しく理解している。元より、両腕を一度斬られた相手だ。自分が敵かなう道理は無い。

　しかし──この先。スカイツが上を目指すのならば。

　あの《先駆者トレイラー》とは、必ず再び見まみえることになる。

　もし、あれを倒さねば誰よりも速く頂きへ至れないのだとしたら。

　己のこの弱さは──すぐに、どうにかしなければならない。

（俺は……どうして、こんなに……弱いんだ……）

「スカイツ！　クロヤを、早く！　もう、息が……！」

　深い絶望に包まれる中、シアの声でスカイツは自分を取り戻す。

　今だけは、かつての仲間のことを考える。その後は、再び練り直しだろう。

　双剣を鞘さやに戻し、スカイツは杖つえを手に取った。トキヲの姿は、もう見えない。

「……斬られた腕と足を、近くに持って来てくれ。その方が治すイメージが湧く。けど、治せるかは分からない。もう、杖つえが限界で──何より、俺の技量じゃ……」

　己の負傷とシアの負傷を治癒したこともあり、スカイツが持つ杖つえは枯死寸前だった。構術は使えて後一回。更に、勝手知った己の肉体や、致命傷だけは避けていたシアの時とは違い、クロヤは息絶える寸前だ。そもそも治癒が成功するかどうかすらも分からない。

　もし、失敗したら──口ごもるスカイツに対し、シロハラは語気を強めた。

『やってくれ。スカイツ坊ぼっちゃん、あんたしか居ねえんだ……！』

（俺は、クアラとは違う。あいつなら、どんな傷でも治せた。けど、ここまでの負傷を俺なんかが治せるのか？　治せたとして、クロヤに意識は戻るのか？　それに──）

　これが普通の人間ならば、とっくに死んでいる。片腕を喪うしない、失血を続け、それでもあの化け物と長時間渡り合うなど、人外の領域での出来事だ。

　本当に、凄すさまじい男なのだと痛感する。己よりも遥はるか高みに在る存在。

　……故に、利己的なことを考えるのならば。

（──ここで手を抜き、クロヤを殺しておくべきじゃないのか？）

　そうすれば、もうシアは《塔》へ昇ることはない。

　前衛であるクロヤの死亡は、後衛であるシアの機能停止を意味する。

「スカイツ……お願い……」

　涙を浮かべて、シアがスカイツに縋すがる。シアはスカイツが思うほど、冷静で強したたかな性分ではない。本当は、脆もろくて儚はかない、か弱い少女である。

　それを、クロヤは知っている。知った上でシアを支えている。自分を含んだ《ストラト・スフィア》以外の人間に、シアがここまで信頼を寄せるなど、相当に珍しいことだからだ。

　──十年来シアと共に過ごした貴様よりも──僅かに過ごしたおれの方が、シアのことを理解しているのだからな──

（うるせえよ、畜生。俺がシアと、何年一緒に過ごしたと思ってるんだ）

　だが、スカイツとて既に殆ほとんど理解していた。仮に、このクロヤが居なくなったとしても。

　彼女を支えるものが、何一つ失くなってしまったとしても。

　──絶対に、幼馴染シアは自分を諦めないということを。

（だったら、お前が傍そばに居る方が、シアの為ためになる）

　霧の魔人と一対一の戦いに追い込まれ、それでも生き残ったシアは、もう自分が知っている《構ア術リ師ス》のシアではない。強大な敵相手でも諦めず、何かを閃ひらめき、その全てを試し、前に進み続ける。理外の力の有無があるだけで、その本質はスカイツと変わらないのだ。

　これからもスカイツは自分独りで前へ進む。となれば、シアもそうだろう。

　何よりも──シアは昔から、頑固だ。根拠としては、これが一番だった。

（クアラなら、お前を絶対に助けるから。お前は覚えちゃいないが、茨の魔人の時だって、死にかけのお前を助けたのはあいつだったんだ）

　ならば、ここでクロヤを見殺しにすることは、クアラへの裏切りとなる。彼女の力を我が物顔で行使するスカイツが、彼女の在り様に背を向けることなど、してはならない。

（俺が、助けてみせる。お前は、こんなところで死ぬような男じゃない）

　スカイツは杖つえを握り直し、拳と共にぶつけられたクロヤの言葉を思い返す。

（ああ──全部お前の言う通りさ。シアが生きている限り、俺はどうにかしてシアを心の拠より所どころにする。でも、だからって傍そばに居たら、俺は絶対に駄目になる。甘えが消せないのなら……最も甘えられない形がいい。だから俺は、シアを受け入れない。なあ、そうなる以上は、これからも俺じゃなくてお前が、シアを見守ってくれ。お願いだ……戻って来いよ、クロヤ）

　心中でそう独白すると、降り注ぐ光の雪華が、何な故ぜかその輝きを強めた。

　ただ眺めていることしか出来ないシアは、その輝きを──

（クアラが、使っているみたい）

　──幼おさな馴染なじみの技そのものだと、思った。











《終章　あなたへの微熱》






　結論から言うと、スカイツを捕縛しろというあの依頼票は、街へ戻った段階で取り下げられていた。同時に、異変は解決したという報も流れていた。ただ、それを解決したのは《エグゼス》のトキヲである、ということになっており、恐らくは彼が何かを根回ししたのだろう。

　満足な人斬りが出来たその礼なのかもしれないが、その真意は不明だった。

　──自分以外は誰も居ないギルドハウスを、シアは静かに出る。

　もっと、自分好みの狭くて暗い所に引っ越す方が良いいのではないかと思うが、帰る場所というものは常に在り続けるべきだ。自分の為ためにも、彼の為ためにも。

　往来に出ると、今日も《塔下街》は騒がしい。《昇降者》達は、様々な目的を持って《塔》へ挑む。あと一週間もすれば、一人の《昇降者》を狙って騒いだことも、多くの人間が異変で亡なくなったことも、忘れ去ってしまうのだろう。

　本日の探索は休みとしている。なのでシアは、ふらりとその店へ寄ってみた。

　──閉店──

　店の入り口には、そんな張り紙がしてある。

《月虹商会》、そこに属する女商人ミンジュの店。シア達が最後に立ち寄り、《探タン探タン石セキ》を購入してから、どういうわけか閉店してしまったらしい。店の中は荒れていて、果たして何があったのかは分からない。が、店主のミンジュは行方知らずとなり、従って閉店となった。

「あいや。いらしゃい。まま、まだ閉まてるけどね」

「こんにちは、ミンジュさん。今日から再開だから、買い物に来た」

　が、シアはミンジュがどうなったのかを知っていた。あの人斬りトキヲに襲われたミンジュは、負傷しつつも命からがら逃げ出したらしい。その後、ミンジュは街にある《月虹商会》の本部で傷を癒やすついでに、久々の休暇を楽しんでいたとのことである。

　店の中からひょこっと出て来たミンジュは、入り口の張り紙をべりっと剝がした。

「ちょいな、待つよ。あの客野郎に滅茶苦茶めちやくちやされた、そのままね。掃除、掃除！」

「花を買いたい。ある？」

「あるあるよ～。シア、お得意様ね。ワタシ今日、商売再開。記念にタダにするね」

「何か怖いので、タダは拒否する。掃除……手伝うから。それでどう？」

「名案にして明めい晰せきね。人斬りより、タダのが怖いよ♥」

　自虐なのだろうか。ミンジュはからからと笑い、店内へシアを招き入れた。

「あ、それと。頼んでいたあれ、どうなった？」

「はいな、はいな。今朝届いた、思い出したよ。花と一緒に渡すね」

「うん。ありがとう」

　今必要なのはそのくらいだろう。

　シアは店内をぐるりと見回して、この片付けは結構骨が折れそうだなと思った。
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《塔下街》の外れに、墓地がある。街で出た死亡者は、基本的にここで埋葬される。

　或あるいは、埋葬する何かが無かったとしても、ここで弔う。

「…………」

　それは、誰かの墓ではない。誰でもの墓、である。

　シアはミンジュから貰もらった花を、その墓前へそっと置き、目を閉じて祈る。

《昇降者》は日々多く生まれ、そして日々多く亡なくなっている。その全てを一つ一つ弔うことは出来ないので、いつしかこのような墓が生まれた。共同墓地、と呼ばれるものだ。

　祈る相手は、ギルド《グラウペル》の人達。そして、あの『パロマ』。

　誰でもの墓であるからこそ、そこには明確に誰も居ない。が、逆に言えば誰でもそこへ入っていいのである。それに、心の中で祈る相手は、そもそも自由だ。

　故にシアは、本来は祈るべきではないものについても、ここで祈り、弔うことにした。

　自分の孤独を、僅かでも癒やしてくれた相手に対して、ぞんざいな扱いは出来ない。

「そう言えば──」

　周囲には誰も居なかった。なのでシアは、あえて声に出してみる。

「──わたしの、料理。あれを、死の味って呼んだこと」

　ぞんざいな扱いは出来ない。出来ないのだが──

「割と、イラッとしたから」

　──本音をぶつけるのは、また別だろう。

　こんなことをわざわざ言うのが、どこか奇妙に思い、シアは一人で笑った。

　そして、くるりと背を向ける。「また来る」と言い残して、歩き出す。
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　コンコンと、扉を二度ノックする。が、扉の前に立った時点で「入って構わん」と言われたので、あくまで形式的なものだ。何な故ぜ来たことが分かるのか、ちょっと怖かった。

　シアは、ゆっくりと扉を開ける。

「こんにちは。調子は、どう？」

「悪くは無いな。お前こそ、慣れない内にあまり無理はするな」

『いらっしゃい、嬢ちゃん。まあそこら辺に座ってくだせえ』

　次に訪れたのは、クロヤとシロハラが連泊している宿だった。同じギルドの仲間なので、自分のギルドハウスを使えばどうかとシアは一度提案したことがあるのだが、どうやらここの女将おかみがクロヤのことを気に入ったらしく、チェックアウトさせてくれないらしい。

　ともかく──あの日以降、しばらくクロヤは眠ったままだった。

　スカイツの力で、一命は取り留めた。斬られた腕と足も、何とか再生している。

　目覚めないかもしれないと思われたがそんなこともなく、昨日目が覚めたという連絡を受けた。顔色もそこまで悪くないので、体調は問題無いようだ。

　ただ……クロヤは、ベッドから下りて来ない。

「あの…………クロヤ。シロハラから、事情は聞いた」

「そうか。まあ、そういうことだ」

　正確には、下りられない。

　斬られた右腕、そして左足。見た目だけなら、健在であるように見える。

　だが、そうではなかった。不随──それらは、もうクロヤの意思では動かない。

　日常生活を送るだけなら、何とかなるだろう。しかし、最早戦うことはおろか、探索に出ることも出来ない。その辺の子供の方が、今のクロヤよりも動き回れるのだから。

　──即すなわち。《昇降者》として、クロヤは再起不能しんだということ。

　久々に彼の起きている姿を見て、嬉うれしいはずなのに。シアが心から喜べないのは、それが大きな理由だった。事も無げにクロヤは返答するが、その内心は知れない。

『昨日も言ったが、嬢ちゃんの責任じゃねえ。無論、スカイツ坊ぼっちゃんの責任でもねえ。そう暗い顔しなさんなって。こうしてダンナが生きているだけでも、あっしらにとっては充分だ。個ハム的に調べやしたが、瀕ひん死しの状態から復帰させるのは、半はん端ぱな治癒術の腕前では不可能らしいですからな。坊ぼっちゃんは、元々治癒は専門外なんだろう？』

「本来の使い手は、クアラという女だった。にも拘かかわらず、おれがこうして生きているということは、奴やつはそれなりの奇跡を起こしたのだろう。第一、おれがもっと強ければ、あの修羅に不覚を取ることも無かった。最も恥じ入るべきは、おれの実力だ。お前が気に病むな」

「……でも」

「それに、ただでさえおれとお前は暗い人間だ。このままでは、晴れた天気が曇るぞ」

　クロヤは、こんな冗談を言うような性格ではない。

　無理を、している。

　そのことが痛い程に分かったが、シアは無理矢理に笑顔を作ってみせた。

「──泣きながら笑うのも、器用だな。お前は本当に、良く泣く女だ」

　でも、出来なかった。表情は笑っているはずだが、涙は流れ出てしまう。

　こうなってしまえば、シアは己の心情を吐露するしかなかった。

「だって、クロヤは、助けたい人が居るのに。もう……このままじゃ」

「……。お前は、生きていくことを何と考える」

「え……？」

　その質問は、『パロマ』が最さい期ごに問うて来たそれと、少し似ていた。

　故にシアは、あの時と同様、すぐに答えることなど出来ない。

「おれは、背負っていくことだと考えている。誰かと出会い、別れ、歳としを重ねる。やがて朽ちて死ぬまで、おれ達は様々なものを背負い、生きていく。その中で何を背負い、何を捨てるかは、そいつ次第だ。誰かに言われるまでもなく、己で選んでいくものだ。そう考えると、恐らく奴やつは──スカイツは、何も捨てることが出来ず、その全てを背負い込んでいる。人の背に、山そのものを乗せることなど出来ん。このままではいつか必ず、奴やつは潰れるだろう」

「…………」

　背負う、と呼ぶクロヤの言葉の中には、様々な意味が内包されているのだろう。運命、奇縁、愛、憎しみ、後悔……挙げればきりがない。

「が、それでも一切を捨てられない人間は居るものだ。そういう手合いに対しては、果たしてどうすべきだとお前は思う？」

　とても、優しい声音で、クロヤはシアにまた問う。

　今度は、すぐに答えが出た。はっきりと、力強く、シアは言った。

「一緒に、背負う」

「そうだ。お前は、優秀だな」

「そんなこと……ない」

「師の言うことは素直に頷うなずいておけ。そして──お前がおれの弟子で、仲間だからこそ、恥を忍んで頼みたいことがある」

　クロヤはずっと、シアの瞳を覗のぞいている。彼の癖だ。

「──おれの想おもいも、背負ってくれ。お前が、前に進み続ける限り」

　再び、シアは涙を流した。だが、今度はさめざめ泣くつもりはない。クロヤの元へと駆け寄って、動く左と、動かぬ右のどちらも、己の両手で包み込んだ。

「背負う。わたし、絶対に、見付けるから。ハクトさんの病気を治す薬を。だから……！」

「それだけ聞ければ、おれはもう満足だよ」

　微笑ほほえんで、クロヤは左手でシアの頭を撫なでた。多分、きっと、それは彼が愛する人の前でしか見せない表情なのだろう。それを自分が見てしまったことに、罪悪感を覚える。

　だが、同時に、決意にもなる。シアが、これからも進み続ける決意に。

「とはいえ──別におれは諦めたわけでは無い。この動かぬ木で偶く共を何とかする方法が、無いわけではないからな。お前を先に行かせるだけで、いつかはおれもお前に追い付く。その時、背負ったそれは返してくれないか」

「……ううん、返さない。そこからも一緒に、背負う」

「──そうだったな。ああ、病み上がりで喋しやべると、少し疲れた。悪いが、横になりたい」

　シアの頭から手を離して、クロヤは枕に頭を預ける。今、これ以上ここに居ても、恐らく迷惑を掛けるだけだろう。シアは立ち上がり、ここから立ち去ろうとする。

「シア」

「……？」

　そのシアの背中へ、クロヤは声を掛けた。

「ありがとう」

　そうして、その一言だけを餞せん別べつに渡す。シアは力強く頷うなずいて、そっと扉を閉めた。




　──やがて。シアが去ってから、数分後。

　クロヤは上体を起こし、窓の方を見る。キィ、という声がしたのだ。

「カザキリか」

『ああ、ダンナは動かなくて良いですぜ。あっしが手紙を受け取りやすから』

　遠方のハクトとクロヤを結ぶメッセンジャーである、鷹たかのカザキリ。

　前回手紙を送ってから、そう言えば返信が全く来ていなかった。普段のハクトはもっと筆まめな女だが、何かあったのかもしれない。が、そこを心配したところでどうしようもないし、仮に何かあった場合は他の仲間が連絡を寄越す手て筈はずになっている。

　従ってクロヤは、しばらくカザキリの存在を忘れていたのだが。

『おお、何か今回手紙の量が多いですな』

　手紙は何通にも分けられていた。さて、前回は確か、近況報告及びシアの事情に首を突っ込む……みたいなことを書いて送った。それを思い返しつつ、クロヤは手紙を読み始める。

　──『う』『わ』『き』『も』『の』

　一通一文字で、計五枚。手紙には憎々しげにそう綴つづられていた。呪われそうだ。

『そりゃそうだ』

「まあ、そうだな。……くく」

　肩を震わせながら、クロヤはその手紙を脇に置く。流石さすがにこれだけで文通を終わらせるわけもなく、他にもう一通残っている。そちらは、まともなことが書かれていた。

　返信が遅れた理由。少々長く眠っていたからのようだ。で、起きてすぐこれを書いているので許して欲しい、と。後は仲間のことや天気のこと、シアのことを全力で助けてやれということも、シロハラやクロヤの身体からだの調子はどうかと訊たずねるようなことまで書いてある。

　実に、取り留めのない一枚だった。

　──手紙を握ったクロヤの左手が、震える。

「自分のことを、どうして書いていないんだ」

　何な故ぜ、長く眠っていた。具体的なことを何な故ぜ書かない。

　いや、そんなことを書かなくとも、見れば分かるのだ。

　本来、ハクトの字は綺き麗れいだったのに──この手紙の字は、線が歪ゆがんでいる。

　しかし、彼女が書いたものに間違いはない。代筆を頼むような性格をしていない。

　つまり、彼女はもうペンを握ってまともに文字を書くことすら、辛つらい状態にある。

　こちらに心配を掛けまいと、誤魔化している。だったらそれこそ、代筆を使って筆跡を似せるまでやれという話だ。それでも、クロヤは彼女の文字を見間違えない自信があるが。

「──────ッ……!!」

　クロヤは、左手で己の頰を全力で殴った。何度も、何度も殴った。口の中が切れて、どんどん血が溢あふれてくる。それでも殴り続けた。シロハラは、全くそれを止めなかった。

「何を……やっているんだ、おれは…………ッ!!」

　──もう、ハクトはあまり長くない。

　この手紙から、それを読み取ってしまった。クロヤは、嚙かみ潰すように己へ呪じゆ詛そを吐き、それが何の意味も持たないことを知りつつも、再び自分を拳で罰する。

「おれ、は…………」

　随分と、珍しいものをシロハラは見た。恐らく、主人が笑うよりも珍しいものだ。

　生物には必ず巡り、流れている二つのもの。赤いそれと、透明なそれ。

　この男も、人間である。どれだけ強く在ろうとしても、どれだけ気丈に振る舞っても。

　たった一筋のそれが流れ出ない道理は、無い。

『ダンナ──』

「シロハラ」

　這はいずるようにして、クロヤはベッドから滑り落ちる。もう、その目は普段通り……否、普段以上に強い意志が溢あふれている。相棒の名前を呼んで、そして床に伏せた。

「──おれは、諦めないぞ……。絶対に……!!」

『……アンタほどひたむきな人間を、あっしは知らねえ。そして、最後に幸せになるべきは、アンタのような人間だとも思う。そうでなきゃ、この世界はクソだ』

「手伝え。機能回復訓練だ……！」

『了解でさあ。どこまでも、お供しやすよ、ダンナ──』






















　遠くに見える大きな大きな《塔》が、青い空を貫いている。空き地の中央にうずたかく積まれた材木のてっぺんに座りながら、わたしはその《塔》へ何となく手を伸ばした。

　開いた掌てのひらの隙間から、陽光が仄ほのかに漏れる。黒い《塔》は、小さいわたしの薬指よりもまだまだずっと長い。その果てがどこにあるのか、昇っている今もまだ、分からない。

「ッ……！」

　声がしたので、わたしはすぐに腕を引っ込める。視線を下へ落とすと、誰かがこちらを見上げていた。同じ孤児院出身で、同じ養成所出身で、同じギルドに所属していた、わたしとほとんど同い年で、それなのにとても疲れ切った顔の、男の子。

　名前は、スカイツ。わたしの、大切な幼おさな馴染なじみ。

「…………」

　彼は気まずそうな表情を隠そうともしなかった。「何でここに居るんだよ」とでも言いたいのだろうか。訊きかれていないが、答えを返すと、それはここがわたしにとって大切な場所だからだ。じゃあ、あなたにとっては？　訊きかなくても、来ている時点で、答えは出ている。

「…………」

　無言で材木の山へ背を向けて、スカイツはここから立ち去ろうとした。

　けど、一旦足を止めて、こちらを見ずに言葉を投げて来る。

「まだ、あそこに昇るつもりか」

「うん」

「……何でだよ。お前、もう、片目が見えてないんだぞ」

　言われて、わたしは黒い眼帯の上から自分の目に触れた。これは、先程ミンジュさんの店で受け取った、オーダーメイドの眼帯である。なんと、宝石をマウントすることが可能だ。まあ、その機能を使うつもりは無いのだが。

　──クロヤが、腕と足の機能を喪うしなったように。

　わたしもまた、片目の視力を喪うしなった。

「何であの時、目が治ってないって言わなかったんだ。もっと時間を掛ければ、俺でも──」

「色々あり過ぎて、自分の目の状態に気が回らなかっただけ。気付いたのは、クロヤの治癒が終わってから。つまり、あなたの杖つえが枯死してから。どうしようもなかった」

「違う！　手はあった！　俺が、未熟だから……！」

「そんなことはない」

　スカイツの治癒が悪かったとは欠片かけらも思わない。見た目だけなら、ちょっと瞳の色がくすんだぐらいで、そうおかしくはない。大体、潰された目がここまで治っただけでも僥ぎよう倖こうだ。

　が、見えないなら見えないで、それを外に晒さらす必要も感じなかったから、こうして眼帯で蓋をしている。スカイツがそんな姿のわたしを見て、心を痛めるのだとしても。

「……なあ、シア。それ以上、俺の知らない内に傷付くなよ。今回は目だ。けど、これより上の階層は、もう目だけじゃ済まない。死んだら、どうするつもりだ。クロヤだって、二度と戦えない身体からだになったんだぞ！　俺の、俺のせいで……！」

　スカイツは、変わってしまった──とは、もうわたしは感じない。

　その本質は、優しくて不器用な、わたしの知る彼のままだ。

　ただ、そのままではいられないからこそ、どうにか変わろうと必死にもがいている。

「真逆。スカイツが居たから、みんな生きている。あなたのおかげ。クロヤもシロハラも、あなたに責任は無いと言っていた。だから、自分がみんなを救ったって、考えられない？」

「考えられるわけ、ないだろ」

　そうだろうな、とわたしは思った。そこまで傲慢な考えを、スカイツが持てるはずもない。

　実際、わたしだってクロヤの姿を見るだけで心が痛む。

　でも、スカイツとわたしの違いは、その先だ。

　スカイツは、一度大きくかぶりを振って、切り出した。

「お前は……独りだ。その上でもう一度訊きく。それでも、あれを昇るのか」

「答えは、さっきと変わらない。昇る。ただ──わたしは、ひとりじゃない」

　真正面からそう告げる。彼の瞳の中へ溶け込みそうなほど、強く真まっ直すぐ。

　スカイツは、わたしの視線からすぐに目を逸そらして、嚙かみ潰すように答えた。

「やめろよ、もう……！　お前が何をしようと、俺はお前を──」

「それならそれで、構わない。でも、わたしが諦める理由にもならないから」

「本当に、お前は、頑固過ぎるだろ……！　ガキの頃から……！」

「同じ言葉を返す。頑固なのは、あなたも同じ」

　ああ、このままでは平行線の口くち喧げん嘩かになるだろうなあ。そう思った。

　わたしのことが心配だから、あなたはそうやってわたしを遠ざける。或あるいは、わたしが居ると覚悟が鈍るから、わたしを遠ざける。突き抜けた優しさは、拒絶へと変わってしまう。

　だけど、既にわたしはクロヤの想おもいを背負っている。スカイツだけじゃなくて、他の誰かのものも背負ったのなら、やはり進まなければならない。

　それが、あなたを傷付けることだと、理解した上で。わたしは、前に進む。

「……俺の答えも、ずっと同じだ。もうあそこへ昇るな、シア」

「…………」

「けど──今日からは、お前に手紙も金も送らない。お前の、好きにしろよ」

　どこか、懐なつかしい言葉だ。昔、同じような言葉を、あなたはわたしにくれたから。

　去っていく彼の背中に向けて、わたしはあの時とは違う答えを、はっきりと返した。




「好きにする。好きだから」




　かつて薄く伸ばして凍らしたそれは、今はもうとっくに溶け出ている。そうしてわたしの中に巡る何もかもに乗って、わたしをずっと包み込む。誰に遠慮するわけでもない。言いたいことは、ちゃんと言っておく。噓うそ偽りなんて、わたしとあなたの間に必要ない。当然、居なくなったみんなとの間でも、それは同じだ。

　わたしが心からそう思っているのなら、これからは絶対に隠してやらない。

　スカイツは、何も答えなかった。今どんな表情をしているのか、全く分からない。耳に届かなかったわけではないだろう。どうせ、この手の返事なんて無縁の男だ。かわいいやつめ。

　……そうして、スカイツは見えなくなった。




【──愛の告白にしては投げやりだな。伝わるか分かんねーぞ】




「……！　ファロス？」

　するとどこから見ていたのか、或あるいはいつも見ているのか。それは分からないが、ファロスがわたしの頭の中へ唐突に声を響かせた。

　随分と懐なつかしい気がするが、前に話してからそこまで日は経たっていない。

【めんどくせーから単刀直入に言う。シア、今日はお前に別れを告げに来た】

「別れって……？」

　いつもと変わらない調子で言う。それはどういう意味を含む言葉なのだろうか。元より、年単位で接触がないような存在だ。常に別れている、とも言えなくもない関係だが。

【まー、あれだ。手駒でもないお前を、俺は今まで趣味で眺めていたわけだ。が、そいつは乗ってもない遊戯に首だけ突っ込むような真ま似ねなんだよ。早い話が、俺はルール違反を犯した。だから完全に降ろされる。もう、二度と手駒を作るような真ま似ねは出来ねーだろうな】

「わたしを、ずっと見ていたから？」

【そうだ。趣味だ、趣味。ともかく、俺がお前に声を掛けるのはこれが正真正銘最後になる。こうやって別れを告げることすら、本来はルール違反だが、知ったこっちゃねー】

　めんどくせー。そうファロスはいつもみたく結ぶ。そんな面倒なら、そもそもわたしに別れを告げるなど、一番面倒なことではないのか。そんな意地の悪い返答をしたくなったが、しかしわたしは口を噤つぐんだ。いい加減、わたしはこのファロスという存在を多少なり理解している。

　彼は、恐らく。いや、間違いなく。

「あなたは、とても……良いい人」

【人じゃねーだろ。声だよ、声。お前からすりゃよ】

「照れてる？」

【からかうな、ガキが】

　他に、どういう《俯ふ瞰かんする者》が居るのかは知らない。知っているのはスカイツのイェリコだが、あれはかなりアレである。となれば、わたしのこのファロスは、とんでもなく優しくて、何も押し付けることをしない、大当たりの《俯ふ瞰かんする者》ではないのかと、そう思った。

【……勝手にそう思ってろよ。単に俺は、この遊戯に向いてなかっただけだ。お前は俺の道具で──だからこそ、長年使った道具に愛着が湧いた。それだけの話だ、めんどくせーな】

「愛の告白にしては、投げやり。わたしには伝わらないかもしれない」

【腹立つなお前……ったく。まー、こうやって雑談を交わしたことも、これまで殆ほとんどねーわな。だから、俺はお前に大したことを言わずにとっとと去ることにする】

　少し、間が空いた。もしかしたら、彼は息を吸ったのかもしれないと、そう思った。

【……諦めんなよ、シア。めんどくせーけど、面白いガキだったぜ、お前は。じゃーな】

「当然。諦めない。だから……さようなら、ファロス」

　答えると、笑うような声がする。すぐにぷつん、と糸がちぎれるような音が頭の中に響く。

　いつもと変わらない去り方なのに、それでもはっきりと分かる。

　これが、彼との永遠の別れを示す音なのだと。




　──ファロスが去った後も、わたしはしばらく材木の山に居た。

　これからも、わたしはあの《塔》を昇る。ファロスが去り、『パロマ』を喪うしない、クロヤが離脱し、シロハラは彼の生活補助をする。従って、わたしはまたひとりである。

《ストラト・スフィア》とは、どうも人員の増減が激しいギルドだ。

　けど、大丈夫。ひとりで戦う術は手に入れた。わたしはこれからもそれを磨き続ける。

　何より、ひとりであることと、孤独であることは、全く違う。スカイツは、それを一緒くたにしているみたいだが、わたしはそうは思わない。

　いつか必ず、わたしは先に居る彼へ追い付く。後ろからじゃない。その隣に並んで、そうしてようやく、お見舞いしてやろうと思う。クロヤ直伝の、わたしの拳を。

　それで拒絶されても、今度は泣くまでぶん殴って、わたしが必要だと言わせてみせる。隣に並んだのなら、もう無視は出来ないはずだ。逆に言えば、隣にも居ないのに彼を求めたところで、それは単なる重荷である。背負い、背負われるのなら、重荷で無い方が絶対に良いい。

　大体、他人に甘えることの何が悪いというのか。わたしだって誰かに思い切り甘えたいことがあるし、そしてその対象に彼は入っている。逆だって当然、許されるはずだ。わたしに甘えたいのなら、思い切り甘えればいい。そうしてひとしきり甘えたのなら、今度はみんなに甘えられるように、必死に二人で頑張ればいい。そんな簡単な切り替えも出来ないのか。あれだけ、わたしやクアラに甘やかされていたくせに。生意気、生意気である。

　……ともかく、わたしのスカイツぶん殴り計画は、これからも継続していこうと思う。

　なんだかふざけた、子供のいたずらみたいだ。真剣に考えれば考えるほど、変な笑いが出る。

　──さく、と。空き地の雑草を踏む音がした。

　わたしはまた、材木の山からそちらを見下ろす。

「……！　あなた、リガ？」

『…………』

　疑ってしまったのは、その毛並みが全くわたしの思うものと違ったからだ。

　白銀のそれは、まるで立ち込める霧のようで、とても美しい。

　そして、首に掛かった犬笛も、間違いなく彼がリガであることを示している。

　わたしは山から飛び降りて、何な故ぜかわたしに会いに来た犬けん狼ろうへと寄った。

「どうしたの？」

『…………』

　リガは何かを咥くわえていた。ぽとりとそれをわたしの足元へ落とす。

　──青い、何かの宝石。真っ青な空に浮かべても、なお青く輝くような。

　それは、霧の魔人の《恵み》なのだと、わたしはすぐに気が付いた。

「これを、わたしに？　持って来てくれたの？」

『…………』

　律りち儀ぎなものである。あれを倒したのは、どちらかと言えばリガか、或あるいはスカイツなので、これを受け取る資格をわたしは持たない気がするのだが。しかし、要らないと言うのも憚はばかられるから、素直にわたしは「ありがとう」と告げて、その《恵み》を受け取った。

　──リガは、すっと首を下げている。その意味を、最初わたしは理解出来なかった。

「……？　あの」

『…………』

　まだ、首を下げ続ける。もしかしたら、礼を述べているのかもしれない。が、それにしては長過ぎる。そこでようやく、リガはわたしにもう一つ何かを差し出していることに気付いた。

「外せ、ってこと……？」

『…………』

　大きな羽みたいな尻尾が、一度ぶんと揺れた。はい、とでも言ったかのよう。

　本当に良いいのか迷ったが、わたしは──その首に掛かっている犬笛を、外した。

　すると、リガはじっと、澄んだ瞳でわたしを射抜く。何を望んでいるのか、わたしは《共生派バイオシス》ではないのではっきりとは分からない。が、恐らく《共生派バイオシス》達も、相棒の言葉なんて全部理解出来ていないのだろう。

　シロハラは例外として、人と動物の繫つながりというのは、心を主として行われるものなのだ。

　だから正解・不正解は、行動した後に彼らが判定してくれる。

「これで、いいの……？」

　パロマが依頼して、『パロマ』が受け取り身に着け、わたしが吹いたあの犬笛を。

　今度はわたし自身が、首から掛ける。

　リガは、証あかしを立てたのだろう。目に見える形で、わたしに対する証あかしを。

　──彼は、わたしを、新たな相棒として選んでくれた。

　尻尾を何度も振って、リガは自分の耳をわたしに擦なすり付つけるようにして甘えてくる。あまり、犬とは触れ合ったことが無かったので戸惑ったが、ぎこちない手付きで首周りを撫なでてやると、リガは嬉うれしそうに目を細めた。

　それを見たわたしも、とても嬉うれしくて、結局のところ、寂しかったから。

「ありがとう、リガ……」

　真正面から思い切り、彼を抱きしめた。

　毛並みはごわごわしていて、ちょっと硬かったが、しかしとても、あたたかい。

「……行こう」

『バウ』

　彼を離し、立ち上がる。いつまでもここで油を売るわけにもいかない。

　が、わたしはふと、リガの足元に錆さび付ついて古くなった釘くぎが落ちているのを見付けた。

「あ……ごめん、やっぱり少し待ってて。伝言、残しておくから」

　それを拾い上げる。そして、再び材木の山へと昇る。

　今後しばらく、ここに来るつもりはない。

　なので、ちょっとしたメッセージをあの野郎に残しておこうと思ったのだ。

　彫られてから年月が経たち、すっかりと色いろ褪あせている二種類の奇妙な落書き。これを読めるのは、この世界でたったの二人だけ。その暗号の一つ隣に、わたしは滅茶苦茶めちやくちやに直線と曲線で芸術を彫りつける。ひとしきり彫ったら、釘くぎを放り投げて、山から下りた。

『…………？』

　不思議そうな顔で、リガはわたしを見上げている。

　利口な彼のことだ。『まるで読めない』とでも言いたいに違いない。

　だから特別に、わたしは彼にだけ自分が何を彫ったのか、教えてあげることにした。




「──『のばか』って、彫ってやったの」




　それを聞いてもやっぱり理解出来なかったのか、リガは小首を傾かしげていた。

　そんな彼の頭を一度撫なでて、そうしてわたし達は歩き出す。
















　わたしはもう、ひとりじゃない。

　これから何があっても、どれだけ傷付いても、ひたすら前に進み続ける。

　罪も、痛みも、悲しみも。ずっとあなたが独り背負い続けるのなら。

　そんな、孤独の中にあなたが居続けるのなら。

　その時あなたが、この世界のどこに居たとしても。




　今度はわたしが、見付けてあげるから。








《了》
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《あとがき》






　初めまして。有う象ぞう利とし路みちと申します。この度は拙せつ著ちよを手に取って頂き、まことにありがとうございます。ここまで読んだ方には感謝を、ここから読む方には楽しんで頂ければと思います。

　本作は私の中で通算六冊目となる作品です。もう六冊目と言うべきか、まだ六冊目と言うべきか、その辺の判断は迷うところですが、昨今の様々な事情を鑑かんがみるに、とりあえず出せて良かったという一言に尽きます。これも読者の皆様の応援のお陰です。ありがとうございます。

　さて、二巻となる今巻は前巻と多少方向性を変えて制作しました。具体的に言うなら主人公が変わっています。スカイツからシアにバトンタッチしたのですが、これは元々二巻組みで本作を作るに辺り、当初から決めていたことです。決してスカイツに飽きたとか、シアを酷ひどい目に遭わせたくなったとか、そんな理由ではないです。本当です。

　本編についてはネタバレを避けたいので、あまり語ることがありません。先述の通り、主人公が変わったことにより、前巻とは違った物語性になりました。恐らく今巻はシアの自じ業ごう自じ得とくを清算する話で、また彼女から見たスカイツを追う、有り体に言えば恋の物語です。つまるところラブコメです。最近はとみに流は行やっていますからね、ラブコメ。ちょっと本作だと血が出たり怪け我がしたり最悪死んだりするだけで、本質的にはそんな感じです。本当です。

　最後は謝辞を。本作の企画を二巻組みでＯＫして下さった担当編集の阿あ南なんさんと土つち屋やさん（でもスカイツの取り扱いは揉もめましたね）、散っていく者が多い中で毎度素敵にデザインして頂いている叶かな世せべんち先生（毎回注文多くてすみません）へ、この場を借りてお礼申し上げます。

　また、本作の下読みに付き合ってくれた友人の細ほそ野のくんと岡おか本もとくん、五人の後輩達、何より最後まで読んで頂いた読者の皆様に、もう一度最大限の感謝とお礼を申し上げます。

　ひとまずこの物語はここで終わりの予定です。個人的には書きたい部分を割と書けたので満足していますが、何が起こるか分からない業界なので、もしかしたら続きはあるかもしれませんし無いかもしれません。全ては皆様の応援次第ということで……。

　いずれにせよ、その辺りの告知含めてツイッターをやっていますので、良かったらフォローして下さい（恒例行事）

　では、ここまでご一読頂き、本当にありがとうございました。機会があれば、また是非。
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